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If の サイコまみ 

電然系からアシグラ精神病院まで! 


巧われた「正巧」々巧 & て！ 

どラやらこの世の中は、膨大な S の「電波」にさらされているよラだ。 

ある曰の 午後、 原淸を本にして<れないかといラ売り込みの發話が編集部にかかってさた。電話の主は、六十歳前後とおぼしを しや がれ靑の才 
ヤジ 。オヤ ジは唐突に妙なことを口走っ た。 

「お宅の基社、 下：>局にル）卜はあるんでずか7私の本は、下ソ局の人がみんな読みまずから。重票なことが害かれてるんでずよ。マスコミは 
皆、隱してるんでずから」 

TV 局？ ル-- h ? 重要なこと？なんだか符号めいてて危な そ ラ だが、か 調な□調につい 吊られ、 思わず『どんな内容のを画なんでずか」と聞 
を返して しまった。 

「ラー ん。たとえば、 今、曰 本には財政破綻が近づさつつあるとマスコミが言ってまずがね、あれ、嘘なんでず。だってそラでしよ ラ、 お金は誰 
が巧ってまずか7大蔵普の造滞局でしよ ラ。 金がなければどんどん刷ればいいんで ず、 どんどん。そんなことをマスコ S はなぜ隠して、不安ば 
かりを爆るのか、私には理解でをんのでず」 

何を言ってるの か、 最初はよく分からなかった。インフレ、国隐為替相場、近代マクロ経済……といった巧証の言葉が頭の中でぐるぐる回った 
が、 こちらが絶句している 間に、 そのオヤジは曰本の隐された賣実をなおち語る。そしてやおらこラ話しはじめた。 

「おの原 福は、 ち ラ、 TV 局の人ザたくなん読んでくれてまずから。この間を、そ ラ、 巧田アキ子と、 ラー ん 、八 代里紀が読んでくれましたんで 
ね」 

「へえ一。ずいぶん芸能界に顔が効くんでずね。 TV 関係のお勤めを in なさってたとか」 

「いやいや、 TV を見てると ね、お、 いろんな人に原摘を送ってまずんで、合图を送ってくるんでず。素晴らしい内容 だと。 ちよっとしたしぐさ 
で分かりまずから。だからこれを本に して、 TV 局で売れば、 を ラ皆買ってくれるはずなんでず」 

要ずるにこの オヤジ、呂 分が見つけた『この世の 費 実」を手紙に 記し、 TV 局気付けでじやんじやん有ち人に 送り、 TV に映るタレントたちの 
しぐさから勝手に「信号」を読み取っでは使命感じ燃える、「電波人間」だったの だ。 

聞きかじった精神医学の知識にならえば、オヤジの言ラ大蔵省造幣島を々は誇大妄想、 巧 旧アキ子、八代亞紀の信号を々 は、 精神分製病のを状 
にわられる幻覚症状の巧能性がある。 屯し このオヤジ が、 度分の家族であった〇友人であれば、間違いなく病院へ連れていこ3 とした はず だ。 た 
とえ診断結果が分裂病であって 屯、 最近では、手当てが早ければそれだけ、症状の緩和 も、 ひいては社を復帰を充分に可能といラじやない か。 符 
よりを、 分鬻病は脳巧伝達物質の分泌異常が一原因であると生理学的に电証明されている〇擾学的 じは、 肉体の病と同じよラに定義で去るの だ。 



しかし、相手は見ず知らずのオヤジである。いぎな り、 

「あんた、病院いったほラがいいよ」 

なんて言えない。「病」とは、「医学」といラ制度と係わりをちたなければ社を的には病でない、なんていラ哲学的な議論ちある。 

そんな考えが頭に浮かんだちのだから、腊聞は本人が切望ず る、 ス字通〇 下 V 局にル — h のある出版な——扶窠社(フジサンケイ•グル ー プ)、 
日本テレビ出版の電話番号を 教え、 受話器を置いたのだった。 

この本は、今紹なしたオヤジのよラな人びとと社会の関係を見極めよラといラ目的で編集されでいる。タイトルに窗した「サイコ」は、直訳ず 
れば、これずなわち「狂人」のこと。ただ、ここで言ラサイコとは、医学概念での「病者」を指しでいるわけではない。あくまでも、社会的な 意 
巧での「サイコ j のことだ。 

「あいつ巧つてる」「頭がヘンだ」「いっちやってる j 、 そんな比喩で語られがちな人びとのことである。この概念の 中には、 精神腾害 者、 

神経症、躁ラつ 病、 依存症の 患者、 人巧障害者、サイコパス、立らにはな会へと落け込んでいる健全パラノイア、はでは路上の 酔っ払 
いまで、むじ歪みを ちった(と 世間が認知ずる)あらゆる範棋の人び とが、 残飯よ ろし <今やい っしょくたにぶち こまれている。 

巷には、こラした「病」の内実について啓蒙ずる蚕物はいくつを流通しているが I 健をパラノイアだけは、逆にトンデモ本 
(©と学会)を自ら著し、想ず立場に回って立派にな会参加しているよラだ——はたしてそラした人びとと「正気」な人び 
ととの関係性を結び直ずための発想の材料 ザ、 その中にどれだけあるか。どラみても、自分を「正気」と考える人びと 
には、およそ属定そラにない消極的な内容のおのがをい。 

本書では、サイコな人びとの而の歪みについて、身近な現場で実際にフイールドワークを行ってみた。よりたくさんの 
読者に、実は隣近所にいるはずの彼らの巧実を直視して读しいから だ。 彼らには、気の裏なところちあれ ザ、 おかし 


なところ屯あり、嫌なところ电あれば、もちろん愛ずベさところちある。ずべで認めなければ、巧巧への道を切り 
閱かれないはず だ。 

そして、もラひとつ狙いをあげるとずれば、それは「人権真理教」に覆われてしまつたニッポンの解毒であ 
る。人権といラ鉄の力 I テンに遮られ、弱者保護の副作用としで、逆にすつかり「腫れ物」にされてレまつ 
た彼らのま来やいかに2:： 

電渡は、なに屯和田アキ子や八化亞紀からだけ飛んでさているわけではない。『正気」な人びとの瓜 
の奥庭でたえず鳴り装いている「人権質理教」のささやを ち、 またひとつの電波なのではないか？ 
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——今日は、 別册ま島の サイコ 特集のため 
にいろいろとお話をお伺いで きたらと 思い、 
神戸のご自宅までお邪魔しています。 ただ、 
ここで言う サイコとは、 翻訳したうえに平 
巧な言い方じ撫言す ると、 これすなわち「気 
違い」のことで……。 

简井まず感という活字を作つてむらわな 
きやいかんな(笑}。あるいは《ボイキチ〉 

に言い撫えるとか。我々が普通使つている 
のは、 基地の外という《基地外〉 ね。 あと 
は、 これがうまく表現できていると思うけ 
ど、 未知とか既知というときの既知 t いう 
言葉があるでしよ。をの既知の外の《既知 
外〉。これ、素晴らしいでしよ。 

大泉をれ、素晴らしいですね (笑)。 

筒井素晴らしいんだよ。これからず つと、 
この既知外を使わうと思つてる(笑)。 

——今日びのメディアでは、既知外の話に 
なると、 病院や病気の文脈の中でォチをつ 
けられることが多いと思うんです。たしか 
巧に、 頭の病気を病気として認めてあげなけ 
ればいけない、ということは理解できるの 
^です が、 ただ、 をこに オチをつけられると 
必ず人惟思想 t 結びついていく嫌らしさを 


感じます。 これは、 简井さんが断簾旦言へ 
至った理曲とら抵触すると勝手に解釈して 
いますが、たとえば既知外をパロデイにす 
る小説があった t して、をれが差別の烙印 
を押されると、だんだんをうした話はシッ 
ク•ジョークになり、をの懐はアングラ化 
して最終的には個人の心の中に、漠然とし 
た恐怖感や違和感だけが一人歩きするかた 
ちで残っていくと思うんです。をれは非常 
に不健全なことなんじやない か。をう した 
不健全さを異化するのが文学•小説の仕事 
だと思うのですが、今日は、筒井さんが過 
ま遭遇してきた既知外のわ請 t 、 をれが小 
説に影響をみえたのか、与えた t したら既 
知外のどんなところにインス。ハイアされて 
きたの か、？ でんな話をざっくばらんに伺う 
ところから始められたらと思つています。 

筒井 ほわ一、わりと 攻擊的です ね。これ、 
問題になります よ。 

大泉嚴初に編集者が考えた特集のタイト 
ルは r 隣の『気違い』」だつたんです(笑) 〇 
でら、 さすがに をれじ やあ誉店で売りに く 
いだろう からと、 サイコにしたらしいです 
よ0 


筒井 今のをの「既知外」に変えたらどぅ 
です か、 めちやめもや売れたりして 奚)。 

- 筒井家の安全保障策 

大ま簡 ザさんのエッセィ集{『笑犬樓より 
の眺望 J 新潮文庫)を読んでいたら、®対策 
に、 ご自宅の 厮を 高くするのにずいぶん費 
用がかかったと菩いてあったんですが。「な 
ぜ我が家の攝はかくら高いのか」 t いぅ文 
で、ちよつ-をの下りを読んでみますと「を 
こで我が家の対策で あるが、 まず 厮を一ニメ 
—トル半の高さにした前低い 厮を 乗り 
越えてとびこんできた奴がいるのだ)。百万 
円かかったが命には替えられない。をれか 
ら門にはテレビカメラをつけた。(中略)を 
れ外の者はィンターフォンで誰何し、フ 
ァンだと言えば絶対に開けない」。 

筒井 あの攝、ご藍になりました？をの 
とわり になつてるで しよ。 

大泉しかし、さすがに一ニ メー トルキはな 
かったですね(笑)。 

筒井 実際は、二■五メートルぐらいでず 
か。 をれだけあれば、飛びつけないですか 


11 



ら奚)。 

大泉「低い婿を乗り越ぇて t びこんでき 
た」 ともありますが、をれ はいつ頃の こ t 
なんです か。 

筒井もうずいぶんたちますね。婿を高く 
したりテレビカメラをつけたりした 後ら、 
二度ほどホてるんですょ。 

大泉をの後は、テレビカメラで誰何した 
だけで追い返したんです か。 

筒井いや、をう いうと きにかぎつて門を 
開けてしまうんです ょ、 保険会社の人間と 
間違ぇた りして。 僕は一度ら直接会ったこ 
とがなくて、対処したのはすベて妻です。 

入ってきてからハッ t 気がついて、慌てて 
内側のガラス戸を閉め、鍵かけて、ガラス 
戸越しにしばらく話をしたらしいです。衣 
れ は、 閒係妄想でしたね。僕の作品に書か 
れているこ t を通じて、自分と現实の僕に 
何か関係がある t 思い込む、 t いう妄想で 
すね。 

大泉ェッセィ集のなかで-^^揣写されてま 
したが、自分の作品を简ザさんの自宅に送 
りつけ てくるよう な タイプが、まとら に乗 
り込んできたわけですか。 


筒井をれとは違いますが、自分の作品を 
送りつけてくる人はいつぱいい ます。 をれ 
に対して返事をくれないから t 文句を言つ 
て、 電話をかけてきて泣きわめく t いう人 
らいます。なかには何度ら、原稿読んだか 
と、脅迫まがいの手紙を寄越した举げ句に、 
「ぁの原稿は彼が自分のアイデンテイテイ 
を追兜したらのなので、' ぜひ返事してやつ 
ていただきたい」と、横から精神科のセラ 
ピストが口を挟んできたりす るヶースらあ 
りますね。河合华雖さんにこのこ t を話し 
たら、未熟なセラピストが恋者 t 同一化し 
たために社を的な常識を失つてしまつた例 
だと言つてました。をういうことがありう 
るんですね。 

大泉セラピストが患者に卷き込まれた典 
型的な例ですょね。 

筒井をれから、有名人妄想にかられて僕 
の家までやつてきた蜡の男性もいましたね。 
僕とつき合うには、自分ら有名人でなけれ 
ばならない t 思つているらしく、裸夜の十 
二時にやつてきて、「なんですか、こんな睛 
間に」 t 応対に出た妻がインタ I フォン越 
しになつたら、「神戸の市内を横断してきた 


ので時間がかかった」と言う。自分は『笑 
つていいとも』に出た し、 タモリなんか t 
ら友達でどうのこうのと。これは妻がィン 
夕 I フォンの問答だけで追い返してくれま 
した。僕ならを鳴りつけてるでしょうけ ど。 
この近所にも一人いましたね、自をの門前 
で暴れ回った人です。 

大泉え っ、 暴れ回ったんです か？ 

筒井をれは臂官がホたから暴れたわけで 
(笑)。でら、警官呼ばなきや、家の中まで入 

つて^るから。 

大泉別のエッ七ィ集{『断筆宣言への軌 
跡』光义祉)のなかに、「いつもガィキチ関 
係でわ世話になっている垂水瓷察の祖当者 
に頼み」 t あるんですが、やっぱり決まっ 
た扭当者の方がいらっしやるんですか。 
筒井いや、決まった人がいるわけではな 
いですね。転勤などでしょっちゆう化わり 
ますから。醫官なんていうのは、をの既知 
外に逍聞かれて、僕の家をわざわざ歎える 
んですから、地図まで書いて (笑)。 妻が怖 
がりますから、をのたびに靖を高くしたり、 
門を頑丈にしたり、鍵を取り替えたり t 、 
金がかかってしかたがない (笑)。 
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-嫌な既知外 

大泉简ザさんじとつて「こいつは而白か 
つたな」といぅ既知外はいましたか。 

筒井をれはみんな、僕との仕事のつき合 
ぃがぁる人でね、をれ：^外の本当に面白ぃ 
既知外には、実隙には会いたくむないし、 
舍いませんからね。でら、をういつた人間 
に関しては、隣はいしろ本を読んでますか 


ら。有名な症例のほぅがずつ t 栖白い。を 
こらへんで見るの-* J は.ぜんぜん違います。 
このへんで見る のは、 せいザいブツブツ言 
いながら歩いて いる 人と か、 これは災害の 
後遇疵なんでし ょぅけ ど、 わあわあ号泣し 
続けて いる 人 t か、 ょくあれ疲れないもの 
だと 思うけど、 一晴 間ら 二時閒も街角でぶ 
き続けて いる。 可哀相です けどね。 をれか 
らこれはホ緑を肯があるのかもしれないけ 
れ ども、 少しボケて いる わ婆さんで、 t ん 


でもない わ 化粧をして歩いている人 もい ま 
すね。をの程度です。 

大泉電話でアクセスしてくるタィプのな 
かにはいません か。 

筒井年賀葉書を送ったのじなん で 返事を 
くれないんだ t 文おを言つてくる人はいま 
すが (笑}、でら、をぅ いぅのはつまらんで 
すね。 

大泉これは ： J 前、 僕がデータマンを頼ん 
でいた子の話です。巧めはぜんぜん気づか 






なかったんです が、 ポイントをあげて調べ 
物を頼む t 、 をれ とは 若干ずれたものを調 
ベて くるよう になつたんです よ。 志る とき、 
校庭に 化 t 椅子で「9の字」を 書く という 
事件が苯京で起こったんですが、をの首謀 
者の〇君 t いう人にたまたま十時間くらい 
のロングインタビュ I をしたんです。をの 
テープ起こしを頼んだら、をのデータマン 
の 子、 発病しちやっ た。 〇君の ことは、 な 
んか変な奴だな患と思ってたんです が、 じ 
っは分裂病手前のボ I ダーの人で、病院に 
通って治薇を受けていたらし い。 分裂病の 
人つ て、こちらが 話を 引き 化しす ぎる と、 
病状が悪化するというじやないですか。 

筒井引き化してヤバイのは、本人ではな 
くてをの話を間くほうですよ。精神分析の 
医者に信じて いる 奴がいまず よね、 分裂病 
は伝染す る、 ヘル。ヘスみたいにお隋からな 
染 する t (爆笑}。 

大まをりや、斬説です ね。 心理的な転移 

はあるつていうけど、いくらなんでらお脚 

感染は新説ですよ (笑)。 

をれで、化事じならないから辞めてもら 
つたんです。でら、一一年くらい電話が镜い 


た。どうやら、 僕の家の電話が首相宫郞 t 
当がの アメリカ 大統領、ブッシュの ところ 
に直結して いる t いう 妄想を もっ ていたみ 
たいで。をいつは英語なんて ロクす っぽで 
きない奴なんだけど、 ちよう ど当畔 は 、 P 
K 〇 で自衛隊を海外に派遣す るかどうか 議 
論が沸騰していた頃だった。彼は PKO に 
派遐 する t 、 絶対世界は 終わると 思ってい 
たみたいで、 ある 口、 こんな メッ七— ジが 
留守番電請に入ってたんです T グッドモー 

ニン ダ、、、 、スターブッシュ」って A 笑)。 あ 
れっ？あいつ英語が蝶れ たのかなと 思って 
削き耳を立てて ると、 「あの、 グッドィブニ 
ングで，^/いいんですけど」ってリ本語に 
なつた。 たぶん哪つた あと、 日本とアメリ 
力の時差をホえたんでしよう。その後も口 
本語で、えんえん 「 PKO は止めてくださ 
い」って雌り続けて たこ t がありまし たよ。 

奴は南の島の子だったんで、「シャーマン 
への道」む ある わけ だから、 電話が くるた 
びに、とりあえず わ前奠家に喘れ と 説得し 
てたんです けど、 向こうは完全に飛んじや 
つてて。電話で噪つてた とき、 「大泉さん、 
今、 僕の目の前で何が起こっているかわか 


りますか」つて言うから「何が起こつてん 
だよつ」つて聞くと、「(停まつてる)車のナ 
ンバープレートの数字が転々と変わつてい 
くんです よ。 これは どういう こ t ごしよう 
ね」つて(笑)。「をれはわ前の頭がィカレて 
んだよ」つて、はつきり言つてやりました 
けど。 

筒井をういつたのは、悲しい話なんでし 
ようね。 

これは、 古い話に なりまずが、 妻の友人 
に素晴らしい美形の女性が いた。 母子家庭 
で家が貧乏だつたのに無理して母親が彼女 
を わ 娘さん学校に入れたんです が、 年頃に 
なつていろいろと綠談がホるのに、理想が 
廚かつたんで しよう、 来る 請、 来る 請、 断 

つていた。をれがいつのまに か、才 I ルド- 
ミスと 呼ばれるほどの年齢になつてしまつ 
たわけです。焦り始めたんでしような、嘘 
つくようになつた。「大会社の社長さん t 結 
婚ずる」だの「有名な音楽家じプロポーズ 
された」だの言うようになり、少し頭がわ 
かしくなつた t いう囉が立つた。当然、緑 
談らぴたりとなくなります。本人の話はま 
すます化乂するいつぽうで、ある 日とうと 
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う、 二階の窓から道を歩いて る 人にバケツ 
で水をぶつかけ て、 病院じ収容され てしま 
つた。 劣等感を過剰に防衛し ょうとして、 

わかしくなつてしまつたんでしょう。 

大泉 自分の妄想に飲み込まれたんじやな 
いですかね。 

妄想と いえば、これ、 私事で恐縮なんで 
すが、 僕のオヤ ジは 典型的な中小企業の社 
長で、 これがまあ、 給に揣 いたよう な アツ 
パー 系のオヤジな わけです。 「俺が俺が」と 


いう恵識がと にかく 強い。オヤジがをうだ 
いうわけでは な いんですが、をの手の自 
己 主張ら、 ある一線を越えると自分ををの 
気 じさせてしまうょうな 妄想に飛躍す るこ 
とだつ て あるんで しょうね。 

筒井 巧 t いうらの には大 なり少なり 権力 
欲がぁりますけど^、 をれが人並み：^ヒに 
強くて、 誇大妄想狂に なつてしまう には ま 
だ 多分に正気が残つ ている、 つまり 既知外 
にもなりきれず、本当に俺力をもつほどの 


甲斐性もなく、頭むさしてよくない t なる 
と、 悲しいこ t になりますね。こぅいつた 

人關のこと を、 僕は昔『乱調人間大研究』 
{『暗黒世界のォデッセィ』斬潮文庫収録)の 
なかで、 乱調人間 t 呼びました けどね。 

ただ、 僕の 場合は、 すべての人が ちょっ 
とわかしい と、 をしてをのわかしいところ 
がを の人の個性 だと見ていますから。 どん 
な 人 だって、たと.义ば、いい仕事している 

けれど、 夜 じなる と酒を欽んで 暴れる。7 


ル中で有名じなって、だけど昼間はいい仕 
事をしている。 これ、 アル中で患ることが 
をの人の個性になっているわけでずね。を 
の人のちょつ t 変わったところを見ている 
と、をの人がどういう人かわかる し、 をれ 
も含めてをの人の個性だ-^いうことじなる。 
逆に言ぇば、アルコールを'ぜん、ぜん飲めな 
い人も、アルコ I ル不堪症というんですか、 
をれが個性じなってるわけです。 

人間みな、「病気」なんですから。僕は、 
文明だって、これすベて異常心理の産物 t 
見なしてますょ。電話やラジオは分裂病、 
法律や武器はサディズム、地下鉄は化門愛 
リビドーの産物(笑)。 

まあ、 人をれぞれにサイコの世界がある 
わけで ね、 僕のなかにだってある。だから 
人を見て、まずこいつのいちばん面白い部 
分は何か-^見るわけです。僕の場合はをう 
でないけれど^、変な人を巧び寄せる人、 
あるいは相手の変なところを触発させる人 
がいるんですね、色川武大{阿佐田哲化)の 
ようにね。僕は、もっぱら焚きつけるほう 
です。面白い既知外に会わう t すれば、誰 
でらいいから人つかまえて、をいつを狂気 


に追いやればいい (笑)。 

けれど、 t り わけ 嫌なのが あつて、 自殺 
する 奴、 あれ嫌です ね。、、 ハー なんか斤くと、 
女の子で僞見せて自慢する奴がいるんです 
ね。 「私、自殺未遂したの」 つて。をれ、 何 
回でも何回で^やるんで す。 自殺が目的で 
はなくて、 自殺未遂が目的と いう 人騒がせ 
な人たもですから。でも、未遂を繰り返し 

ている うちに、 いつ死ぬかわからない。 こ 

れ は、 焦点的自殺ともいうんだけど、無惠 
識では死にたいのに盘識的には自分が自殺 
なんか しちやい けないと思つている人が焦 
点的自殺を卞ると言われてます よね。 マゾ 
ヒ ストのなかには、突拍子もない手段で死 
ぬ奴がいるんで すよ。 できるだけ 苦しくて、 
しから わざ t 死じに くい 方法で ね。 

大泉 自殺もをこまでやればもよつと違つ 
てく る、 t いう 奴です ね。 

筒井 『乱調人間大硏お J にら普きましたが 
本を取り 化す)、 回眩して いる 電気 ノコ 
ギリに身を投げる奴 {笑)。 をれ から、これ 
は映圃の『気狂いピエロ』がをうなんだけ 
ど、' ダイナマイトを全身にをきつけて化を 
つける奴。真つホに焼けた鉄棒を喉に差し 


込む 奴。 燃ぇて いる スト J ブに抱きつく奴 
{笑)。 池の中や冷凍庫の中で服を脱いで凍 
死する 奴。 風呂に首突っ达んで溺死する 奴。 
これ、多いみたいで ずね。 をれから、鉄砲 
を込み入った方法でミシンに連結して自分 
を製つ奴 (笑)。 これはエロティックなんだ 
けど、 自分の頭髮で首を 吊る 奴。ナルシズ 
ムが志るのかな。をれから毒ダモ飲み込 .b 
奴、 t いうのらいますね (笑}。下着 引き裂 
いたらの t かズボンの金具とかを全部飲み 
込む 奴。 これは手が込んで て、 自分の両手 
両足を数頭の馬に結びつけて、自分のから 
だ引き裂こうとする奴 (笑)。石驗 溶かした 
溶液の中に身投げする 奴。 自分で自分を 
礫にずる 奴。 これは キリスト 願望かな。自 
かで苦労して手製のギロチンを作って、を 
れで自分の首切った奴ら いる。 

I はっさり言えば差別でずよね 

筒井 まあ、 実隙に何かに書いた こ t が あ 
るけれどら、もうキケロの時代から、キケ 
日が「頭の病気はからだの病気ょりも数が 
多く、しかもずつと破壊的である」と言つ 
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てるわけですね。申家はみなをれぞれ病気 ただ、をれを他人の目で見て菩く t いう ドタバタ書いてる t きから、世界は喜麻の 
してるから、自分の病気のこ-^を童日き始め こ-* J がどうらいかんわけですわな。をれは 舞台であって、人間ずベてドタパタ•タレ 
るとけつこう面白い。からだの病気ならば、からだの病気にしたつてをうですね。いわ ント t いう考え方でずから。これ、草口い換 
結核文学なんてのがをるぐらいだし、むの ゆる「病」 t 呼ばれるものだけではなくて、えれば r 世界は精神病院、人間みな既知外」 
病気ならば、作家のなかには既知外みたい 身体障害のあるからだら病気ですからね。 ということになっちやいますよね(爆笑)。 
な人むいるし、既知外をのものらいる(笑)。をれをことさらに、僕が今まで書いてきた 大泉简井さんに t つては、たいていみん 
をれ は、 なんて言うのかな、むの病気をの t いうこ t ですよね。でも、早く言ってし な既知外じやない か、 をうする t 人間把握 
もののことを書くんではなくてら、作品を まえば、僕の作品の場合は登場人物すべて は、 どいつが既知外かじやなくて、どうい 
のものが病気の选物ということは言えるわ が既知外なんです(笑)。だから、自主規制う既知外かという領域に入っていくわけで 
けですよね。 されたららうどうしようもないわけで ね。 すね。いや あ、 素晴らしい平等思想でス 





筒井平等思想ら なにもね、これは だっ て、 
はっきり言えば差別です よね。しかし、 差 
別 t いうのは、 早く言えば、をの発生の メ 
カニズム からみても、 やっぱり個々の人間 
が生きていく智恵なんです ね。 重病人の侧 
へは寄らない というのも、 自分が死なない 
ための智恵ですよ。 今、 このぶくの帮市で、 
〇11 日 7 が騒がれているで しよ。をれ で 
急に海外旅行が増えて、海外へ逃げ化した 
り、 わざわざ大販へ食事に行っ たりと、み 
な螺 から 逃げおしてい る。 「引越しのサカ 
ィ」 t いうぐ らいで(爆笑)。 

わをらくもう、 差別は 始まつていると思 
いますよ。 饌の目 からが を 見る- JJ 、 面白い 
ことに、 あの街は差別を糾弾する固体の本 
拠地なんです ね。 フ H ミニダムの本披地で 
も あり、 黒人差別を なくす会^、 蜡 です。 
をの本家本元の本拠地で、大差別閒題が起 

こゥつつある。他人が差別されているのを 

擁護する立場じゃなくて、自分が差別され 
る立場じなつてしまつたわけです。 

大 泉をうした団体の人たちにとつては、 
差別される立場を考えるいい機会になるん 
じやないですか。でら、他人のこ t を擁護 


する感性ってなんなんでし ようね。 

筒井たとぇば、身体障生ゴ者を摊讚 してい 
る固体があるで しよ。 をの連中が僕のとこ 
ろへ手紙を寄越したりするんで すが、 をの 
文面を見たら ヒステリック でです ね、 こん 
な奴ら とても 人樵擁護なんていう仕事が で 
きる わけないと思います ね。もう、めち や 
くち や差別的なこ t を書いて いる わけです。 

逆に、 軍イスに乗った速中は僕のフアン 
が多いんですよ 。 U 前、わ 芝居で各地を巡 
業した ときのこ です' が、をういう人たち 
が劇場にホるんで すよね、わ 母さん- 〇1 緒 
に。 德 しそうに 摧手を求めて きたり、 サイ 
ンしてくれ t 言つ てきたりね。先日、 雑誌 
の『通販生活』でいろんなアンヶートを取 
つたんですけ どら、 結局、僕に対して批判 
的な のは、をう した擁護団体の 人 や身体障 
害者の 親。 で^身体障害者自身は、てんか 
んの子もいたし車イスの子らいたし、一級 
の身体隙害の子らいました けど、 みんな僕 
の フアンで すよ。 

大泉 U 前にホーキング青山という人を取 
材したんです。彼は四肢が完全に動かなく 
て、 口だけで電動の幸イスを操作するんで 


すが、奴がとにかくわ笑ぃ芸人に なりたく 
て、 自分で ホーキン ダ青山っ ていう 芸名 ま 
で名乗ってるわけです。 をい つがいちばん 
嫌なのは何かっていうと、遥端で会った、'ハ 
バアから 「まあ、 かわいをうねえ、大変ね 
え、 だいじようぶう」つて言われる ことで、 
「他はホん巧じやねえんだ」って怒っ てまし 
たけ どね。 

筒井む しろ、 をっちのほうがわかしいわ 
けで、自分の気持に逆らって無理しながら 
言っ てると 思わなければいけないですね。 
たしかに、身体障害者が笑い者じなりたが 
つてい る、とい，フことら 事実なんです。 

身体障害者ばかりでやってぃる劇圃がぁ 
るんですよ。莫面目な劇をやってるんだけ 
れ どら、 ゥケようと思つてワ 、ザと ギヤ'ダを 
やるわけです。をれ、評判いいんです、観 
にいく と 面白いから(笑}。ただ、をれはな 
かなか公にはならないですね。新聞社の人 
たちも、をういった劇に招待されて観にい 
くんでしようが、やっぱり心媪まる作品で 
なければ記事にできないんでしよう。心温 
まる作品を身障者が演じたというのなら感 
動するだろうけれども、いくらをの場では 
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笑つても、あとで自分を责めるわけでしよ の感 tt も、あの気持ち悪さはなんとも言え いて、僕を 人非人が いしてわきながら、 パ 


うな。これ、 やっぱり自然に反してるわけ ないです ね。 評論家じ もをういう タイプ、 


ですょ。 

大泉笑われたがっている奴ら を、 素直に 
笑ってわいて恥じるわけですからね。 

筒井だから、演じてるほうは 身体隙害を 


多いんじやないですか。 


文*の中の関係妄想 


I ティでをぅ と 「やあやあ」 と 言つ て嬉し 
げじを ばへ すり 寄つ てくる 連中が います。 
これは、 日本の評論家独特の因習で、 こち 
ら が、 仮に「わ前は論敵だから話さない」 
と 言つ たならば、 わを らく 不思議を うな 顔 


かもしれないけれど、をれを擁護したりし 筒井評論家的サィコ t いうのもあります をするでしょうね。をうしてしまつたほう 
てるほうが逆にサィコであつたりするわけ ね。評論家には、文章で菩いたもの t 実社 が、自分たちに t つて都合がいいからなの 

です。 全- 〇は别だと 思い込んで いる 連中が多いん かもしれ ません けどね。をうしないと、 巧 

♦ 

大まババアのを化 も、をうした 新謂記者 です。たとえば、さんざん 僕の惡口書い と 会生活が できなくむるでしょう し。 
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大泉とくに、筒ザさんに論争をいどんで 
いた牆辺直巳のようなタイプの評論家、あ 
あいう否を性が強い文章を書くタイプの評 
論家 t いうのは、をれを地で出したら、早 
晚社会生活できなくなるでしよう ね。 

筒井をれの言い訳として、論争してる相 
手に、「やあや あ、 論争してわ互い原稿料儲 
かりましたね」と、問題を経濟原刖にすり 
替えるわけです な。 

大泉をれに対して简ホさんはどう対化し 
てるんですか。 

筒井呆れてます《笑)。だから、 をう い 
*フ、狭く 言えば評論家、広く言えば文墻の 
世界というのらサイコです よね。 文壇には 
いろんな人がいて、文壇マスコミ-^います 
し、 义增ジヤーナリズムらいますし、この 
なかでは、僕はまとらなんだ けど、 評論家 
にかかると、。しろこちらのほうが既知外 
にさせられてしまうんです ね。 

柄谷斤人(現化思想家•評論家) もね、 て 
んかん協会との一件があつたとき、「筒井さ 
んがをんなに差別間題に対する意識の希薄 
な人^は思わなかつた」 t 言うわけです。 
ぜんぜん違うんです よね。 自主規制の話な 


んです、 こつち が間題に している のは。中 
上健次と柄をの一二人で文芸家協会脱追した 
とき もね、みんなをの場にいた人は觉えて 
るんだけども、嚴初僕が脱金しようかなと 
言ったら、中上健次が「うんしよう」と額 
いて、 をれで柄みも誘ったゎけです よ。 彼 
は「僕はを撰をぜんぜんおってないので、 
脱退する資格があるのかないのか」と言つ 
たけ ども、 いちわう会員ならあるんだ と 無 
理矢理仲間じ入れたんです。 

をの後、彼がどこかの座談会で発言して 
いるのを読んだら T あれは私が言いだした 
ことで」と雌つてる。困つ ち やうんですよ 
ね。 巧鑛を横取りしよう t して僕が嘘つい 
たみたいな感じになつて ね。 菩いている作 
品は凄いんでしようが、現実のレベルでは 
明らかな事実誤認を平気でする。天ネはを 
ういうとこがあるんですね。我々仲間の褒 
め方で言えば、「ああ、えらいえらい、天ネ 
と紙一重だ」 t いうことになる。これ、よ 
く考えたらじつは既知外つてことじやない 
かって 寞)。 

——特に文塊と関わりの遣る評論家の世 
界つて、まるで闕儒妄想のような「をいつ 


が陰で俺の惡口を言っている」みたい な、 
をんな話ばかりが飛び交つているところで 
すよ わ。 

筒井非常に政治的であって、をの政治的 
な ことを 文学の批評言語で やるわけでず。 
をれが彼らのがの言葉なん でしよぅけど も、 
をれは早く言ぇば、外部の人間を阻害する 
ヤクザの隱語と同じなんです。 ただ、 ヤク 
ザは斬聞に义芸時評誉かない {笑}。 をれが 
困るんで すよ。 一般の 人、 何がなんだか わ 
かんない。 

大泉それをさも社会性が あるよぅ なフリ 
をして善いて くるわりだから、をり や あ 実 
害大きいです よね。 

简井先ほど話題に出た身障者に しろ、 既 
知外にし ろ、つまり 差別に関係する領域の 
テー マも、ああいった文芸批評の隠語を使 
つて展開すれば何害いてら許される、をこ 
で社会問題 t して論じてるフリをすれば、 
具体的な差別用語をいくら出しても、どこ 
からむ糾弾されない。糾彈されるもの t さ 
れないらのの違い、 つまり 自主規制される 
ものとされないものの違いは、非常に虚構 
的なんだと思います ね。 
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-断畫宣_暴除への軌跡 

筒井僕はいろんな人からなんやかや言わ 
れますけ ど、 を まり 隐立たないですね。最 
後は 僕、 勝つことわかつてますから。 

むう とじ かく出版社は、のきなみ僕の原 
稿が欲しくて飲しくて仕方がないんです。 
しかし、最終的に自主規制を解隙し てら、 
被差別団体のは うが、僕を、ぜん、 ザん巧外视 


して、化版社 じ 直接言ってきた場合 じどう 
対処するか、 という 点を まだ 解決しなけれ 
ばなら ない。 抗儀を受けた出版社が「まず 
简ザさんを通して」 とい くら 言つ てむ、 「い 
や、 わしら をんな こと 知らん。化版 社とい 
うのは出版権をもっているんだから、出版 
したのが惡 い。 をの話がまとまつてから简 
井には請す 」 t いう ケースが今まで多かつ 
たけれ ども、 をれがあつたら どうす るかと 
いうことです。なこう は、 まず弱いはうへ 


弱いほぅへ巧きますからね。僕に直摆言っ 
てきたら、てんかん協をと同じで、をの団 
体の売名活動である t 思われ、悪者じなっ 
てしまいますしね。 

大泉 をのへんが煮詰まってくれば、断筆 
宣言解除 t なるわけです か。 

筒井をぅです ね。 当分は締切りに追いま 
くられな く t も 大丈夫な くらい、 小説 も 書 
きためてありますから。 

——お版惟の訊にからめて 言ぇば、 をれに 


対する 抗議は、「わ 前ら取り次ぎをとわして 
世間に害毒ばらまいている」 t いうこ t に 
なるんだと思うんですが、 問題は、 をれを 
受け取った読者がどう読んでいるかだと思 
うんです。たとえば 「気違い」 と 記述され 
ている本を読んだ人が、をれを読んだから 
病者に対して敵意をもった感情を抱くよう 
になるのかという t 、 をんな単純な話でら 
ないわけですから。プレツシヤ I をかけて 
くる人たもの感性には不思議なものを感じ 


ます。 をの急先鋒に立つ「擁護者」の感性 

はもつ t わからない。 

筒井罪隙患識 みたぃなものがあります ね。 
た t ぇ ば、 ジャ ー ナ リストの 本旧雅和にし 
ても、自分は U 前人を差別した、をれを今 
恥じて ぃる、 t ぃぅんで朝日新聞社に入社 
して、あんな差別オタクみたいになつてし 
まつた。をれがいつのまにか本気になつた 
んじやないかな。目つきが違つてるもん。 
もう、気が狂ってる(笑)。 


-筒井さんの言葉をわ借りすれば、「自 

紙に反している」状態を、抗議•糾弾でど 
こまで 維持で きるのか、言い換えれば自主 
規制で どこまで 維持で きるのか。をれは 一 
極の抑圧なんじやないかと思うんです。こ 
の抑圧が斤き着いた果ての世の中じ対する 
創造力の賈困 さ、 「貧困なる創造力」でしょ 
うか、をれを解毒していただけるょうな作 
品がまた読める日をむ待ちにしています。 

( 一九九六年八月一日収録) 
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「面白い話があるんだけど」 

精神病院入院患者のリストが売買されて 
いるのではない か、 という編集部からの情 
報の真偽を調べている過程で、間ブロ I 力 
I の世界に明るい M 巧じ連絡して要件を話 
したと ころ、 をれは知らないと言いながら、 
前記のように切り出してきた。 

「リストの 売買と いうやつ t は 違うと思う 
んだけどね、入院患者の帳面上での移動っ 
てのがあるんだ。精神病院というのは さ、 
入院患者を増やさな いと 儲からな いじ やな 
いの。だからね、仲間巧で入院患者を動か 
して儲けてるという寸法なんだよ。玉買い 
つて言うんだよ (笑)。をうをう、 ガソリン 
なんかでもやつてるし、 ま、ら つと備単に 

説明す るなら、 中ホ幸業界の持ちつ持たれ 

つに近いんじやない の。 いわゆる業者買い 
t いうやつだよ ね。まあ、 私の話だけじや 
なかなか信じられないだろう し、 面白 くら 
ないだろう からさ、 医者や闕係者を紹介す 

こるから、 取材してみる t いいよ」 

™ たしかに興味漲い話だが、名ルポ t 語り 
少継がれる大能一夫の『ルポ•精神病棟』が 
か普かれた時化ならいざ しらず、今どき、 い 


くらなんでもをんないい加減な話があるの 
だろぅか t 、 舉者は半信半疑で取がを始め 
ることじなつた。 

^ _買付け人と手配師 

M 氏からの紹介で、最初に会ったのは都 
内にある某開業精神科医の K 医師だった。 
入院設備もなく、精神科とぃぅょりも最近 
流行の神絳巧 科、 あるぃは映画で見た精神 
分析医といった趣の院内。診養ま^あまり 
病院然として わらず、 患者は ソファにくつ 
ろいで 受診す るなど、アメリカン•スタィ 
ルを採って いる。 

K 暖帥は四十化手前で、やや腺病質な感 

じのする面立ちだが、語り口はソフトだし、 
少なく- jj ら優秀な医師と い ラィメ I ジをみ 
ぇる人物だ。 

「宇都宮病院はごなじです ょね、 あのを者 
虐待 や 不正受給で問題 じなったやつ。 私 わ、 
あをこに 閱係 してたん です よ。いや、 常動 
t か非常勤の医師だつ たというわけ じ やな 
いんです けどね、 大学の関係で つき八口いが 
あつた-^いうこ t にしてわいてください。 


をれで まあ、 現をはこうして開業してる 
わけです が、 正直言いまして ね、 日本の保 
険システムでは、注射を打ったり、薬剤を 
投与したりしなければ医者はやっていけな 
いんですよ。精神科で本来いちばん必要な、 
患者-〇信頼関係を作ってカゥンセリングす 
るといつた部分に関しては、ボランティア 
みたいなものなんです。だから、精神科医 
で儲けよう t 思っ たら、 宇都宮病院方式し 
かないんですよ (笑)。 

いや、あれはたしかにやりずぎからしれ 
ません けどね。だけど、 じ や あ現をはをう 
いうのがないのか、と言えばをれは嘘にな 
ります よ。もちろん、 開放病悚を増やして 
親身にやっている病院も増えているんで、 

を体の比率から見れば少なくなってますけ 
どね。 ただ、ある愚味では、ああいう事件 
があったをのほうが巧げになったとら言え 
るんじやないですか」 

K 医師の t ころでは、 通院治薇は別 し 
て、 入院加薇が必嬰な場合には 当然、 入院 
施設の ある 病院を紹 かする。をして実は、 
このときのキックバックが大きい という。 

「入院加输が必要かどう か、 決めるのは誰 
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ですか？ 医者ですよね。 ま、 私はをれを 
積極的じやってるというだけですよ《笑)。 
本来なら通院でいいか^しれないという人 
でら、入院していただいちゃうわけでず。 
だけどね、をのほうが早く治る t いう説ら 
あるんですよ。いや、べつじ治るかどうか 
はどうでもいいんだけど(笑)。 

精保(精神保健福祉法：精神が健ゎょび精 
神障害者福祉に関する法律)にはね、本人の 
同意がなくてはいけない、と書いてありま 
すよね。つまり入院は任意である必要があ 
る、 t 。 例外 t しては、指定医が入院措置 
が必要であると判断した場合ですけどね、 
をんなの少ないんですよ。ほとんどは任意 
入院ですよ、形式上はね。思春則にちょこ 
つ t わかしくなつたような患者なんかは、 
親を説得すれば本人^納得しますしね。ア 
ル中なんかは周りが辟易してますから、ど 
うじで^^^なりますよ。任意入院の正体なん 
てのはをんなもんです」 

指定医 t いうのは厚生大臣が指定するら 
ので、正式には精神保健指定医と呼ぶ。各 
都道府県に設置が義務づけられている都道 
巧県立精神病院に常時勤務している。精神 


病室がある病院には必ずいなければならな 
い精神科医でらある。 

「だけど宇都宮病院がをうだったようじね、 
厚生省の指定基準なんてのは大甘ですから。 
しから、設置が義務づけられてる病院のほ 
うにしたって、私な病院を化替えにしたほ 
うが、自治体の負扭は少なくなるから善ぶ 
わけですよ。 t なれば、これも経営ですか 
らね、金儲けに走る人間が化たってわかし 
くないってのが分かるでしよ。 

で、私としては患者を紹介して手数料を 
もらうわけでずけ ど、 これ、直接どこの病 
院にというのは私が決めるんじやないんで 
すよ。間に入っている人間が振り分けるん 
です。私や仲間の医者は手配師 t 呼んでま 
すけど{笑)。全部でどのくらいの病院があ 
るのかは知らないけど、かなりあるをうで 
すね。うちだけでも十力所ぐらいには割り 
振つてると思いまず よ。 

まあ、とにかく一度入つたら化るのは大 
変なんです よ。 退院して差し支えないかど 
うかを決めるのは、医師だけですからね。 
本人や家族がいくら言った t ころで、医師 
がダメ t 言えばをれまででしよ。強制的に 


入院させられた場八口なんか、もうほ t んど 
アゥトですね、人を終わりですよ。だから、 
らし知り合いを精神病院に述れていくんな 
ら、しつかりと調べて評判のいいところを 
探したほうがいいですね。私みたいな買せ 
け人寞)の t こにホちゃだめでずよ、絶対」 

巧愚で入院した患者は自分の意志で退院 
できると法は{あめているものの、実隙じは 
医師から、まだダメだよ t 言われる t 、 ほ 
とんどをのまま入院を綿けるこ t じなるを 
うだ。だから長期間の入院患者が增ぇるわ 
けだし、をうなれば病院の授かる利益む増 
すという仕組みになつている。 

^ _禁治産者生産工場 

自嘲しながら買かけ人と自分を呼んでい 
た K 医師だが、をの話を間くと、彼から患 
者を、いわば「買い受けて」病院に送り込 
んでいる人間がどうやらこのシステムのキ 
—を摇つているようだ。 

「まあ、ブロ I 力^~いうことだよ。需要 
と供給というこ-^でね、病院を維持するた 
めにどうしてら患者が必要なところじ、患 
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illustration ►山本タカ K 


者を送り込む t いうわけで ね。 前に紹介し 
た 臓器 ブローカー {『別刪ま島』238号参 
照)となんら変わらんよ」と言う M 氏の紹介 
で、 買い受けている人間と会う こ t になつ 
た。 

「売り買いという意味では、 M さんの言う 
とわりブローカー でしよう ねえ。 ただ、 を 
れだけじやないんだよ。つまり さ、 新規の 
患者を集めるの も 大切だけど、 もつ と大の 


なのは長期じわたつて入院している人間を 
効率良く動かす t いうこ t だ。 玉？をう 
をう {笑)、よく 知つてるじやない。これが 
いちばん大切な仕事かもしらんね。 

撒つてる病院は今 どのく らいかな あ。 数 
十と いうと ちよつ と 大げさだな あ。 十数 力 
所 t いうことにしといてく ださい。地怪で 
すか？をれもあんまり言うわけにはいか 
ないんだけ ど、 化から南まで衣るわね。入 


院設備のある病院だから、指定医がいると 
いうことになるけどね、をんなの調べたつ 
て分からないようじなってるんだよ。 

つまりね、 全部が全部、精神病院 t いう 
わけじゃあないからね。普通の総合病院の 
内科に押し込むこ t ら あるんだ よ。 この場 
合は、バンバン薬出して ね、 お日点滴して 
をっちで利益が出るようにし てる。 精神病 
患者ではない扱いだからね。 でも、 逃げら 
れないようにして るし、 逃げられるような 
場所にはないから、 をう いう病院は (笑)。 
り本中の地図ひっくり返して探してみれば 

いいんじやない、ハハ。 

ま、 をれはいいとしてね、こういう化樂 
が飯の種になりだしたのは、をんなに斬し 
いこ t じやないんだよ。うんうん、あの事 
がの前から らう あったんだ。私は ね、 も t 
もとは薬のプロパ—だから、をこから始ま 
ったのよ。サンプルどばっ t 配って喜ぶよ 
うな医者とのつき合いが最初だからね、金 
儲けの好きな奴なんてのはいくらでも知っ 
てるわけ。 

をれ で、 いろいろと考えた結果、病院 t 
いうのは入院忠をを增やして薬浸けにする 



27 





のがいちばん儲かるわけだから、をれをう 
まく 商売にできないかな、 と 思っむの よ。 
なかでら精神病院 ならさ、 入院が無期み た 

いなもんだから A 笑)、こり やい い、 to 

で、あちこち声かけて始めたわけだけど、 
患者を見つけることよりら、バランス良く 
病院に聴すほうが雛備だね。どこだって、 
儲けたい病院は患者が欲しいんだから。姑 
眞できない しね、 離しいんだよ、これがな 
かなか。そこで考ぇむのが帳画上でらいい 
んじやないのか、という方法で ね。 患者を 
移動させたことにしたわけよ。半年 t か一 
年単位で ね。 これでかなり不欄が解消され 
た奚こ 

扱いはまをに物品と同じで、栖包資材を 
支店間で勸かしては襄をを作ったりしてい 
る、 商社 t 変わるところはない。 

「ただしね、虐待す るよう な病院はダメだ 
よ。 だっ て、をう じやない。事件になっちや 
困るんだからね。だから患者に対して薬を 
バンバン出すのはい いし、 檢査もどんどん 
やればいい。でも、虐待はいかんの よ。え？ 
をれも虐待だろぅって？ ぅ〜ん、 まぁ長 
い目で見れば をう かもしらんね {笑)。 


だけど、任意で入ってる奴だって、家族 
がひどいから。をういう例をちよつと話を 
うか。これは ね、 幡い躁うつの奴だつたん 
だけど、躁病の t きじね、 澗飲んじやあち 
よつと暴れてたのよ。長興で、家は商売や 
つてるから藤段はいいんだけど、をのが期 
がくる t 商売相手のところに巧つ てね、 喧 
啡してきたり、注文しといてキヤン七ルし 
たり t か無茶してたわけよ。 

さずがに親が阳っちやって ね。 嚴初は神 
経内科みたいなところに連れていつたらし 
いんだよ。 ほら、 精神科つてのはいまだに 
外聞恶いじやない。しから地ホで商売なん 
かやつ てると よけいね。身内からキチボィ 
が出たなんてこ t になると問題で しよ。 だ 
けど、結局はどうしようもなくなつて精神 
科に速れてつたんだけど、をこがま t もな 
病院だったから {笑)、 通院治療で充分って 

こ t になつたわけ。 

t ころが薬は欽まない し、 相変わらず酒 
飲んじや大言化語す るし、 しまいには株だ 
相場だつて始まつ ち やつて、こらいかん、 
と。で、うちの ネツ トワークじ 引つかかつ 
てきた わけね。もう、をり や私とつき合い 


のある医者だらん、これは入院しなければ 
就目です、ってなもんだ よ。 家族，0家族で 
さ、 次明に跡継がせよう t 思ってるから ね、 
漉りに舟だろ。本人なんか、なんに^分か 
ってないんだからね。人間ドックだって驅 
して連れてったんだから、笑うだろ。 

入院したのは、化畿地ぶのある病院なん 
だけど、じやかじやか薬かぶして ね、もう 
病がはどんどん惡化するわけ{笑)。なにし 
ろも t らと 素質が群だろ、 こり や止まらん 
てやつだ。結局、禁治産者になって ね、 ま 
だ入ってるんじやないかな。耐会にホるた 
びにひどくなってるらんで さ、 巧规なんか 
は泣くらしいんだけ ど、 帰り隙には医者に 
『よろしくわ 願いします』だから、ひどいら 
んだよ」 

どつちがひどいかは t らかく、 いまだに 

昔の座敷牢の ような 感觉 で、 身内の厄か者 
を 追い込んで しまうような 古い人間がいる 
t いうことなのだろうか。 

再び M 氏に連絡を入れ、患者を受け入れ 

ている病院について尋ねてみた。 

「まあ、詳しいこ t は実際に入院患者を扱 
つてる 匿者を紹介す るから、をい つじ聞け 
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ばいいよ。面白いと思うよ、実態は。ただ 
さ、 ああいうルポが出たり したから、 偽装 
入院だけは注意してるよ。普通の、 t いう 
か、まともな 精神病院に体験入院するのは 
働単でも、潜入するのは昔よりかなり難し 
いみたいよ。あんたは大丈夫、ちやん t 話 
しとくから。 巧 部 も 見せて もらえる と 思う 
よ。でも、 をの まま 化て これなくなつ たり 
してね(笑こ。 

^ ir キチガイ」巧きのけ政担当 

後日、 彼に紹かされた 病院を 訪れること 
じなつた。をの病院は、外観は病院ら しく、 
白い壁面がシンプルな、冷たい感じの建物 
だつ た。どこと いつて特徴はない が、 強い 
て言えば巧が商いことと、入り口に營備け貝 
がいて、いつら門が閉まつているのが巧象 
的だ。筆者の実家のをばにも老人ホ I ムが 
あつて、たまに施呆気味の老人が脱走した 
りして騒ぎになることがあるが、をれでも 
もやんと巧は關いている。 

受付で、 S 氏から紹かされた T 医師に連 
絡しても らい、 応接室で しばらく巧つ。や 


29 


























































をや 衣、 t 妙じ明るい声で入ってきた T 医 
師 は、 いかにら如ネない感じ。医者 t いう 
より^商売人といった風貌だ。 

「义、出られなくなる？大丈夫ですよ。 

M さんに脅かされたん でしよ、 ハハハ。約 
束さえちやん t ずってもらえればいいです 
よ。 場所を巧かさない こと、 固有名詞を出 
さない こと、 この二つです。をれさえな け 
り や、 こんなのは与太話みたいなもんです 
から。 

うちは ね、 指定医がちやんといる病院で 
すけどね、常勤はしてないですよ。いや、 
をり や違反だけど分かりやしませんよ。 を 
れなりの手幽てはしてますからね、県にも 
役所 にら。 前の県の姐当者が困った奴で ね、 
キチボィ見るのが大好きっていう人だった 
から{笑)、をの人のときなんか、よくここ 
でパ . — ティーやりま — 一た よ。 

患者を集めてね、カラオケとかやらせる 
んですよ。でら、 ち やん t 歌えるわけない 
でしよ？をれが面白いと言つてね、酒飲 
みながらゲラゲラ笑つてるんだから困った 
人です よ。ま、 たしかに面白いですけどね。 
いくら歌を歌うんだよ t 言っても、自分の 


話 t か始めちやうのがいるしね。 

『僕はここになんでいるんだろう、何もして 
いない t 思うけど、をういえば昨日はわ腹 
がつてら痛くて、やつぱり僕は病気なの 
かな t 思つたけど……』なんてのを絶叫調 
でやるんですから{普笑)。をれで、急に途 
中から歌いだしたりするんですよ、全然違 
う歌をね{笑)。なかには途中で泡吹いて倒 
れちやうのもいるし、をら縷いです よ。 看 
護人にちやん t ボ I ドはさせてるんですけ 
ど、 スリリングでしたねえ」 

^ 1をさず死なさず 

こういう病院に入つたら終わりだな、と 
思わせるに充分な話がさらに髓く。 

「最近ね、実験的にやつてるのがレーザー 
なんでずけどね。え•义、レ I' ザー光線。こ 
れの波長をいろいろ変えて、患者の目を照 
射してみたりするんですよ。何が見えるか 
訊いたり、脳波を取ったりね。 

いやあ、人体実験 t 言われるとをうから 
しれないけど、私の恩帥がこういうのが好 
きでねえ。がるわけにらいかないんですよ。 


恩師ってのは大学殺授なんでずけどね、新 
しい治攝法を見つけるのが趣味みたいな人 
で、 けつこう 有名です よ。 レ I ザ I だけじ 
やなくて、 コバルト-* J からやりた'がるんで 
ね、ちよつと 危ないで すよ。 ま、 ちよつと 
病室のほうを見ながら話織け ましよう か」 

T 醒師の案巧で、応摇室から病室へと向 
かった。 

「ここが大部屋ね。ほら、いつばいいるで 
しよ。いや、 大丈夫、ここはわとなしいの 
しかいないから。ちよつと入つてみ ます？ 
いい、 衣つ をう。 べつに大丈夫なんだけど 
な あ。 みんな薬もちやんと飲んでるから、 
わとなしくなつてます よ。 で、 まあ、こ，フ 
いう部屋が四つばかりあってね、あとは閉 
鎖病棟 t いうやつです ね。 大部屋だって管 
理は厳しいから、実質的には閒銷病悚と変 
わらないけどね。ここから閉銷病悚になり 
まず。個室ですから」 

頭丈をうなドア、鉄格子こをはまつてい 
ないが、ちよつとやをつ t では割れをうに 
ない窓ガラスが威圧的だ。中に入る患者は、 
べつだん巧物に塗れているようなこ t はな 
、‘ものの、膝を抱ぇてうずくまっていたり、 
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頭を常時左をじ振りながら何か口ずさんで 
いる者、四畳くらいのスぺ I スを行きつ戻 
りつす る者など、やはり尋常な雰囲気では 


なぃ。 

「暴れるのもいますけ ど、をう いうのには 
薬を飲ませれば帶ち着きます しわ。をれ で 
も駄目なら拘束衣を着せればいいんで すよ。 
完全にいつもやつてる奴は別だけどね。う 
ちの拘柬衣は刑務所の皮ヮッパを参考にし 
てあるから ね、 苦しさも半端じやないです 
よ」 

皮ヮッパ t いうのは、囚人の懲罰などで 
使われ る^の だが、両手を背中に 四し、 と 
下から交差させて固定させるため、をの苦 
しさは舉巧にがくしがたいとも言われてい 
る。かつて体験者から問いた話では、息が 
苦しくな り、 ろくに眠ることら できず、衰 
弱す るという。 

巧束衣というのは、たしかに自傷化害の 
规れがある患をのいる精神病院では必須ァ 
ィテムではあるものの、ここのように苦萬 
をみえるのが目的になつている例は初めて 
見た。試しに着けてみたが、数分と着けて 
いられないほど苦しい。 
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「いや、だからね、輕つたりなんてこ t す 
る必要はないんです よ。 をういうね、 あ t 
で爲が残るようなマヌケなこ-^ は、 どこ' 
やつてないで しよ、今。 ある歳味じやね、 
大切なわ客さんなわけですから、 長く いて 
いただく必要^あるわけで {笑)。 生かさず 
殺さずじやない けど、 治さず死なさずかな」 

^ 1実験のゥワサ 

長居は無讯 t 、 早々と喘るこ t にした。 
ちよつ t 呆れるほど、医帥 t してのモラル 
らくをもない t いつた T 壓師だが、彼と同 
期で現をは大学病院に斷務している人物か 
ら話を聞くこができた。 

「あをこ巧つたんですか。う一ん、どうし 
てああなつたのかなあ。彼は ね、 僕なんか 
よりも優秀な医者だつたんですよ。ただ、 
ちよつと研究熱む過ぎるところがあつてね。 
えつ？をうをう教授の影響から—^れない 
けどね。だから、治す t かなん t かより^、 
どうして狂うんだろうとか、狂い初めはど 
うなのか t か、障害のある人間に対してこ 
ういう刺激をみえるとどうなるの か、をう 


いったことに興睐が強かったみたいでずね。 
を こへもっ てきて、 彼にしてみれば火学じ 
残れなかったもので、どこかタガが外れて 
しまつたのからしれません ね。をり や乂学 
に残れば、いろいろ研究はできますし、デ 
I 夕ら 集まりますから」 

こうして忠者がベルトコンベア式に送り 
込まれていくわけだが、この手の精神病院 
というのは、•英は火学教授などから好かれ 
ているという詔が志る。なぜなのか。をれ 
はかつて大学で就帥をしていた、〇氏の U 
から閒くのがいいだろう。〇氏は 、 T 医帥 
の同期化から紹介された人物だ。 

「精神搁 t いうのは、まだまだかからない 
こ t が多いんですよ。ある意味じ や、 なん 
でら情神病に しちやうこ-〇 もできますから 
ね。 R 本ではまだ、正式に戳判などで認め 
られてないです けど、 多重人格なんてのら 
をう でしよ。あれは、アメリカの匿者が創 
り化した病気だ t いう説もあるんですよ。 
つまり、 芝居のう まい 奴に-端されたにすぎ 
ない、というね。 

人間なんてのは、ちよつとしたことでが 
ら りと人格が変わるこ t は珍しくもない し、 


をれは多重人格なんて大げさならので-^^な 
いでし よう。 感情が高ぶっていた、あるい 
は逆に落も込んでいた-^いうだけでら、普 
段のをの人 t は大分違いますからね。 t も 
かくです ね、 もっ と 研究しなければならな 
いこ t が夕いのは事.哭なんです。をうなる 
t 、 サンプルデータはたくさんあったほう 
がいいのは言うまでもありません。 

だけど、今でら精神科に巧くのは抵抗が 
ある 人がほ t んどでしよう。本当なら精神 
科でしっかり t 治癖を受ける必要があるは 
ずなのに、神経内科あたりですまをう t い 
う人も多い しね。 t ころが、ああいう病院 
{ T 医師がいるような病院)ならば患者はた 
つぷりい るし、 一例報告らのに近い(珍し 
い)患者も多いわけです。をれはらちろん、 
嚴初からをうだったの か、 あをこでをうな 
ったのかは分かりませんけどね。 

でも、をれはどうでらいいんですよ。 よ 
うはサンプル-^して価値があるかどうかで 
ずからね。をういう患者を連れてきて-^5ら 
つたり、こつちから巧つたりして ね、 いろ 
いろ実験したりするわけです よ。 脳波 はら 
ちろんですけ ど 、 CT なんかね。いや、正 
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直言えば、脳を見たいんです、いちばん 
(笑)。中国では針麻酔を使う、開頭手術がを 
りますけど、ああういう形が理想ですねえ。 
意識はしっかりしている人間の脳を刺激で 
きるわけですから。私はやつてませんけど 
ね、をういうことをやつた医師もいるとい 

う話ですよ」 

学究の徒は世事に疎し t いうか、この冷 
たさは尋常ならのとは思えない。をれはと 
もかく、最後の人体実験の話には與味があ 
る。人間の精神などと言つたところで、む 
というのはあくまでも脳じあるわけだから、 
狂うというこ t はをの脳に欠陥が発生して 
いることに他ならない。となれば、内臓が 
惡ければ開陋するように、やはリ閒頭する 
というのは筋としてよく分かる。が、脳腫摇 
や瞄梗塞などの病を治癒するためならいざ 
しらず、刺激をみえて反応を見るために脳 
手術を行うのは、これはどう言い繪つても、 
実験ということじなる。 



脳が階スライス 


再び K 医師に連絡をと 


J の話をして 
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みた。 

「をんな話まで取がしたの か、 しようがな 
いな あ。 あのね、をれはもとらとは ね、 入 
院中に死んだ患者なんかを強制的じ献体さ 
せるシステムがあるわけ。らちろん、遭族 
の了承はもらつてるよ。医者が見たがるの 
は、 他の部分はどうでもよ くて、 脳味嗜な 
んだ よね。 病理檢査だのなんだの、脳味增 
をスラィスしてみたりするやつ。をれが精 
神病者の脳というこ t になれば、価値があ 
るんだろうな。 

T さんつて人のとこでやつてる視神経に 
刺激をみえる t かいうの もを うだけ ど、 あ 
ん まりこの へんの話はしたくないな あ。 針 
麻酔ね え、 をれ^ 聞いたこ t はを るけ ど、 
本当かねえ。 あ、をう 言えば、ある病院で 
中国から研修医がたくさん来てたことがあ 
つたな あ、 あれかもしれないな」 

渋る K 医師をなん t か説得して、をの病 
院じいたという医師の連絡先を間きだした。 
ただし、残念ながら電話での取材となつて 
しまつたが。 

「針麻酔で脳に刺激を みえる？ああ、を 

れ 、ちよつ ズレて話がたわつてまず ね。 


たしかに中国のほうから研修医を受け入れ 
たのは事実ですけど、八ム式にではありませ 
んよ、もちろん。記録なんか残つたら困り 
ますからね。 

をのと きに、 向こうでら精神病に関して 
は あまり 進んでないようで、いろいろやつ 
たのは事実でずよ。だけど、をの針麻酔う 

んぬん t いうのはちよつと違います ね。 い 
や、 実隙に手術を巧つたこ t はありますけ 
ど、 をれはある患者に脳腫瘍ができて、を 
れが原因で隋害が出ている例がをりまして 
ね。 しかも特異体質で麻酔を巧つ t 危なか 
つたんでずよ。をれで、ちやん t した脳外科 
医も呼んで、針麻酔なら体質的じも問題な 
いだろうということでやつたのはあります。 

ところがね、これちよつとマダいんです 
が、手術に失敗して、じくなつたんですよ。 
をのと きに、 せつかくだから、というのも 
ちよつとマズい言い方だけど{苦笑)、いろ 
いろ t 檢査したのは事実ですね。もうずい 
ぶん前の話ですよ。生きてる患者の脳をい 
じつたわけではないですからね、言つ t き 
ますけ ど。 

だいたい、をういう形で喊をいじつたと 


ころで、意味がない t ら言われてるんです 
よ。 をゥゃね、昔はロボトミーなんての'が 
ありました けど、 今はねえ。 らち ろん、脳 
をのらのを檢査するこ t も重要ですよ 。~一 
かし CT とかむあるわけだしね。脳の委縮 
なんてのはをういうので充分分かる し、 を 
もをもレントゲンで心分かります 力ら」 
どうも 話に尾緒がついていたようだが、 
この話らどこまで本当のこ t を言つている 
のかは疑わしい。生きている人間にさまざ 
まな化置を施してこを意味があるこ-^ は、 
ナチスやセーーニ部隊の例からら分かる。を 
うした実験が医学の進歩に貢献しているの 
また事実ではある。もちろん、許され 
るこ t ではないが。 

をれでむ、患者をサンプルとして大学に 
連れていったり、亡くなった患者の脳を提 
供したり^いうのは、お銭授受：^上の効果 

となつているのは間違いないようだ。前出 

の元大学講師〇氏^ 言う。 

「をりゃ、大学と深い関係になってれば、 
(病院を)権威づけしやすいし、顧問なんか 
じずらりとち名どころを並べることもでき 
るでしよ。もちろん、役所じ対して扛効果 


34 



はをりまずよ。 権威に弱い- u いう 意味じ や、 
役人がいちばんですから (笑)。 双方にメリ 
ットがある わけです よ。 こちらは 実験やデ 
I 夕、向こうは 安を保障と いうね」 

^ 一酒を飲ませるアル中治療の； 

ここまでは、医者や仲介者の証をずっ と 
問いて きたが、 実隙に治療を受けた側の話 
も紹介しなくてはバランスを失する。これ 
がなかなか進涉しなかっむが、 ようやく、 

ひ t りの男性に会うこ-がで きた。 現在は、 
淸掃員をしている J さんで ある。 四十歳と 
いうが外見は遇暦に近い。 

彼は7ルコ I ル中黃だった。をれもかな 
り進んで いて、 簡ザ康隆の小説では ないが、 
小さな巧列が見ぇたりする「露颤せん妄」 
のが態に陥るまでになった。 

J さんは 周囲の勧め も あって精神科を訪 
れた 。らち ろん 中毒を 治したくて 斤ったわ 
けだ。 をの t き S 十 歳だった というから、 
今から十年ほど前になる。をして即日入院 
というこ t になった。：^下は 彼 自身に 語っ 
てららうこ t にするが、 J さんは 言語寧害 
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気味じなってわり、彼の言うままに言葉を 
再現してらなわらないので、整理してある。 
J さん-^ の舍話は大変困難であった こ t を 
付記してわこう。 

「あ 一 、最初はですねえ、アルコ ー ルやめ 
るには病院に入つちやえばいいかな衣、を 
んな簡単な気持だったなを。をれ^簡単に 
外出できるような病院じゃあ駄目だから、 
厳しい t ころに斤くのがいいだろうなあと 
思った。だけど全然違ってたなあ。なられ 
てばつかりいたし、薬らどんどん飲まされ 
て、なんかしらないけど眠つて検査される 
こ t も多かつたしねえ。 

もつとひどいのが、酒飲ませるんだよ、 
おれに《笑)。わ前、飲い t どうなるのか、 
飲んでみないと分からんだろ、いいから、 
これ全部かんでみろって。焼射の五合瓶と 
か出すんだよ、医者があ。われはやめるた 
めにホたんだ、 t 言ったら、医者の言うこ 
と聞け t かってまた怒られてなあ。飲んだ 
飲んだ、うまかつたよ(笑)。をしたら、で 
らまた変なものが見えてきたな衣。われが 
よく見たのは、あれだ、虫だ、虫。昔から 
虫嫌いだつたから」 


断ってわくが、 J さんは別に知能陣害が 
あるわけではない。ちやんと大学む出てい 
る。 話し方がをうなつたのはアル中になっ 
てからで、もつとひどくなつたのは入院し 
てからだ、と言つていた。 

「でなあ、虫が見ぇまずと言ったら、わ前、 
虫なんかどこにいるんだ、とかまた怒られ 
て。をの後4ときどき飲まされた。飲んで 
るが態で、なんかレントゲンみたいなもの 
{CT か？)されたり。うん、をういう状態 
でどうなってるか見るのが大事だと言つて 
たな。 

入つて一年くらいはずつとをんな感じで、 
だからなかなか治らない。をれから大学の 
ぇらい化生の t ころじら連れていかれたけ 
ど、ここではとにかく検査ばつかりで、薬 
飲んで、検藍して注射してだったなあ。で、 
病院にまた戻って、毎日薬飲んで、あとは 
作業してた。 もう、 をの頃じなるとなんか 
頭がボーッとしちやつて。今もボーッ t し 
てるけどさ(笑)。難しいこと t か考•んるの 
が駄目じなつたし、手もうまく動かなくて、 
疲れたなあ。 

殿られたか？あ、をういうのはない。 


なんか古くからいるんだという看護人さん 
が言つてたけど、わ前らはいい時化だよな 
あ、 昔ならバットに電気だなんて言われた 
よ」 

J さんは話をしているのだが、視点が定 
まらず、からだをつねに揺すつている。を 
れも、癖というレベルではなく、テ I ブル 
の物が倒れるほどの摇すり方だ。 

「こういうふうじなったのは、薬のせいだ 
t 思うんだけどなあ。親が早くに死んでた 
から、わじさんがたまに来てくれたんだけ 
ど、なかなか出してくれなくて。酒はかみ 
たい t 思わなくなった よ。 でも、頭がボー 
ッと_一てるから、はつきり物が言えなくて、 
まつすぐホけなくて、をういうのは出せな 
い t 言われた」 

だが、彼は退院できたのだから、まだ良 
かつたのか^しれない。をのわじさんにし 
ても惡惠はなかったのだろうが、アル中の 
甥-^いうのはやはり厄介者だったのだろう。 

^ 一をすと巧すが化-重？ 

しかし、アル中患者に酒を飲ませて検査 
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を するとい ぅのは初めて聞いた話だ。 じや 
衣、 シャブ中ならシャブを巧つてやるんだ 
ろぅか。再び、^刖述の「買い受け人」が語る。 

「からね。分からん ょ、 何ずるかは。をれ 
はこつちの範嘻じやない し。 ただ、長年医 
者とつき合つて思うのは、治すというのと 
壊すというのは紙一重ということだよな あ。 
治すためにをがしてるの か、 注射するとど 
うなるか試すためにやつてるの か、 分から 


ん もの。 

精神病というのは治る病気であるし、完 
治しなくても通院していれば社会生活は営 
めるというのが本当だろう。だけど、 をう 
思わない医者らいるということだよ。開放 
的な治療を巧つて千人治した t しても、 を 
れが基準になるとはかぎらない、と言つて 
る医者らいたしね。 

これから？ 続ける けど、 これからは老 


人のほうがいいかもしれない な。 老人を預 
かるというのがいちばん二 I ズはあるわけ 
だしね。施お症なんかだったら、精神病院 
でらいいだろうから。俺は人非人かもしれ 
ないけど、をういうのを求めてる人ら多い 
のを忘れないで欲しい ね。 本人のことは嘯 
してる し、 ある惠味じや監禁に近いからし 
れないけど、家族が了承してるつてことだ 
ね。 家で面倒見きれなくなったから、頼む 
から預かつてくださいという例も多々ある 
ということだよ。需要があるからこういう 
商売してるわけで ね、ま、 もちろん言い訳 
だよ、言い訳」 

本米ならば、 J きんが入っていた病院へ 
取材に斤きたかったのだが、これはどうし 
て も 実現しなかっ た。また、 暴力団のかを 
という点については一部でをの痕跡が見ら 
れたもの の、 大'がかりな話- Jj までは言ぇな 
かった。ただひとつだけ、こんな例があつ 
た。 をれは自分のところの組員の查刖を K 
医師に 貸し、 入院患者の頭数じ加ぇている 
という話 だ。 まだまだ書くべきこ t はある 
のからしれないが、紙幅の関係らをる し、 
ここで筆を置く としよう。 
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【『因人巧時代』外伝】 

巧の中6 

発狂—面々 

ギエエエエ！ゥキキキキキ- 

クソ塗れ、血塗れ、へド塗れで 
巧つていく囚人たち。 

その先のニッポン、 

八王子医療刑務所精神舍へといたる道のり！ 

見が知 廳廷を 





photo ►山担巧二 


かつて宇都宮病院は、人権闡係者の間な 
どで「化関東医療刑務所」と呼ばれていむ。 

当時、私はまだ模範因で監獄内の工場に 
出ていたのだが、ある 日、 食堂のテーブル 
で「病院 S 局は例ぇば、"人間杭巧ち機//と 
称して患者の顺 t 足を縛って天ザにぶら下 
げ、何人かがをの縄を引っぱってかけ声と 
t もじ、 吊り下げられた患者の脳天を地而 
に何度も思いきりぶつけるのであった」と 
いぅ新聞記事を読んで、つい「はっはっは 
つ」 t 爆笑してしまつた。「こりやあひでぇ 
なあ、當獄の方がまだマシじやねえか」と。 

だがこれは甘かった。 

ある幹部看守は監獄を「国家権力の最後 
の磐」言つ た。 「法に従えないどんな奴 


プロフイ—ル 

見沢知廉(一 4 k 化-} 

中央大学法学部出身。 I 水を患 長、 統 I 戰お巧勇軍前が 
裁。 両組措に参画した A 二 年、 「イギリス大使館义みビ 
ンヴ U ラ事件」や「スパイ処がを件」で運捕され、お没十 
二年の判まで千実刑探巧へ。巧内で反抗を頁いたため、 
八年半をぶ正独居房で過ごし、箱巧病の囚人ザ収容さ 
れる八王子居巧刑務所にちちられた。化四 年、 恩中で書 
いた小説「天皇ごっこ」で巧日本义学貨受寅。化巧年、恩 
中の体おをおつた r 囚人狂時化」{ザ.マサダ)を発表し 
ま目を集める。あ想ま .» 走族評論すとしてち活巧や。 


も、 ここで調敕矯正す る。 ここで手に負え 
なけりや国家の敗化だ。だからどんな手だ 

つて 使う」。 

『婿の 中の懲りない 雨々』が ヒットして、 
監獄物の本が一時 かなり出た。しかしをの 
ほとんどは 「普通の四 人」、 つまり 監獄の 中 
でも一番上の階層で 患る 工場生活者の こと 
しか書いていない。 

ょは ど狂つ ているかバカでない 限り、ま 
たはょほど反抗しない 限り、 儿五％の四人 
は工場に 化る。 工場で他因と談笑して仕事 
をし、 巧は雑居や「夜間独居」に嘟 る。 

ここで規刖を化ず t 、 「取り調べ」 t して 
独居馬に入れられ、懲罰を受ける。 

どうしても工場の普通の生活ができない 
者、反抗魔、懲罰常湾者などが、パープー 
H 場《モタエ、仮 H 場、調整.丄場などという) 
や厳正独居(宣夜独居)に送られる(普通 
の生活ができない——というのは、要する 
に狂つている、ひどいバカ、ケンカ狂、変 
態、 不具者、ひどい老人、梅毒などヤパイ 
病を持つている奴らのことだ)。 

普通、独居房(独房)に入れられれば、だ 
いたいはわとなしくなるが、をれでら暴れ 


たり騒いだり反抗したりする t 、 自殺房{第 
二極独居憂や保護房に入れられる。をこで 
^まだわ t なしくならなかった者のみ、最 
後の手段として「栄光ある」医齋刑務所に 
移監(送られる)されるのである。 

法務省は頭のわかしいのを M 級、からだ 
のわかしいのを P 級 t 内かけする。 

M 撒、っまり精神の波長が狂った囚人を 
収容する「医療刑務所」は八王子、岡崎、 

城野などにある《八王子は P 級ら兼ねてい 
る。 しかし化舍は P 級、 南舎は M 級 t 、 ま 
ったく独立して運営されている)。 

精神病院での暴力や残虐は、宇都宮病院 
などの閒醒などをきっかけに旧法で衣る精 
神衛生法が八と年から精神保健法に改正さ 
れ、人権の監視機闡を設置するなどして劇 
的に改善された。——どっこい、精神病(や 
人格障害など)のうえに「囚人」 t いう二 
重苦を背負っている人間は惨めならので、 
いまだに暗閣の中で糞小便と暴力に塗れて、 
ィモ虫のょうにのたうっているのである。 

をの〈監獄六段地獄〉を順に追って、監 
獄に来る精神科医や臨床、心理技師(前者は 
論文などを書くため研究しに来る。健者は 
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分類 課長といって、 犯罪者の分類や洗脳が 
わ 仕事で をる)の 変人ぶ りら書いてみよう。 


長期刑務所の工場者たち 


刑務所にはいろいろ種類が をる。 女だけ 
の W 級と か、 二十六龐な下の Y 撒と か 外人 
のド級^か。八年む上、実質は九年：^上の 
囚人を L 級 t いい、 闡柬 にある L 級施設は 
千葉刑務所で ある。 

収容者は六百〜八百人 だが、 だいたい八 
割が殺人者、残りも強盗や放 化、 誘拐犯な 
どばかり。収容者の一二割は無期懲役 である。 
無期になるためには強盗殺人か強蟲殺人、 
単純殺人なら二〜ーニ人殺るか、または死体 
をバラバラにするまで頑張らなければなら 
ない。 

殺人のなかでも一番軽いのは「十年」組 
だが、十年と いぅと 本当に純粋に殺人だけ 
を 化して、 死体をあれこれ「加 H 」 しない 
で、 運良くをの場で補 まつた 連中で 志る。 

昼の間囚人は、小学校の講堂のような大 
きな工場で、巧刷やバインダー、靴や紙袋 
や模型や簡単な電気製品を造つ ている。 


殺人者ばかり——といつ てら、 日本人の 
習性なのか、まつたくわ t なしく黙々と仕 
事を している。 臟目をしただけで懲罰、少 
し私語を口にしただけで懲罰—— などと、し 
う、凄まじい規則地獄の故であるのだが。 

午前午後の化 憩、 一日四十分の 運動、 畳 
食 t をの あと 少しの 休憩、 演芸 や 入？ $— 
などのときにはかなりワィワィ 話が できる。 

工場にいるのは「マトモ」 t される囚人 
たちで ある。 では会社や 学校の ょうにまと 
もな 話を しているのか、 t いうとこれがか 
なりキレている。 例ぇば新宿バス放火化の 
丸山禪义 は、人と 舍話が全が できない。二 

ヤツと笑うといきなり人のホオをピシヤツ 

t 叩く、 每晚寝小便を する、 巧進の最中に 

硬いウンコがコロコロ転がってくるので看 

ずが「誰 だ！ クソ漏らしたのは！」と怒 
鳴る と、 丸山で をる。 この丸山で さぇ、一 
度八王子に送られたのだが、二力月の検査 
の 後、 「マトモ」と認定され、千葉に戻つて 
きて、 工場で仕事をしているのだ。 

放火や強蟲 t いうのは、殺人に準ずる^ 
らい刑が重いのだが、だいたいの場合、こ 
の二つをやつた奴らはを然反省していない。 


感極まると、よほど 気持の イイら のなのか 
必ず犯つ たこ t の 自慢話を 始める。 

「いやを、 火の粉がパチパチと弾けてひゆ 
うひゆう舞い上がるとき、生きててよかつ 
たな あ、 と思う ねぇ。 一つの 家、 人生がた 
つた数時間で丸ご t 灰じなるなんて、感動 
的だよなあ」 

「らう 少女から更年期過ぎたババアまでや 
つたけ どね、 まだ毛もはぇてない少女ね、 
あの味は忘れられないよな あ。まあ、 ババ 
アはババアで肩書きとかをいつの人生行路 
を一瞬で食つ ちまうという、 別の快感があ 
るけ どね」 

をれに対して殺人犯はどうか。 『 FBI む 
理分析官』に出てくるような計画狂や殺人 
魔というのは日本では稀で、ほとんどが I 
瞬の勢いで殺つてしまつたという連中ばか 
りだ。食堂のテレビから、宮崎勤とか勝田 
淸孝の凶状がワイドショーなどで報道され 
ていると一斉に、 

「いや あこいつ、 悪い野郎だな を！」 

と叫んでしまうし、岡田有希子が死んで 
脳ミソが飛び散る写真を一面にした『報知 
新聞』が回覚される t 、 蒼くなつて「うつ 
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illustration ► 山野一 


気持が悪くなつた」とうつむいてしまうの 
だった。 


I 、 山口洋子の小説 f 夜の底じ生きる j 


、オフクロはつい勢いでやつてしまつた 


のモデルじなった銀座ママ 


ラバラ殺人 考えてみればカワイソウなことをした」 


工場じは、十六人殺した連合赤軍のメン 犯 T オヤジは最初から殺るつもりだったけ 言ってわきながら運動大会で金属バットを 
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〇強您 などがいて、 輿に乗る と「なかなか 
巧なない」「いやす^死んだ」と殺人話に花 
が咲くこともをるほどだが、いや、 監獄で 
は、 こんな 鬼畜でさ 之、 ヒ エラ ルキー の最 
上階に位置するので ある。 


パープーエ場 


モ葉刑務所には、独居房の ある 十一舍と 
いうところの隅に、 独居房を二つブチ拔 い 
て 造った ょうな 二つの「調整工場」が あっ 
た。だいたいこういうのはどこの 刑務所に 
も あって、 「パープーエ場」 t 呼ばれて い 
る。 工場では務 まらない が、 独房 だ t 仮釈 
放が なくなる ので入れて やる 不具者 や 梅毒 
持ち、狂人。または、 独房に入れて わくと 
ょけいひどくなるが、かといつて 工場には 
出せない懲罰常智者や反な魔を飼い殺しに 
するためここじ投げ込む。 

私は反抗ばかりしていたので後半八年半 
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は独房にいたのだが T 環境を変ぇればわと 
なしくなるのでは」と、結局都合二一回、パ 
—プーエ場に出された。 

最初に化た ときは、 セ畳ぐらいの房で、 

をこに入る11人が小机に向かつて仕事を 
していた。をのなかの一人の若い奴が、仕 
事をしながらずつと「誰か」と話をしてへ 
ラへラ笑つている。休憩になつて一二人から 
話を聞くと、一人は分裂病で普段まったく 
口をきかないがと きどき 大暴れす るら しい。 
一人は誇大妄想狂で T 千葉刑の±地を今度 
買ったの。ここら壊して五階建てのビルを 
建てるんだ」 t マジで 带す。 

残りの一人は元ゾクで、シン ナー、トル 
エン、シャブをやったぅぇに塗装エの四重 
苦で、フラッシュバックが一日中き て、 I 
日中ずっと幻覚 t 対話して いる。 上空を戦 
艦大和が飛び、をの周りを、たスミが走り、 

隣じゾクの仲間がいてをれを指差して笑っ 
ているとか。工場で「をっ、わ岩さんだ」 
t か「雪男が来る」と口走つている t 分類 
課長が飛んできて肩をポンと叩き、「いやあ 
君、君は疲れてる。うん、少し化んだ方が 

いい。いい t こ連れていつてあげよう - t 、 


パープー エ場じ連れてこられた という。 

この大和は死蠢までしている。シャブや 
シンナ I で完全にィカれてみ友達のところ 
に行き、ノドや颜、上半身一二十力所メッタ 
刺しにして、血塗れなのでス カー トを上げ 
て隠すと、ホの下着が見えてムラムラした。 
脱糞してるのにおにパンティを押し込み、 
死蠢してしまつた t いう。 これがものすご 
く良かったら—一ぐ、思わず腰を撇—>く使う 

t 、 長く切れたノドから苗の ょうじ、 ヒユ 
ウヒュウ音が化るので「楽しかつたょ」と 
いう話だ(さずがにこの大和と、このあと 
独扉に戻って発狂した請大妄恕狂の二人は、 
後に八王子じ送られた)。 

パープーエ場の四人は、むろん皆殺人者 
である。この四人の間で一時「背後霊ごっ 
こ」が流巧った。「どうせ人を殺ってんだ 
し、 殺人ばっかりの刖務巧なので、みんな 

死んだ霊が懷ろにくっついているに決まっ 
てる」 という 話に なり、 「背楼靈だざ一」 と 
叫びつつ、他人の背後にわんぶ する、 t い 
う遊びだった。 

分裂と誇大妄想狂が他へ移動して、躁う 
つ病のヤクザ t 、 一豪四人を殺して死刑を 


宣止口されるが恩敝で釈放され、女子中高生 
のハーレムを作つてぅち二人を刺したとい 
ぅ二人が来た。後者の方は、フロ塵を视い 
てを恵されたので、フロ屋一泰を全員；芹で 
切り别んでいる。死刑を待つている間じ「講 

和条約恩赦」で無朋になり、二十年務めて 
出て、非行少女の相談役をしている間に家 
がヤンキー中高生の溜まり場になったのだ 
t いう。 朝一回、昼休み一回、夜 一回と、 
一日三回中高生とやりまくつていたらし い。 
五十哉を過ぎた、ハゲたオジさんなのだが 


パープー エ場 t いぅと、 この他にも「天 
ザに販がいる」と部屋中を逃げ回る 奴、 部 
屋の隅に行って「ジリリリンリリリ」 t 受 
謡器を持つ格好をして「沢口靖子」に電話 
をかける 奴、 「夜中じ看ずが每晚ハブラシを 
切りにくる」と叫びながらハブラシを振り 
回す奴、連統懲罰セカ巧ぅたれて気がふれ、 
一日ブッブッ畦いている奴、刖務所の煙突 
にのぼってしまった奴……などがいた。し 
かし、 她居房や八王子医薇刑務所は、この 
さらに 下に ある。 
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厳正独居 


工場じも化ずに、朝も巧も独房じ入って、 
中で一日誰と^口をきかないで袋貼りをす 


るのを 厳正独居(蒼を独居 ) t いぅ。 法律上 
は六力 巧を 上限と するが、 私の八年半(こ 
れは独居出せ戰判を起こした磯江洋一氏の 
十 年に次ぐ記緑)に みられるよう、いくら 
でも延長で きた。 


いるのは反抗 魔、 というょり訴訟 狂、 懲 
罰常習を、政治犯大物、完全な 狂人、 老人 
性滿呆症 ……など。 

刑務所に来る医者は、巧科や外科、歯科 
などは 給料が少ないのでャブ中のヤブだが、 
精神科医だけは大物が 来る。 ロンブローゾ 
や フーコ I などらをう だが、精神病理学の 
研究者に t って「凶悪化刑務所」は研ホ九対 
象のま庵なので ある。 

私は数人の医者からカゥンセ y ンダを受 
けた。 最初の医者は東大研究室に 属し、 止 
居健郎の 弟子、つまりフロイトのひ 孫弟子 
にあた るフロイト 派 だ。この 医者は私とら 
う一人の「真性 パラノイア」 に興味を持っ 
て 精神分析 をした。 

をのパラノイアというのは、一流大を出 
てドイツ語ら ペラ。 ヘラなのだが、エデイプ 
スコンプレックスの 類型を のらののょ ラな 
がだった。父親を殺す こと だけが小さい頃 
からの生き甲斐で、ずっ t 狙っていたのだ 
が父親ら勘づいて隱れ 回り、 しかたなく代 
わりに父親の親友を刺し殺して切り刻んだ 
とか。 

毛布を被って房の隅に うずくまり、 看ず 
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が注意しようとす ると、 狼のようじ曠みつ 
く。最初は每日のように非常べルが鳴って、 
武装警備隊が殿り a り、袋叩きにしてズタ 
袋に詰め保護房に投げ込んでいたが、「あれ 
は本物」という精神科医の上申で、一人だ 
け独房で「化舊中」の化が貼られ、ずっと 

うずくまっているこ- JJ 、 が許された。 

工場では、ほ t んど暴行や暴力、血や死 
を見ることはない。しかし独居では、この 
ような光景が日常茶飯事だった。 

ピストルを数千下密輸した奴は、看守の 
言葉の蜡げ足を取って、「あんた、をれで八ム 
務員？バカじやないんですか」などと言 
うのが得意で、週に一回は替備隊に袋叩き 
にされ、 肋骨骨が二〜一一一回、歯はみんな听 
られてし まつた。 

をう、最初に独房に入った t き、左隣の 
房の奴が、朝四時頃、しきりにがりがりと 
高い窓を極く。をまりにうるさいので周り 
が暴れたら、看守が言うには「あいつは腦 
栖塞で、らう脳が溶けちやつてんの よ 」 t 
か。「空が痒い」ので空を搔いていたのだと 

いう。 

こいつらをの あと、 週に一回袋叩きにさ 


れていたが、致命的な出$が志る日起こ 
った。巡回の看ずが r ぅわわ、わ前、何や 
ってんだ！」 t 叫んでドアの鍵を關ける t 、 
「ギヤ ア！」 といぅ声と ともに、 珍しくをの 
囚人が看守を追いかけていったのである。 
「えっ？なんだなんだ」と思っていたら、 
らもろんすぐ瞥備隊がホて殴り獅り、保護 
房に入れたのだが、あ t で間くじ「あいつ、 
机の上にウンコ して、 をのウンコで人形を 
こねて造ってたんだ。看守が入ったら、を 
れをちぎって投げながら追いかけてきたん 
だってよ……。柴じやねえよ、この商売も 
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演説、看守暴行、ケンカ、暴力——はも 

ちろん、場合にょつては口ごた え、 ドア徽 
り、看ずの前でのツバ吐きや自儒などの場 
合も非常べルが押される。ベルが鳴ると、 

腕や靴に錬の入つている、機動隙のような、 
皆柔道や空手をやっている格閒専門の醫備 
隊というのが飛んできて、柔道で倒し、顔 
にビニールや布を被せて隙り徽り、^つた 


りすると後ろ皮手錠や猿^つわをはめて、 

緑色の大きなズタ袋に入れ、保護房へと運 
、、、〇 

保譜房じ入れてわけるのは上限一週間だ 
が、一度出してもまたす^入れられる。一 
メートル半四方の真っ暗な空間じ、天井に 
はマイクやカメラ、壁や床は黑れてもいい 
ょうリノ y ゥムで、窓はない。映画『告発』 
とをつく ゥ である。カレンダー も ラジホら 
新閒ら、ハシやタオル、ハブラシさえなく、 

食事は後ろ手錠なので地面を這って食べる。 
ズボンが下ろせないので糞尿は垂れ流し。 

メチャクチャじ臭い。夏は死ぬほど暑く {を 
れで先日、関西で一人、脱水死したのだ)、 
冬は水が張る。便器 t 水道のみが備ゎって 
いるが、水は天井のマイクに向かって「出 
してください」 t 叫んで、ょうやくチョロ 
チョロと出るだけ。 

自殺房、というのはこれほどでらないが 
(をの代わり上限がなく、いつまでら入れて 
わける)、天井にカメラ、マイクが埋ま ゥ、 
窓は鉄で打たれ、当然物がいっさいなく、 
ハシ、タオルなどから ノート 、ペンまでい 
つさいドアの外に出される。をれら は、 い 
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ちいも 許可を得て看ずの見張つ ている 前で のーニっをゃると、 ゎ決まりのコ^スで保譜 ラジオ、 新閒他すベて とめられ、 一日八が 


のみ使わせてもらぅ- 


扉 一週間、懲罰六十日のうえ、残刑中ずつ 間の仕事中身じろぎらせず一力巧に 座り、 


脱走未遂、自殺未遂、看守暴斤(脱走や t 自殺房となる。 


「反省」の紙を視線も動かさないで見詰めて 


看守暴行はだいたい刑が二丄11年増•义る) 



懲罰というのは私物いっさいを设収 され、 いなければならない。をのう ぇ、 腕や 指、 

足や 腹、 頭の角度さぇ決まっていて、動い 
ているのが見つかる t 、 「懲罰不服従」とし 
て、 いつまで^期間を延ばされる。 

こんな独房で ある、 廊下に血が酒まって 
いるのは年中で、いつら悲鳴や叫び声がし、 
だいたいのことには慣れる。 

しかし、をれ でもショ ック なのが自殺と 
発狂 だ。 私は独房じいる 間、 自殺を 二回、 
発狂は十数回 見た。 

パープーエ場で一緒だった誇大妄想狂が 
発狂した t きなど、いきなり麦飯に睐增汁 
をかけてをれを頭から被り、十一舎中に響 
く、「ギエエエエ！ 」 t いう動物が絞め殺さ 
れるょうな奇声を発した。看ず部長が慌て 
てドアを開けると、汁塗れで目が宙を さま 
ょい、 口から ョ ダレを流す誇大妄想狂がを 
れに飛びかかった。二人が汁塗れで叫びな 
がら廊下を転げる。すぐに醫備隊が来て誇 
大妄想狂を保護廣に入れた が、 をれ材ホ彼 
は一日中、号泣するか哄笑しつづけるだけ 
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の狂人になつてしまつて、結圖 IT 四力 巧、 
保護房で飼われたが、さすがに八王子送り 

となつた。 

無期だが、二十ま i 因だったので あと 
少しで仮釈放だという人が、ちよつとした 
つまみ食いをしてし まい、 「取り調べ」を受 
けるため独房に来た。これはむろん懲罰じ 
なる。懲罰になれば仮釈放は取り消し、あ 
とまた三〜四年は刑胡が延びる。 

をの 夜、 ズボンの横についているバンド 
用の短いヒモを結んで、流し台の水道に掛 
け、 座って首をくくっ た。 

朝、看ずが「ああああ あ！」 とよろける 
t 、 す^警備隙がホた。夏なので、下の食 
器口が剛いていたから舰いてみると、首が 
ぐったりと伸びた巧主頭の囚人を廊下に引 
きずり 出し、看守が屍の胸の上に乗って、 
おしやべりしながら飛び跳ね踊つている。 
《蘇生ダンス〉と言われているが、らうダメ 
とわかっていても、一応蘇生のため、これ 

をしなくては-いうことになつている 

らしい。 「ダメ だ、 死んで るよ、クソもらし 
てんもん」などと笑いつつ、看守が胸の上 
でピヨンピヨン飛び桃ね る。 ——やがて夕 


ンヵがきて、顔に白い布をかけ、規則なの 
で晌じ手錠を置いて、襄門から「岀所」し 

ていつた。 

らう一人、。ハープーエ場で一緒だった、 
「が口靖子に電話する男」 は、 ある 日、 突然 
高らかに童謡や民謡を歌い出した。儒長が 
ちょうど近くにいて、「静かに しろ！ 何輔 
ってんだ。……第一、歌詞間違ってるぞ！」 
などと変なお鳴り方をしていたが、これは 
いつもとかなりム ー 'ドが違うと気づき、医 
務職員を呼んだ。暖務職員がドアを叩きつ 

つ、「わい、わい、他の言つてることがわか 
るか！」と叫ぶが、電話巧はますます感極 
まって絶叫する。醫備隊 t 医者がなだれ込 
んで取り押さぇ、 抗精神 薬をタップリ t を 
射してから、からだを毛布で巻きつけて連 
れていった。 I 〜一一週關様子を見たがダメ 
で、これもまた八王子送り-〇なつた。 

つまり八王子医癒刑務所、というのはを 
こまでひどくないと送られない地獄中の地 
獄なのだ。医療刑務所の精神舍に巧くのは、 
完全な狂人か、またはどんなに弾店してら 
反抗してくる反抗旋だけに限られる。 

さて、をの楚窟へと進んでみよう。 


糟神科医という変人たち 


私は、実は八王子じ斤きたくて仕方がな 
かった。 

むろん、ムチヤムチヤに「勘違い」して 
いたのである。 

八王子壓療刑務所には、南舎と化舎があ 
る。化舍は内科疾患者専門の施設で、南舎 
は精神疾忠者専門。をの運営や内容は別化 
界のょぅじ違ぅ。化舎は平沢死刑因などが 
亡くなつたところだが、これは本当に天国 
なのだ。ただ、「ガンになつても末期ガンま 
でいかないと八王子には行かせてもらえな 
い」扛いラぐらい、「死ぬ寸前」の囚人だけ 
しか斤けない。 

をんな「半分死んでる」囚ばかりなので、 
仕事はない、若い女のナースがいて面倒を 
見て くれる、 食事は いい、 冬はスチームが 
ある、 一日寝て本を読んでいればいい—— 
と至れり巧、くせりだ。検査で数力巧いて嗎 
つてきた奴らからをの話を聞いて、「をれは 
わいしすぎる！」とパンと机を叩いた私は、 
r 医者じねじをんで、どんな手を使つてら八 
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王子に斤く！」 t 固く決意したのだった。 

前述の フロィト 派の 精神科医は、ラスコ 
—リニコフの 論文を書く ためじ、 他の患者 
は 二（三週間に 一回、 五分で診察を終ぇる 
のに、 私には週 一回、 一時間半のカゥン セ 
リンダを 続けた。 

「いいで しょう。 精神分析に協力し ます。 
私をホタに論文書いてください。をの化わ 
り、 病理学のレクチャーや投薬で融通を利 
かせてください」と、薬をなかなかくれな 
い監獄で、ビタミン剤やユベラ、カルシゥ 
ムまで手じ入れていた《普通は、風邪で'^^ 
三七度：^上ないと、アスピリンをくれない。 
腹痛もゲリ便を見せない t 胃散をくれない、 
というほどひどい)。をんな忡だから私は 
「八王子に行かせてくれ！」とかなりしつこ 
く 頼んだ。「いや、研究村料を手放すわけに 
はいかない！」と医者ら怒ってハツキリ言 

50 

「あいっは キチ ガィだょ、 見が君」 心、 躁 
うつ病のヤクザは医者のことを言った。「俺 
の女房が精神病院に勤めてたから知ってん 
だけど、 医者ってのは ね、 変なの t ばかり 

J , 巧日つき合つ てるから、。 ハープー'がうつつ 


もまうら― 一 いのよ」。 

このヤクザは不眠を 訴え、 医者の診察を 
受けて いた。 医者は いきなり 「をれ で、 君 
の家庭環境は？」 t 生活をを聞きに入った。 
「先生、自分は眠れんので来たんで す。 眠れ 
んの t 家腫環境 t どういう関儒があるんで 
すかね」。医者は、銀ブチの眼鏡を上げ、一 
転して ヒステリー を起こし「患者なら僕に 
従いた まえ！さあ、 なんでヤクザになつ 
たんだね！」。ヤクザも机をバンと叩き、 r ハ 
カヤ ロ I 、 ヤクザだから眠れないんじやね 
えよ！」。 医者はカルテを机じ叩きつ け、 ツ 
バを吐くとを のまま プリプリ t 帰つてし ま 
つた t いう。 この医者は、おると看守や幹 
部 にら 「バカヤ ロー！」 とお鳴つたりする 
ので、看 ずら 道を よけて 通ったほどだった。 

ちようどをの医者からカウンセリンダを 
受けている 頃、 ある雑誌で川屏槪という精 
神科医が「ヒトラーや山本五十六は死んで 
いなかつた」など t すごい説を展開してい 
たので、私はをのこ-^を訊いてみた。 

「川馬？知らないね。学者の間では評価 
されてない ね。 ……なんだ つて、 なんだ ね、 
その話は。地方病院の医院長か。ふうん、 


いや、実はね、 逆賠移なんて用語らあるん 
だが、特に地方の精神科医なんかは、患者 

のがうつっちやって、巧当わかしなのがた 

くさんいるんだよ . 」 

「キチ ガィ、 ってうつるんですか？」 

「いや、 正確には うつらない。……ただ、 

躁うつ病は周囲に影響を与ぇるし、ヒステ 
リーや神経症なんかは伝染するな」 

「先生 もよ く ヒス テリ I 起こしますよね」 

「……職業病、だょ」 

この医者は宮崎勤の鑑定で有名になった 
F 教授と化あ弟子の間柄に あり、 F 教授を 
で葉へ連れてき たりらした。 

「先生も、じやあ鑑定したことあります 

か？」 

「むろん あるよ。 この前したばかりだ」 

「じやを訊きますが、この。ハープーエ場や 
独房、八王子じいる連中、こんだけ狂って 
て、 なんで鑑定にひっかからないで刑務所 
来ちやったんでずか？」 

「僕ら不思議で いろいろ 訊く とね、 瞥察と 
しては 心神喪失で無罪や’心神耗弱で刑が軽 
くなる のは嫌らし いんだ。 をれ で、 裁判の 
t きはじつ t 熙 つてろよ t か、橫事と 裁判 
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官には"すみません。しか言うな- O か、か 
なり吹き込むらしいね」 

「鑑定は絶対間違ぃませんかね」 
「だまされる こ- AJ はまずない けど、この 世 
界は流派が違う t 見解が全然違ってくるか 
らね。学説もいろいろあつて大変さ」 

流！^^というのはすごい。私を診た二 
人目の医者はョ I ロッパ近代 派、 ラベリン 
ダ派で、私は人格障害だけで 八っ、 計二十 
くらいの病名を もらつた。 一二人目はオーソ 
ドッタスな DSM 派で、ほ t んど病名を も 
らえず「五分診察」 になつてしまつた。さ 
らに分類課の臨床-心理学者からも カゥンセ 
リンダを受けた が、 精神病理学と臨床、心理 
学は似た ょうな ことを やるのに、 専門用語 
までを 然違う(患者のことを病理学は クラ 
ンヶ 、む 理学は クラィアント-^ 言つ たり)。 

最初の医者な どは、 分類の‘心理学者の こ 
t を「志 あ、 あのバカね」と平然と言つ て 
ぃた。 

一つ、 面白い人物で忘れられな いのは、 
をの 後私が送られるこ t になつた八王子医 
薇刑務所の脳波お師である。他のどの医者 
も 言う し、本で読んでら福波でわかる異 


常はてんかんと薬物中毒だけ」-述べてい 
るのだが、「医薇刑務所でキチガィ相手に脳 
波一觀二十年」というその技師は、「脳波を 
見れば、をいつの人生や知能程度はわかる」 
と蒙語した。私の脳波を見て、「うん、君は 
ィンテリだね。义 Mis くのが上手だろ。芸 
術家だ。頭も狂つてないな」とスパスパ言 
い去てた。 

私はいたく感動して、この話を後に、何 
人らの精神科医に話した が、 「をんなのは絶 
対ゥソだ」 t まったく信じない。職人 芸、 
という か、 毎円衣れだけの狂人じ脚 まれて、 
その奇妙な脳波を見觸けているう ちに、 医 
者の常識を超えてしまつたのか、または「な 
染つて」しまつたのだろう……。 


夢の八王子へ 


最初の医者が千葉刑務所をやめる とき、 
「弓き継ぎ」で「八王子送りも考えぅる 」 -AJ 
善いてくれた。私はをのまま反抗《願謹、 
幹部面搔、情願、訴状、人権委告発、弁護 
±呼びなど)を髓けた^のだから、二人目 
の医者らやめた あと、 保を と 医務部長が相 


談 して、 「じや あ、 八王子に送ろ* つ」という 
こきになつたり 

五 i 六年ぶりに私服を 着、 幸に 乗つて、 
久々のシャバを 見る。やがて、 病院の よう 
な白く奇麗な八王子医溃刖務所に着いた。 

たしかじ女のナースがいる。ワクワクす 
る。 ただ、支給のパンツや四人服には大き 
く黑 々 t 〈南舎〉 t 巧が押して ある。 連斤 
の选中 でら、 「をいつは どつち だ？」「南含の 
方だ」 t 看ずや医者が言い合う。 

鉄の格子をいくつら關 けて、 南舎の一階 
の独房に入る。 

独房の中は、床も壁も風呂場のような夕 
ィル貼り。畳らない。ビニールを貼つたベ 
ッドが埋め込まれ、巧い机 t ィスが あり、 
流しと便器はあるが窓は鉄で巧たれ、普通 
の房にある薬吿やよう じ、 布団やちりとり、 
靜などがない。床や壁にはひからびたへド 
や便、血や髪がこびり つき、 すさまじい臭 
気がする。 

「な、 なんだ これは？」 t 、 明治四十一一年 
に建てられた千葉の十一舎に慣れていた私 
でさぇ、 吐き気を觉 ぇた。 

「とにかく寝よう。 朝、 担当に聞こう」と 
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気持を持ち直をう-^したものの、右隣がう 
るさい。-〇にかく、一秒も休まずにカタカ 
夕音がして、しまいには大声で 「 UFO が 
来る！窓に宇宙人が来た。連れていかれ 
る。助けてくれ！」と叫びだした。 

左隣は、昼間は熟睡し、食事のときだけ 
看ずに力ずくで起こされ、モ！ローと食べ 
てまた寝るのだが、夜になると五かおきに 
報知器を鳴らす。「カターン」 t いう報知器 
の大きな音で看ずを呼び、「眠れません！」 
と喚^。 

初めての夜、私は眠れずに怒り、両隣の 
壁を思いつきり徽飛ばして「うるせえ！ 
静かにしねえ t 1緒に保護房だざ！」 t 筒 
した。千葉でなら、かなりわかしくうるさ 
いのが隣に来ても、をれをやれば「二人で 
壁を端つた」 t 、 二人とも袋叩きじされ保 
護房、懲罰。これが怖く、相当バカでもシ 
1ン t なる。ところが両隣、わからないの 

か閒こえないのか、 「 UFO ! UFO ! 

脳みを-^られる！」「眠れないょわ！」と騒 
いでいる。 

私はたまらず看守を呼び、話をした。 
「やめさせてくださいょ ！ 規則違反でし 


よう」 

「だつて、こいつら狂つてるんだらん」 
「狂つてるつて……ここはからだの弱い人 
が来るとこで~一よう？」 

「をりやあ化舍。ここは南舎。こつちにホ 
るのは完全なキチボィだけだよ」 

えつ！と私は驚いた。をんなの知らなか 
った！をう言えば、精神科医が紹介状を 
書いたのだ。しまった……。内科や外科に 
頼みゃよかった……。 

『カッコーの巣の上で』を 
超えた場所 

耳にチリ紙を詰めて穂た。両隣はこれで 
濟んだが、向かいが、午前四時から六時ま 
での約一一時間、演説を続けた。 

「わい、看ず、臭いぞ、ブタ野郎、ブーブ 
—言うぞ。なんだここは、早く連れてけ、 
瞥察呼んでこい。明日の天気はなんだ、う 
るさいぞピーピー鳴るな！をこに座れ、 
看守、金よこせ。スイカ持つてこい……」 

朝、担当《看守部長)と話をした。南舎 

と化舎はまつたく別のシステムで運営され 
ていて、南舎から化舎へは絶対移れないと 


いう。南舍は作法 t して化事もあるら 

しぃ。 

食事はたしかによかつた。 t ころが窓を 
開けて食器を受け取ると、 t たんに軟便 t 
いうかこねくり回した液便の廠ったような 
凄い臭いが漂った。向かいの右側や左側の 
何人かが垂れ流しでわしめをしているらの 
の、すぐはずして便をこねて人形を造った 
り壁に絵を描いたり、食って化いたりする 
のだという。 

噓眠ら食事^充分にとれず、ボーッとし 
たまま運動に出された。看ず t ナ I スがホ 
る。ラジオ体操をさせられ、ナ I スがカル 
テに何か書いていく。体操もロタにできな 
い奴ばかりなので、これも観察なのだろう。 

帰ると、房がびしよびしよだ。垂れ流し 
が多いので、運動に出ている間じ、房内に 
ホースで水をまくのだ t いう。をれでタィ 
ル造りなのだ。 

運動場へ移動する途中、陶器や紙袋、植 
木の工場を通った。当局も「作1法 」 t 
悟って誦めているのか、巧主頭、ランニン 
ダに半ズボン姿の囚人たちが、作業などほ 
とんどできない状態で、ョダレを流しな'が 
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ら輔つたり地面を転がったりしていた。 

雑居の方を通ると、なぜか昼間でも電気 
をつけない暗い部屋にベッドが並び、をの 
上で壁に向かって念仏を唱ぇたり、欄にな 
って足をバタ'、ハタさせたり、毛布を被って 
房の隅にうずくまっている奴が見えた。峡 


画『カツコーの巣の上で』に出てきたのは 
明るいキチボィばかりだったが、八王子の 
キチボイはメチヤクチャに略い。犯罪を化 
すキチボイというのは、やはりネガテイヴ 
なのだろう。一日中、壁にメトロノームの 
ように、頭をゴンゴンぶつけ統けるバカが 


やたら多い。性犯罪を化したキチガィ囚 は、 
とにかくチンポを露出したがる。巧主頭が 
ランニングシャツー枚でチンポを化して踊 
る様は、この化の^のではない。 

1日にーニ〜四回は、こちらの'む臟がピク 
ン、 t するょうな激しい暴れ騒ぎが起こる。 
神経症やヒステリ I のレベルではなく、完 
をに精神病のノリだ。鉄のドアや壁にぶつ 
かり、絶叫するのだが、骨が析れるのでは 
と野う户らいだつた。 

向かぃの左側が特に一日二回ずつ暴れ、 
をのたびに酱備隊がホて保護房に入れたり、 

医務がクロルプロマジンやハロペリドール 

を注射する《私も実験で飲んだが、本当に 
頭や全身が鉛のょうに重くなゥ、何も考ぇ 
られず何をする気も失う)。ところが、と 
きにはをれさぇ数時間しか劫かない。をの 
男は、保護房を二週間体験してら収まらず、 
わまけじを射も効かない。医者や警備隙が 
ザワザヮと話をしながら連斤して、ある日 
ぐつたゥして帰つてく ると、 しでらく寝.：」 
きりで点滴を巧って食事 もとれ なくなった。 
「どうしたんですか？」 

と掃除夫に訊くと T 電気ショックだろ」 
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と あっさり言っ た。 

監獄であり精神病院でらある八王子医齋 
刑務所南舎——正気があるのはほ t んどい 
ず、 因人なので連絡者も途絶ぇ、「権力の無 
法地帯」と化しているわけだ。 

八王子医療刑務所は、かってを国の精神 
病院に先がけてロボトミーをやった。八王 
子の成功で全国の病院らやり始め、社会問 
題化し病院がやめたあ t も、八王子は最後 
までやり統けた。最盛期じは週に何人もの 
頭に巧ををけた t いう。 

看守の 暴行ら、 限度を 超ぇて、 思わず笑 
ってしまうほどだった。巡回の看守が、今 
日は機嫌が悪いなと思う t 、 遮当に目につ 
いた房いくつかに入って、「このキチボィ野 
郎！」 と喚いて靴を脱いで片手に持 も、 を 
れで メッタ 打ちに する。 バチンバチン 、 t 
威勢のいい音が廊下中じ 響き渡る。 

電気ショックは最後の手段に しろ、 をれ 
まではとにかく抗精神薬でなめ まくる。 中 
で百種類近いな精神薬を試してみた私にも 
よくわからないが、「口 ごた えなん かする 
と、 全身の血管に何千本の針を刺した よう 
な、 おげ回る ような 苦痛のする注がを巧た 


れ る」 という因 もいた (城野医癒刑務所か 
らの国連人権委員への告発書じよる と、 訴 
訟 をしたら 医癒刑務所に送られ「全身の神 
経をワィヤかブラシで削られるようじから 
だの内部が痛んだ。全身の筋肉、巧臓から 
骨の髓までを何十億本の針でじわっ t 刺さ 
れる痛さ」のをがを每日巧 たれ、 あまりの 
苦しさに「訴訟を取り下げます」 t 叫ぶと、 
「ようし、 わ 前の病気は急じ良くな った！」 

と 注射を やめた t いう。この 川口话 W 氏の告 
発は、 冗談の よう だが医療刑では敵然とし 
て本 苗の ことなので衣る)。 

レクリエーションだけは、 南化合同でや 

る。 慰問演芸など講堂で やり、 化舍の囚 は 
真っ白い着物のような病衣を着ているのだ 
が、まともに 歩けるのが ほとんどいない。 

冥±の主産に無理して見にきたんだ ろうが、 
巧手するわけでもなくダラリと伸、びきって 

いる。 

南舎と いうと、 ギャグじ受けて笑っ たり 
柏手をする のでは なく、 慰問の素人剣劇が 
ホた ときなど、 チヤンバラのシーンで人が 
動く だけで、立って飛び驰 ね、 猿の人形の 
ように大きく両手を、、 ハチバチ させて、 ヨダ 


レを流して 転げ笑っ ている。 

「ゥキキキキキ-」 

t きどき、 ィスをひつく り返してエビの 
ょぅに転がったり、天井を指差して大きく 
のけぞったり、地面に倒れて床で水'泳をし 

A 

たりす る。 

映画会となる t 、 必ずスクリーンに突進 
するバカがいる。美人が出てニッコリした 
りすると、南舍は突っ込むし、化舎は(死 
ぬ寸前なので)合掌して念仏を唱ぇる。 
『囚人狂時代』で書いた恐怖の益脯り大会 
の t きなど、キチボィ代表何人かが着物を 
着てゥチヮを待ったのだが、帯も留められ 
ないので皆着物がはだけ、パンッー下に腹 
を出して、猛踊りなのに阿波師ゥやダンス 
スキップをしている。感極まつてチンポを 
出したり、着物を手に持ってダル'グル回し 
たりするの'が出てくるのだが、ゲストの町 
内会のババアは、案外平気で笑っている。 
化舎はほとんどセ十〜八十代なので、六十 
代のバパアを熱い目で見ている。ょほど感 
じたのか、単に具合が悪いのか、次々とバ 
タバタ倒れてナ I スや看守にタンカで運ば 
れ る。 
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いきなり南舍の一人が幹部席の前に行つ 
て±下座をした。 
r 俺を巧にしてやつてください」 

えつ？何なんだ、わ前……。 

白い着物を着た両碼のないのがウチワを 


片足 くらいだと、 刑務所では普通 扱いされ 
るが、この興のようにさすがに両腕がない 
と(どうやつて犯罪を犯したんだ)八王子 


え、 何人かがゥゥ t 叫んで 脱糞した。 

これがみんな 精神鑑定を パスして 「刑事 
責任 衣り」 t されてきたのである(刑事 訴 
訟法四八〇 をでは、発狂した場合、 檢事の 
指揮樵により刑の執行を停止し、釈放して 
精神病院に入れなくてはならないとある。 
しかし 「事実上の精神病院」の八王子医療 
刑務所な どがあるので、刑 訴四八〇条の実 
例はほとんどない)。日本で 鑑定 丄無罪にな 
るには、よほど「キチガイのエリート中の 
エリート」でなければならないのだ。宮崎 
勤の 場合ら、 事件が 大きいのでちやんと鑑 
定をしてくれているので あつて、 あの程度 
で 事件が 小さければ、まず 鑑定 さえやらず 
に 「刑事黃巧 あり」となるだろう。 

事件当時は マトモで、 中で狂う こと(プリ 
ゾニ ゼーション)ら右 るが、 中で 親しくなつ 
たキチボイたちに訊くとやはり昔からわか 
しかつた し、 奴ら が化した 事件 も、た-え 
ば 親友にガソリンをかけライター で 火を つ 
けるなど' 「感動的」でを る。 

宮崎のように普通に歩いて指を差して現 
場检証できるような 奴は、 八王子にはまず 
ほとんどいなかつたらんなあ……。 


だ。クネクネ身をよじるのだが、これが蛇 
のようで迫力がある。 


くわえてピヨンピヨン踊つ ている。 片手や フィナーレの化火では、南舎がかなり皮 
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in がい 0 ばい！ 

「からだに埋め込まれたので探してください」 

私生活を盗み聞きする隣人たち は、 実在するのか？ 

盗聴防止コンサルタントが遭遇した、電波の国のアリスたち！ 

ホ江朗 ミリ i フィタ I) 

藤井正之さんは盗聴器発見業の草分けで 器が化挪けられて いる。 いやはや。 ようになると、 ヘンな依頼人む増えて くる。 
衣る。 盗聴器が発信す る 電波を追って盛聴 篮聴器 t いえばなんだか物々 しい 感じが ことにテレビを見て「ワタシも盛聴されて 
器を見つけ 出し、をれ を撒ます る。この 仕 する'が、ようするにマイク t 発信機で ある。いる」と述絳してくる 人にはヘンな人が多 
事が世間に認知され る前は、 受信機を轉ん 原理はいたって単純 だし、 秋葉原などに斤 いと、 藤ホさんは苦笑す る。 

だワンボックスカーで街中をまり、電波を けば置が計やコンセント、電卓などに偽装 ヘンな人とは、現実にはあり得ないよう 
キヤッチすると「わたく、盗聴されてます された盗聴器が誰でも手軽に買える。 な仕方で盜聴されていると信じている人び 
よ。わ望みなら撒ましますが」--^、いわば 少し前から一般誌やテレビのワイドシヨ と、盗聴した内容を何者かが「送信してく 
流しの盗聴器発見業をやっていた。 I でも盗聴器の話題を頻繁に取り上げるよ る」-^主張する人び t である。精神医学の 
ぼくら藤井さんの受信槪搭載幸に同乗し ラじなった。をれと t もじ藤井さんの会社、知識のカケラら持ち合わせていないぼくに 
て、都内を回ったこが何度かある。大乂 東和通信社にら「蓝聴されているようなの は、をれを《病気》かどうか判断する根拠 
保のラブホテル、高田馬場の民家、銀座の で調べてほしい」という依頼が増えてきた は何らない。しかし、をれはどうみて^《妾 
オフイス、 etc 。 いろんなところに盗廠 をう だ。 盗聴器の存在が一般にむ知られる 想》 t しか思えない。 


53 


1^下は、藤井さんが化会ったへンな依頼 
人たちのわ話である。 

# I からだに埋め込まれた！ 

ヘンな依頼人、困った依頼人 t いえば、 
「盗聴器がからだに埋め込まれている」と電 
話してくる人ですね。思い出すたびに情け 
なくなるのは六十歳^らいのオバさんの一 
件です よ。 をのオバさんは、「どこへ巧って 
も盗聴されてる」と言うんです。だから部 
屋じ盗聴器が仕掛けられているわけじやな 
いんだ、 と。 

なぜ盛聴されていることに気づいたか t 
いうと、「斤く化々で話がこ-ごとく漏れて 
いるから」だをうです。ある場所で話した 
内容が、別の t ころに行くと漏れている。 
別のところで別の人に言った内容が、まる 
で関係のない人にバレている。 

「バッグの中に盛聴器があるんじやないか 
と思って、バッグを取り替えても話は漏れ 
る。洋服やアク七サリ I に仕掛けられてい 
るのか t 思って、服やアクセサリ I を替え 
てら、やっぱり顿かれているようだ」 t 彼 


ホは説明します。ということは、結論はひ 
とつ。部屋や、'ハッダの中や服にではなく、 
自分のからだの中に盗聴器が埋め込まれて 
いると_ J 力 思えない、のだをうです。 

「からだに埋め込まれた盗聴器を調べる方 
法はないですか」とォパさんに訊かれまし 
た。《調べる方法》って言われてもね。をも 
をら、撫聴器をからだに埋め込^なんて、 
ありえないこ-〇なんですから。 

しようがないから、金属探知器を差し化 
して、「これ使って、自分で調べてみてくだ 
さい」と使い方を説明したんです。 

t ころが、をのォバさん、ぼくの前で菜 
视になつもやつた。さつさと横になつて、 
ぼくに調べろって言うんですよ。しようが 
ないから、うつ伏せになつてららつて頭か 
ら足の先まで金属探知器でずうっと探して 
いきまして、「ありませんね。じやあ仰向け 
になつてください」 t 、 らう一度頭の先か 
ら足の先まで調べました。若くてかわいい 
女の子ならまだいいけど、六十歳のオバさ 
んに裸になられて、をの上を神妙な顔して 
金属探知器をかけるなんて、やつてられな 
いです よ。 


をのォバさんは、見た目は普通で したよ。 
t くに 緊張していると か、 興奮しているよ 
うには見えない。真剣に「私のからだに盗 
聴器が埋め込まれている」 t 訴えるんです 
から。をの一点を除くと、化はごく普通の 
オバさんなんですけどね。 

を身に金属探知器を当てて、何か機械が 
埋め込まれている様子はまつたくない t い 
うことがわかつ て，^3、 オバさんはいまひと 
つ納桿してくれません。次に彼女は「をれ 
じや撫聴器じやなくて、天井襄に人が濟ん 
でいて、こちらを監视しているにちがいな 
い」と言い化した。ここん t ころは、外出 
先でむ盗聴されてるというのとはチ盾する 
んですけどね。 

オバさんの家は$巧の郊外、 K 巿にあり 
ました。すぐ近所にある親兄弟の家はずい 
ぶんわ金持のようで、ベンツが二台もある 
大きくて立派な屋敷でしたが、彼女は小さ 
な一戸建てに一人で化んでました。 

ぼくが巧った t きはドアの鍵が壊れてい 
て、 たしかに忍び込みやすい状態にはなっ 
ていたけれども、天井裏を服いても人が上 
がつた様子はまるでない。どの家でも天井 
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裏はホコリだらけで、最近誰かが入つたと 
したらひと目でわかりますからね。 t いぅ 
ゎけで、素裸を見せられた後は、巧ぃ天井 
裏の探索までやらされたわけです。もちろ 
ん何にら出てきませんでした。一応、この 
t きはをれで納得してくれたようです。を 
れっきり連絡らありませんので。 


夫ら 子 どらもいる 四十五 歳ぐら いの女の 
人が、やっぱりからだに鑑聴器が埋め込ま 
れ ている つて言つてきた ことらあります。 
「化幌に斤つ たら、 化幌でら撫聴されてた」 
t 言うわけで ず。 旅巧に巧つ てら、 旅行先 
で聴かれて いる、 これはもうからだの中じ 
埋め込まれ ている としか思えない、 t 。 


夫のほうは女房の盗聴器騒ぎを困ったこ 
とだ-^思つている様子でらない。か t いつ 
て、 女房に同調して騒いでいるわけでらな 
いんで ず。 いったいどう思っているのか、 
いまひとつよくわからない夫でした よ。 

一年ぐ らい 前に調査をして、をのときは 
盗聴器なんてないと納得してもらいました 
が、 つい先日もまた「どうも盗聴されてい 
るようだから、調べてくれ」って電話があ 
りました。 こういうケース にはあまり関わ 
りたくないです ね。 

# I けっこラ回数ザをいのね、おたく 

ヘンな依頼人でも、ぼくが行って当人の 
目の前で探して、「盗聴器なんかない」こ t 
が確認できる t 、 納得して安心する人も多 
いんです よ。 本人からで はなくて、 家族か 
ら依頼が あることむ 多いです ね。 「女房が盗 
聴器を仕掛けられ てる t 思い込んでいるん 
だけど」 t か、 「娘が盛聴され てると 言つて 
いる」というふうじ。 

こういう場合は、夫自身は女房や娘の被 
害妄想なんだとわかっているようです。「絶 
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対に盗聴器なんてないと思うんだ けど、 本 
人を納得させるために探してくれ」ってあ 
らかじめ言う人も 多い。 「病院にもかかって 
いるんだ けど、 盗聴されていると言ってき 
かないから、納得させてやつてくれ」と言 
われたこと， P あります。をの人の前で丹念 
に調査して、をれでも見つからなければ、 
「よかった。盗聴器がないということがわか 
ったんで、か房も巧る くな った」なんて言 
われることら あります。 

人間って、疑む暗鬼にかられる t 落ち込 
むし、もつ と大変な こ t になる場合 もあり 
ますから ね。 をれが「撫聴器なんてな かっ 
た」 とわ かるだけで解放されるみたいです 
ね。 をういう依頼人の場合は、志 あ、 調べ 
てみてよかったと思いますよ。人のために 
なったような気持になります。 

実隙に盗聴器を仕掛けられても、人はわ 
かしくなっちゃうんですよ。 誰か t 電話で 
話した内容が、 まったく 別の人に漏れて い 
る t か、 家の中の様子やを話が逐一知られ 
ているか。をういうこ- 〇、が長期間髓 くと 
精神的に まいつてきますよね。 

でら、ほんとうに盗穂されてヘンになつ 


ちやつたのか、ヘンだから盗聴されている 
t 思い込んじやつているのかは、請を聞い 
ていればだいたいわかりまず。どちらら精 
神的に消耗しているとしてら、請の内容は 
ぜんぜん違いますから。 

いちばん困るのは、夫婦ふたりでハマッ 
ているようなケ I スです。〇市の夫婦の t 
きら困りました。最初に電話してきたのは 
夫のほうでした。「近所の人が盗聴してるみ 
たいだから、調べに来てくれ」 t 。 

依頼巧容を説明する口調はごく普通でし 
たよ。ヘンな人つていう感じはありません 
でした ね。 でら、「近所の人に盗聴されてる」 
と言われた t き、「ああ、 これは盗聴器は化 
てこないな」と思いました。こういう依頼 
をしてくる人はヘンな人が多いから。 

たいていをうなんで すよ。 ±地売買だと 
か マンションを建てようとしていて日照権 
だのなんだのでモメているとき材外は、近 
所の人が盗聴するなんてことはまずありえ 
ません から。 だつ て、 をうでしよう？ 普 
通の人を隣近所の人がわざわざ盛聴したつ 
て、 なんの得じらなりません からね。 

斤つてみ ると、 夫婦とも四十化半ばでし 


た。 夫は病院に勤めている t 言つてました 
が、 暮しぶりから判断すると医者ではなさ 
をう でした ね。 

夫婦ふたりで、「セツクスして いると、 隣 
の人に盗聴されて困る」と言うんで すよ。 
微しくヤツた次の 日は、 隣の奥さんに会う 
と、「夕べは微しかつたわね」 t 言われるつ 
て、 ふたり t ら真顧で言う。 

依頼人の家は一戸建てでしたが、隣家と 
の間隔はーメ I トルらない。屋敷を一軒潰 
した止地に、五戸ら十戸も錯詰めにして建 
てたようなを並：！！請の建売です ね。 壁も薄い 
ようです。逍路からい きなり 玄関と いう 家 
で、 窓の下は道路。奥さん自身も、セツク 
スのとき は声が大きいと言つてました し、 
この距離なら道を歩いている人には聞こえ 
るだろうと思いました よ。 盗聴器なんか仕 
掛けなくても、 隣家に聞かれるこ t もある 
でしよう。 

ところが、よく聞くと ヘンなんです よ。 

「盗聴されているから声を出さないでヤル 
んだけど、をれでも隣の人はわかる」って 
言うんです。声を出さないで しても、 隣の 
奥さんじ 翌日、 「けっこう回数が多い のね、 
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わたく」 t 言われる。たしかじほぼ毎日ヤ 
ッてるらしいんだけど。 

もちろん依頼どわり盗聴器を探しました。 
でも見つかるわけがない。電波ら化ていま 
せんでしたしね。 

ただ、調べていてヘンな感じがしました。 


夫婦には中学二年生の女の子がいましてね。 
二階は四畳半が二間脯きになつていて、一 
方が夫婦の寝室でもう一方が娘の部屋にな 
つている。二つの部屋の間には懊があるだ 
け。声が大きくて隣の家の人に聞かれるつ 
て夫婦は言うんだけど、ぼくは娘に閒かれ 


るこ t を、心配したほうがいいんじやないか 
t 思いましたよ。中学二年生 t いえば多感 
な時期ですからね。毎晚のように隣で両親 

がヤッていて、しか^声が大きいっていう 
んだから、娘のほうが気の毒です。 

結局、この夫婦からの依頼はこの一度き 
りでしたけどね。 

# I 私生活を暴く校内放送 

五年ぐらい前だったかな、五十歳ぐらい 
の女流画家にも困りましたよ。一打ってみる 
と、あまり裕福をうには見えない眷しぶり 
で、 盗聴器のことより む、 自分の自慢ばか 
り聞かされる。 

彼女は地元では名門の W 高校を出たんだ 
をうです。をの高校からは一二菱銀行の頭取 
になった人ら出ているとか、毎年東大合格 
者を大量に出しているとか。ぼくは広島出 
身ですから、 W 高校を出たと言われてらピ 
ンとこないんだけど。終戦間らないころに 
名門高校に進んだというのが彼女の自慢 t 
いうか、すがりっく過まの栄光だったんで 
ずね。 
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高校卒業後は銀行に勤めたをぅです。 で、 
彼女は売れない画家-^結婚して、絵の勉強 
のために夫婦でヨーロツパに斤った。まだ 
誰もが外国に斤けるような時代じやなかつ 
たんだけ ど、 ありをはたいてヨーロツパじ 
巧って、五年間勉強して帰って きた。 帰つ 


てきてら絵では食えない。しかむ、一年後 
に夫は病気で死んで しまい、 彼女は画家じ 
なつた。をんな身の上話を延々と間かされ 
ました。 

この女流画家の家の近くに商校があるん 
ですが、をの高校が彼女を盗聴している t 


言うんですよ。彼女が何かを噪る t 、 校内 
放送で同じことを言うをうです。をんなこ 
とはありえないんだけど、納得してもらう 
には調べるしかない。-^ちろん電波も您聴 
器も出てきません。 

「ありませんよ」と言うんだけど、「いや、 
絶対にあるはずだ」と女流画家は言い張る。 
t ころが「これだけ探してもないんだから、 
間違いなく盜聴器は仕掛けられていませ 
ん」 と 言つていたら、ある瞬間から急に納 
得したようで「よかつた」 と 喜び はじめた。 
突然、ガラッ t 変わつ たという 感じです ね。 

「これまでは盗聴されている と 思う と、 巧 
心してオナニ I らできなかつた。よかつた 
よかつた」なんて言い出した。をして、い 
きなり「セツクスしましよう」つて言うん 
です よ、 ぼく じ。ほんと、 いきなり。 

なんとか断わると、こんどは「食事をご 
もをうしたい」って言って、ぼくを近巧の 
焼肉屋に連れて一打き ました。 食べている t 
「今日は精つけてもらわない t ならないか 
らね」つて言うんです よ。 ゾーッとしまし 
たね。 

いや、美人という感じじやありませんで 
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したね。ブス t いうほどでもないけど。い 
わゆる淫乱っていうんでしようね。 

彼女の家の近所に、彼女の絵を置いてい 
る画廊がありました。画廊のオヤジはデパ 
—卜の美術サロンなんかに-^^彼女の絵を置 
いて、売れたら 代を をおってくれるんだを 
うです。画商というか、画廊のオヤジは六 
十五 歳だをうですが、絵を置いてくれるの 
と引き換えに巧体を要求するをうです。と 
-いうよ りら、 彼女の言い方だと、オヤジは 
彼女が行くといつでもヤツてくれる。一週 
間でも十日でも、毎日行けばお日ヤツて く 
れるんだをうです。なん t も強いオヤジで 
ずよね。をれがヶチで、ホテルなんかに巧 
かず、事務所のソファーでヤルんだそうで 
す。彼女が巧く t カ ー テンを閉めて、ソフ 
ァ—でヤツちゃう0 

焼肉を食べ終わって、「今日は夕方から盗 
聴器発見の仕事の予約が入っていて、わ客 

さんが待つているから」とむりやり手をふ 
りほどいて帰つてきました よ。 なんか、怒 
つたような顔をしてましたけれどら ね。 

で、次の日の夕方、をの女流画家から電 

話がかかつてきた。ところがム r 度は、いき 


なり「このやろう！」ってか心鳴つてる。「わ 
めぇ、盗聴器はなかったなんて言ったけど、 
ちやんとあるじやねぇか」つて。「今日碟つ 
たこと、さっきも校内放送で言ってたぞ」 

と叫んでいるんですよ。 i 刖日とはまるで別 
人のように言葉が乱暴になってたんでびっ 
くりしましたよ。電話に出るなり「このや 
ろう ！ 」ですからね、五十歳のォバさんが。 
ももろん二度と斤きません よ。 

キチガイ呼ばね〇しやザって！ 

若い被害妄想の人もいますよ。この前の 
依頼人は二十五歳の男性でした。巧舍のな 
姓の伴で、両親と同居している。やっぱり 
「近所の人に盗聴されている」と言う。「近所 
の人がォレをヘンな目で見るのは、盗聴し 
ているからだ」つて。 

でら、へンな目で見るの-^5当たり前なん 
ですよ。彼は高校をを業してからこのと年 
間というらのまつたく側いていない。就職 
もせず、家の仕事ら何もしていないん だか 
ら。毎日、犬の散ホをするだけ。それらを 
の 十時 ごろからですからね。 侧 いていない 


から、 本人の自由になる金 もない。 をれで 

小遮いはいまだに両親にせびつているらし 

> 〇 
C 

畳間はブラブラしていて、夜の十時に犬 
の散歩をしていれば、近所の人ら怪しげな 
目で見るのは当然じやないですか。狭い田 
舍のことだから町内中みんな知つています 
よ。隣近所のォバさんたちら、道端で集ま 
つて嗯話をするのに「あをこのゥチのがは、 
梅円ブラブラしていて、夜中になると犬と 
敞歩している。ヘンだね」つて言つてるん 
でしよう。仕方ないですよね。 

こんな旧舎で、ブラブラしている無職の 
男を儘聴してら、誰も何の得にらなりやし 
ない。盗聴器なんてあるわけないんですよ。 

本人がちやん t 就職するなり、せつせ-^ 
{あの仕事をずるなりすれば、隣近所らヘン 
な目で見ることも自然となくなるごしよう。 
両親は、働く気もないのなら、病院に行つ 
て医者に診てららつたほうがいいんじやな 
いか-^言つてるようです。 

もつ-〇も、この男の話は聞けば聞くほど 
わけがわからない。た t えば「クルマを運 
転していると、近所のオバさんの声が聞こ 
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ぇる」 t かね。彼じは彼なりの理屈があつ 
て、 撫聴器 t いうのはただのマィク t 発信 
機にすぎませんから、をれだけでは近所の 
ォバさんの声が聞こぇるはずがない。だか 
らト ランシ—バ I のよう な、 マィクと発信 
磯•受信機 t スピーカーがついたものが仕 
掛けられているんじやないかとか、盗聴器 
でをの巧の声を聞いて、受信機とスピ I 力 
!でォバさんが声を流しているんじやない 
かつて言います。 

ぼくと世間話をしているときは、ごく普 
通の男です。でも、《彼害》につぃて蝶りは 
じめると、ちよつとわかしい。表情や声の 
調子なんかは変ゎりませんが、話の内容は 
どんどんわかしくなつていく。当人は真剣 
です。どちらかというと「盗聴されて困つ 
ているからなんとかしてはしい」と、ちよ 
つとこちらにすがるような感じですね。 

もつ t も、本人も妄想だつてわかつてい 
るよう な t ころも あるんで す。 『盗聴のすべ 

て』(『ラジオライフ』別冊、一ニネブツクス) 
というシリ I ズがあるでしよう？ あの本 
を読んでいるんですよ、彼は。あの本には 
盗嘘されているという被害妄想じついて書 


かれた。ハ—卜があるんですが、をれを持っ 
てきて、 「ぼくもまつたくこれと同じなんで 
すよ」つて言つてるんだから(笑}。ですか 
ら、自分でも妄想かもしれないとは思つて 
いるんでしようね。 

ただ、ぼくのほうから「をれは妄想だか 
ら、病院に巧きなよ」とは言いじくい し、 
難しいですね。 

一二十歳の女性で、「自分は盗聴されてる、 
人の話し声が間こえる」と言い張る人がい 
たんですよ。一応丹念に盗聴器を探したん 
だけど、もちろん見つからない。親御さん 
に「わ医者さんに相談したほうがいいので 
は？」と言つたんです よ。をう したら父親 
がおっちやって。「ゥチの娘をキチボィ呼ば 
わりしたな！ 訴えて やる！」 つて大騒ぎ 
になつちやつた。をの女性も仕事.^何もし 
ていない人でしたね。外に遊びに斤くでも 
なく、 ずつと家にいる人でした。 

# - つけ込む悪徳業ちたち 

業界には、をういうちよつ t わかしい人 
をカモにしている悪徳業者も増えてます。 


ぼくのところ(東和 通信社) では、 料金は探 
す 部屋の面積に ょって 決まっ ていまず。 盜 
聴器が あつてもなくてら 料金は 同じ。 t こ 
ろが悪徳業者は調査斜とは別に撒去料を取 
る。 調査料は 安くても、「ここにも 一個 衣り 
ました」「わでここにら一個ありますね」 

と発見して撤まするたびじ撤去料がどんど 
ん加算されるシステムです。 

こういう 惡徳業者は、探ず フリして 自分 
で持ち込んだ盗聴器を見せて 「ありました、 
衣りました」 t やる わけです。わをの ほう 
は、 最初から盗聴器が あるものと 信じて い 
るから、簡単に引っ掛かっちやう。 しかも、 
こういう 人は何度でもヵモにされるんで す。 

ひどい 業者になる調査料は一二で円で撤 
ま料は十で円だをうです。您聴器が見っか 
った場合でも十ーニで円で済むのか-^思った 
ら違うんですょ。撤ま料は一個十万 円。 ら 
し 四個撫聴器が仕掛けられていたら、四十 
一二方円になって しまう。 先日ら をう いう業 
者に引っ掛かっちやった t いう人から相談 
されました。 

惡徳業者の手口 t しては、家庭用のコー 
ドレスホンを盗廠してからをの家を訪ね、 


60 


「おたくは盗聴器を仕掛けられて ますよ。を 
の 証拠に、 さつきはこんな話を電話でして 
たでし よう ？」 -Jj 取り入るつていうのもあ 
るようです。 

政治家や実業家でら なく、 資産家で もな 
いごく誓通の人が、自宅に四個も盗聴器が 
仕掛けられるなんてい うこと 自体がわかし 
いと 思つたほうが いい。をういう 話を聞い 
た段階で、すでにこれはィンチキからしれ 
ない と 思うのが普通です よね。 

* 

む上が藤井さんのわ話だ。 

新しい テクノロジー が斬た な 「狂気」を 


弓き寄せる。藤井さんの話を聞きながらこ 



んな ことを 思つ た。 

なぜ盗聴電波なのだろう、なぜ盗聴器な 
のだろう。わを らく、 話 じあった 一一十五龐 
の男性依頼人も愛読していると思われる 
『盗聴のすべて日』{『ラジォライ乙別册 Jll 
ネブッ クス}じは、 妄想 t 盗聴器の関係につ 
いて精神科医の香山リヵ氏にインタビュー 
した記事が ある。 ここで氏が語つているの 
は、 分裂病では。なにか他人じ聞かれてい 
る*という感覚を持つことがあ るが、 をの 
とき"どうやつて聞かれているのか。が気 
になつている。を こにちょう ど盗聴器や盗 
聴電波の存在をメディアを通じて 知る。 当 
人は「をう か、 盗聴器のせいだったんだ」 

思い込む というわけだ。 

をういぇば、 ぼくの知人は分裂病を患っ 
た t きに 「テレパシ I ' が 聞こぇる」とさか 
んに言っ ていた。 彼は どこで 《テレパシ ー》 
t いう 概念を得た のだろう か。 SF か、 峽 
画か、 をれ とも テレビの超自然現象番組 か。 
彼がテレパシ ーという 言葉を知らなかった 
ん ら 、いつたい をれを何と名づけた だろう。 
g 「神様の声」 とか 「惡魔の嘘き」 とでも 言っ 
難 たのだろう か。 彼の今後の治療の見通しな 


どについて祖当医じ訊いた とき T テレパシ 
—がなくなるといいんですがねぇ」と巧当 
医までが《テレパシー》 という 言葉を使っ 
ていたのがおかしかった。 

前述のィンタビュ I のなかで香山 y 力氏 
は、 時代時代の斬しいテクノロジ妄想 
が結びついてきた ことを 指摘している。明 
治時代は電気と結びつける患者が 多く、 現 
代では電波、超音波、 X 線など結びつけら 
れる 対象が多様化している t いう。 

なぜ新しいテクノロジーなのだろう。ど 
うして電波であって、「この鉛筆が嘟いてい 
る」とか「裝の畑のジャガィモがォレの曝 
話をしている」とか「出窓に置いたサボナ 
ンがワタシをバカにしている」ではないの 
だろう(いや' をういう臨床例もあるのか 
もしれないけれどむ、あまり聞いたこ心が 
ない)。 ， 

内部がさっぱりわからないブラックボッ 
クス化した逍具やシステムが増ぇて、をれ 
だけぼくらも「狂気」ををれらに託しやす 
くなつた t いうこ t なのだろうか。盗聴器 
の次に「狂気」を顺い寄せる物はなんだろ 
ラゥ 
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メディアは 人類の触覚 か？ 

妄想と現実の境を 失った、 

頭のおかしなフアンたちの明日なき爆走！ 


と。古くは美空ひばり•硫酸かけ事件のよ 
ぅじ、芸能人じ聲いかかるファンの妄想じ 
モラルはない。 

九-年じアイドル•デビユ—するが、現 
をは越魅觸陋调巻く芸能界に見切りをつけ、 
電脳クリエイタ—として毎日を送る千葉麗 
子さんが、自身を標的じしてきた*アイド 
ル•スト—カー。たちの暴走ぶりを振り返 
る。 

私は初めつから、ゲイノー人じなりたか 

安達祐美宛じ尾けられた小包が、日本テ レビ局内で爆発したのは-年半ほど前のこ つたわけじやないのね。ママが昔、モデル 


熱狂的な読者が作家を 監禁し、 その足を が生み出す迷ま 者、 情れのア—ティストに 
请し 、脅迫 •拷問を 加え、 自みの思惑どお 対する征服欲じ支配された逸脱者…… 。そ 
りの作品を執筆させる…… 。ス ティ—ブ ん な*スト— 力—。 たちを蛙きつけて やま 
ン•キング原作の映画「ミザリ I 」 ( 九〇年)ないメディアの住人から、過去遭遇してき 
で描かれた異様な 話は、 しかし何もフィク た、- 線を踏み越えるフアンの狂態じつい 
シヨンの世界ピけじ留るものではない。私 て話を聞いた。 

生まじ冀いかかる突然の闆入 者、 恋愛妄お 

背筋ザゾクツとくるのは 取材.羣 
「愛しい愛しい」つていつ偏愛タイプ 平山夢明 

9 千葉麗子さん (脱アイドル/現デジタル n ンテンツ技ブロジェク S •デザイナ—) 一を一 










に瞳れてて「麗子ちやんはいいわね、キレ 


い人が来る と「あ、いや、ちよつと 気持ち な人たち には、 かなり出会いましたね_ 


ィで」なんて言ぅもんだから、クをつかぁ、 恶いから摇手したくないです」つて言つて 
じやあママの夢を叶ぇて志げなくちや*户 たのね。事務所の人じは怒られたけど。し 
らいの気持でこの化巧じ入つたの。だから、たくないのはしたくない。をういうスタン 



精子ジャムにチンコ証明 


有名になるためなら何でもやりますみたい 


スだつたんですよ、自分の中では。でも巧 


なアイドル人種じゃなかったの。アイドル から見れば、やっぱりアイドルのかチバレ 


大阪でラジオのを組を持ってたんで、巧 
じ二回ほど東京駅を利用していたんですよ。 


デビ 


だつたけど 


イ々なわけで、をういう勘違いから、つい あるとき、わトイレじ乂つたのね。をした 


私、サインをなんかでも本当じ気持の悪 つい私の本性をいき出しにさせるょぅな妙 ら入口のところに女の子たちが二、三人溜 

まつてたの。「ああ、いるな」と思つたけど 
気にせず入ったら、なかの一人が「あ、今 
のチバレイコだ」なんて言ってるのが背中 
越しに聞こぇたのね。個人的にはをんなふ 
ぅに呼ばれるのは物凄く抵抗があるけど、 
でもをれは仕事柄しかたないわけだから、 
侧室に入ったわけですょ。 

をしたら出るときになつて、外から帅さ 

ぇてやがんの、「チバレイコだ、チ 
だ」つて騒ぎながら。普通なら「やめて 

発 

ホ 

デ 



〇 
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Y 

画 

峽 

K 
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ださ〜い」とか哀願したり、シクシク便所 
( で泣いたりするんだろうけど。事務所の人 
§ じ後で話したら、「お前ょくやつたな」つて 
^ 言つてたけど、私はをういう巧為をするこ 
がと自体「こいつら気狂いだな」って思った 
鬧 んで、逆ギレしたのね。 



「テ メーラ！ なじやつてんだ よ！ 開け 
ろよ」つてあ 鳴りまくつて、バクー ンッて 
ドアを思いきり臟っ飛ばしてやったのね。 
をしたら巧手が私の 剣幕に ビビッたみたい 
で、キヤ ハハハハ t か笑いながら逃げて行 
ったの、嬉しを うに。 をの姿を見て 「ああ、 
やっばり気狂いだな」って思ったけ どね。 
不思議な のは、 全然ヤン キー とかじ やない 
のよ、 をの子たち。普通の女子がやる とこ 
ろが、病の根は深いゼって 感じ。 巧手して 
らら つたのが鶴しいだなん て、 倒錯してる 
ょね。 

私だって、最初っからこんなだったわけ 
じやなくて、フアンの 人は 大事にしなく ち 
やと か、 ありがたいなぁなんて思う時期も 
当然、あつたの ね。 今でむ常識あるフアン 
の 人は 大事にしてる し、 をれでら「これは 
わかしい？フアンという 人 極つて何？」 
って考ぇさせられる経験が私を変ぇたんだ 
と野う。 

私は十六歳でデビ ューして、 事務所も小 

さかつたのね。をれじ マ、 み ージヤーも、も 

t ら t 芸能界の人じやなくて、ゲームを社 
のプロダラマーの巧の子だつたんで、規制 


t いうかショー ビズ界のドロや約靡みた 
いなものとは無緑だったのね。をれに自分 
でも将来はクリエ ィターになり たかったか 
ら、言い方は変だけど自分をプロ デュ I ス 
するつてい うか、 自分の仕事に関儒するら 
のは オー プンにさせてたし、仕事の選奶ら 
可能な かぎり 自分でしていたの。だからよ 
く 言われる 、デ。ハート での r 営業」なんて 
のは一回もした ことな かつた。 

をんな感じだから事務所に米たフアン レ 
ター，^^あるとバ ンバン開けて見ちやうの 
ね。をしたら なかに小包があつたの よ。 な 
んだろうって見たら『ぼくが造った手作り 
のジャムです。 レィコ もやん食べてね』っ 
て包みの上に手紙が差してあったのよ。包 
みを開けたら、ハチミツの墙のなかに真っ 
白の液体が詰まってる。 

私は即 、精子 だなって思ったよ。間りに 
いたスタッフらさすがに驚いてたけ ど、 「こ 
れは精子だよ」って私が言ったら 「をう か 
もしれないねえ」つて。驚いたことに結構、 
大きい場だったのね。をのなかに タツプリ、 
満タン。ヨー ダルトみたいなのが ドロツと 
入つ てた。 思わず開けよう t したけ ど、 を 


れはさずがじ止められた(笑)。 

をしたらをれ から I 力巧 後 じ、 同じ男の 
子から自分のチンコの写真が送られてきた 
のね。わかしいのは「写るんです」 t かで 
擺ったセルフ写真じやなくて 、証明 写真で 
撮ったものなのね。街にあるで しよ、 ボッ 
クス型の三分間写真、アレなのよ。本来、 

顔であるべき t ころがチンコになつてるの 
(笑)。をれらボッキしてるのね。スッポンポ 
ンでスタン、、ハッててフラッシュが焚かれる 
たびじ、レンズに当ててたか t 思うとおか 
しくて(笑)。 

たしか四枚だったと 思う、 連続して写っ 
てた。 事務所の人は「見るな！」って言っ 
たけど、怖い物見た さ だよ わ。 私は見ちや 
つた。をれからだね、フアンって怖いなぁ 
って思い始めたのは……。<フアン U 気狂い 
=怖い〉みたいな八ム式ができちやった。ま 
だデビュ I して一年くらいだったから、十 
七の頃からをんな妙な洗礼を受けてたのね。 

その前の年は、 F 3 日00のレースクィ 
—ンをやっただけだったから世間への露岀 
ら少なかった し、 「レィコち やん、 巧愛いね 
ぇ」なんてレース場で言われる と、 「こうや 
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千葉ち子たん 


つてフアンができて、アィドルつてのは仲 断筆だね。 

びていくんだなを」ぐらいのもんでしたょ 。 H 
言つても信じないかもしれないけれど、を ||アィドル*ストーカー 

の頃はフアンレターの返事まで書いてたん ri _ 

だから。でも、精子ジャムやらチンコ証明 こういう話をする-〇「ショックだつたで 
が来てからはやめた、をういうこ-〇は。しょう」つて言われたりするけど、シヨッ 
後はキツパリ t 返事書くのはやめました、 クはなかった。私は気狂い t かに興睐津々 




だから さ。 事務所の方ではいろいろ-^気を 
遮ってたみたいで、勝手に手紙を開けるな 

か言われたけど、見たね。手紙はをうい 
、っ気狂い系 t 緋謗 S が多かった。ドラマ 
で男優 t キスシ I ンなんかある t 必ず、『わ 
まぇ死ね』 t か 『oot キスしやがつて』 
t かきたね。でも仕事だから仕方ないやっ 
て、 をういう手紙については昇華できるの 
よ0 

背筋がゾクッとくるのは『愛しい愛しい』 
っていう偏愛タイプ。私が芸能界辞める頃 
に、仙台の子から頻繁に手紙が来るように 
なったのね。をの内容ってのが『レイコち 
ゃん、昨日のをは最高だったよ。ありが t 
う。もう良かったよ。僕はレイコちやんの 
物だし、レイコちやんを愛し總けるから、 
レイコちやんも昨日のように僕を愛して 
ね』つて。「またヤラせてね」みたいならん 
だったのね。 

初め見た t きは「何考ぇてんだよ、コイ 
ッ」って感じで放ってわいたのね。をした 
らまた来て『このあいだ会いに巧ったのに、 
どうしていないの』とか『待ち合わせ場所 
はお公(渋をハチ公前)って言ってたじや 
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ん。僕、仙ムロから出てきたんだよ。どうし 
ていないの』 とか、 だんだん、うわ あ、 な 
んかコイツ妄想がエスカレートしてるって 

感じの手紙がドンドン送られてくるように 
なつて、ドキドキしてたのね。 

どうして って、 この子が本当に仙ムロから 
やつて来て、自分の妄想をシミュレ I 卜し 
ているのが文面からハツキリタかったから 

ね。しから自分の住所^電話番号ら写真ら 
同封してるんだらの。これは究極に入って 
るなあって予感がしてたんだけど、タイミ 
ンダ悪くをの頃、芸能界を辞めて今のを社 
(チェリーベイブ)を興したのね。相手も長 

くてしつこかつたんだけど、チ ユリー、 ベイ 

ブの立ち上がり当初は自宅兼ホフイスにし 

てたのよ。オートロツクだし、セキユリテ 

イ I に関してはを'むしてたからね。 

をしたらある日、同居してた妹が「わね 
I ちやん。変な人がいるよ」って朝、起こ 
しじきたのね。「誰がいたの？」って削いた 
ら、「ゴミ擒てに斤ったらギターを持った巧 
の人が入口に立つてて、ジツ私を見てる 
の」つて言うのよ。をんな話をしてたらチ 
ヤイムがピンポ I ンって鳴って、妹が「は 


い、 チェリ ー ベイブでず」って出たら、「チ 
バレイコさんいまずか」って。「失礼です 
が、どちら様ですか」って棘が脚いたら、 
をの仙ムロの子だったのね。泡嗔って「だめ 
だめバッテン！」って棘に合図して、上か 
らマンションの入口を見たらいるの よ、 七 
ンダイが。 

結局、姿が消ぇるのを見計らってから仕 
事には出かけたけど、あれは本当じ怖かっ 
む。 をしたら一二 日^ら いして手紙が米たの 
よ。 『このあいだは、せっかく巧ったのにを 
ぇなかった ね。 残念だっ たよ。 今度また電 
話してよね』つて。 もう、 をれからすぐに 
引つ越した。事猜所ら別にした し、 もしか 
したら昔の事務所に今でも手紙が巧つてる 
かもしれないけれどね。 


姑息な追跡 


でら本当にタチが悪くて薄つ気味の惡い 
ストーカー はね、をん なと こにはいなかつ 
たね。に告化裡店にいた。 N つていう巧が 
いるんだけど、こいつが最低で自分の顔が 
いいのを惡用してて、新人のアイドル喷い 


が趣味なの。しかもやり方が親がを 
持のボンボンなんで車らチヤラチヤラした 
流行物じ乗ってるんだけど二十五、六のく 
せして中身が。ハアーなの。 

私はをいつに狙われたわけなんだけど、 
摇手会とかサイン会とかスケジユ I ルをチ 
エック__ i て必ずやつて来るのよ。しか^、 
他のフアンの子たち t つるんで巧るのよ。 
情けない こ t に他のフアンの子たもも N が 
ルックスが良くて、広告代理店勤猜ってい 
うこと で頭が上がらないみたいでグループ 
のリ I ダ I にしちやつてるのね0 

あるとき、 スタジオ撮影会つていう仕事 
があって、現場に着くと N がいたのね。私 
はビックリして、なんであんたいるの？み 
たいな顔して たら、「ここ、 親が経営してる 
んだよねぇ」って。怖かった。得体が知れ 
ないってい うか、 ホ段を選ばないぞって感 
じがしたのね。をの後でら家の前の ロー ソ 
ンで張ったりするの。仕事で遅くなって買 
い物して ると 「や あ、 偶然だね」だっ て。 
何言ってんだ か。 

今やって る、 マルチメディアなんかのシ 
ンポジゥムや講演 t かで も、 隙手じ閱係者 
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の輕室に入って くるしね。 〇〇広告代理店 
ですつて受かで言う と、 たいてい、どこで 
もフリ I 。ハスにしちやうみたいで、 つきま 
とうつきまとう。 煙草吸つて休憩して ると、 
真後ろにいたりするから本当に不気味。を 
私混同ら甚だしい けど、 本人はをれに執念 
燃やしてるから『今、家の前にいるから出 
てこいよ』とか変な E メ I ルをつてくるの。 
でもあんまりひどいんで、『あなたの上司じ 
訴ぇますよ』つて E メ ールで送つたの。を 
したら効果てきめん！ シ I ンとなつちや 
って音信不通。 

せいせいしたと喜んでたら、次のィベン 
卜でまたいた のよ。 取り巻きと一緖に神妙 
な顔しちやつ て。 をのときは摇手をも兼ね 
てたんだけど、嫌な予感がしてたのね。を 
したら案の定、取り巻きたちが 「 N 君を許 
してあげてください」「悪気があつたわけじ 
やないんです」って本人に代ゎって懇願す 
るようじ言うのね、握手しながら。わまけ 
に 本人 も チ ヤツカリ 並んで て、 權手したら 
「ごめんねごめんね」つて言いながら手を離 
さないのよ。しまいじは酱備員に引き離さ 
れてた(笑)。 


笑つもやうのはをの 後、 ゲ I ムのイベン 
卜の仕事なんか事務所に持つてきてんの。 
やることなすこと 全部が サイテ I でしよう 0 
当が、断つたけどね。 


路上のセクハラ電話 


この据手会ってのがクセ物なんだよ ね。 
最初じ気持の恶い人とはしないって言った 
けど、 はんとは誰ともしたくない のよ。 当 
然 でしよ、 知らない相手なんだから。だか 
ら、摇手会が終わると 「さあ！ 手を视わ 
ぅ」って宣言してたもの。まだ客が会場に 
いても、 閱係ない のよ。 有名だった よ、 私 
のこの宣言は。本当にヤダった。 

だって さあ、 あんなの自分でォナニ I と 
かした後だよ、絶対。分かんないけど。で 
も、私はをぅ読んでるよ。だって自分が大 
好きなアィドルのかの子じ会いに巧くって 
なったら、僕のチンコ触った手で摇手しよ 
うとか、をういうのあるつ て絶対、 ほんと 
あるある。 多い ときは 百人 t か 二百人と擢 
手するわけだから、汗つぽいとかいろんな 

手があるで しよう。 絶対洗う ね。 事務所な 


んかニコニコ笑ぇとか、播手は両手でしな 
さいとか言つてたけどね。 

イタ ズラ電話の類は今でもあります よ。 
スタッフしか知らないはずの番号じ「イク 
I 、 あん あん。イク I ! レイコ、イクよ 
—」って男の声で入って るの。 このあいだ 
なんて、 携帯じかかつてきたから「テメエ 
—、 ふざけん な！ かけて くんじ やねぇ よ、 
この野郎！」って叫ん じ ゃった、西麻布の 
歩道上で(笑)。まわりの人は驚いて見てた 
けど。スタッフの誰かが番号をリークした 
か、 このなかにら気狂いがいるんだ ね。 

最近名古塵で、ニッポン放送のを關録音 
が あつたの。をのと きは マ、 不—ジヤーなし 
で一人で行っ たのね。をしたら 会場で普通 
の感じの男の子が「髮の毛ちょぅだいよ！ 
髮の毛もょぅだいよ！」って叫んで るの。 
びっ くりしたけど「私、アイドル やめたの 
よ」つて真顔で言い返し たの。をしたら 「僕 
は前の イベント にも参加したんだよ。覚ぇ 
てるで しよぅ」 って。禪かに顔は觉ぇてた 
けど、 二年ぐ らい 前の イベント だつ たのね。 
「うん、 覚えて るけど」 「じ やあ、 髮の毛ちよ 
ぅだいよ」だって。 
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どんな理屈で、をうなるのか分からない 
けど、「やだょ」って言ったのね。をんなこ 
んなしてたら本番が始まったのょ。フアン 
に團まれて放送するっていう感じで姗ら何 
もない状態だったんだけど、をの子は本番 
中に突然、人垣から飛び出してくると私の 
頭から髪の毛披いてったの T も I らい！」 
だって。もう嗤然としもやって言葉もなか 
つたわよ。をの子、私が表紙になってる雑 
誌に引きおいた毛を挟むと逃げてつた。ナ 
イフ とかだつたら一発でわしまいになる t 
ころだもの、怖い揺験でした よ。 


ヘア写真集出してけ！ 


ファン：^外でサィコな奴ってのは、 
外では T だね。あいっは完全に 変。 でも、 
芸能界にいる男の子ってのは、みんな変な 
んじやない の。 モテたい だけなら、 サ ー フ 
ァーとかで らいいわけ だし、「俺は芸能人に 
な るんだ」っていぅアンテナの巧の子って 
のは、やっぱり変だょ ね、 何か怖い ょね。 
をれで， 0 T ほどヘンなのは珍しいんじやな 
い。 ゲ イノ I - <とつき 合つたことはないか 


ら詳しくは知らない けど。 

私、女ら男ら含めてゲ イノー 人の友達っ 
ていないのよ。現場では「今度避ぼうね」 
t か、 女の子だったら電話番号教ぇ合った 

りするけど、 実質かかつ てくることは ない 
よ。 社交辞令の一極だね。アイドルだから 
って横のつながりなんかないの。 

T の場合は結構イイ男だし、 今、 ゥレ線 
でしよう。 他のアイドルなんから啞になり 
たいって気があるのか、誘ったら断らなか 
ったみたい。をれを私が断ったらんだから、 
いきなり控室に入ってきて電気 消して、 鍵 
掛けて「フェラチオしろ」だら の、 パンツ 
下ろして。私は他につき合ってる人がいる 
からできないって言って、部屋から飛び出 
したの。 

でも泣き寝入りは嫌だから、をの場で共 
演していた'ドラマのプロデューサーや監督 
に 「 T にん 「、 これこれこういうことをされ 
ました」って言ったのね。完全に犯罪でし 
よう、誓 通なら。をれがどつこい誰も了を 
叱らないの。をの瞬間、「あを、こんなもん 
か」つて芸能界への未練は吹っ切れたのね。 
事鶴巧も向こうは大御所だし、ウチは弱小。 


私は泣き樓入りはしたくなかった けど、 結 
果的じはもみ消されたっていう感じね。 

でら自分が誘えば断る女はいないなんて、 
バカは同じくバカなアイドル嗅ってればい 
いのよ。でら、こんなことがまかり通るん 
だから異常な世界でしよう。 

思えば変な化界でしたね T 誕生日を祝っ 
てあげをから」つて出かけたら^ —さんの 
パー テイ I に連れてかれたり、をんなのは 
事務所が私を驅してるんですらの。 

だいたい芸能プロなん て、 抱えたアイド 
ルが落ち宜になってきて契約期限も迫って 
る、 本人も辞めたがってるなん てと きにな 
ると、手のひら返しますから。収支を計算 
して、この子にはマンション代やらドラマ 
の役や CM おるための襲をなんかでいくら 
かかった t 。 ところが、をの子の穂ぎが予 
想どわりなくて全体的にはホ字だ t すると、 
精算するからヘア写真集出していけと か、 
もっ t 質の惡いプロダクションに売り飛ば 
す t かが日常の世界ですからね。 

知りをいの子なんかは逃げて るよ。 元所 
属してた 事務所から本気で。 行方く らまし 
てるらの。をういう 世界' ごすから。 振り返 
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ればフアンの怖さのほぅがマィルドだった かもしれない ね。 

告 

なんとか死者ち出さずにずんでるねけだけ ど、 

危ない よ、 これは 

誤 ▼鈴卞慶一 ジシャン)取材 ▼成阳毅 ラィタ-】 霞▼内池久貴 w ™®) 
知らない うちに、 見知らぬ人の住民票が 数日後、また電話がかかって きた。 博多 


自分の家に登録されていたら、どんな気持 
じなる ピろうか 。I 方的な妄おじ憑かれた 
ホから、 突然、 使巧済みの下着が大量じ送 
りつけられてきたらどんな気持じなるだろ 
うか。 ム I ンラィダ—ズの鈴木慶 I さんが、 
二十年近くじわたって関わりを持たされた 
奇妙な女性の行動を 語る。 

事の起こりは十と、八年ほど前。ムーン 
ラィダー ズを結成して二年ほどたつていた 
頃だから、僕が二十 六、 セのときかな。東 
京の大田区にある僕の自宅じ「今、羽田空 
港にいるんで すけど……」という 電話が女 
性の声でかかってきた。名前を聞いても、 
ぜんぜん知らない人なん だけど、 「诗ち合わ 
せをしたはずですが」 つて。 をの t きは、 
「いや、 してないです」 と 言つて切つたんだ 
けどね。 


の人らしくて、今度は博多からだつたんだ 
けど、 「この間、待ち合わせした のじ、 なぜ 
ホてくれなかったんですか。 私、 待ってた 
んですょ」と。 で、 なんで僕の電話を号を 
知ってるのか閒 いたら、 礫が教ぇたんだっ 
て 言ぅんだ。をるコンサート会場で席が隣 
同±になっ て、を こで教ぇてくれたっ て。 
でむ、僕はずいぶん長い間憐多に巧ってな 
かつた し、 をもを^をれ は僕が巧くはず も 

ないハ I ドロックのコンサートだった。 だ 
から「をれは僕じやない」 t 言つても、「い 
や、 鈴^一さんだ」つて 譲らない。 

をの t きらをこで電話は雜 わつ たんだけ 
ど、 また 頻繁にかかつ てくるょぅ になつて 
ね。 次の電請がなんだったつけな…… 。 あ 
つ、をうだ、 「婚前指輪'造りますから」つ 
て。 をれで本当に送られてきたんだ けど、 
包みを開けてみると駄菓子屋で売つ てるよ 


うな、 百円か二百円のオモチヤの指輪。し 
かも、 一緒に手紙が入つ てて、 「私たちはこ 
れで婚約し ました。 東^巧に出ていきます」 
と 書かれて た。 


なんで送り返してきたの！ 


ヤバイな！とは思ったんだけ ど、 まだ姿 
は見せてなかったし、をの時点では変な人 
だとは決めつけてなかったんだ。些時は『ミ 
ザリ！』なんて峽画^なかったし、こうい 
う人たちじがするガ I ドも甘かったからね_ 
熱烈な フアンくらいに 思ってた^らいだか 
ら、電話があれば、をれなりに話を聞いて 
あげる、牧歌的な時代だったょ。 

だけど、 次第に これは変だぞと思いはじ 
めたんだょね。た t ぇば、ムーンライダー 
、ズに『イスタンブール •マンボ』 というア 
ル バムが あって、をのジャケットの 襄 側に 
女の人が頭に手を あてている 写真が印刷 さ 
れているんだけど、をれに対して 「私の類 
にはホクロがあります。これは 私への合図 
です ね。ジャケットを変ぇてください」 っ 
て、 訳のわからない ことをしつこく 電話で 
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鈴木®—さん 


つて 言 ぅんた よね。 なんだかよくわからな 
(笑)。をの頃からかな、今度は電話より 
手紙が增えてきたんだよ 。内容は、 とにか 
くハブ t マングースが中む{笑)。をれがい 
かに怖いか t いうことを説明しつづけるん 
だよ、德黄に細かい文字でビッシリ十枚分 
くらい。 

詩がビッシリ書かれた大学ノ I 卜が届い 



たこともあつた。 アルバムになる ことを 想 
定してたんだろう ね、 I 曲目から十曲目 ま 
でタィトルのついた歌詞が書かれて た。 よ 
くは觉えてない けど、 ミョーチキリンな詞 
ばかりだったよ。をれも、一行ごとに文字 
の最初 t 終わりに彼女の認め印が押してを 
るんだよ(笑)。ハンコだらけなわけ。これ 
は、相当ヤバィな、 と 思つた。 

をういう電話やモ祇がしつこく擺いたか 
ら、誰が僕の電話番号を教えたのかを、バ 
ンドのメンバ — t かに聞いたんだけ ど、 「を 
んなこ t 言つ て、 本当は博多にけつたとき 
に自分がなんかしたんじやないのか。ナン 
パしもやつ て、 あとがもつれて困つてんじ 
やないの」つて、誰ら本気にしてくれない 
{苦笑)。いろいろ知人に調べてもらったん 
だけど、納禪のいく答えが出ない。ひとつ 
だけ、ちよつと怪しい連中が思い当たらな 
いこともなかつたんだけ ど、 確証はないか 
ら……〇 

でね、また「上京する」 t いう電話があ 
つて、をの後、今度は小包が送られてきた。 
「爆弾じやないだろうな」とわをるわをる開 
けたら、中は全部下着。をれも使用済みの。 


言つ てきたり。 

号口動が非常に変だなと思ったのは、彼女 
は「わ父さんとわ母さんに膺待され てる」 
と 主張す る。 をれでどぅいぅ趋待を受けて 
いるか t 聞く t 、 わ 父さんが沖縄に行つ て、 
わ止産にハブ t マングースが關つている置 

物を買ってきたんだって。をれが部屋に置 
かれてて怖いから、をの麗物から逃げたい 



で 



70 




ブラジヤ I 、 パン ティ ……巧い T シ ヤツ。 
賴のいちばん下にはボロボロの辞書が一冊 
入つ てた。 をれで全部。でら、この- 〇きは 
送り主の住所が書いてあった から、 送り返 
した。 彼女、「なんで、送り返し てきた のか」 
つて、 あ t で怒つて電話して きたけどね。 


未知との遭遇 


をのう ち、 悪いことに博多でコンサート 
をやることになったんだ(苦笑)。たしか七 
九年頃のツア^~だった t 思うから、をの人 
が最初に電話してきてから S 年くらいたっ 
てたかな。この頃は電話が早朝にかかって 
くるようになつてたんだけど、こつもはむ 
ういい加減、相手にしないで切るじやない。 
セ時にかかってきて、をれを切る-^今度は 
七時五分にかかってくる。また切ると七時 
十分にかかってくる。をれ'が一二十分くらい 
続く。 期間にも波がをってね、一週間くら 
い集中したかと野うとなくなる t いうよう 
に、 二力巧に一回くらい集中して た。 電話 
番号を変えたらと思うからしれないけど 
家じは僕の家族が化にも何人かいて、簡単 


には変えにくかったん だ。 

轉多に巧ったんだけど、彼女がいつ現れ 
るか不安だった よね。 をれ で、 実隙来たん 
だよ。コンサ I 卜が終わって、ホテルのラ 
ゥンジで雑誌の取がを受けてたら、「鈴^^® 

一さん、ホテルの フロント にわ 越しく ださ 
い」って館巧放送の呼び化しがかかった。 
「まさか…… 」と 思いながら巧つ たら、いる 
ん だ！ 一度だけ写真が送られて きたこと 
が患るんだ けど、 をの人が目の前に いる。 
二十代半ばくらいで 美人と いえば 美人 だけ 
ど、 口 組は督から見事にはみ化して るし、 
髪は、'ハサ、、ハサに 乱れて る。 目は中空を漂っ 
ていて ね。 

僕を見て、をの人、なんて言つた^思ぅ？ 
「鈴^4|^1さんですか？」と刚くんだよ。「を 
ぅでず よ」 と笞 える -* J 「私-〇ムでつたこと 
をりますよね？」つて。「いや、ない。今日 
が初めてですよ」つて言ったら、「ああ、を 
ぅですか」と嗎っていった。ものの一分た 
らずだよ ね。 本普に、なんだつたんだ、今 
のは、だよ ね。 

あとで聞いたら、僕を呼び化す前に「鈴 
^^一さんはぃますかブ」って楽屋に来て 


たらしいんだ。をの場にいたごく普通のフ 
ァンの女の子たちには「患なたた も、 なん 
でここにいるんでずか？衣なたたち、鈴 
^4^1さんのなんですかブ」って詰問した 
り、僕を探してロッカーを一つひ t つ開け 
て回ってたらしい。をれから楽屋を出て、 
ホテルにホたみたい。をの t き偶巧、ホテ 
ルのロビーにいた饌の マネー ジャ I が言う 
には、 口紅塗りながらホいて くる 女がいて、 
をれを見ただけで「これは鈴木が気にして 
いた例の女じやないか」ってわかったをう 

ですよ。 

でね、をの t き僕は何年かぶりかの博多 
だったんだけど、博多には鈴^4^1がよく 
来る店があるという話を耳じして、をの店 
がどこにあるのかを閒き化して巧ってみた 
んだ。仲間の一人ををの店のマスターのと 
ころに斤かせて、「鉛塞一さんって よく 来 
るんですかブ」って質問させたら、「よく来 
ますよ」 t 言うんです。をれで_今日も来 
てますかブ.」って聞いたら、店内を見回し 
て「今日は来てないですわ」って！衝撃 
的だった ね。 ォレらいるんだ よ、 マスター 
の目の前に！みんなでゾーッとして さ、 
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すぐ帰ったんだけど……。 

どうもオレの偽者がいるみたい。例の女 
性と、をの偽者に閲わりがあるかどうかは 
わからないけど、彼女は僕の顔を見て、僕 
が鈴^^1だとわからなかったみたいだか 
らね。この話、謎ばっかり膨らんでくるで 

しょ奚)。 

11^1の貞 

をれで東京に帰って何日かしたら、また 
電話がかかってきた。 r 本当に家が恤いの 
で、-* J にかく家化をします。下宿させてく 
ださい」つて。こっちは「ダメだ」ってす 
ぐ切るんだけど、また電話がかかつてくる。 
をういうのが何度かあって、ある日ね、こ 
れは怖かった……。 

徹夜で家にこもってデモテープを作って 
たのね。マホージャーが居間のソファ I で 
寝てたんだけど、僕は一人で家の中のスタ 
ジオに入ってギターを弾いてレコーデイン 
グをしていた。ヘッドフォンで耳を塞いで 
いるから周囲の音は聞こえない。でら、人 
の気配がしたんだ よ。 をれご。ハツと見たら、 


目の前に例の人がいる！玄関とか關けっ 
ぱなしだつたと思うんだ けど、 スタジオの 
中じまで入つてきて、いきなり目の前にい 
たわけ。 しかも、 やっばり髮の毛を振り乱 
してね。「ゥヮアー！」って大声化して叫ん 
でしまった。まず相手の手を見たよね。ナ 

ィフかなんか持つてたら危ないと思つたか 
ら。持つてなくてよかつたけど……。 

をれで、「なんだ一.」って言ったら、「今ま 
で逆った 婚約指輪 t か手紙と かすべ て返し 
てください。もう 私は わかりました。をれ 
を返してくれれば、もういいです」って。 
でも、をんなもん捨てちやつてるからない 
んだよね。返せない。をれでちよつ t した 
押し問答があったんだけど、一分たらずで、 
「じや あ、 わかりました」つて出て巧つた。 

化て巧つ て、 どこへ行つたか t 思つたら、 
家の奥に入つていったらしい。僕は追いか 
けなかったんだけど、マホージヤーが駆け 
つけたら、をの人ギヤーッて叫んで、バア 
—ッ t 玄関めがけて走つて化て斤つたらし 
い。 なんだつたんだ、アレは…… 。 

数日後、 電話がかかってきたんだ けどね。 
「をのまま同语するつもりでいた I と言うん 


だ。聞くと、博多で転出届を出して大田区 

に転入届を出してからゥチに来たらしいん 

だ。をの後また、大旧怪に転出届を出して 

博多に転入届を出したみたい。調べてみた 

ら、本当にをうなつてた。つまり、 一時は 

ゥチの自宅に彼女の住民票が入ってたんだ 
よ0 

をの頃で、最初の電話から四、五年たっ 
てたかなぁ。これはらう-回何かをったら、 
次こをは醫察だなと思ってたんだけどね。 
をれから、一度は。ハタツ t 電話がなくなっ 
た。 i 、 二年なくて、また電話があるよう 
になったんだけど、らう 彼女 だってわかっ 
た瞬間、電話を切るようになった。僕：5外 
のゥチの 人間が出た ときは、ちよっとあっ 
たりしたらしいけどね。 

ま年らまた電話があったらしいよ。かれ 
これ、十七、 八年 ……、長いよね。どう 考 
ぇても、ム^ —ンラィダ I ズが好き t か、僕 
のこと'が好きとかいうわけじやなさをうだ 
ったんだけどね。ムーンラィダーダに言及 
したのは、さっき言った「ジャケット、変 
ぇてくれ」 t いう話だけだし、僕に対して 
r 好き」だとか言つてくることらなかつたし 
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ね。 

妄想ではあると思ぅんだ ょ。 ただ、をの 
引き金が僕 t をつたといぅコンサ I 卜。で 
fe 、 そんなの僕は斤つてないし、他に隅接 
したアィテムは見当たらない。僕とをつた 
1一度とら「鈴^<^1さんですね？」と確認 
して、 すぐに姿を消す。本当のことはわか 
らないけど、彼女はをのコンサ I 卜で座つ 
ていた人間を追つかけて て、 をの人間 t 僕 
t が別の人間だ t いうことが彼女の中で消 
化しきれてないんじやない かな。 彼女の妄 
想に介在する人物がいるんだよ、きつと。 


類は巧を呼ぶ 


今話した女性については、べつにムーン 
ラィダーズの鉛^一が引きつけたわけじ 
やない と 思う。でら ね、 彼女をきつかけに、 
続々、 をういう人が 現れる ょうになつてき 
たんだ。 

八0年頃からかな。 をういう 人を引きつ 
ける要因がこちらに吏つたのか'^しれない。 
僕なりに分析したこ t ら志る けど、 歌詞に 
触発される人が多いみたいだ ね。 「この歌 


は、 この一行は、私のことを言ってます ね。 
なんで、こんなことを書くんですか」って。 
なかには「この一巧を変えてくれ」 t 言っ 
る 人もい る。 

変わった手紙らホた よね。 便襲に立十枚 
くらい、 をの人の半生が書いてあって、最 
後には「最近、神が見えます。来週、入院 
します」。をの あと 病院から摇ハガキが来た 
よ。 文章はムチャクチャで意味がまったく 
わからず、 I 文享 とに 文字の色を変えて 

ある。 山下淸の絵ハボキだったけ どね。 

別の人では、「鈴^41^1さんに言いたいこ 
とがあるんですけど」と、延々六十分くら 
い嘴っているテープが送られてきたり t い 

うのもあった。 二十四時 間、 僕を酷視して 
いると― } か駐えないようなことをする 人ら 
いる。ここ 数年は、 夜、 タクシーから降り 
る-〇き、 必ず周りを見てから降りて いるし 
ね。なんだか 、こっちが 妄想に侵されて い 
るみたい だね (笑)。 

変な人 t 、 普通のフアンやグルーピーと 
の区別 t いうのは、非常に難しい ね。 ぜん 
ぜんわからない よ、 をれ は。 ボ ー 'ダ ーライ 
ン上じいるような人が多いと思うんだ。 


いまん とこは、 なんとか死者ら出さずに 
すんでる わけだけど、 危ない よ、 これは。 
自殺したり、 誰かを 殺したり、 オレを刺し 
たり- 〇 か、をういうのは 困る じ やない。自 
殺を試みた という 報告はあったん だけど、 
をれは大事にいたらなかったみたいだから 
……。をういうこ t に対して こつち に責任 
ないんだけ ど、 自分の曲に触発され たと か 
言われる と、 やっ ばり 気持が、重く搬んで 
くるじ やない。 

変な 話、 精神科 医ってけっこう 危ない目 
じ遭う人、多いらしいよね。啟られたり、 
まれに刺されたり。 僕た もは 精神科医の よ 
うに、直接、をういう人に接しているわけ 
じやない けど、 どこかち よつ と似たとこが 
衣るよな。 

僕たちが作っている歌は、チユーブだ t 
かサザンォール スタ ー ズみたいな健康的な 
ものじやないわけで、-53う少し違うらのを 
作ってるんだよね。どっか変わった音楽、 
ヮィ^^ ド(神経が高ぶる)なものをやって 
るわけだから。他のミユージシヤンにらを 
ういう フアンに 悩まされ ている人はいるみ 
たいだけ ど、 僕に これ だけ多い t いうのは、 
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何ど？この、ユーウツは// ( I 蚕のみ） 

鈴木靡 一、 鉛木博文/作詞に D MORRISON / 作曲 

Today 目が'さめたらもうユーウッの中 
Newspaper 広げてもっと ユーウ ツの中 

これから先の My life まるで、わからない 
ここまできた My life どこもわるくない 

t つぜん'じ、が離れていくよ 
Oh Dear My Friends この手を擺っていてよ 

これから先の My Life まるで、 わからない 
ここまできた My Life どこも惡くない 

Loneliness いつの 問ぶ、 のなか 
悲しくもないのじむが泣く 
Loneliness いつまで'じ、のなか 
わかしくもないのに，じ、が笑う 

Dear My Friend をの手をつかんでいてあげる 

(作詞：鈴木慶一) 


やっぱり何か発信しているところがあるの 叟と歌えない曲というのもあるよ。をの 


かもしれ ない。 

僕自身が八六年からニュ J ロテイックな 


曲_ 


卜♦卜 


「何だ？ この、 ュ ーウツ はり：」(「ドン 
ラスト•オー パ I •サーテイ I _ 权録一 


ことになつてしまつたこともあるしね《不 といぅ曲だけどね。もょぅど発病した巧の 
を神経症)。をういうときじ作つた曲で 、】I 曲で、をれを歌つていると、またスイツチ 


が入つちやいをうでわ。 

僕自身が、自分が癒されたい部分を作品 
じして化き岀してるのかもしれない よね。 

発症してから作つている曲というのは、よ 
り 自分を癒すために作つているから、 より 
をういう人を弓きつけているのかも一 i れな 
い。 をう すると、 やつぱり リスクは 大きい 
じやない。実隙、こういう場では言ぇない 
ような こと も含めて、いろんな ことが いつ 
ぱいあるから。 

をういう人を弓きつけるようなものを発 
信している自負？ まあ、ある種、すごい 
んだろうね。すごいんだろうけど、自分も 
苦しいじやない。をういう損得勘定からい 
ぇば、ゼロつて感じだよね{笑)。 音楽 やつ 
てる人間には、ちよつと神経症的な入は多号 
いけど、作つてるものには、をういう巧い：£ 
がしない人らいるでしよ。で、する人らい淵 
るよね。オレのはちよつ扛してるんじやな就 
いかな。をれで、歌詞に対して、ああだこ證 
うだと 言われ るんじやないかな。僕の歌を 捡 
聴き手は一対一の世界と受け取つて、過剰龍 
に反応する。ある意味では、類は友を呼ぶ^ 
占いうかね(苦笑)。 巧 
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フアンクラブの隠れた意味 


まあ、こういう 人たちを見て いると、 フ 
アンの人に手を出す t かは絶対にしなくな 
る。 大昔の若い頃はわかんないけど (笑)、 
今は決してしない。 

これ U 上、こういう人たちが增えてくる 
t 怖いですよ。人数が增えれば、飛び拔け 
もやう人もいるかもしれない。オレの巧じ 
は入つてきてないだけで、もういるのかむ 
しれない。をれはわかんないよね。フアン 
が增えるというのは普通じ考えれば鶴しい 
こ t なんだけど、をのなかじちよつと違う 
人も巧じつているのは……稽しくはないよ 
ね。をういう人がたくさんいるというのが 
また神話化される部分もあるかとは思うけ 
ど、ここまでくると、むういいよ、勘弁し 
てよ-^いう感じ(笑)。 

ちやんとした八ム認のフアンクラブを作つ 
た t いうのに は、 をういう理由もあるよね。 
フアンクラブの中 t いうのは非常に見通し 
がきくからね。をうすると、「もよつと変な 
人がいるから気をつけてくたさい~という 


ような睛報も入つてくる。らちろん、をの 
変な人を排除する こ t はできないけ ど、 何 
か飛び抜けたこ t をしないように、監視と 
いうと才 1 バ I だけど、見られるようじし 
てわく。アィドルのフアンクラブだって、 
をういう 機能を果たして いるんだと思うよ。 

異常なフアンの暴走が怖くて創作活動を 
やめる可能性？をれはない！をれはま 
つたく ロジックの違うことだから。こつち 
はをういう人を生み化をうとして音楽を作 
つてるわけじやないから。をれはアクシデ 
ントとして捉えむい t やつてられないよ。 

をれじさ、をういう人たもを生み化すの 
が怖いと言ってる反面、をういう人たちを 
さらに她発してしまいかねないことを新た 
に始めてしまうというチ盾したこともやつ 
てるんです。 

たとえば、 今は、不ッ トワ— ク とかィ 
ンタ I 本ット t かがあって、聴き手-〇か作 
り手の間の関儒が大きく変わりつつあるで 
しよ。 ひとつの例を挙げる と、 ある 人から 
送られてきた僕たちの作品に対する論評を 
ム I ンラィダ—ズのホ—ム 。へ— ジで褒めて 
あけたりする。5^うする t ム H つたことも 


ない人なのに、知り合いのようじなる。を 
うしたなかで、を険もまた増している -0 思 
うんだ。らちろん、評論に肋けられる楼を 
の方が圧倒的に多いんだけど。 

自分のなかで、こちらとの関係を見い化 
し、 をれを膨らませていく。 つまり、 現代 
の聴き手と作り手の距離は非常に横近して 
いるわけ。電子的なメディアのなかでクロ 
I ズしているというが態は、遠いようでい 
て近い。これが斬たな人物を生み出す可能 
性はあるのに、僕はをこにまた足を踏み入 
れて しまう。 

今度のアルバム(十一一巧発売予を)だって 
をう。結成二十間年記念 t いうこともあっ 
て、 ホ I ムぺージを使ってフアンの声をを 
幕して、をの声をアルバムのなかでサンプ 
リングしてみようかという案があるんだけ 
ど、 をれだって、新たじ スイ ッチを入れて 
しまうお 険なこ t からしれない よね。 この 
取がだって、これが活字になれば、またを 
ういう人たちじ スイ ッチを入れるこ t にな 
るからしれないのに、僕はこんな ことを 話 
している{笑)。やっばり、音楽を作る人 t 
いうのはどうかしてるんだよ(笑)。 
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ク岳ども T 


なんでもありのバ I チャル世界に歯止めはきかない！ 
妄想、自己本位、変態、馬鹿……。 


これが気違いネットサーフィンだ！ 
ク—ロン黒お (フリ-ラィタ|) 


天ネと気違いは紙一重——〇 

ということで、インタ—、不ツトやサイ バ 

I マネ I に 詳しく、 果ては家族と JAVA 


密かに計画を練つていたの が、 畫 i 巧至 ある 


の『インタ I ネット教室』だった。 


科学の進歩した世の中では あるが、 気違 


脳のスパ—ク した 野郎とは いえ、 インタ いもまた、 新しい世界じ容赦なく進化して 


言語でを話して いるよぅ な天ネ たもの なか I ネットを 教える のはまったく 自曲 。をぅ いるのだ。 
にも、 気違いに 腿り なく近い人は意外と多 決めた 瞬間、 彼はさっを く 近所の NTT へ 
い。 具体のな例として、埼玉県の奥地•吹 まり、 町の公民館じ無断でデジタル回線の 


デ—タバンクにアクセス 


上町 じ わいて実際に起こった事件を紹介し 工事予約を 入れようとしたり、 料金着化い 


てみよう。 

主人八ムはか上ホ住の、ある有名なおスパ 


でパソコンを買って八ムを银じをりつけよう 


妄恕 、自己本位、 变 態、 馬度 などなど 


主人八ムはか上を住の、ある有名な脳スパ としたり、気違いならではの飛び抜けた発 あらゆる気違いのサンプルが巣 食ぅ、 爽や 
1ク中年巧性で ある。 彼は発作的に突帕子 想と斤動力に ょって、 多くの市民に多大な かでアットホームなパソコン通信『ニフテ 
もないこ t を計画す るこ-^で、 吹上近辺で 迷惑をかけ まくった。が、 本人には まった ィ•サ I ブ』 では、 気違い研究 じらってこ 
はもょっと した 有名人なの だが、 化が最ぶ く罪の恵識がないといぅから困ったらので いの楽しい仰間たち が、 二十四が間態勢ご 







元気いっぱいケンカや変態行為に精を出し 
ている。モニタリンダセンターの諸君、ま 
こ t にご苦労である一いつた雰囲気だ。 

ここでは、これまで私がニフテイの褐示 
板で巡りをぃ、むに残った敕々の興味深ぃ 
メッセージを傾向別に分析してみたい t 思 
う0 

登場する人び t には「気違いみたいだけ 
ど 辛うじて正常」 t いう人もいれば、完全 
に切れて る、 病院けけこのバカ！ t いつた 
感じの犬野郎らいる。 

実隙のリアルな社会では逮捕されかねな 
い変態的行為ら、下層……いや仮想のいわ 
ゆるバーチヤルな世界では黙認されている 
のが現がでぁる。インタ ー ネットの倫理規 
制を巡って、今世界中で大論争が卷き起こ 
つているが、をれとはまつた く 関係ない低 
レベルの次元にわいて、彼らは、不ットワー 
クでの気違いライフを表現の自由という旗 

の下でエンジョイしているのだ . をんな 

わけで、ここまで読んでワケがわからない 
t いう人ら、あまり 気にしないで読み進ん 
でみよう。 


無寒な人と有善な人 


夕 I ミナル駅の地下道などを歩いている 
ブツブッつぶやきながらフラフラして 
いる楽しをうな人を見かけるこ t 、 がある。 

ああいう人を避けて歩くに越したこ t は 
ない が、 巧が一ぶつかつたと してら、 まず 
殺されることはない。わわむね温障をうな 
人ばかりのよう だし、 ひとりでブッブッ言 
う権利む恵法では保隙されている。 

、みットワーク上 にら似たような人は大勢 
いるよう だ。 ニフティの褐示板では「スピ 
リット《こころ) のコ I ナ I 」という場所 
に、 よくをの手のブッブッが散乱している 
が、気違いのレベルによって文章の意味不 
巧度，^5変ゎり、読んでいて丽白い^のから 
気分を彩々させてくれるィ^^ならのまで、 
頼みらしないのにバラエテイに富んでいる。 


田村亮子のどこがいいの？(長文要約) 
検索キー " 田村を叩く会同±求む 

アニメの YAWA 民 A のフアンには許し 


がたい こ t 。 いま再放送してるんですが、 
をれを 見るにつけ頭に来ます。旧村の こ t 
を々 yawa 民 A ちやん* t 呼ぶ輩はアニ 

メを見たことがないのでし ょぅ。 アニメの 
柔ちゃんは可愛くて一途でほん t にいい子 
なのに、似ても似つかね元痴漢ら哀れむ程 
のわツラの田村 t 一緒にして獄しくない。 

化日、アニメで YAWA 民 A スペシャル 

がぁった時む、案の定ォ ー プニングで田村 
が化溃していました。 やめろ！ アニメ t 
'ダブらせるバカが必ず出る から。 一番最初 
に YAWARA 呼ばわりした人間と会つて 
とこ t ん話し合いたいです ね。もしくは、 
殺しちやいたいです ね。 


旧村選手に見せたら投げ殺されてしまい 
をうな巧容が淡々 t 書いてあるが、これな 
どは読んでいて比較的 楽しく、 どちらかと 
いう t アッ。 ハ ー 系の作巧を持つ電波テキス 
卜 -0 言えょう。反対に、見るからに トゲト 
ゲしい、ダウナー系のヤバい メッセー ジら 
二つばかり紹介したい。 

まずはニフティの「売ります」掲示板で 
ケンカを 売つ ていた 謎の男、をしても ラ片 
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ホは「仲間^」の掲示板で、なザか屠殺 
を見たいと連日 曹き髓 けていた男で ある。 


♦喧璋売ります。 

検索キ—"売ります 

僕は今まで、僕より強い人を見た ことが 
ないんです。僕は、空手やグレ ィシー 柔術 
をやつてるわけではありません。 

現在201戦200 勝、 1 敗、 饌の最近 
のフ アィトによくある 倾向 として、例えば、 
がむしゃらの中の I 発が相手の鼻の横で目 
の下、犬曲のちょい上に ヒットした 瞬間、 
逆の手がさらに一回目で ヒットした 点にす 
ぐに ヒットさせる、 瞬間的な判聯パンチ。 

戦いません？ ぼくと。 やる時过 K —1じ 
やなく、アルテイメットル I ルで。 


♦屠お (鳥、豚、 牛)が見学で きるところ 

検索キ ー - 仲間募集 

屠殺 《鳥、豚、 牛)が見学で きるところ 
をご存じの 方。どなた か 教えてください。 
化ホれば首都圏が希望です が、 一応金国 


各地どこでも騰いません。 


ケンカを売つていた男は、なんと文末に 
自宅らしい電話番号と名前まで嘗いていた。 
見る と、 どぅやらルに住んでいるらしい。 
二百一戦して負けたのは一度だけだと裏語 

している が、 どこで戦つているのか考える 
とちょつと 怖い。 ひょつと して頭の中？ 
……気じなったので文末に普かれていた電 
話燕号じ連絡を とつてみると、 意外 じらコ 
—ルニ回で中年女性らしい声が応答した。 
「ハィ、〇〇ですけど(署名と同じ名字)」 
「ぁ……惡沢ですが〇〇〇さんいますか」 
「いません」 

「ぁの……」 

「ボチャ」 

00君のわ母さんらしい人は、私に嘴る 
暇ら与えず受話器を置いてしまつた。誰か 
のイタズラなのか。をれ とも ニフテイの誰 
かと対戦した挙げ句、もう戦えない ほどコ 
テン。ハン(死語)にされてしまつたのか 


00君の消息ら気になる が、 もう片方の 
屠殺マニアら負けずに輿味深い。なぜ屠殺 


が見たいのか、屠殺を見てどぅしたいのか、 
をのをたゥがいっさい細れられて わらず、 
非常に不気味である。さっをく彼に電子メ 
I ルで「ヤー、ボクも屠殺見たいなあ」 と、 
カマをかけてみたが、暂戒されたのか返事 
はなく、果たして彼が屠殺を見学できたの 
かできなかったのか、をれについ てら 謎の 

ままだ。 

• I •麵飢えた分裂気味の方々 

高校時化、体育教師の K はタブー満載の 
黒い過まを振り返り、多感な若者たもを前 
に、 こんな話を間かせて くれた。 

「ォレさあ昔、〇〇巿のボランティアで気 
0 いに水棘巧えたこ t がをるんだけどょ お、 
あいつら本能で動いてっからさ あ、 プ I ル 
の中でチ〇コ立てたりして参った'ぜヒヒ 
ヒ」 

そんなわけで(どんなわけだリ) 、ニフテ 
ィでもダントツの3^量を誇る「文通希望」 
掲示板は、別名「ホットナンパ フォーラム」 
と嘟かれる ほど、 朝から晚まで見境なく、 

女目当ての野郎からの飢えたメッセージが 
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投げ込まれているが、をの大部分は「じじ 
ょつ女性の かた、 友達じな つてく ださい」 
t か「当方一二十五歳の管理職、ものわかり 
のいい愛人求む」 など、 比較的他愛のない 
メッ七— ジがほ t ん ど。 

をんな 『文通希望』の波の 狭間に、たま 
—に棵かんでいるのが「盛りのついた気違 
いからの怨念 入り 公開ラヴレ タ I 」 だ。 

1見す ると 普通の文章だが、読めばピピ 
ピと波動を感じる電波レターは頻繁に見ら 
れる ものではない が、 撫師が大ナマズをし 
t めた t き權しいの t 同様、 ティスト レス 
な求愛 メッセー ジをたくさん集めた日など 
つい「大撫だ！」 t 叫びた くなる 衝勤を抑 
える のに苦労して しまう。 


僕とエツチしてくれるホ性メ —ル下さい 

検索キ—"文通 




バイ 


参 


♦ 


見てくれてありがとぅ！僕は工学系の大 
学院生です。歳は扣歳の巧です。最近、ホ 
を友達がめつきり減りました。とつても寂 

しぃです。女子高生、女子大生、？3、 

巧ぐらいの OL の方、ぼくとまじめなメー 






ル交換をしませんか？巧る くて、 楽しい女 
性の方を希望しています。 

できれば、彼氏がいないのが希望でず。 
僕 t しては、本当に恋人じなつてららえる 
ホ性が希望です。まじめにメ I ルをしてく 
れて、恋人になつてくれる女性の方には僕 
の、童貞をあげます。エツチがしたくてた 
まらない！冷やかしだけはやめて下さい。 


♦ m 巧のかの子へ 

検索キ I - 交際 

W 歳 U 下の女の子でわ兄さんが欲しいと 
いぅ人居ません か？ ただし、 をこら 巧にい 
るコギャル、マゴギヤルは却下し ます。 も 

ち ろん援助交隙もが 下します。 

年齢が歳(すごい若い)。題名は必ず「わ 
兄さんじなつて下さい-にして下さい。 


最初の文章を分析すると、爽やかな学生 
が女の友達を探しているょうに見せかけて 
「まじめな メ I ル交換をしませんか」 などと 
気取ってはみたもの の、 だんだんと下半身 
がムズムダしてきて本性を抑ぇきれなくな 
り、「恋人になってもらぇる女性が希望で 
す」と調子に乘り始め、最後には「エッチ 
がしたくてたまらない ！ J t 下品な品性を 
爆発させてしまつた、といつたところか。 

をして次のメッセージ。こいつじ「わ兄 

さんになって下さい」と頼む「をこらぶの 

コギャル、マゴギャル」がいるのかどうか 

は ともかく、いきなり 片っ端からが下しま 

くり、をのうぇメールの題名まで指定する 

尊大さには気違いの香りが若干臭う。しか 

しこいつら二人を足し てら、 次に登場す る 

興には到底勝てないだろう。乂々の大物で 
をる0 


•夢のあるホのそ是非メ—ル下さい 

検索キ I " 仲間募集 

年齢"抓歳(見た目は加歳前後) 
職業-音楽関係のプロデュ—ス 
雰國気"石田純 I に似た優しい人 -0 言われ 
ます。また、我が道を巧くタイプでおネエ 
ちやん好きな性格がビートたけしに似てい 
る物言われます。 

夢はあるのだけれ ど、 遮切なアド。ハイス 
や金銭的な援肋がないために目的が達成出 
ホない女の子、協力したいと思います。 

また、自分がこの先どぅ生きるべきか分 
からないけど、今の生活から脱却したい t 
思ってる女の子も OK です。今までに2人 
のホの子をサポートしました。 

《その1:歌手になった娘) 

歌のセンスはあるのだけど、付き合って 
いたのがとんでらない連中ばかりで、会っ 
た時点(カラオケ屋でをった)ではテレク 
ラに電話してわをを稼いでいた様でした。 

仕事を探して、歌のレツスンをしてあげ 
ました (2 年)。をの後才 I デイションを受 
けさせ志るプロダクション t 契約を結び、 
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今は歌手デビユーを待っているが態 
(をの2 :途中で逃げた娘) 

2週間 i 如じ渋をでやくざにからまれてい 
るのを肋けてあげた。 W 歳の家出少女でし 
た。学校ら中退し家 にら 帰れないので、 t 
りあえずウィークリ ■ —マンションを借りて 
あげました。美容師になる夢を持っていた 
ので、美容学校の願書を取りに斤ってあげ 
たりバィト化(美容室)をみつけてあげた 
りしました。同時に、家に帰れるょぅに電 
訊し、 また中退じなつた高校に叔父といつ 
わって行き、高校じ復帰出ホるようにして 
あげました。しかし每日 力、 不カネの電話ば 
かりになつたので、終わりにしました。 


金に困つてない(と仮定しよぅ)、いい歳 
こいた石旧純一似の音楽プロデュ I サーが、 
よりによつて夜中のニフティで「夢のをる 
女の子」を探すこと自体かなりが散臭いが、 
わざわざ実例挙げているのがまた泣かせる。 

しか一し『をの1:歌手になつた娘』は 
まだいいとしてら 『をの2 " 途中で逃げた 
娘』は、冷静に読むとかなりスゴい話だ。 

まあ、 まず「渋をでやくざにからまれる 










w 歳の家出少女」というシチユエーション 
もとり あえずスゴいけど、をんな ことより、 
たつた二週間で ヤクザから 救 化してマンシ 
ョン借りて 美容 学校に入れる準備して仕事 
探して 美容室で伽 かせて家に帰れる ようじ 
工作して高校に叔父といつわつて潜入して 
樓学させ、さらに每日カネカネの電話をさ 
せる つてよ一、 相当暇なんだな衣。 らしく 
はドラえもんか？ 

とりあえず面白をうな奴なので、知り合 
いの ハッカー がくれ た 女性名義の ID を 使 
い、こいつに次のような電子メ—ルを送つ 
てみ ることにした。 

「 . ハーィ2歳の女の子で I す。 でら高 

校生じやないで一す。援助して獄しいで一 
す。 いま プー なんだ けど、 専門学校行つて 
英語と か 習つてアメリカとか斤きたいんご 
けど、どんな こと すれば援助して くれる 
の？…… 」 

すると、予想どわり間髪いれず返事がホ 
た。 


♦至急返ま 下さい 


僕を信頼して ついてホる 気 あるか、この 
人間の 言うことを 閒 いていれば自分には巧 
るい 未ホが あると思えるか、自分がもっと 
輝ける と 思える か、をう 思えれば援助する 
ことを考えます。 

実際にサ ポートすることを決めてからの 
ことになるけど、バィトもした方がをいと 
思う から、 履歴普の書き方や〇〇さんじ合 
いをうなバィト先もをえなきやいけないし0 
色々 やらなきやいけないことあるけ ど、 

ちやん とついてくる 気が 志るのかな？ 相談 
にらのるし、必要なら金銭的な援助もする 
けど、のんき じプ I をしているが間なくな 
るけど大丈夫？をれこをわ尻をひっぱたく 
ように「あれやれ、これやれ」言うことに 
なると田皆つ。〇〇さんがそうしてもらいた 
いと' むから思うなら、一度会いませんか？ 
今週は大丈夫。来週はレコーデインダの 
朗 係で、 時間が つくれる か分か ウませんよ。 


二週間で いろいろできるドラえもんのよ 
うな 男 だが、ホ 週は レコーデイン ダで 化し 
いから 今週 会いたいをうだ。自意識過剰な 
のはともかく、文章の態度がやたらでかく 


て神しつけがましいので、読んでいるうも 
たんだんと自分がイライラしてくるのが分 
かる。 

第ーサポ I 卜 される のに、なんでバイト 
探したり 履歴書書か なきやならねぇんだ？ 
わ前が援助す るって言うからメ—ル出した 
のじ、 慟かされ るんじや意睐ねぇだろうょ 
この馬鹿！と、関儒ないのに画面に向か 
ってブッブッ言ってしまう自分も気ホ惡い 
が、とにかく頭にきたので、をの後届いた 
彼からのメ I ルはすべてシカトしている。 

HUi 圍親戚たち 


•キス&ペッティングしたいな(京都) 

検索キ I " 文通 

変なタィトルで觀かせてしまったかも知 
れ ませんが、 でも僕は普通の人です からを 
むして 下さいね！僕は現在 A 《キ X ) t 
か B 《ぺ XXXX ダ)フレンドを求めてま 
す。 

僕は C ょり A や B の方が好きなんです。 
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c は動物みたいだから！女性を抱き締め 
ている t スゴ ー ク幸せな気持ちになれます。 

もし、 よろしければ僕と A & B フレンド 
になって下さい。僕は 本気です 。年齢 t か 
は問いませんが、秘密は守って下さい。 

をつてら名前な外は問きません。僕は女 
をを困らせるのは好きではをりませんから。 

最初から巨じ抵抗あるなら、 A フレンド 
でもモチロン OK です。僕は本気です。 


気違い t は言ぇない が、 r 文通希望」や「忡 
間募集」などで特殊性癖の忡間を募ってい 
る 人. び t のなかに も、 I ぅすぐ 気違いに な 
れをぅな ユ カィな 仲間が たくさんいて、 口 
本の未来ら楽しみな今日 この頃。 

ちなみに 、。へ XXXX ダ友達をして 
いるこの男はまだ二十歳。本気なのは充分 
伝わって くるが、 C は動物みたいだから！ 
と言い切り、会つて名前しか知らない女 t 
キ X やぺ XXXX グをしたがつている自分 
を「普通のんですから{女心して下さい 」 t 
自己紹介して しまう のは、 まさに 気違い幹 

部候補生と 言えよう。 

次に紹介するのは「ホ性の 方、 初めての 


ォナ ニー を歡ぇて！」といぅ題名でポスト 
していた巧からの手紙。こいつじ例の女性 
ID を使い「私の初めてのォナニーは台所 
のテ I ブルの角です。あなたのォナニ 
閒きたいわ」 t いう下重なメッセ I ジを送 
つたと ころ、 忘れた頃に「僕の初オナ ニー」 
に閒する詳しい手記が、電子メールで屈け 
られた。気持ち悪いので紹介し よう。 


参メ—ル有り難う 

じやあ僕のォナニ—か体験を告な―^ま -一 
ょう。小学校の日年年の問の眷かみで 
した。あるとき なぜか 急に、 中身は どうな 
つているのかなと思い、ながかすでじいき 
り立つ てる わちんちんの皮を、根本の方に 
ひつぱつて〇いてみました。 

すると どうで しよう、 跑の頭の ようじく 
びれ た 頭がでて きました。 なにかドキドキ 
してきて、をのいきり 立つたわ ちんちんを、 
なにも 知らないで前後にこすつてみ ました。 
すると 急に気持よ くなつて、 ぴ ゆうつと 白 
い何 かが、 先からおて きました。 

类よびつくりして病気だと思い、どうし 


ょうか恼みました が、 気持 もょかった ので 
むう 一度 やつたらまた 気持ち 良くなつて 白 
い物が化ました。何だろうとずつと愉んで 
ましたが、每日 I 日何回むしていました。 

をれからしばらく して、 雑誌 かなに かで 
これがオナニ I だとい うこと を知りホツ 
としたと司時にくせじなつて每日してます。 


なには とら あれ、 気持ちよかつた t いぅ 
葬剧気 だけは 充分に なわる、かなり 読み ご 
たぇのある 文章で ある。 

こんな雨白い告白がタダで読めてしまぅ 
のら、ニフティの巧性会員さんに気違いを 
含めて親切な方が多いからである。 

だがそれら、パソコン世界全体の宿命、 
すなわち憎性的な女性不足からくるもので 
しかな く、 多くの場合、親切なのは相手が 
女性だった蠕合のみに限られ、残念ながら 
巧性に対してはをれほど皆さん、親切じは 
してくれない。 

しかし化日、をんな私の固定観念を吹き 
飛ばす「究極の親切 (？ こ t も言ぇるスゴ 
いメッセし シが商間募集』掲示板に アッ 
プロ I ドされているのを発見した。しか^ 
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が象を男性に限まして わり 、 I 度 読んだら 
死ぬまで頭に焼きつくインパクトの強さ、 
さらに 気違いの スメルもかなり強く臭う 


•尺八がしたい！ 

檢索キ ー ：仲間募集 

体育会の大学生 (とくにアメフト、ラグ 
ビー、体操) の合宿 や 寮へ 呼ばれて、次々 
t 尺八 させてもらうこ t が希望です。 

どなたかアレンジして くださる 方が いま 
したら 連絡下さい。秘密守ります。 


最後の「秘密ず ります」というのが凄い0 
まるで「僕はホモとか尺八なんて恥ずかし 
いと思わないけどサー、君は恥ずかしいで 
しよ。じやあ君の秘密はずりますよ」と言 
われて いるようで、なんか知らないけど 読 
んでるだけでゾクゾクするような熱い义章。 
しかも 合宿で 次々と尺八させてもらうのが 
希望とか。化の中には親切な人がいるもの 
である。 巧 だけど . 。 

面白いので、もよつと怖いがメ —ルをお 


してろることじした。 どうも 筋巧系が好み 
のようなので、気をきかせて义体もお巧風 
にしてみる。 

「 . よう！ 00 君 こんちは。オレは 萊 

京に 住んで いるパーベルが趣睐の筋肉興だ 
ザ。每日たまつちまつて仕ホねえんだ よ。 
尺八してくれるんだつてな。 へへ、 連絡く 
れよ。楽しみにしてるザボウイ……」 
我ながらなかなかの名文だが、をれはと 
も 力く、 こちらからメ！ルを化した 翌口じ 
尺八君からの返事は なく、 もしかしてフザ 

けすぎたかなあ . と反省したをの翌口じ 

なつて、ようやく化から睐のある メー ルが 
厲 いた。 


•尺八どうされますか？ 

U 前、 尺八で連絡 M いましたが、をの 後 
如何がでしょうか？今週末は比較的自曲で 
す。尺八する場所はうちでも構いませんが、 
00さんはどういう所がいいですか？ 

また、そもらの詳しいプロフイールを教 
えてください。 僕は口の 中よりも、 顧而に 
発がされるのが好きです。どんなかつこう 


と力どんな感じでされるのが巧きでしよ 
うか？巧にはをくしやぶらせているのでし 
ようか？メ I ル待つてます。 


をれにしても 「尺八で速絡賞いましたが」 
とか 「尺八 どうされ ます か」 「尺八す る 場所 
はうちでも 構いません I など、ここまで 「尺 
八」 という 単語を事務的じ 使う 男も 珍しい。 
気になつたので、また返事を化して みょう 
かと少し®んでみたりしたが、瓶巧風の文 
体はとてら体力を使うた め、 この メ— ルを 
最後に尺八君とは連絡を絶つ ている。 

しかし、 今から五年後ぐ らいに 突然…… 
r 五年前に尺八の件でメールした者ですが」 
など t 、 相変わらず事熬的なメ ー ルがホそ 
うな 予感ら する。をのときはしてもらう0 

ということで、この 気違いホッ トサ—フ 
ィンは予想どわり不毛である。なんだか頭 
も少し恶くなつた ょうな 気がするし、仕事 
でもない限りあまりわ勧めはできない。唯 
I の救いは、気違いに^親切な人がたくさ 
ん いるという 事実をなり得た ことい、ろうか0 
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ど<だみ巧の巧巧 


サイテー木賃アパ Ih に取り憑いた、狂った猿との闘争記！ 

ク— ロン黒お ミ-ラィタ —) 


系 


ぅちの実家は、都内某所でアパ I で泣きながら地面をゴロゴロ転が 


某不動産屋の怖かで、エミ子が一二つを手渡して姿を消した。イヤ 


1卜を経営している。アパ I 卜とっていた若い劇巧員風の男や、部我がアバートにやって来たのは一 な予感がする。 

ぃっても、それは典型的な安ァパ屋の壁を無断で緑色に塗り替ぇ、年前のこと。查刖だけを見て、ど 翌朝、ぅちの玄関を誰かがボン 
I 卜。テラスに花が咲いているよ家具もカーテンもすベて緑色に統んな女なのか期待に胸を膨らませガン叩く。寝ぼけ貪親が扉を開 
ぅなシャレたものではなく、最低一しているサィコな中年男性(まていた秘は、挨投寞空ミ子をける と、 立っ ていたのはエミ子だ 
カーストの貧乏人のみ住むことをだ入居中)。鉛筆で壁に r 僕はホモひと目見て、、むの底から憂蒙な気つた。 


許された、四畳半•トイレ共同 


です」と書き殴るホモっぽい男な分になつた。 


木造二階建て•築二十年、壁の継ど、気違いに限りなく近い人びと 


エミ子の顔を有名人に 普え ると、 ■集中監視体制 


ぎ目から隣室の明かりが漏れてくを見てきたが、そいつら全員束に毛沢 WK 人の江青といつたところ 


る . そんなボロボ ロ、 サイテ 

な木賃宿である。 


なってもかなわないような大巧が、だろうか。それも文棄期あたり 「あの水道管うるさい、眠れない」 


ついに場末の我がアパ I 卜にもやの 


黒プチで牛乳ビンの底み 


最初はこの言葉を真に受け、修 


イヤな予感 


こんなところに住む人間といえ って来た 
ば、それはもぅ、どいつもこいつ 

も過去のぁりそぅな奴ばかりで、 

怪しい福建人や上海人はもちろん、 

気違いも多い。 

過去にも数名……ドアがあるの 
に窓から出入りを繰り返し、近所 


たいなレンズの入ったメガネをか理匡を呼んだり水道局に問い合わ 
け、化^でかけたょぅなスゴィせていた 母親 も、エミ子の 部屋が 
パーマの施された髪。ヤセ塑で眼 まったくのスカスカで、畳の上に 
光の鋭いエミ子は低い声でモゴモ黄色い敷布団が一枚敷いてある切 
が女の名は長谷川エミ子。仮名ゴと挨がを済ませると、ビビる母外、家具らしいものが茶碗一つ見 
と言いたいところだが、！であ親に「これ…… i 産…… 」 と言い、当たらないといぅ恐ろしい光景を 
る。 腐りかけたみかん六つと笛コ—ラ 見てしまったことと、同じ文句を 
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photo ►山田ま二 


曰に一一一度も四度も繰り返し言いに 
来るエミ子の目を見て、なんとな 
く気違いの才—ラを察知。その後 


ま、 


「うるさかつたら耳栓でもしてな 
さい」 


と、いつさい相手にしないこと I 部屋の住人に攻撃のチ先を向け始 


に決めた 


めた。最初にターゲットとなつた 



すると、エミ子。ム基は周りの のは、隣に住んでいた部屋中グリ 

1ンの S かなサィコ中年男であ 
るり 

「テメ I 、ウルセ—んだよ。ブッ 
殺すぞコラ」 

エミ子は固異相な隣の男を筆 
的に監視。男が少しでも物音をた 
てると、待つてましたとばかりに 
ヤクザ顔負けの口調で絶叫するの 
だ……。 


•…。そして お次は向こぅ隣の 
上海人。彼はエミ子にドアを徽飛 
ばされたと き、 あまりの剣幕につ 
いビビツてしまい、エミ子から完 
全にナメられ、毎日ドアを繳られ 

るょぅになつてしまつた . 。そ 

して、関係ないのにトバッチリを 
受けた不幸な奴が、我がアパート 
の真向かいに住むお隣の息子さん。 

彼の部屋は運の悪いことに、狭 
い通りをはさんでエミ子の部屋の 
真正面。エミ子は暇になると彼の 
部屋にツバを飛ばし罵りまくつて 
いた。この気違いのツバが原因で、 
向かいの一家は延々一年ぶくも、 
窓をすべて閉めきって生活しなけ 
ればならなかつ た。 まつたく 司 y 
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を禁じ得ない。 


つていつた 


通行人の不幸 


帯にドシ—ン！ 


シ I ン 、ウ ギヤ - — 、ドシ I ン . 

もう 我慢できない！ 

あの女を送り込んできたす動産 
屋を呼んでみるが、やって来た担 


警察署に駆け込んで「警官隊を動 
員しろ」と迫つたといぅからスゴ 


鎌 

V 


しかし応対に出た醬官に「あん 


エミ子の発作は夜になるとます 


こうしてエミ子は気の弱い住民当者 も、 突如猛獣のようにウ I ウたの問題だろ、そりや」 と、 ひと 


ます ヒ ドくなり、アパ I 卜の前をたちを利用して増長を続け、朝か 


うなり始めるエミ子にビビり、 言で片づけられてしまい、その時 


通りがかった通行人が をく セキで ら化事もしないで二階の窓を全開「ひとまず今日は帰ります」と言い点で、長く続いたエミ子の暗黒王 
もしよぅ ものなら、ガバッと瞬間 にし、 近所の平和な^1*の人びと残した まま、 尻尾を巻いて逃げ帰朝は、完全に崩れ去つたのである_ 
的に屋し、窓からツバをペッペに向かつ て、 絶 W 調でか死ねかとる始末。 つまり、ジヤングルの掩に従う 


ツとレ I ザ I 光線のように飛ばし、か"カス"とかかチンポコかと か、 


というわけで肩で敬切って歩い野生の気違い女•エミ子にとって、 


「テメーコノヤ ロー殺すぞ」と恐ろあらゆる下品で^3^なボキャブラてたエミ子だが、意外にも気違い自分を力でねじ伏せた私の母親は 
しい罵声を浴びせまくる。ここでリーを驱使して威張り散らし、まの天下はそぅ長く続かなかつた。すなわち彼女にとつても新しい支 
セキをした男がひと言でも反抗しるでこの一帯を支配する王のよぅある 日、 突然キレてしまつた化の配者となつたのだ 
よう ものなら、 部屋から飛び出てに振る舞い始めるようにな つた。 母親が、なんと消火器を片手にェ 


それから一巧もたたないうち 


狂った猿のように襲いかかるの 


だ！ 


夜になると部屋の白熱灯に照らミ子の部屋のドアをガンガン叩きエミ子は何も告げずにアパートヵ 
されて、 カーテンすらないエミモ まくり、 出てきたエミ子の髪をつ ら姿を消してしまった。それ據 来、 

度な ど、 通 一 了人の男とつかみの部屋の窓に、ゥロゥロ動き回るかんで階段から叩き落としてしま エミ子は二度と部屋に帰ることな 

く、も滞納されたままの家貸 

も、ともに閣の中へ消えたままで 

ある。 

今回、我が家がエミ子から学ん 


つたのである_ 


合った挙げ句、男に頭をペシッと不気味な影を見ることができる。 

一発叩かれたエミ子は、突然ギャネズミのよぅに雅順な近所の人び 

1ギャ1ギャーと大声で叫び始め、とはこの 気違い女司 <で旨の影に怯圓餐 官隊を動員しろり 


「瞥察呼んでヨー、ウギヤ—殺されえ、必然的にぅちにも苦情が殺到 
る、ワー、モギヤと悲鳴が止 するようになつてきた。 


このとき、私は家を留守にしてだ貴重な教訓、それは r 有害な気 
いたのだが、後から間いた話では、違いには力で立ち向かえ」といぅ 
しかたをく、呆化た近所の住ん午前一一一時にギヤ I ギヤー叫びなが消火器を振り回しながら般若のよことであろう。ありがとう、エミ 


まらなくなつた。 


エミ子は今夜も発作を起こし、 


が 營官を呼んだ が、 予想 どおり、 


ら部屋の中でピヨンピヨン飛び跳うな顔で追いかけてくるうちの母子よ 


なられたのはエミ子の方で、叩いねている。気違い女が着地するた 


た男は近所中の人びとから同情さ 


れつつ、忌まわしい街を足早に去音が嚮きわた 


び、 近所一帯に ドシーン！といぅ 

ソ . ドシ I ン、ド 


親に、さすがのエミ子もあちこち 
にアザをつくりながらギャーギャ 
1 叫びつつ逃じし、なんと某池袋 
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「夜ごとのゴミ漁りを通して知ることので 
きる近隣住民のキチガイ度について書いて 
ほしい」-^いうのが編集部からの依頼だつ 
た。なるほど、 たしかじ趣味とはいえ、プ 
ライバシ ー 暴きのゴミ撫りを十六年間も擺 
けている t 、 「並白通の人間がおすゴ ミの。 ハタ 
—ン」というのは見えて くるし、 をれを大 
きく逸脱した「気違いじみたゴミ——捨て 
た人間がキチガイではないか t 思われるら 
の」というの む 分かるようになつてく る。 
をれ は、 うまくは言えないが、袋に入つた 
ゴ ミの 詰め方を見てら巧らかなように「キ 
チボイじみている」らのなのだ。 

しかし、をれ を説明する 前に、 俺は自分 
のこ t を語る必要が ある。 


麵 • i で 1 S のキチガィ 

俺は、生まれてから現在に至るまでの一二 
巧 十四年間、意識のある間は絶え間なく、さ 
I まざまな音や声やビジヨンを頭の中で直摇 
^受け取ウ統けて いる， 電波系*のキチボイ 

I だ。 


ただ幸運な こ t じ、あまり じ敕多くの電 
波を受信して いる わかげで、神だの恶魔だ 
のを名乗る クソ 電波 どらの 「あなたは選ば 
れた人間です」などというたわご t を真じ 
受けて図に乗る ことら なく、 なんとか見か 
けは平穏に社を生活を送っている(詳しく 
は『電波系』太巧出版刊、特殊漫画家•根本 
敬氏と共著を参照)。 

最近では「が崎は電波系のキチガィのヮ 
リには人の請-^閒けるし字む書けるょう 
だ」 ということで「な 重な患者」 と 重まさ 
れて 、たまに 電波についての文章を雑誌に 
発表して いる。 俺の文章を読んだ医者から 
は 「このぐらい冷静なら 大丈夫」 などと も 
言われる が、 過まにやって しまった 電波が 
らみの陰懷な暴行事件な ど、 本当に都合の 

惡いことは書かないょうにしているだけで、 
実は今でも気を拔く t 、 いつ電波にからだ 
を乗っ取られて他人を襲い出しても不思議 
ではない t いうなうい状態なのだ。 

たとえば、 年間を通して電波の強かった 
昨年{儿五年) は、 真を中に何度も強力な感 
作系の電巧に製 われて、 をの苦しさに 


絶叫して暴れて しまい、 か近の化民からは 
r 何か事件のようだ」 t 醫察に通報され、大 
家からは「今度騒ぎを起こしたら出て いつ 
て もらいます」 t いう 最終警告書を二通ら 

もらつている。 

正気を失うくらいに暴れるものだから、 
発作のたびに部屋の電化製品が壊れたりコ 
I ドが切れたりして、テレビやラジカセや 
ビデオは いくら ゴミ娩りで使ぇるものを拾 
つてきても間に合わない ぐらいだ。 パソコ 
ンのプリンターも、設置している位置が惡 
かったのか、つい先日、買ってから半年も 
たつていない二台目を叩き潰してしまつた。 
パソコン通信用のモデムのコ—ドじ至って 
は、 多いときには巧に一二度も引きもぎつて 
しまう ので買い置きをしているほどだ。電 
話器は現在のらので四台目だが、これはあ 
と一二台ばかり、ゴミ漁りの拾い置きがあるの 
で壊しても大丈夫と安心している。 

部屋の電化製品ばかりを集中的に壊す理 
由は自分でらよく分からないのだが、たぶ 
ん発狂中の俺には、自分を苦しめる電波が 
部量じある電化製品を中継して来ているよ 
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うに感じられるのだろう。電化製品外で 
は、針金の入った強化ガラスの窓を殿って 
ヒビを入れたの- AJ 、 玄関の横の壁を大きく 
叩き破つてしまつたことが悔やまれる(ア 
パ I 卜を出ていく t きの弁償が高くつきを 
うだからだ)。 

また、風呂へ入つて鏡を見る と、 からだ 
の あちこちに 覚ぇのない德や傷跡がついて 
いて「ああ、またやつちまつたのか……」 
t ィヤな気分になる。 をう いう現実を冷静 
に考ぇてみれば、ァパートの隣人や付近の 
住民にとって は、 間違いなく俺 こを が「隣 
のキチボィ」なんだと 思う。 だから、 この 
俺の原稿は、本書のコンセプトとはまった 
く逆に、俺自身や俺に近しい忡間の ことを 
書いていくこ t になり をう だ。 

II ブ 、、の 詳細 

しかし、いちわう 編集部の蘆向に をつて、 
「キチガイじみたゴミの詰め方」について説 
巧 だけしてわこう。 

袋に詰める程度の単純な作業でしかない 
「ゴミ出し」だが、をれ でも、 ゴミ袋の描び 


目ゃゴミの詰め方の 違いには、 人間の個性 
というものが 必ず 出てしまう。 儿帳而 な 性 
格の人間のゴ ミは 壁然 t しているし、いい 
かげんな奴のゴ ミは 不燃物と可燃物の区夕 
けもデタ ラメ だ。をして、回収日の前夜に 
ゴ ミを 蜡 てるような奴ら は、 圧倒的に いい 
かげんなゴ ミを 化す 奴らが多い の だが、 「全 
体を 通して 共通す る特徴」 t いうのも確夹 
に存なする。 

た-* J えば、テレビやビデオ、ラジカ七な 

どの電化觀品を捨てる奴は、たいてい物音 

を立てないように路上に靜かに嚴いていく。 

をれはもちろん「他人に気づかれずに措て 

る」ためなのだろう が、 「今まで使つてきた 

製品にがする感謝の気持」 t いうのも ある 

のだろう。樽てる^のとはいえ、自分が値 

つてきたらのをぞんざいに路上に放り投げ 

て、 をの場で壊す ような 奴は ほとんどいな 
、〇 

同様に、奢古した服を大量に驗てるとき 
などら、 女性は洗濯して暮んだ状態で きち 
んと蜡てるし、男の場合もロクに畳みはし 
ない が、 服は服でひとかたまりにして単品 
で袋を作つて捨てていることが多い。これ 


が本当の。 愛着。 t でも言うのだろう か。 

長年ゴミを漁ってきたが、今まで自分が 
着ていた服と台所の生ゴミをムチャタチャ 
にかきまザて、服を巧して捨てる ような ゴ 
ミ出しをする奴じはわ自じかかつたこ-〇が 
なぃ。 

このような「ゴミ化しの 法則」 は、 化に 
も文房具やら包装紙やら、..シャンルごとに 
細かく あげれば きりがなく存在して いて、 
r 普通の人間の 化すゴミ」にはだいたいこれ 
が志てはまる。をして逆に言えば、「キチボ 
ィじみたゴミの詰め方」 t いうのは、これ 
らの 「法則」を 大きく逸脱したらのなのだ。 

をんなゴミ袋は夜の路上でも異樣な才 I 
ラを放っているので一目で分かるし、俺は 
気睐が悪いのでなるベく近寄らないことに 
している。 

どういうものかとい うと、 とにかく す、、/ 
てが メチャクチャなのだ。た t えば、 被害 
妄想などの強い奴だと思う が、 ゴミ t して 
出すらのをものすごく細かく千切っ て、 ゴ 
ミ 袋がパン。 ハンになるまで 詰め込ん でいた 
りする。ひどいのになると、 本 や 雑誌を細 
かくカッターで切ったり、 手紙類 もを 部一 
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センチ u 下の小さな正方形の紙片に して、 リ文句の収集マニアだったのか もしれ な 興味の ある 方は実隙にゴミ撫りを して 探し 
絶対に復元不可能な状態に して捨てる。 服 い)。 廠った ト ー フを幾重に もタオル や服で てみるといいだろう。 

にしてら、 なんの意味が あるのか、 襄側じ くるんで 捨てている奴もいた《わかげで俺 この 他 にら、 ゴ ミから 出てきたノ I 卜や 
バタ1{?) のよう なものを塗りつけて捨て は「腐ったトーフのニオイは 恥 巧のニオイ 日記の中身を 読んで、 をれを捨てた奴がキ 
ている奴がいて驚いた こ が ある (をれは とよく 似ている」 という、ど I でもい いこ チガイで あるこ t が分かる場合ら ある。ど 
巧 物で、 しから、 ものすごくダサい服で 力 とを 葬見した)。 ちらにしてむ、 拾つ て 楽しいゴミじやない 
ビ臭かった)。撞画週刊誌のゴミでは連載も 他 にら コト、、 ハでは説明しにくいのだが、 こ t だけは確実 だ。 

のの最後の ぺージ をを部破つて捨てて いた こういう 「キチボイゴミ」 は 拾う t 確実に をして、 恐ろしいこ t に、 をうしたこと 
奴が いた《これは 単なるイジヮル か、アオ 背筋がゾクゾク して 嫌な気分じなるので、 を ふまえて、 「客観的な視点」で俺が いつむ 

出すゴミを考えると、をれはどれらご町内 
で一番の「どこへ出し てら 恥ずかしくない 
見事なキチガイゴミ」なのだ。拾ってきた 
ゴミの一部に(キチガイのゴミも含まれ 
る)、 自分の生ゴミからホ着まで、なんでも 
かんでも メ チャクチャに突っ込んで撫てて 
いる。 

こんなふうに、 ゴ ミから考えても 「キチ 
ボイは俺だ」 t いうのはますます確実なら 
のになつていく。どうやら、この原稿で蕾 
かねばならないのは、やはり俺自身のこ t 
のようである。をれ が「隣近所のキチ ガイ 
の何たるか」を読者の皆さんに分かっても 
らう、いちばん 良い方法 だと思う。 
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jj 誦妨害電波 tH ぅ！ 

俺は冒頭で自分のことを"電波系。と書 
いた。をれが具体的にどういうこ t なのか 
という t 、 たとえば、こうしてキチガイを 
テ I マにした文章を書こうとする t 、 パソ 
コンに向かってキ]ボードに指を置いた瞬 
間に、全国のキチボイ連中から「俺たちの 
プライバシ I を勝手に壳るんじゃねえ」「こ 
の裏切り者！」など t いうやかましい声が 
電波でやつてくるからたまらない。精神科 
医じ言わせれば、をんなものは「自分の内 
部の声」でかたづけられてしまうんだろう 
が、いくらをう思い込んでみてら声が閒こ 
えてくるこ-〇に変わりはなく、*フつ- Jj わし 
いことこのうえない。 

この種の電波はつい先日まで、『電波系』 
という本の原稿を書いている最中に頻繁に 
起きた"電波。からの妨害現象とょく似て 
いる。実はをちらのほうがはるかにひどい 
ものだったのだ。をの妨害現象を説明する 
と、俺の「症状」 t 「キチボイ度」が見え 
て^ると哲う。 


。電波 A は本の刊行が決まって原稿を書き 
出した昨^近くから、夜昼の区別な く 「を 
んな本を出すんじゃない」「他たちの秘密を 
漏らさないでくれ」と数多くのいやがらせ 
の声やビジョンを俺に送ってきた。をの声 
も最初は哀願に近いしわらしいものだった 
が、俺が無視して原稿を書き進めるとしだ 
いに強迫めいたことを言い化すょうになり、 
「わ前がこの原稿を書けばみんなが不幸に 
なるぞ」 t か、「電波の秘密をばらしたら、 
どんどん《電波がらみの)事件が起きるざ」 
とか、「わ前を殺してやる」といつた物騒な 
声がいくらでもやってきた。 

俺は一二十四年に及ぶ受信経験から、電波 
の言うことなんかまともに削いちやいなか 
つたが、実隙問題として(プラィバシーが 
あるので詳しくは書けないが)、をの本にか 
かゎった人間 や、 根本氏 t 俺の共通の知人 
の闊係者じ急に。電波。がホるょうになっ 
て入院する人が出たりしたものだから、だ 
んだん無視できなくなり、同時に腹ら立つ 
た。 

「類は友を呼ぶ」という"単なる偶然*現 
象で巧ませたいらのだが、考えてみると本 


の刊行が決まる直前にら俺の周辺で似たよ 
うな電波がらみの事件が二 件 ほど 衣り、を 
んなことを気にしはじめると思い当たるこ 
とがどんどん出て きて、 俺の精神はしだい 
に消耗していった。「これが電波のやり口 
だ、俺の被害妄想を増幅させて発狂へ追い 
込むつもゥなんだろう」と考えるだけの余 
格はあったが、追い討もをかけるように電 
波が送ってきたビジョンは、俺がこれまで 
見てきたなかでも巧当に気持の悪いものだ 

った。 

ある日などは、地元の駅で待ち合わせた 
人を迎えに巧こうと部屋のドアを開けて外 
へ化ると、足元に自分の死体が祈り重なる 
ようにして駅まで延々と数千体転がってい 
るビジョンが飛び込んできて、非常に不愉 
快だった。わをらくは、電波の野郎がごて 
いねいにも秒単位でわずかながらなをする 
「駅へ巧くまでにこの俺が死ぬ可能性 t を 
の結巧」を数千。ハターン見せてくれたのだ 
ろう。死因は脳溢血やむ臟発作をはじめ、 
交通事故や賜おの落下などさまざまで、死 
体は血を吐いたり、頭が潰れたり、踏切の 
志たりでは電車にでら機かれてバラバラに 
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なった細切れの肉片がをこらじゆうじころ 
がっているなど芸も細かかった。 

ドッペルケンガ ー {一壺身)なんて、今 ま 
でに何度も見ているので 珍し くらなんとら 
ない が、 これほど派手に自分の死体が大量 
に粟々 t 路上に転がっているのを見るのは 
初めてだったので、をのときはさずがに驚 
いた。 しかし、 冷静に考えてみれば、自分 
が突然死ぬ可能性なんかいくらでもあるん 
だし、をんなものが見えたぐらいで動摇す 
る必要はないのだ t 自分に言いきかせた。 

本の原稿を書き上げる最後のあたりにな 
ると、朝起きると自分の頭のを斜め後方に 
バスケットボール大の空間ができて いて、 
をこに小さなハエが何匹も火愚発ホしてう 
るさかった。頭の後ろにあるはずの空間な 
のに、 どういう わけかをれは右因の前に見 
えて、 通常見える風景と重なって邪魔でし 
ょうがなかったので、想念で空間の中に新 
聞紙をつくり 出し、 丸めてバンバン t ハエ 
を潰しまくった。小さなハエなのでなかな 
か溃れない - 八主部溃- J ても朝起きる-^ま 
た增えているんで困つているとドラツグに 
詳しい編集者 じこぼしたら、 「わ 前、 をれは 


シャブ中患者の妄想 t 同じだぞ」と言われ 
た。 

どうやら電波は、他をなん t か発狂が態 
にしたいらしかつた。この他にら自較車に 
乗つている最中じ突然左の耳から聞こえる 
音が完全に消えてしまつたり、気を抜いて 
駅のホームじ立つと、右足が勝手に電車に 
飛び込らう t するなどの現象は頻繁に起こ 

った。 

症がだけ見るなら完全にキチガィな の だ 
が、こうして 冷静を うに 文を查 日けるのは、 
俺がつねづね「自分はつねに分裂/生成を 
くり返している」という 妄想 のらと に 「一 

秒立刖の自分で さえ、 ホの他人に思えてしま 
う」 という 視点で自分の ことを 見ているせ 
いか もしれない。 たぶん これは、 現実逃避 
指向の入った離人症の一種なのだろう。ど 
うしても 自分の ことが 他人事のように思え 
てし かたがな いし、 自分と いう 存在が「巧 
体」-^いう乗り物に「搭乗している」感じ 
がするの だ。 

をして、 俺が「被害妄想」にある程度の 
耐距があるの も、 こうして自夕のことさえ 
「化人事」 t してつき離して考えてしまうか 
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らなのだろう。被害妄想が膨れあがってら 
r ホの他人がどう苦しもうが俺の知ったこ 
t ではない」という視点で自分を見ている 
わかげで、暴れずにずんでいるわけだ。ま 

ったく何が幸いずるか分かったらのではな 

% 0 
C 

ただ、自分が自分から離れて いきを うな 
巧はやつばり不安だし、をういうときに寂 
しさを 感じないといつたら嘘 じなる。 だか 
ら 、をういう 俺が、「自分が自分のからだと 
一つになりたい」という欲望を持つのはき 
わめて自然の成り行きだろう。俺が他人を 
真面目 じ 愛せない理曲もをこに ある。 「巧き 
な人と身も心ら一つになりたい」などとい 
う欲望は、をれ：^前じ「自分自身と一つじ 
なりたい」という獄望が澗たされて初めて 
持つこ t が可能になる気がするからだ。 

11類は友を呼んだ悦み讓 


さて、 俺の 症状 ばかりを羅列してもしよ 
うがないので、今度は仲間のキチガイじつ 
いて 語ろう。 

「類は友を呼ぶ」 という 言葉ど わり、な ザ 


か俺の人をの周辺じは備と间様のキチガイ 
が 頻繁に いたし、をういう 連中を見て きて 
気がついたこともある。これから 書く こと 
が 読者の皆さんのキチガイ理解の一肋 t な 
り、こうした 連中の 引き起こす 化罪の防止 
に役立てば幸いだ。 

ただし、他は論理的思考 t いうのができ 
ないので思いつくままに普いていく。 

まず、 愧が今まで会ったキチボイ連中の 
多くは、すでに完全にイカれているくせに 
「自分が狂つ てしまう」 こ t を極度になれて 
いた。 正常な皆さんじは滑穗な請だろう が、 
r キチガイは自かのこ t をなつていないと 
思い込む」というのは本当だと 思う。 キチ 
ガイを名乗るこの俺 じしても、 心の脸では 
r 俺ぐらい正常な人間はいないだろう。世界 
じゅうの人間が嚴低俺のレベルで正常なら 
戦争なんか起こらないだろう し、 もつと良 
い世の中になつているだろう」と思いあが 
つている (をう いう点から.^俺がキチボイ 
なのは明らかで 志る)。 だから、人間は少し 
ぐらい「自分は気が狂つているかも」と考 
える ほうがマトモなのだ。をの^らい謙虛 
に考えたほうがいいと、真をキチガイの俺 


は 田5う。 

また、 友人のキチボイの なかには 長時間 
しやべつている-〇、まつたく 同じ話を 繰り 
返しだす奴が何人 かいる。こういうのは可 
愛 いらので、 俺は をういう-^きにはまつた 
く 同じ受け答え をして、 同じ会話を 楽し^。 

まるでタイムマシンに乗って、過去じ返っ 
たょうなトリップ 感觉がシ ラフで 味わえる 
のは大変にわ得 だ。 

今までの最高記録は、喫茶店で六時間相 
手の恼みを間いたときで、合計四 回、 をれ 
ぞれ四十分あまりも同じ会話をしたことが 
ある。相手のキチボイの恼み t いうのが完 
全なダブルバインドの物件で、本人が身の 
ほど知らずの願望を部めないかぎゥ解決の 
しょうがないらのだったので、話がある程 
度進むとふりだしに戻って「実はこれこれ 
こうなんですが、どうしたらいいと思いま 
すか？」 t いう質問が I 言一句違わず相手 
の口から出て くる。 をのときは俺ら腹をく 
くつて、まつたく同じ解答 t まつたく同じ 
5?^を繰り返し、会話がまったく同じ部分 
にさしかかる t 「をれはひどいね」などと 
憤概してみせた。 
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をの t きはまるで、台本のない芝居の稽 
古をしているような気分だつ た。 一応 こち 
らは相手じ合わせて同じセリフを語りなが 
ら、「なんとかこいつが幸せじなれる根本の 


な解決策はな いらの か」 t 必死に考えて い 
たのだが、なにせキチボイの備みだけ に、 
本当にキチボイじみていて救いようがなか 
つた。絶対に案現不可能な妄想じしがみつ 


いていて「をれが実現しなければ自分の人 
生には価値も意味らない」など t 思い込ん 
でいるので ある。 

「わ前じや無理だょ！」なんて言わぅもの 


なら、マジで自殺しかねない勢いだ った。 
こういう人間は自分からをの妄想を捨てる 
か、 または完金に自閉して妄想の中に没入 
し、をの願望が達成された「自分だけのリ 
アリティ」の中に浸る：5外に'心の平安など 
得られないだろう。 

「わ腺きんになりたい」とか「金持じなり 
たい」とか「人の役に立つ仕事をしたい」 
など、 誰が聞いても安むできる「社会のら 
のさしに合わせた小市民的な欲望」を持つ 
こ t だけが正しい生き方なんて思ぇない俺 
には、 「馬鹿言ってんじやない！現実を見 
ろ！」 という陳廠な七リフはとてら言ぇな 
かった し、 言った t ころでなんの解決にも 
ならなかつたろう。 

こういう人間は他人の批判を閒けないら 
のだ。をれは会話中に相手が言った「いつ 
までむ夢見てんじやないって私をキチボィ 
扱いする人がいるの。 をう 言われるとアタ 
マがどんどん痛くなって気分が惡くなるん 
です」とぃぅ言葉から，^.巧らかだった。だ 
から俺には、相手に合わせながら「だけど、 
別の道や化き方だってあるんじやないの？ 
幸福じなる方法なんかいくらでも衣るじや 


ない」 t いう方向に話題を持つていくのが 
精一杯だった。 

しかし、 「幸福を追求する権利」は日本国 
憲法で，；0保障され ているし、をの 方法を他 
人の俺が口を出すのはどう考ぇても「余計 
なわ世話」 だ。かくして、 喫茶店の営業時 
間が終わるまで堂々巡りの「悩み相談」は 
統 いた。 

あとでかかつたのは、をの相手は絶ぇず 
誰かに相談していなければ不をなょうで、 
相談の電話をかける友人がみんな檀てしま 
う深夜になると、いつら二十四時間営業の 
r 命の電請」のた^いに電請をしまくつてい 
たらしい。「恼み相談とは、恼みの解決方法 
を教唆するばかりが重要なのでは なく、" 相 
談者の話し相手になる4 t いうことだけで 
^重要なのだ」 t いうのは本当だ。 

こんな話を読んだ精神科医は、俺につい 
て「患者の分隙で七ラピーの真似事をする 
など言語道断だ！をんなことをしては症 
がが進むだけだ」 t わおりになるだろうが、 
誤解しないでほしい。人でなし鬼畜の俺に 
は、 「化人を救わう」なんて善意はハナから 
これつぽつちむ持ちをわせちやいない。こ 


の場合だって、貴重な睛間をさいてわざわ 
ざキチボイの話を聞いたのは「自分ょりも 
症状の重い救われないキチガイの恼みを真 
剣じ 間く ふりを して、をの実、 自分の正気 
を確認して優越感を味わって自己を保つ」 
t いう、 人間 t しては ド 最低の矮小かつ薄 
'巧い根性まる化しの悪意じ基づいた行動な 
のでを る。 

もう少し言う t 、 「自分ょりさらに 不幸な 
人間を 見て、 自分の幸福を確認す る」とい 
うのは 弱くてみじめで矮小な人間に ありが 
ちな、もっ t も 金の かからない 娛 架で、を 
れは TV のワイド ショー や事件報遭などに 
チヤンネルを合わせれば、誰で ら柴しめる 
ので読者の皆さん じむ わ薦め だ。 

ちなみに、 例にあげた この キチボイは、 
をの後セ年を経てら身のほど知らずの獄望 
を捨てる ことができず、 生活 も 人間関係ら 
堕ちる ところまで 堕ちて、昨年夏に某精神 
病院に入院した きり 連絡がとだぇて いる。 
何度か病院から「キチボイがいっぱいいる 
ので気持が惡い 。こんなところに いる-^本 
当に気が狂つ てしまいを う」 という 電話を 
もらつたが、 他は電話口で笑いを こらぇる 
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のに必死だった。電話が こなくな ったと こ 場の主ほや監督を殴り倒して帰ってきたも 
ろをみる t 、 うまくまわりに なじんで溶け のだ。どこでもかなり派手に暴れたのに、 
込めたのだろう {爆笑)。 これは他人事では 不思議なこ t に營察沙汰には ならな かった。 
なく、 もしかすると をう 遠くはない、明日 履歴善を出しているから俺の住所も巧らか 
の自分の姿なのかもしれない が、 とじかく なはずだったのに、何もなかったのは、ど 


無貴任じ面白かった(人非人だからね)。 


「あんなキチガイにかきまとわれては 


この件から俺が学んだ ことは、 「人は人生 たまらない」 と 思つたせいだと思ぅ。また 
の あるべき 時に、 あるべき 場所で、自分が をう思われるようなひどい暴れ方と捨て ゼ 


これまで持ち続けてきた何かを捨てなけれ 
ば、 みして前には進めない」ということ だ。 


フをかました 記憶は ある。 

暴れた理由は俺が若くて今より短気だっ 


をして、もちろん をれ を 持 も 続けて堕ちて たので、「人から命令された」のががえがた 
いくのも自 おな の だ。「堕ちて ゆく 陕整と かつた という ムチヤクチヤなものだつたが、 


いうのも確类にを在する。をれは「鬼畜」 
をやつている俺が巧証する。 


「巧舍者だと思つてナメられてはたまらな 
い。 $巧モンはみんな俺を馬鹿にするにち 
がいない」という被害妄想がをつたのも事 
実だ。 

被害妄想 t いうのは一人で考ぇ込， ：一 とど 
次にキチガィの引き起こす傷害事件の卜 んどん増幅す るし、 をういうときは他人の 
リガ I となるものについて、かつて自分で 視線や些細な斤動がとてつもない悪意を持 



被寒妄想系の逆興？ 


もずいぶんをういうことをした俺がをの心 
理を説明しよう。 


つたものじ感じられ、感情の爆発を促して 
暴力行為を起こすきっかけじなつているの 


俺は十六年前じ上京してから一力巧の間 だ。 


じ、 卜な上の職場を転々とした。ほとんど 


をういう意味では、被害妄お系のキチボ 


の場合、初日の昼休みまでじをの H 場や現 ィにとっては、国の総理大臣ょりもが食化 
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の店員のほうがはるかに重要な存在 だ。 読 
者の皆さん にら 覚えが あると思う、が、 混ん 
でいる定食屋で給仕の店員が注文を間違え 
たり、わ 茶や水をテーブルに運んで くるの 
を 忘れたりする ことは 珍しくない だろう。 
普通の人間に t っては「よく ある こ t 」 で 
も、被害妄想がパン。ハンじ膨れ上がってテ 
ン 。ハツている キチガイにとっては、冗談で 

はす まされない。 頭の正常な読者の皆さん 
は 納得で きないだろうが、 俺の ような キチ 
ボイの世界では、爆発寸前のキチガイ相手 
にを文を 取り 忘れただけで「こん 畜生！ 
俺を馬鹿にしやが って！」と 殺人事件が起 
きてらまったく 不思議で はない の だ。をう 
いう 場合は、 きっかけ になった巧動だけ見 
ても、キチガイが暴力行為を起こした原因 
や理由は見えて こないだろう。 

同様にらう一つ書いてわきたいのがか巧 
線。のこ t だ。 俺のようにひがみっぽくて 
他人の幸福を* M に喜べない矮小な自我を 
持ったクズ は、 他人からの侮蔑の巧線には 
t りわけ 敏感 だ。これは 理屈で説明で きる 
ものでは ない。 目が合った瞬間にピン t く 
るし、 をの巧線のをら せ 方で、巧手が自分 


を どう 見たかを完全に理解して しまう。 ら 
ちろん、 「こいつは俺を馬噓じしている」と 
思ったり感じたりすること自体がすでじ被 
害妄想の症がなのかもしれない が、 をんなこ 
t は テン。 ハッた連中じは到底理解で きない。 

これは俺がいつら体験していることだが、 
工場の巧い工具服で商店街を歩くと「人は 
いかに格好で他人を見るか」というのがよ 
く分かって面白い。通り過ぎる通巧人の ほ 
t んどが故意じ視線を合わをう t せず、目 
が合う連中のほとんどは「何だこいつは」 
「側へ寄るな」という視線を 送つ て くれる。 
ガキを連れた奥さんなんか、 「ほ〜 らボクち 
やん、勉強しないとあ一ゆ< じなつちや 
うのよ」むの中で言いながら、子どらが 
他の方に近づかないように自分の側に引き 
寄せたり する。 読者諸君も「他人のがたい 
視線」がどれだけ人のむを傷つけ、被害妄 
想を増幅させるものか体験したければ、思 

い切り‘巧らしい格好をして街を歩いてみる 

ミ > 、〇 
力 L L 

「人を格好で判断するようなくだらない人 
間 どらとは こつちだつ て口らききたくな 
い」 という この愧に しても、 粉だらけの H 


員服の自分を鏡で見る t 、 「こんな奴 t 細い 
道で出会つたららのすごく嫌だろうな 」 t 
思う し、 きつ t をういうきは侮蔑の視線 
を送るんだろう。をうした巧線はある意味 
で、 殿る微る U 上の暴力なのだ。 

俺は近所を歩いていて、俺の異様な顔を 
見て(メディアに化るときは被りもので隱 
しているが素顔は t つてら 凶悪なのだ)不 
審 をうな 顔を する 中年の わつ さんや わば さ 
んを見る たびに、 軽い殺意が沸き上がって 
は新たな憎悪が深層心理に蓄穗されていく 
のを確かに感じる。 また、 をういう-^^のば 
かりではなく、現化社会じ生きる我 われは、 
別に惡意がなくても知らず知らずのうもに 
他人のむを傷つけ、 わ 互いの憎悪を増幅し 
あつて生きている部分があるものだ。 

不愉快極まりない通勤電車や人混みを思 
い出してほしい。俺は「社会が悪い」なん 
て言う つらり は毛頭ないし、キチガイの発 
巧はキチガイ本人の心の弱さが原因でをる 
こ t は間違いな いと 思つている が、 をのキ 
チボイを犯罪者にしてしまう貴任が我われ 
全員じあるとら思う。 

では、どうすれば良いのかとなる t 、 あ 
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畜な俺が 書く には抵巧があるが、「一人ひと ガィの犯罪を抑止する方法はないと思う た素晴らしいらのになるだろう。(ああああ 
りが裸い人間理解 t 豊かな想像力を持って、 (最低！)。 もしら をん な社会が実現 すれば、あ！ 善いてて気持ち惡くて指がひきつけ 
自分 U 外の他人に対して思いやりの心を持 キチボィの化罪を完全じなくずこ t ができ を起こしたぜ ！)。をん なこ t は、 わ前ら人 
つて接する」という陳锅な結論な外じキチ ないじしても、この世はもつと慈愛に満ち 間どもじは百億年たつても無理だろうけど 




な0 

俺も一匹のキチボィ鬼畜として老後を考 
ぇる と、「年を t って文章を書くのがめん ど 
うじな つて、 工場で働くのが嫌に なつたら、 
気にくわない文化人の一家でら襲っ て t び 
きり陰懷で撇奇的な皆殺しをやったあげく 
に、" 絶鹽な世界がやってくる々なんていう 
気のきいたセリフを吐いて、をいつらの巧 
でもむさぼり嗚って やろう」という 鬼畜プ 
ランを立てている。をうすりや あ、 精神病 
院にぶも込まれて薬浸けにされて、何がな 
んだかかからなくなって死ねる という、 覺 
かなを後が送れる だろう。 

べつじ死刑のこ -0 は気にしていない ぜ。 

一人、 二人を殺すょうな通常の殺人ではな 
く、 大量 過ぎる 殺人 や、 けた外れの撇奇殺 
人をやれば精神鑑定は必至だし、俺はをの 
結果 にら 自信が ある。また、をういう 尋常 
ではない事件を起こせば、適当な理由を つ 
けて支援して くれる バカな文化人 どらが 出 
てくるんだろう。今からをいつら じわ礼を 
いつとくザ、 この ぃ mI 0 
から 俺の起こした事件についての ノンフイ 
クシヨンやノべライゼ I シヨン、舞台化、 


映画化の話が出たら、俺はがめつく ロイヤ 
リティをしっかり取るぞ(刑務所や精神病 
院では使い途がないから、儲けた金は全額 
精神障害者のための福祉施設に寄付しょう 
t 思つてるけどな)。 

をんなわけで他はを後が とても 楽しみ だ。 
どの一家を懷殺するかはこれからじつくり 
考えていこうと思う。実巧は まだ 先じなる 
t 思う が、まあ、 気長に待つていて くれ。 
政治家連中の言い草ではない が、 「約束を守 
れる鬼畜、が崎百郎」というのを俺は必ず 
証明する。 

付記"本蓄を読んでいる「キチガイ」諸君 
へ—— おそらく、 この本の読者のほとんど 
は 「キチガイ」の奇異な巧動を興巧本化で 
面白がる好奇もの昭盛な連中ピと 思う。 そ 
の 二と じは俺 もとりたてて 感想は ないし、 
それはそれでいいと 思う。 なんせ俺が言う 
のも何 だけど、 キチガイのやる こと や言う 
ことは 本当じ面白いんピ からな。 

問題はこの種の本が本屋じ並んでいると、 
r 俺のことが不当じ書かれているのではな 
いか」と考えて、目を皿のようじして全ぺ 


1ジを くまなく チ H ック せずにはいられな 
い被害妄想の強い精神病院 OB & OG の連 
中ピ。俺はここでそういう連中じ言ってお 
く。 自 みのことが書かれて いると 思っても 
騒ぐな よ。 その記憶はいったいどこから来 
たもの か、 もう-度検証して みろ。 知人 や 
友人じ確認を取れ。主治医にも相談し ろ。 
早まって包下なんか持ち出す なよ。 電玻は 
そういう買をいくつも仕掛けて俺たちじ発 
なを促すんピ。自分の名前と歴史を思い出 
せ！ 巧らじからだを渡してはいけ ない。 

それに"自分のことが畜かれて、 r 笑いも 
のじされている」とピけ感じるのは大きな 
間違いピ。耳をすまして遠くから間こえて 
くる 笑い声を よく 聴いて みろ。 悪意じ満ち 
た噪笑ばかりじやないぞ。なかじはあんた 
のことを巧ましく思うフレンドリ—な笑い 
もあるさ。記事を読んでも、笑わずじ真剣 
な面持ちでオレらキチガイのことを真面目 
じ考えている妓もいる。敵も生まれれば、 
理解者も出て くる ことだろう。だからかず 
しも 「書かれることは侮辱されること」で 
はない。そこを考えて早まった行動は憤し 
めよ0 
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本書の読者の みなさん じ とって、 覚醒剤 
はまつたく 縁の ないむのだろうか。をれと 
も . 0 

僕には最近、覚醒剤はけっこう身近なら 
のになってき ている。た t えば、ウ チの事 
務所には次のような電話がかかって くる。 
「はい、 東京を司です」 

「あの 一、 すいません。党醒剤ってどこで 
買えるんですかあ？」 

「はあ。ええ t ですね、ゥチはいちわう編 
集室なのでずが……。をれに、觉醒剤はィ 
リー ガル.ドラッグですので、たとえ取が 
などで知つていたとして^、わ教えするわ 
けにはいきません。ご理解ください」 

「、、ハツ キヤロ ！. こんな本 作つ といてな 
にスカし てんだ よ！ だいたいドラッグの 
作用教え t いて職入方法教えないなんて、 
不親切じゃね〜か！」 

「うるせ ぇ！自分でゲットす る ガッツも 
オツムらねえようなヤツにやを、ドラ ツグ 
こなんて 高根の花なん だよ！ 乗りこなせや 
離しねえよ！ センズリでも(マンスリで 
作ら)こいて ろ！」 

邮もちろん最後の台詞は、むの中の叫びだが、 


こういう 電話がかかつてくるのは事実。 こ 
れ は、 本業である編集の仕事で這ない1 
号 』 t いう ゲス本を作つて わり、 昨年、 を 
の誌面で、身む 蓋 もない D 民 UG 特集を 組 
んだからだ。 

この本のわかげで、なんだか「萊京公司 
は、ドラ ッグの こ なら何でむ教えて くれ 
るところ」 など-^ いう 乱暴な ィ メ—ジがで 
きをがつてしまつたら しい。 

嘘だ。饌らはなんにら知らない。ただも 
よつ t 取がしただけなんだよ 一。 

もつとすごいの^ ある。 若い女性の声で、 
「あの わ、 シヤブ入れたらテン。ハつ ち やつ 
て、ちよつ と相談にのつ て もらえません 
か？」つて ヤツ。 いいかげんにして くれよ 
な〜。ウ チは編 i なんだ つてば！ 

この時は、クリニックに 巧く よ，フに勧め 
たのだが、「(醫察じ)チクられるからヤダ」 

とごねられ、結局、 一時間 ほど 電話で カウ 
ンセリンダしたら落ち巷いたみたいだつた。 
彼女の 言い分は、 r 医者なん てどうせ シヤブ 
やつたことないんだから、 私の気持なん か 
わかるわけない」という もの だつ た。 じ や 
あ、 僕だったらわかるつての か、 わい。 


とまあ、 世の中、覚醒剤じ関心のある 人、 
覚醒剤にハマってる人がたくさ〜んいるっ 
てことを 痛感している今日この頃なの だ。 

1 ^ シャブ売りの 

ス變原則 

ドラッグ 取材を する まで、僕は常々疑問 
に思っていた ことがある。 をれ は、 高校生 
などの若いコがどうやっ て シャブを 買って 
いるの か、 t いうこ t だ。 別にカマ トトぶ 
る わけじやない が、 自身の学生が代を思い 
起こしても、 をんな もの、 どこで壳つてる 
のか皆目見当がつかなかった。 

を こで、「けっこう惡い」 r シャブあぶり放 
題」 と轉 されるクラブ P に若作りして行っ 
てみ た。 クラブ t いうのはもちろん、わ姉 
さんが横につかない方 だ。 

ホールに入る t トィレじ直行、しやが扣 
方に駆け込んでしばし待つ。じき、僕の隣 
に数人が一緒に入つ た。 する t 、 さっを く 
「スゴホ〜」「フボォッ〜」と鼻を強く啜る音 
が漏れ間こぇてきた。 

「ああ、やつてるな」 

辱は本当だった。覚醒剤をスニ‘ソフィン 
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グしているのは間違いない。 

を こで こちらら 負け じと、 大げさじ鼻を 


なんてこつたい 


覚醒剤の使用は、モチべ—シヨンじよつ 


もなみじ、ヤクザが觉醒剤をメインじ扱 て大まかにホの三つの。ハタ I ンに分けられ 


啜り、荒い鼻息を一発かましてバタンと戸 う理由はずばり、これが最もうま睐の ある る。 


を關 ける。 隣からは一二人の ロック 系の少年 商口 g だから だ。 覚醒剤と いうのは、 使用量 


が出てきた。目を合わせると、「お前もか」 


を増やすことで、すべてのドラツグじつき 
ものの耐性をクリアで きる。 これが非常に 


いぅ含み笑いを返してきた……。 

彼らは都下の高校生で、シヤブをキメて 重要なポイントで、使巧畳の増加と 


0遊び的使用 
③ドーピング的使用 
③逃避的使用 


とも 


i 僕が取材で化をった人たち は、①と② が 
ょく踊りに来る の だ t いぅ。 「ボアダ ムスの 裸くハマっ ていき、 一度碟くハマる-^なか多かった。遊び的使用と いぅのは、もょ っ 
音がシヤブ くて 大好き」 という A 君の話に なかやめられない . どんどん 量が 増え、 


よると、 觉醒剤は先輩から買う とのこと。 


と危ないモノじ興味があつて手を出してみ 
ハマりやすくやめに くいと 志れば、これは たといぅ ケースなどで、た-〇ぇば京浜柬化 
つまり彼らの学校には、ヤクザに就職した ま定した需要が見込める樓良商品であると 線沿線に住んでいる某女子高生。彼女は、 
先輩がいて、後輩じシヤブを売りにくるの 言ぇょぅ。ちなみに、マリファナは ィリ I をれ：5前に取はで知りをつたやりてババア 
である。 ガルの壁を超えさせるためのエサにすぎな (といつてもまだ二十一二歳！)じ紹介しても 


目から鱗だった。 ああ、どうして 僕の高 い。 


校にはヤクザがいなかったん だ〜。 

シヤブ 、スピ I ド、 S 、 速い ヤツ、 まる 


らつた。 

「シヤブやるキツカケ？ ちよつと太めに 


ヤツ、冷たいヤツ 


といぅことで、あなたはたまたま知らな 

いかもしれないが、觉醒剤は、をこらじゆ なつてきたからダイエットしようと野つて。 

駅前にうろついてるイラン人に靑かけたら 


このような 通ウ名で うで売っているので すよ。 


ユ—ザ—じ親しまれる覚醒剤は、ヤクザが 
扱つていることにょつて、すべての ィリ I 
ガル•ドラッグのなかで最も職入しやすい 
ものであろぅ。クラブで知り合った少年も 
「覚醒剤とマリファナだけはいつでもゲッ 


▼ 


ピンピンしてる 
人びと 


簡単じ売ってくれたよ 


グラムニ巧だつ 


シャブはをこらじゆぅで売つ てて 、 r マ 
つてるヤツもたくさんいるつて話がすんだ どうごつた 


たかな。(化袋の)サンシャィンに三日立つ 
て稼いだ金で買つたんだ」 

ょぅするじ売春したわけね。で、効果は 


? 


できる」と言つていた。をの口調にはま ところで、本題に入ろう。覚醒剤が存者の 


るで、 酒で も買うような 気楽 さがをつた。 


メンタリテイつてヤツピ 


「ぅん、バツ チリ！ 見てよこのからだ。 
ほんと全然な欽なくなつちやぅんだ。かィ 
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コーだょ〜。 をれにセックスらいいんだ」 
權かに皮腐感覚が鋭敏じなるので、セッ 
クスにハマりやすくなる。ただし男の場合、 
射精しづらくなるので、クタクタじなる。 
また、 ドー ピンダを繰り返すぅもじ勃たな 
くなるので、巧き着く先はインポ。女は得 
だ。 

入れ方はどうしてんの？ 

「をぶり専門。渋谷のさ 一、 Y つていうわ 


店でコレ見つけたんだ。-^>ぅチョー便利」 
と、彼女は一本のダラスパイプを見せて 
くれた。 シヤブをぁぶる：^外、何の使用法 
扛なさをぅな 一蟲だつ た。ちなみ じあぶり 
だとスニツフ イングと 違い輿の粘鴨を やら 
れずじソフトに哪引できるので、若いコに 
人気が ある。 

シヤブやるようにな つて、 何か性格とか 


r え一、別に自党ないな あ。 強いて言えば、 
元気になつたこ t かな あ。 撒夜明けでら 学 
校に行ける から、 夜更かしもで きる し… 
…」 

雜かじシャブを入れる t 、 眠らずにいら 
れる……というより眠れなくなる。元気に 
なるというの^、疲れを認知しなくなる t 
いうだけで、実は疲れてるハズだ。彼女の 
場合、量が少ない のと、 まだ育ち盛りでか 
らだがホ夫なのが幸いして、いい方向にし 
か自觉していない t いつた t ころだろう。 

次じ ドー ピング的使巧に ついて。 仕事の 
効率をあげるために用いるヶ I スで 、使 巧 
者は肉体労伽系に 多い。 これは僕が住んで 
いる、と ある下町で知り合っ た、 工員のわ 
じさん 歳•年収三百五十で円)に聞い 
た 話。 

「ゥチの工場にはお 週、 定期的にヤクザが 
シャブ を 売りにくるんだ よ。 ーグラムー方 
だな。俺は やつて ない けど、けつこう 多い 
よ。 みんな静中{静脈注が)キメ てるね。 ヤ 
ッらはやたら 元気に働く けど、 なんだかを 
りつぞくてさ。もよつとしたことでを鳴り 
合って るよ。 をういえば誰かが『ヤクザは 
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シャブをを共の場に隠してる』とかいつて 
さ、 みんなで工場 t か近所の団地 t か探し 
たつけ。見つからなかつたけど」 

う〜 ん 、まさじ ド—ピンダ。シャブは気 
持ちょくなるから頭脳游働じは向かないが、 
単純：^ははかどるのである。また、カリ 
カリと 気が短くなり、性格が 七コ くなる t 
いう特徴もある。ケンカしたり団地を探し 
たりつてのらをの化候であろう。 

をれ で、 シャブを どう 思いますか？ 
「べつにね ぇ、 からだ壊してるヤツはいな 
いし、強力なスタミナドリンクみたいなも 
んだろ」 

肉体労働系の依存者というのは、からだ 

を鍛えているという点 t 、 ハツキリした目 
的意識があることから、をんなに病んだ巧 
象は受けなかつた。 

r まさか 

マクビになるなんて 

をして最後の逃避的使用。日頃からうつ 
気味な人や、何かトラブルがあって精神的 
に追い込まれた人が気持を持ち上げるため 
に入れたりするケ I スで、これが最もデン 


ジヤラスなょうな気がする。 

中居さん(仮名/の歳•男性) は、 もと 
も t うつ病気味だった が、 学生時代は特に 

神経科の クリニックに巧ったこともなかっ 
たという。をんな 彼が最初に觉醒剤に手を 
出した のは、 大学受験で一浪して いる 晴だ 
った。中学時化の友人が ヤク ザの手下のょ 
うなことをやつていて、 受験勉強で 繫々と 
していた彼に勧めてきたの だ。 その 時は、 

二、 一二度スニッフィングしただけだった が、 
妙に気が晴れた という。 

スニッフィン ダは、 最も基本的なお取 法。 
白濁結晶を鏡や CD ヶースなどの上で細か 
く砕き、 細いラインを作ってストローや丸 
めた紙解で鼻から啜い込.の だ。 五分ほど 
でキユーと熱くなり、元気が でる。 特別な 
逍具が必要ないので、出先での景気づけな 
どじ 重 まされる。 

をの後、 彼は一心不乱に 勉強し、 みご t 
I 橋大学に合格。大学時化ら真面目に過ご 
し' 大手電子メ ーカ I じ就職す る。と、 こ 
こまでは 順調だったのだが、非常に シャイ 
だった 彼に、 1流企業の過酷な業横争いは 
肌に合わず、日に日にうつが態が進行して 


いったと いう。 憂さを晴らを う t 酒を飲ん 
でら、よけいに くよくよしてしまう タチで、 
ついに彼は、大学時代は一度らをわなかっ 
た例の中学時代の友人にコンタクトを t っ 
た。 

友人は、 中居さんの連絡を受ける t 、 を 
の日の夜に彼の家にやってきて、「これ、わ 
みやげ」と言って觉醒剤をーグラムくれた 
のだという。これがヤクザの商ななのだ。 
最初はタダで与えて味を覚えさせ、しっか 
りハマってきたら正規のレートに引き上げ 
るので ある。 

をの 日から、中 居さんの觉醒剤への依存 
が始まっ た。 わ みやげの I グラムを 一力ち 
ほどで使い果た すと、 今度はハッ キリと 「買 
いたい」と友人に 連絡。 三 力 巧後にはーグ 
ラムを二週間で消贊する ようになり、 半年 
後には一週間に なった。 

「当初は、朝起きて化勤前に二丄一|ライン 
入れてたぐらいだったんだ けど、 えらく調 
子がいい感じで、仕事にらポジテイブにな 
っていったんだ。でも、徐々じ物足りない 
ようになってきて、ライン数が増え、舍社 
じも待っていって トイレ ご入れるようにな 
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っていった。を謙の前とかじは必ずスニッ 
フしてた ね。 をのあたりまでは何も問題な 
かったんだ。でも、あぶりを覚ぇてからは、 
ついついだらしなく入れてしまい、会社-^ 
休みがちじなつたんだ」 

あぶりだと、 長時間入れつづける という 
傾ぉがぁる。中居さんらをのパタ—ンじハ 
マり、 無断欠勤が巧次ぎ、ついじ全社をク 


ビじなつてしまつた。 

「まさか僕が会社をクビになるなんて。臟 
病なまでじ懊重な優等生タィプだつたのに。 
でも、觉醒剤を入れている t 、 気が大きく 
なるつていうか、どうで もよ くなつちやう 
んだ」 

これこを シヤブの本質で あるヴカラ 元 
気 A つてヤツだ。何も閒題は解決されてい 


ないのじ、恼むことをやめてしまう . つ 

まり板想現実を生き、仮想快楽を貪るのだ~ 
だが、をれ^また、ひとつの現実か。 

「で、がける t 事態の裸刻さに狂いをうに 
なり、 をこから逃れるためにまた 入れ るん 
だ」 

f 性格変ぇるか、 

ス入れて審るか 

無職 t なつた中居さん は、 二日間あぶり 
統けるのがアベレージ t なつた。あぶりに 
使う火も、百円ライタ—からを入式のジェ 
ットライター になつた。ガスがす^にな く 
なつて しまう からだ。 

「もう、 めぶり始める と 動くのが面倒臭く 
てもどかしくて。ジェット•ライタ—を買 
う前までは、すぐ近くのコンビニまで巧く 
のも辛くて百円ライタ I のガスがなくなつ 
たらマッチを、マッチがなくなつたら口 — 

ソク、それが燃ぇ夕きたらガス台で . と 

いう具合じ部屋じゅうの火を使ったね」 
シャブは興奮剤だから基本的には活動獄 
求が高まるのだが、使用量が増加するじつ 
れどんどん理性が飛び、つまらないことに 
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ハマる ようになる。たとぇば、 部屋の片づ 
けを延々としたり、何時間にもわたるマラ 
ソン•ォナニ I に耽ったり、血管が浮きに 
くい女性の場合、がち場所を一日中探した 

り . とにかく創造的でなくなる。中居さ 

んの場合、シャブをあぶる行為じハマった 
というわけだ。 

彼は、 あぶっている間は寝食はまったく 
せず じ、 自分の部屋じ簡もった まま、 ビデ 
才を見たりマンボを読んだりしてひたすら 
組爲にすごした という。 

「やつたことつていつたら、『ツィン ピーク 
ス』のテレビ版を一二回繰り返して観たこと 
ぐらいかな 志。 あれ、なんだかたゆたうん 
だよね」 

をして、 一一一日目じ気絶す るように 寝入り、 
今度は丸一日寝つづける。起きると巽常に 
大食いを し、 またをぶり始める……この繰 
り返しをニカ巧統 け、 ついにからだを壊し 
て 入院するハメになっ た。 だが、これがき 
っかけで覚醒剤から足を洗うこ t がで きた。 
「入院した時じは正直ホッとした気持だっ 
た。 これでま t もに なれる つて。 で^ . 」 

彼は退院した 後、 コネで中堅を業に入社 


し、 一年ほどまじめに勤めた。だが、やは 

り舍社勤めに馴染めず、またして^觉醒剤 

に手を出してしまつたのだ。 しから 今度は 

静脈を射で入れるようになった。をのもの 

ズバリ、水に溶かして血管におち込 4 D 、 嚴 

もォーソドックスな摂取法だ。おつと数秒 

後に「ラッシュ」と言われる電流がをるよ 

うな感觉が全身を襲い、ドッカ I ンとぶっ 

飛ぶ。一度この味を党ぇると、もう他の方 

法では物足りなくなり、針中になる人が多 
、〇 

「がつと全が違うんだ。シューッといっき 
に上がれるんで、だらだら入れたりせずに 
す^^一し。こんなことなら嚴初からがてばよ 
かったって思ったよ」 

だが、調子のいい日々は長くは続かなか 
つた。彼は次第にテンパるようになつてい 
ったのだ。 

「シャブが抜けてくる t 、 なんだか平常^ 
上に繫々としてくるんだ。をれ に、ィラィ 
ラしてきて突然部屋の中で暴れたり、友人 
に訳のわからない電話をしたりもした 。 t 
にかくをわをわが収まらなくつて、をれで 
またがつ。をうすると落ち着くつてわけ一 


この時点で、中居さんは依存症に圭巧症 

状を併発して いる。こうなると、 覚醒剤が 

入つている状態が日常で、抜けているがが 

非日常-〇なつてしまう。今、彼はフリ I 夕 

—をしながら每日静脈注射をキメている… 
0 

♦ ♦參 

いや あ、 見事に転落してしまつたケース 
である。しかし彼の場合、も t も t 性格的 
じ社会じ剛染めずじいたわけで、本人自身、 
シャブを覚える U 前に自殺まで考えたこと 
も衣つたという。合法非合法はわいといて 
言うならば、「死ぬょり、シャブキメて生き 
たはうがまし」という考え方もあるのかも 
しれない。わをらく性格を根本から矯正す 
ることは至難の技だろうから。 

ただし、覚醒剤で辛い状態を乗り切って 
いくと、終いにはをれなしでは日常を乗り 
切れなくなつていくのら事実だ。 う（ん。 
性格変える か、 入れて生きる か、 をれが 

問題だ。 

I , たった一度で も 
マ猜邱柄に 

では ここで、 觉醒剤の作用•副作用につ 





いて、医学的に見てみよう。薬物依存轉に 
覚醒剤依存)について専門に取り組んでき 
た、関東労災病院神経科の永野滞先生に聞 

いてみた。 

——いわゆる「テンパリ現象」はどうして 
起きるのでし ようか。 

「ようするに、パニックになつているんで 

すね。外界からのいろんな認知 t か感觉 t 
かありますよね。光とか人の声-か。通常 
はをういうものを頭の中で統合して、自分 
なりの表象を思い描いたうぇで反応したり 
斤動したりするわけです。をの、刺敞にが 
ずる統合の過程が覚醒剤によって壊されち 
やうんです。で、統合機能が落ちると同時 
じ、外界からの刺激の量が増ぇるわけです。 
敏感になつてますから。つまり過剰に 
なつて、どうしたらいいかわからずに。ハニ 

クるんですね」 

——覚醒剤は、本当に精神依存度が高いの 
でしようか。 

「どの薬物がいちばん依存度が高いかとい 
う点に関しては、まだ結論は出ていません。 
ただ、サルの実験でです ね、、む 臓の中 じ 力 
テ I トリ！を入れていろんな薬物をを入し、 


サルがレバ I を手で。ハタッとたたく t 薬物 
が自動的に体内に入るという装置を使つた 
ものがあるんです。一回たたくと液がシユ 
ツ t 入る。二回目は二回たたかない t 入ら 
ない。一二回目は四回……という具合に二の 
二乗ずつたたく回数が増えていく。をうい 
う装置でサルがどれだけたたくかで依存性 
を比較するんです。をの実験じよるとコ 
ヵィン、覚醒剤、ヘロィンの順で依存性が 
高いというデータが化ています。ただ、サ 
ルの実験ですしね、サルにら固体差はある 
でしようから。とりをえず、覚醒剤がアル 
コ I ルやマリフアナなどと比べて非常に依 
巧性が高いのは事実でしようね」 

——觉醒剤を入れている人のなか にら、 調 
子よくやつている人と調子悪くやつている 
人がいますが、依存せずじ乗りこなす こと 
は可能なんでしよう か。 

「調子悪くやつている人が依存している人 
ですよね。で^、調子よくやつている人ら 
危険なんですよ。覚醒剤のようなアツパー 
系の薬は肉体依存がないので、一見、乗り 
こなしが可能なような気がするんですが、 
精神隙害を引き起こすんですよ」 


——肉体依存、つまり禁断症状などが出る 
ということは、逆じをれが危険を知らせる 
を金かの役割を果たす t いう面らあります 
よね。 

「をう。だから、覚醒剤を調子よくやって 
いると、ひよんなところで蓄積していつて、 
いろんな精神障害がじわじわ t きます。ま 
ず、認知の歪み。物忘れがひどくなったり、 
おりっぽくなったりとぃう性格変化が進行 
して、で、志る日、一線を超える-^精神病 

になる」 

-をの、ある一線というのは、どのへん 

でホるか判断できるんですか。 

「それは本人にはわからないですね」 

——怖ぃ話ですね。 

「をう。だからアッ。ハー系はいちばん怖い 
んですよ。をれ に、 覚醒剤によって精神病 
になる確率は、をの人の体質によりまず。 
だから、依なしてない人で も、 たった一回 
の使用で精神病になってしまうヶ ー スもあ 
ります。 あと、 巧体依存はない t はいえ、 
覚醒剤がからだじら危険なのははっきりし 
ています。たとえば、ある重罪犯刑務所で 
ね、覚醒剤をがったこ t のある人を対象に 
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検査したら、八 割が c 型 肝炎だった といぅ 
デ I 夕もあゥま寸 I 

先に、 避び的使用 やド] ピンダ的使用は 
I 過性に終わる確率が 高い、つまり 依存す 
る危険性が低いと書いた が、 依存して いな 
いからををというわけでらないらしい。 を 
れ に、 人生は何が 起こるかわからない。 今 


事業に失敗したり世にも美しい恋人に振ら 
れたり t 、 いろんな挫がを 経験す る ことも 
あるだろぅ。をんな時、臘しい精神が態か 
ら逃れる手段として觉醒剤を用いたならば、 
これは 逃避的使用に 他ならない。をして、 
一過性の体験で「理性飛ばし」 を 知ってい 
る人にとつて、再び手を 化す 髓率が高いこ 
とはいうまでもない。をこの t ころを化の 


ダイエット 女子高生に聞いて みた。 

「え〜、い一じやん。をういう 時 こを 吏 わ 
なきや。ノイロ ーゼじでらなつたらど〜す 
ん の」 

をういうものかなぁ。 

— r 医者は 
スチクらない 

なんだかこの 原稿、 觉醒剤を有劫利用し 
ている(と思っている)人の話が多い が、 

^ちろんできるならばやめたいと野つてい 
る 依巧者ら たくさんいることだろう。では、 
觉關剤への依存を絶つ にはどうしたらいい 
のか。 

觉醒剤が なかなかやめられないのは、 逃 
避的モ チべーシ ョンを隙くと、入れてハイ 
になった後、おけた状態の時にリバゥンド 
が ホるからだ。 つまり、 無気力になったり 
盤々 t したりするが態から抜け出すために 
また入れるわけで 患る。 このイタ チ ごつこ 
から拔け化すには、クリニックへ巧く のが 
てつとり早い。 をして、 觉醒 剤の使巧を告 
白したうえでカウンセリンダを受けるのだ。 
こんなことを言うと、読者のなかには「警 


は 調子ょ くやつていたと しても、 この 先、 
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察に通報されたらどうする」と思う人もい 
るだろう。しかし、 医師には診察内容を 口 
外して はいけない 「ず秘義務」 t いうの が 
ある。 永野先生ら こう 言つていた。 

「をれ は瞥察に 通報すべきじゃないし、 絶 
対にしません。 法のに も、 通報したり人に 
言つたりしてはいけない t いう職規があり 
ますから。をれになしたら罰せられますし、 
訴えられたら負けます」 

不安な気持はわかる が、 病院は信じてい 
いのではなかろう か。 をれ に、 おけた状態 
の馨 々とした 気分は、一二環系の トフ ラニー 
ルなどの抗うつ 剤で 解消されるという。幻 
覚や妄想がひどくなつている人 でら、 精神 
病薬のメジャー •ト ランキラィザ ー などで 
ほ f 治るという。 もちろんこれら 固体差や 
耐性などが微しいはずなので、確実とは言 

I C 1 、ミ 0 

えな L 力 

また、 処方され るを 定剤がダメ なら、 エ 
クス タシ ー ( 麻薬指定) などの 抗精神作用 
の 強力なイリーガル •ドラ ツグに依存を切 
り替える-いう手-をるだろう。ェクスタ 
シ I は完全に非合法 だが、 精神依存度が極 
叟に低い ので、シヤブ よりは よっぽど マシ 


ってもんだ(あくまで喩ぇ話であり、べつ 
に勧めてるわけではありませんょ〜)。で 
む、人じょって は、 やっぱりリバゥンドが 
ホるケ I スもある。をこはプロザック《米国 
の精神を定剤•国内未認可)などのィリーガ 

ル•スマートドラッグで录り切る . あ〜、 

きりがない。 

I ,シラフだって 
マシャブいじゃない！ 

戦争時に国をあげて觉醒剤をバラまいた 
わが国は、をれを教訓に一次予防はかなり 
徹底して いる。ィリー ボル•ドラッグのな 
かで もシャブ だけ「觉醒剤取締法」 t いぅ 
驰自の法律が定められ、取締まりら臘 しい。 
をれじ例の、「党醒剤やめます か、 人間やめ 
ますか」といぅ差別的コピ I 。あれが巧を 
奏して か、 ほとんどの日本人が「覚醒剤は 
怖い。 あんならのをやって る 人は普通じゃ 
ない」と思つ ている。 

取がの遮中で知り八 口った、 ある薬物依存 
系ボラン テイ ア団体の人はこんな ことを 言 
つていた。本来なら保健所が、薬物依存か 
ら逃れたい人の更生の窓口になつているこ 


とを積極的じアピ I ルしてもいいはずなの 
じ、イリー ガルの イメ I ジに引っ張られ、 
谐極的じなつてい る、 と。 

本書いて きたとわり、 覚醒剤は をこ 

らじゆうで売っており、実 隙、 ハマってい 
る人はたくさんいるのだ。 

一方、受験戦争、経済至上主義、路上や 
電車内など八ム共の場でのマナ I のなさなど 
じ象徴され る、 人 t 争ってばかりで、身を 
引く余裕のない日本人のメンタリテイ…… 
これらをう -* J ラ じシヤブいと言えよう。ひ 
よつ t したら、日本 t いう国は、。シヤブの 
国*なのからしれない。 

最後に、中居さんのこの言葉で締める t 
しようり 

「この世はシャブ い。 だから もともと、 シ 
ャブい人だけが社をじ遮応できるのさ。元 
来シャブくないメンタリテイの僕たちは、 
社会に強要されてシャブを入れてるような 
らのなんだ。 つまり、 『覚醒剤入れます か、 
人間やめますか』なわけ。ドラッダなんて 
問題外！ t いう人だって、一回射って みな。 

きつとハマるから」 
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僕は九六年 二月に、 『自殺だョ 、を 員集 
合 ！』 t いぅイベントを 垂巧•渋谷の up 

link factory で主催した。 

これから 書く 一一 一人の自殺未遂者とのおを 
いは、まさにここから始まつている。 

イベントでは、晃を自殺マニュアル』の 
著者、 鶴見濟氏らをゲストに呼び、山西花 
子(飛び降り自殺したマンボ家)のドキュ 
メンタリー •ビデオや、 A V 監督のバクシ 
I シ山下氏が九 S 年じインタビュ I した 
"十一二回自殺未遂女。の映像{公現在の撮り 
下ろし映像)、 速続自殺予告 FAX 事件の記 
事などを親せ た。 

僕はをの告知チラシに T 当日わ話いただ 
ける自殺未遂者は入場料を1〇 〇 〇円引き 
(事前に連絡された巧のみ)」 t 書ぃてわぃ 
た。 

するとイベントの 五日前 T 未遂者なんで 
すけ ど、 チラシを見ました。 割引きで入れ 
むます か」 という 電話がかかつ てきた。をし 

I て僕は、「対人な怖症」 t 自称する電話の、王 

t 塾日会うこ t になつたのだ。 


f I 閉鎖病棟の自殺未遂者 

東京駅で待ちをわせたをの男は、僕が元 
た乃よ^^「ど I ら一.」と 声を 力けると 照れ 
たょうな笑みを浮かべた。本人が電話で言 
つていた ほど、 暗い巧象は あまり 感じられ 
ない。 

彼は {イベント当日もを うなの だが)、 克 
明に書かれた自らの自殺日記と精神病院の 
入院 日記、をして 下寧にホチキスで 綴じら 
れた精神を定剤の領収書を 持参し、 自殺の 
経緯を語ってくれた。 

彼の名を仮に K と呼ぼう。審巧都内の T 
大学に通う一一十四歳の大学生で、儿兰年十 
月に銀座のスカラ座で映圃『ライジング. 
サン』を觀 ながら、トラベルミン シニアを 
一錠ずつ飲んで死を待った という。 

「対人恐怖症で 人 t 満足に話が できない」 
からバイトむ長続きしない。 一生 こんな 状 
態で生きていくのはつらい。をこで自殺を 
試みよう t してみたが、 動機は悟られた く 
なかった。 

「『ライ ジング•サン』 は、 柬洋人差別を描 


いた映画 だと 聞いて たから、自殺したら『抗 
謙の巧為だ』 なんて、 誰か勘違いして くれ 
る人がいるんじやない かと 思つて」 

しかし、一二〜 四錠を飲んだ t ころで睡魔 
に襲われ、「最終の上映時間が終わったとこ 
ろで映画館の人に起こされた」 といぅ。 

トラベルミンシニアは大衆薬で、体重六 
〇キロなら一二十八錠3上服用しない-^致死 
畳に達しない。『完全自殺マニュアル j を買 
っていた彼はをれを知っていたが、致死量 
をいっぺんに飲み下していなかったので生 
き長らえた。 

K は翌九四年十月に も、 実家の自室で 卜 
ラベルミンシニア四十六錠 t ビー ル、 幡眠 
薬を飲み、机の上に「お父さん、わ巧さん、 
迷惑かけます」-^ル I ズリ ー フの用紙に書 
いた遗書を置いて寝た。 

「卒論は書けないし、人 t 会ぅのも電話が 
鳴る の^ 怖くて、まともに就職活動 なんか 
できない。大学の サー クルの連中 t 接触す 
るの や、 親から進路の選択を每日急かされ 
るのがィヤだった し、 みんなができて当が 
のこと ができないの が、ホントに 苦しかつ 

たんです」 
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K の 写真 * 現な、同期の這院患まや通お仲おたちを巧®して、 "巧 巧病院入院曰紀" 
の出版化においてし、る 


しかし意識か戻る と、 住んで いた 実家は 
千葉なのに、なぜかを巧女子医大病院のベ 
ッドの上に いた。 

r 九一二年の$ じ、 父に連れられて相談 じ 
ホたことがあつたんです。父に も 先生に も 
最初の自殺のこ t は言つてなかつたのに。 
でも父は、なザをの病院を猶めたのかをい 
まだに教えてくれないんです」 


翌月病院の神経科の医者から抑うつ神 
経症と診断された K は、 一力巧の入院を勧 
められ、をれに従つ た。 K いわく、 「をとで 
患者たちに聞いたら、断 わつてら 強制的に 
入院させられたはずだっ て」。 

K が入ったのは男だけの閉鎖 病棟。 病室 
から病室への移動は できるが、 外に 出る ド 
アはひ t つし かなく、 なわかつ エレべータ 
には鍵が掛かって ぃる。 朝-^一時の ラジオ 
体操の時間に屋上へ 出る：： J 外、 病室の ある 
階からは出られな かつた。 

病室は二人部屋で、最初はょくしやべる 
二十歳のうつ病患者と同室になった が、 次 
に入ってきた五十化後半の半ボケ老人には 

マイツたという。 

「をの 人、 風の{八の筋肉が弱ぃ のか、"あっ。 
と 言つ た瞬間にクソしちや うんです ょ。 し 
から同じ階に個室もあって、二十四時間鉄 
格子の中で縛られてる人ら いたから、 夜中 

じドア越しに，肋けてくれ-"なんて声 

が響き漉る し、 狂つ ち やい をう でした{笑)」 
入院二週間で S 人部屋に 移れた。 

「でも、一人は一二十歳の完全な分裂症の患 
者でらう一人は二十五哉のてんかん忠者。 


このてんかんの人が、】 日中、中が あゆみ 
とチェ ツカー ズを ラジカセ でかけて いて、 
みんなを追い回して聞かせるんで すよ。よ 
く 倒れるので、彼はヘッドギアをつけて ま 
した」 

K は、 予定どわり一力巧で退院で きたが、 
通院が始まって二週間す ると、 薬の副作用 
t わ ぼしき。 ハー キンソン 病の症状が 出た。 

「抗うっ剤を一二錠だけ朝昼晚 t 每日飲，よ 
うに渡されて、 をのとわり 飲んで いたら、 
上半身の筋肉がいう ことを 聞かなくなった 
んです。舌を出した まま 曲で f 一んだが態で、 
眼球も上天したまま動かなくなつ てし まつ 
た」 

なん t か自力で症状を克服した ものの、 
さらに二週間後の年末、二度目の症状が出 
た。病院に斤ってを射された K は、】 時間 
半で回復。現を は、 カウンセリンダのため 
に隔週の。へースで通院し、副作巧止めの薬 
と抗不安薬を併用して いる。 

- バカバカしきカウンセリンブ 

K は あるとき、 同期の患者じバッ タリ 会 


114 




貧用 K ろ 


B3+21 


負但掛含 


5 


% 


1 


巧 WU 巧を巧 


役白 


450 


巧 


トクテイ U •ク3ク t ******* 
巧イシン,シト * つ, A ン y 
トクたク 

シ■チ,シユシ'"ユ•リ 

<<シ>クケイ〉〉 


50 

25 


535 

268 


320 

160 


905 

450 



診療資諸ず含兼領収書 


帮结 f 盤議禪 


n 巧曰 


氏香 


7巧6曰ぶ1曰貧巧ま号 


シンケイなイシン巧 


巧 

か邱巧巧 S 


巧！网 /印 W 巧么1け. 


II 


ド I の 


巧巧お分含む 
巧供ろ含か 
お 巧 
M 巧を用 


H 用居ろ 


B3 


む"】初を wO % 


议 n 


2,720 

0 


2,720 


い 1 

m 

Ml 

円 


お诉巧ぶ巧が^ 720 


トクテイ U ■ク3ク t 来本朱*朱水》 
けイシン I シト、'ク I ンソ 
トクわク 

シシ a シ A ュ•リ 

<<シ■ウケイ>> 


150 

1,611 

960 

2,720 


K の巧の領収 • W 1回あた020邮円しソ上を巧くなっているのは、 "= 十二を"の思恵。巧巧 
負担の轻巧はありがたいが、画用ちであることを公富ずるメリットは他になし、 


い、 薬代がをくなる"一一一十一一条"の存をを 
教えられた(なぜ病院が教えなかったの 

か？)。 

この一二十二 条、 正しくは精神保健福祉法 
第一二十二 架といい、 内容をごく簡単に言え 
ば、 病院や診齋所へ入院せずに精神障害の 


すぐバレちゃう。 興信所が探れば簡単で し 
ょうね」 

しかし、 をれ：^上じにが頭を抱ぇるのは、 
っ t ささいな 現実の問題だ。通院しやす 
い 地元の神経科のカウンセラ I は、「まるで 
父親のょうに『就職活動や卒論む.あるんだ 
し、 がんばらな いと』 t 励ますだけ」だつ 
たをうだ。 

九五年 一巧、 彼は 「 HOPE 」 t いう自 
己啓発セミナーの四日間講習じ十一で円を 
化って参加す る。 

「精神を患つている人の参加はダメ 、とい 
う但し書きは事前 じ 読んでましたけ ど、 自 
分は切羽詰まってましたから巧つたんです。 
でも、みんなが巧るく楽しくなっていくの 
じ、 僕は最後まで馴染めず、疎外感しか盛 

じなかつた」 

K は 武道館で 催された、 宗教団体「生長 
の家」の集会に も 誘われて行った が、 「〇〇 
県支部は〇人の勧誘を達成し ました。 わめ 

で t う」 t いう話ばかりで、いつたいなん 
の 宗教 だか、 よく わからなかつたという。 
をの 後、 催眠療法 にらかかつてみたが、い 
まひと つだつ たらしい。 


治療を受ける場合、障害者本人^^しくは保 
讀義務者が地元の保健所に申請すれば、费 
用の一部を都造府県が負姐してくれるとい 
ぅむの ( K の場合、申請後一力巧強で適用 
されたとか)。 

「この遮巧者をあたれば、精神障害者だ L 
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K はもともと、一回目の自殺な前から、 
いろいろなカウンセリングを受けて回って 
いる。しかし、 「いい先をなんて、なかなか 
いない」と言う。これは依存症の患者から 
もょく間く 話 だ。 

「僕はィヤな先生だとすぐチェンジ 」 tK 
は言うが、メンタルヘルスケア産業が巨大 
化する昨今、患者から見たサービスの面で、 
日本のをれはフーゾク業界な下なのかも。 

「二時間一万円のヵゥンセリングを二回受 
けて少しホッ t できて、 勧められる ままに 
1回五千円のダル！プ • ヵゥンセリングを 
受け始めたことがをったんです。二人一組 
で*相手に何か頼まれて らィヤ と言う々ゲ 
I ムをやるんですが、"大の大人の やる こと 
じゃないだ ろ、 特殊学級の生徒みたいに扱 
うな！&って言ったら同調者が出て きて、 
をしたらカウン 七 ラーたちが*じ や、 山手 
線ゲームをし ましょう// だって {笑)。 (自殺 
未遂)経験者もホてんのに、をれで癒され 
るのかって思った」 

をんなアホな経験を経て、 K は自殺イべ 
ントに「人前でしやべつたら気が晴れるか 
な-^思つて」参加したのだと言う。 


イベント本番 中、 僕が「とりあぇず家を 
化て、一人暮らしをしたら？」と勧めたと 
ころ、 K は一力巧後に実行した。をの後、 
大学 もを っちのけで ミニコミ 誌を出したり、 
イベントを主催し出したりと、新しい化舍 
いになかなか満足の様子なのだが、「先のこ 
とは考ぇない。暗くなるから」。これはあと 
の二人からも閒いた台詞だった。 

- 狂言自殺じゃないの？ 

『自殺だョ、全員集合！』 は、 『ま轟』誌で 
事前告知を掲載してららったわかげで、を 
園から何がらの問い合わせ電話があった。 

をの一本が T 広島に住んでるんで当日は 
巧けないんです けど、 今さん と FAX の や 
り取りがしたい」 t いぅ男からの連絡だっ 
た。 彼の名は中川小夜 子。トランス ヴ エス 
タイト {衣装倒錯者) であり、 親からもらっ 
た名前を嫌ぅ 彼は、 最近この名前で通して 

いる。 

「山口小夜子(モデル)、天野小巧子《女王 
様/ミュ—ジシヤン)に統く"日本二一大小夜 
子*の I 人《笑こだをうだ。 


中川罐《彼はクン付けを嫌う) は、 最初 
の電話が あってから、 ほぼ每日僕に FAX 
を送つ てきた。 をれ によると、 彼は自殺未 
遂を七回経験して いる。 八八年 六月、 十五 
歳のと きじ 住んでいた団地に ある 蜡の木で 
首吊りを試みたが T 頭の下に両手を挟んだ 
まま離せず、 をの まま やめた」。 

翌八九年 一巧、 真夜中 じ、 雪深ぃ広島化 
部の観光地、一二段峽の路線の終点まで 巧き、 
峽を少し入つ たところの 小高い場所に寝床 
を掘つて谏死し ようとし たが、「厚着をして 
いたせい か、 朝目が覚めて しまい、 足が棒 
みたいに曲げられないほど 痛くな つただけ 
だった」。 

をの 後、 高校の一一一年間で、リストカット 
を何度もやったをうだが、「本気だったのは 
一二回だけかもしれない」 という。 

「やるのはだいたい夜中の二時くらい。初 
めての(リストカットの) ときは、 左手首 
に刃物を向けて、腕を見ずにエ ィッと バウ 
ンドする ように 切つたんです。血しぶきが 
ス 。ハッと 少しだけ飛んで、 『あ〜、あ〜』 つ 
て言いながら両がを机の上じ立てて少し耐 
えていましたが、あとの ことは 覚えて いま 
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せん。これがヴァ I ジンカットですね。 

あとの マジ. カツトニ 回は カツターと 待 

ち針。 カッターは手首を縦にズッ . t 刃 

を入れて抜いたら、いつのまにか気を失つ 
てました。起きて みると、 机の上の血の池 
じ 自分の頰がホんで て、 顔を上げる と"'' ハ 
リッ//て乾いた血が頰にひっついてきたの 
で、 血の池に頰の分だけの大きな巧が開い 
てました(笑)。 

他にむ、十五歳のときに精神をを剤を11 


十回 分、 計四十錠を飲んで寝た こ t がぁつ 



や川小夜子の写巧，1彼は「目に巧を入れないで < ださい〇乂 
れるとおががなくな〇まずから」と言った。号真は、マンガ« 
巧誌 rn ミックボックス J のがみをに、巧着が、ロンクスカート 
の中 W 银を連れていったおの巧末。コスプレ好さの女な供集 
着から借りた t — ラ I おにご巧悦の中川饭 


たのです が、 起きたときじ頭が割れる よぅ 
に 痛くて、立っ ている 自分が自分で ない よ 

ぅな感觉がありました」 

をして 化 二年四月、十九龐 になつた中川 
壌は最後の自殺未遂を する。 

「家出してパール兄弟の渋公ラィブを冥止 
の止産に観た帰り じ、 代々木八ム園の中へ立 
入禁止の栅を乗り越えて 入って、 木に自転 
率の}り用のロープで輪を作り、首を吊 
りました。 私は ち やん とをのとき" 巧 日に 
なれば、すごいニユ I スじなる よな〜" な 
んて考える余裕さえ ありました」 

まあ、失敗したから 現在が あるわけだが、 
ここまで 読んで、中川姨のサービス過剰な 
話しぶ りと、 あまり じトホホな失败談に、 
「全部狂言自殺じで ないの？」と 不審が る 人 
がいるかむしれない。が、 彼は この首吊り 
のあと、地元の病院のカゥンセリングに通 
い 始めて いる。 

「でらをいつは、 ちやん t した 県立の、 し 
から県内では一、二を争う有名な病院の先 
生の くせして、 カウンセリング中じ寝やが 
つた！ だからある日約束をスツポ かして、 
をれから二度と行つていない。をいつが寝 


たのは一回二回じやないよ！」 

先化がこんな態度では、 情緒 不安定な 精 
神を逆婿でするような^のたろう。をのせ 
いかどうかはわからないが、翌化三年とち 
じ勇全自殺マニュアル』が出版される t 、 
中川壌はす^さま本屋に注文している。 
「半年待たされて買ったんですけど、 最初 
に読んだときから、この本の t わりに自殺 
する 人は、 よほど想像力のない人だなあ t 
思ってました。自分は使わないやって」 

らつ t ら、同じ年の四巧にすでじ一人暮 
らしを始めた段階で、自殺へのィンセンテ 
ィヴはかなり薄らいでいたらし い。という 
のも、自殺の直措の動機が彼の家庭環境に 
あったからだ。 

f 病院よ〇をを装倒錯 

九歳で親が離婚、十四歳の t きに、再婚 
した母親の連れ子として義父の家に入った 
彼は、夫婦喧峰が毎晚統くのを見るこ t じ 
なった。彼が義父の考ぇに従わなかったり、 
気じ食わなかったり する-^、 義父はあたり 
故ら し、 「自分を育てるのじいくらかかつた 
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中パ[か巧子の FAX ホどラでちいい曰記的な巧客から、プライべ 一 K のディープなおみまで、 g 着のち 

とへ毎曰送られる中川巧の FAX の一部。筆者宅へ一巧をめたとさ、や川巧は FAX ロールを1本ちって 
をでくれた 


力と いぅ 罰算もさせられ たし、。 高い商品じ からこを胁会が難しい、オゥム《真理教) 
や//と言われ たこと もある」 といぅ。 な下の家庭だつたんです。それで頭に きま 
「父親が教祖みたいな感じで、一から百で して、 自分が死んでやれば面白いんじやな 
まで指図され て、 意志を殺された。家族だ いかと。 親に迷惑をかけるのがどんなじ陕 


感だった ことか……。だから、 私の場合、 
自殺は自分の意志を作る ためのより ポジ テ 
ィヴな巧為だったんです」 

「死ぬより巧手を殺せば？」との僕の疑問 
に、 彼は こう答える。 

「十六歳のときに包下片手じクソ物体(り 
義父)の部屋じ巧ったんです が、 鍵がない 
はずなのじ開かない なと 思つ ていたら、 つ 
っかえ棒が して あったんですよ」 

「自分の存在とは何か？粘±のようにし 
かがわれないのだったら、さっさ t 消えて 
やる。 をの方法が自殺か家出かというだけ 
のこと で、 実巧するのが私の意志を作る こ 
とだったんです。{あ出ら実隙にしました よ。 

中学一二年生の正月に、わ年玉と親からく 
すねた六万のをを持って、沖縄の石垣島じ 
渡ゥ 、を こから地図で見てらっ t も小さい 
と思った竹富島に水住するつもりで斤って 
宿をとったのじ、三週間でバカ ( U 義父) 

が来て しまった。 懐かしい話ですが」 

をんな彼が決を的に自殺をやめる決、むを 
したのは、化四年十巧の広島アジア大会。 
彼はをこでモンゴルの選手の母親に出会っ 
た。 
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「最終日に選手村のパ ー ティーをたまたま 
服いていたら、話しかけられたんです。を 
の晚、四時間くらい片言の英語で謡し合っ 
たんです が、 最後にをのおばさんが言った 
んです。あなたがもしモンゴルじホたら、 
私の娘と結婚してくれない かと。 

をの t き、もしかしたら自分の人生は、 
をの人のためにあつたのからしれない、だ 
から、この人と娘のために生きてみよぅと 
思ったんです」 

奇跡か 短絡 かはあぇて問わない が、 彼が 
この 日を 「セカンドバース ディ」と呼び、 
をのモンゴル人のおばさんの名前をパソ通 
のハンドル本— ムにし、 結婚を夢見て いる 
のは 事実 だ。 

現在では、彼を自殺に導く要因もかなり 
減った。昨年までは、自立を強制され、電 
気屋の社長の下で義父の連れ子二人-^一緒 
に働いて わり、 社長を含む一二人から嫌がら 
せを受けていたをぅだが、彼はをこをやめ 
て材木屋、美容室 t お々 t し、今は地元の 
ベンチヤー企業(化粧品メーカ I ) でテレフ 
オン’アポインターや外回りをやつている。 

「面接のときに、最初は本名で入社したい 


と 言っ たんです よ。 もちろん、ネクタイ狂 
スーツ姿 で。 をしたら断わられて。をれ で、 
今年の年頭から、女装 t メイクを始めて女 
の名前で仕事をしていると面搔官に巧ち巧 
けてみたんで す。 

I 人暮らしを始めて自分について卿っく 
り考えられるようになったの か、 人間は努 
力 すれば いくつらの 自分が 持てるんだって 
思えるようじなって、女のコが好きだった 
からかのコになってみ た。 スカ ー トを 穿い 
て街をホいたり、 セー ラ I 服を着せて もら 
つたりつて。 をう 言つ たら、" 面白い ねえ。 
才カマ色をらつと出してよ A つて言われて、 
即 採用になったん です よ。をれから 面接 官 
が、社内の メイク 係を呼んできて、 私、メ 
イクされてをのまま帰りましたよ(笑)」 

彼は今、無農薬栽培の草で育った牛の臓 
器を使って天が成分で化粧品を作るという 
をの会社の方針に賛同し、啓蒙に東奔西走 

している。 

- で ur >> 主婦の t 百 t 十 t 人目 

最後に紹介する自殺未遂者は、今年一二月 


に新宿のロフトプラスワンというライブハ 
ゥスで僕が主催した『日本一のャリマン主 
婦•フミエの777人目はアナタ』という 
イベントに客 t して現れた男だ。 

このイベントは、エロ雑誌に僕がさんざ 
ん書いてきたフミエさん(一年半で五百人 

上の男と不倫 H をした四十四歳の主婦) 

の七百セ十セ人目のセックスの相手を、立 
候補するわ客さんのなかからフミエさん自 
身が選ぶ という ものだった。 

このイベントの妻刖告知は、前述の中 W 
小を子壊の協力で日摇 MIX という。ハソ通 
ネットに紹介されたのだが、をの下品な夕 
イトルのせいか、金曜の夜じ掲示して月曜 
の朝じは消されてしまつていた。 

しかし、偶然をれを見てやつてきた男が、 
一人だけいた。をれが S 《二十五歳)だっ 
た。しか..0、こ. AJ もあろうに S は、 二十人 
弱の粒揃いのャリチン立候補者たちのなか 
からフミエさんに選ばれてしまつたのだ。 

をう、 セち七十七人目の男で ぁる。 取が 
じ来ていた 『 F 民 IDAY 』 はフラッシュ 
をたき、わまけに新宿の某ホテルで二人の 
上半身ヌ I ' ドまで撮って、見開きブチ抜き 
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S の写* t ••ま着の勧めで、 S は目宅の M a C でち剌を作0、都巧のイペン K やラ 
イブで換投をした巧手に配ったが、おを覆ず巧手【こ出をラことはまれだった 


む濃いが' まさか S はをれ！^上では ？」と 
いぅ、なんとら 言えない興裔があつた こ t 
を認めょぅ。正直言って、鬼畜で ある。 
委は高校二年の秋に、英会話の学校に入 
るのを親に反対され て、 一袋に二週間か入 
つていた精神安定剤をいっぺんに飲んだん 
です よ。 

をしたら二日後くらいに、突然授業中に 


で紹介した。しから、 S の胸にはルージユ 

で書いた「777」の文字。記事では「力 

ィル•マクラクラン似」など-^普かれてい 
るが、もちろん目は墨で消してある。 

をして数力ち後、セち七十お人目の夜が 
やってきた。「乱交。ハ I ティ^—をやるから来 
て」と言うフミエさんからの電話を受けた 
S は、七百セ十六人目までが終わるのをホ 
テルで待っていたが、自分の番が回ってき 
てもフミエさんは何やら電話をしている。 
「バクシーシ(山下)さんが写真撮りにホ 
てくれるって」 

僕， .0 をの日、を中の十二時過ぎくらい じ、 
フミエさんから同じ依頼の電話を受けてい 
る。真夜中に駆けつけさせるなんて、しか 
も全裸の S を待たせるなんて、フミエさん 
も罪な人である。 

結局、二人は摇合シーンをバクシーシ山 
下氏に撮ってもらったをうだが、 S がフミ 
エさんの得意技 UI I 五センチの超巨乳パ 
ィズリ亀頭弧めで昇天したかどうかは定か 
ではない。 

……などというバカなエロ話を書いたの 
は、 今となつて は、 この一件が S の健柬を 


目の当たりにできた貴重な時間だったから 
だ。 

S じ自殺未遂経験があるなん て、 一二巧の 
段階では 全然 知らなかった。よくしゃべり、 
エロな ギヤダ も照れながらノッてくる S が、 

精神障害者だなん て、 精神医学の門外鶴で 
をる 僕が 知るよしもなかっ た。 

- 京浜急行じおび込んで 

をの 事実が わかったのは、四月じまた別 
のエロ ■ィベントをやった隙、その巧ち上 

げの席で前述の K と中川娘と S が同じテ I 
ブルに座ったときだった ( S はヤリマン. 
ィベント ：： J 来、 E メ I ルの交換といぅもの 
を初めて中川壌とやり出したのがきっかけ 
で、事前に彼 t 会っていたのだ。今から思 
ぇば、 因果な闕儒 である)。 

をの 席で僕は初対面 どぅしの K と 中川壌 
じ、 「わっ、 自殺未遂 カップルだねぇ」など 
と囉子たてた。すると「いや、トリオです 
よ。 僕も自殺したことあるんです」と S が 
話じノツてきたのだ。 

僕は俄焼をめきたった TKt 中川壌の話 
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首の後ろが固まって動かなくなって気分が 
悪くな り、 一こ日後に病院で アーテン 錠を水 
で癖いたやつを注射され て、 からだを体が 
フニヤフニヤしてきて元じ 戻つたんです」 

をの 他、 ガレ I ジを閉めたうえ車を密閉 
して排ボスを吸引したり、階段の手摺りか 
らネクタィで首を吊つたり、発売されてす 
ぐ買った『完全自殺マニュアル』に書かれ 
たとわりにトラベルミンのオ ー 、、ハ I ド .プ 
(致死量どわりに飲んだ)を試みたりしたと 
いう《ちなみに同ま日は知らない間に自室か 
ら消えていたとか)。 

しかし、 なんとい つてら 驚いた のは、 昨 
年十こちに京裤急行川峰駅のホームから線 
路に飛び込んだこ t だろう。幸い S に大し 
た怪我はなかつたが、 「'、ハ カヤ ロ I ! 」とお 
鳴った列車の運転手に腹を 立て、 出刃包 T 
を持って 追い回し、 逃げられて S が レ I ル 
にし やがみこんだ ところを 、二人組の警官 
に両腕を押さえられて連斤された t いう。 

「千葉に住んでいる友人を殺す つむり だっ 
たんで、現地で出刃包 T を買ったんですけ 
ど、 をい つが掃つてなくて…… 。結局、 危 
険物所持と営業妨害で十日間拘置所に入り 


ました。 この一件は、翌日の新閒の地方版 
に" ノイロ I ゼのサ ラリー マン列車に飛び 
こ。" t いう 見出しで記事に なりました よ」 
聞けば S は、 「障害者基礎年金01級)を 

四年前からもらつている」のだと か。 

「僕が働きたいって何度ら言ってるのに、 
扭当の先生(もちろん学校のではない)は 
"働かなくていいよ*と言って、自立神経失 
調症の診断書を書ぃて、社舍保険庁じ認知 
させてくれたんです。たぶん自殺するのを 
む配してたんだと思うんですけどね。 

をれ で二 力巧じ一度、 十ーニで円ほどが僕 
の口座に振り込まれるんで す。 初回は十二 
でくらいだったんだけ ど、 一年たつごとに 
一回の支給額が数千円增額されるんですよ 
ね」 

をもをも S は、 中高 I 貫教育の学校に通 
う優秀な生徒だった が、 中学一年で早く^ 
イジメにあい、いつら 護身用に ナイフを 携 
帯していたと いう。 

「をれで祖任に マー クされて て、 高校二年 
で映画同好会のを長を やめる-^、 をれを削 
きつけた中学のときの担任の先生が、突然 
をのテの病院に僕を連れていつたんです。 


高校を出てから は、 会社に四年勤めて辞め 
て、 をの後はずっと派遣{人材派遣会社}経 

ぉでコンピユ I 夕’エンジニアをやつてい 

ます。 今 でら 二週じ一度通院して ますけど 
ね」 

S は最近、超有名なコンピユータを社の 
テスティンダ•オペレ I 夕 I の職にありつ 
き、「化事も会社らプラィべートも、今がい 
もばん満足してる」 と言うが、 「できるだけ 
人 t 会うのは避けている」 をう だ。 

この原稿の取がのために久しぶりに連絡 
のついた S は、 一時間キも遅れてやってき 
た 僕と、 待ち合わせの喫茶店が入るビルの 
エレべータですれちがった。 

「ナメてんですか？自殺って衝動的なん 
ですよ。今日はもう渋谷の街で車に機かれ 
ようかと思つてましたよ」 

S は憔然 t した口調で言つ た。 

「いろんな人とたくさん知り合う t 混乱す 
るし、 人間関係のしがらみが大きくなる t 、 
をの相手が憎くなっちゃうんで すよ。 失礼 
ですけど」 

をう言われて、3がニカ巧：^上^前から 
自分で音信不通にしていた理由がわかった。 
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僕のイベントの常連をだクた s は、 をの 
たびごとに斬しい人に出をぅのが苦手らし 
かった。増殖する人脈に、名刺入れじあふ 
れる「知らない人」に人 酔いし、 めまいを 
起こすような感覚が、彼じはつらかつたの 
だろ ラ。 


今年 五月、アメリカじ 短期 留学した S は、 
エアメ ー ルで 「早く日本に帰って皆さんと 
コミュニケ！シヨンをとりたいです」と曹 
いてよこしている。 

「留学してからポジテイヴになつたと思い 
ます。 僕自身のせいで巧ち こむ t いうこと 


はなくなりましたから。でも、 僕3外の誰 
かのせいで落ちこむのは……今はダメなん 
です よ」 

S は、中川燦がしつこく E メ I ルを送つ 
てくるがやめるように 言つ てほしいと、 僕 
に頼んだ。自分の中の許を量をよくわかっ 
ているのは、 彼自身なのかもしれ ない。 

最後に、 K が教えてくれた「ダメなカゥ 
ン セラー の条件」を書いて わこう。 をれ は、 
ここ じ書いた三人とつき合うための、タブ 
I 集としても読めるから(僕自身のがめと 
して)。 

【ダメなカウンセラ I の条件】 

①最初は「友達なん ていなくていい じやな 
い」 t 言いながら、時間の経過 t とらに 
「をろをろ 友達 作つたら？」と言い出す。 
③請をうとしていることを考えている最中 
じ「をれつてこういうことでしよ」と决 
めてかかる。 

分の体験をふまえた具体例を化してわ 
かりやすく説巧する代わりに、別の患者 
の例をあげて「もつと ヒドィ 人が いるよ」 
と言い出す。 
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ある日、突が、 酒が酒を飲み 始めた。 断 
片的な光景が脈絡なく避ってくる。今思い 
返しても、まるで 夢の ょぅな 出肇だった。 

山手線に乗っ ている。 クー ラーの劾いた 
車内で目を覚ます t 、 乗客が遠巻きに して、 
こちらを 晩みつけて いる。 床にはビ I ルの 
吿が転げ落ち、濡れた新聞紙が広げられて 

ぃた。 

をの 前は、 おをらく上野のガード下にい 
たのだろう。煙が立も込める店内で、焼き 
鳥を頰 張り、 射ハイを煽つ ている。 貫律の 
回らない舌で、隣合わせた客 t オダを上げ 


ていたょぅな気がする。 

終電が なくなり、 終日営業の フ ァミリー 
レストランで朝を迎えた。気がつくと、 テ 
1 ブルの上には、 大 ジョッキが置かれ、気 
の抜けたビー ルが 残って いた。 をの あと、 
たぶん、をれをがみ干したのだろぅ。モ I 
ニングサ I ビスの卜^ —ストや目玉焼きと一 
緒に、キリッと冷えたビー ルが' 心地ょく喉 
元を過ぎて いった。 

をこを出ると、コンビニでビールを買い 
込んで、友達の t ころに転がり込んだ。ビ 
I ルがなくなると、縣手に水剖りをつくつ 


て飲んだ。冷酒を買いに飛び出したところ 

までは覚ぇているが、をのあとの記憾がな 
こ 

L 

暑さのせいで、ヒユーズが飛んでしまっ 
たにちがいない。口を きく のらわつくぅな 
くらい、 からだが だるく、 頭が揮れ切って 
いたにもかかわらず、気がつく と、 震ぇる 
手でビールやがハィを流し込んで いる。 を 
んなが態が一二日ら続いた。をれでも渴きが 
癒せなかった。 

週末で化事がなかったからいいょぅなら 
のの、 なぜ、あんなに酒を欲した のか、 い 
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まだに、自分でも説明がつかない。飲 .^3 か、 
眠る か、 をのいずれかの状態が一二日も続く 
t 、 肝臓のあたりがパンパンじ腫れ上がり、 
鳩尾のあたりに痛みが生じて、飲みたくと 
もからだが受けつけなくなった。 

しらふに戻って、最初に思ったのは、い 
よいよアル中の仲間入りかといつた意外と 
冷めた見方だった。酒で死ぬなら本望だ t 、 
かねがね吹聴していた ことら 衣つ て、 一二 日 
間ぐらいの連続飲酒でうろたえるのはみつ 


とらない t いう 気持が強かつた。もつ と 正 
直じいえば、夕方までに酒の飲めるからだ 
に戻っているかどうかのほうがむ配だった。 
連続が酒を軽く考えていたのだ。 

韻がかった頭のなかで、いろんな言い訳 
が浮かんでは消えた。をんなに大酒飲みで 
はない。たんに意地巧いだけだ。ピッチは 
速い が、 一定の量を超えると、ストンと意 
識がなくなる。眠つてし まう から、毎晚が 
んでら、からだを壞さないで いられる。 


健康診断 でら、 異常はなかったはず だ。 

GOTlllo、GPT 二 1、 rIGTP 五一。 

いずれら正常値だ。ただ 、 rIGTP が六 
〇に近づきつつあり、脂肪肝の恐れがある 
から、週に一日だけ酒を断つよう医師じ言 
われた。まだ実行していないが、やめよう 
-0 思えば、いつでもやめられる。 

だいいち、仲間の飲みっぷ りと 比べたら、 
かわいいもんじやない か。 泥錯屋で七輪を 
ぶん投げた奴、スナックでガラスというガ 
ラスを叩き割った奴、寿司屋に入って、ラ 
— メンをしつこく頼み、柳葉包下で追いか 
けられた奴…… etc 。 彼らから見れば、 
いたって単純な酔っぱらいだ。 

とじかく眠つてしまったら、髪の毛を剌 
られ ようと、 パンツの中にカレ I を突つ込 
まれようと、 まったく気がつかない。頭か 
ら血を流しながら、スナックの床じ転げ落 
ちていた こともある。 誰に も 迷惑をかけず、 
一人で酒の世界に遊んでいるだけだから、 
まだいいほうじやない か。 

t ころが、家族はをう思つていなかつた。 
正真正銘のアル中と決めつ けて、 精神病院 
に電話をかけ、入院の手続きまで相談して 
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いた。桃元じは、「久里浜式アルコ I ル依存 
症スクリ I ニング•テスト」が置いて ある。 

家族の採点だ 1 1六 .〇。 『今夜、すべての 
、ハ I で』を書いた中島らもょりも一二•五ポ 
ィントら高い。さすがじ気が滅入った。 

#I ストッパ—のかけら 

入院はなんとしても避けたい。をのため 
には、 どうしたらいいか。アル中ではない 
という ことを 証明するか、をるいは外ホで 
治療の受けられる医攝機闡を探すしかない。 

都内のアルコールセンターじ電話をかけ 
た。 三日間の連続飲酒を正直に告げて、自 
分がアル中かどうかを診てほしい t 頼んだ。 

電話口に化てきたのは、 ソー シャル ワー 
カーの女性だった。アル中の扱いに慣れ切 
った様子で、治療が必要かどうかを見極め 
るためには、診察の前にカウンセリングを 
受けたほうがいいと言われた。あまりじ^ 
落ち着いた口調だったので、人生経験の豊 
かな女性だ t ばかり思い込んでいた。 

受付でソーシャルワーカーの名を告げる 
t 、 妙齢の女性が現れた。 えつ、 という感 


じだった。緊張感がいっきにほぐれた。 

「カウンセリングの i 刖 に、 このアンケ I 卜 
用紙じ記入してください」 

破された用紙を見ると、生年月日や出身 
地はも t より、大学の学部学科まで記入す 
るようじなつてい る。 急に気恥ずかしくな 
った。親の言葉が思い出されたからだ。 
「なんのためじ大学へやったんだかわかん 
ないよ。奨学金は飲んじ まう。 自動車のを 
許を取るっていうから、なけなしの金を送 
れ ば、 それら飲んじ まう。 なんで、こんな 
酔っばらいじなつもまつたのかね. ん。わ 前 
のことを考えると、死んでも死にきれない 
ょ」 

バカ息子のわかげで長生きできていいじ 
やないかとほざいていたが、実隙にアルコ 
—ルセンターに来てみると、視点が定まら 
ず、顔のこわばった人が多く、自分の巧く 
末を暗示するようで厭な気分になった。 

家族じ大酒飲みはいませんか——いない。 

1日にどのくらい飲みますか-一人だと、 

ビール ll - Hi 一本。朝から飲みたくなるこ t 
はありませんか——ない。醫察じやっかい 
になつたことはないですか—— ない。 巧科 


の治齋を受けたことはありますか——ない。 
内科：5外のトラブルは？——¢1：巧四吗齒 
の損傷、頭部裂傷、顔面巧撲、いずれら一 
回。震顔せん妄(虫ヶラがからだの上をは 

いずり回る感覚)や幻覚、幻聴は？- な 

い。 大汗はかきますか——から。酒を断 

ちたいと思いますか-適度な量だけ飲み 

続けたい。 

アンケ ー ト 用紙を破す と、 カウンセリン 
グルー ムじ案内され た。 映画 や テレビで見 

るよう なかつこいいシチユエーションでは 

ない。どもら かとい うと、 独房 じ 近い。葬 
儀屋のカレンダーと故障中のビデオデッキ 
が置いてあるのが、かろうじて相談に来た 
という意識を保たせてくれる。 

つ二日間の連続飲酒って言いましたよね。 
初めてですか。そう、初めて。アンケ I 卜 
用紙を見る限りだと、かろうじてストッパ 
—が一枚残っている感じですよ。でら、い 
つまでらつかわかりません。これがなくな 
る t 危ないんじやないかしら」 

次に記入するように言われたのが、例の 
乂里浜病院のアル中テストだった。自分で 
やつてみる t 1四•こ。家族の評师 t は違 
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つていた。 

だいたい、答えられない部分が多すぎる。 
設問が中途半端なのだ 。 r 遮量でやめよう」 
とか、 「酒がきれた」「酒をがまない」といつ 
たが態を前提にする質問があるが、アル中 
にをんなことがあり得るだろう か。 

「あのう、すいません。二十年 U 上、酒を 
欠かしたこ t がないもんで、酒のきれた t 
きのが態っていうのがわからないんです 
よ」 

「ああ、いいです よ。 空白のままにしてわ 
いてください。酒に対する コントロー ル能 
力を診るためのテストでずから。巧取量や 
断酒した ときの 離脱症が{禁断症状)はあま 
り関係ないんです」 

# I 梅巧の梅と同じ脳 

ソー シャル ワーカ I は、 若い にら かかわ 
らず、酒飲みの、む理をよ くむ 得ている。待 
合室で、町 H 場のオヤジや飲み屋の女将か 
ら相談を持ちかけられていたのも、なん t 
なくわかるような 気がする。 

「失礼です が、 先生は飲まれるんですか」 


「ええ、 飲みます よ。 でも抜くときは抜き 
ますけどね」 

毅然として、彼女は こう 言い放つ た。 酒 
ら飲まない人間に、自分の山の中のらやも 
やをいじられたくない という 思いが、この 
一言で吹き飛んで しまつた。 もう、 こうな 
ると、ホ教師の前じ立たされた小学生のよ 
うな ものだ。小さなからだをさらに丸めて、 
アル中の初歩的な知識をがえてもらった。 

機会飲酒、習慣飲酒、精神依存、身体依 
#——ホワィトボードに、こんな言葉を 
書き出して、習慣飲酒 t 精神依巧の間に樹 
線を引いた。をして、アルコール依存症の 
怖さを淡々と語り始めた。 

「晩酌ぐらいならいいだろうと、 よく 言い 
ますよね。だけど、からだにいいわ酒なん 
てありません。モルヒネと同じで、耐性が 
できてしまい、際限なく量が増えていきま 
すから。薬物中毒よりも始末が悪い。一日 
一一合まで、週二日抜くと決めて、をれが実 
巧できるようなら、まだ救いが志ります。 
でむ、あなたのようじ、二十年上ら每晚 
飲み続けていると、なんらかの巧子に、ス 
ツと こちらへ 移行す る 可能性が高い。診察 


を受けてもらわないとなんとら言えません 
が、 今の状態は、限りなく精神依存に近い 
んじやないかと思います」 

飲み出したら止まらない t いうわけでは 
ない が、 確かじ酒がない と 落ち着かない。 
をの意ホでは、精神面でのコントロール機 
能が狂い始めているのだろう。 

いい例が酒をきらした ときの 行動 だ。誓 
通の人だつたら、誦めて眠るにちがいない。 
t ころが精神依存の段階 だと、 酒がない t 
いうだけで正気を失い、深夜のコンビニへ 
駆け込んで いく。 薬物{ァルコ I ル)探索と 
呼ばれる行動だが、自分の過まを振り返る 
と、をれじ近い巧動をしばしばもつてきたり 
たとえが まなく とも、 いつでら口に入れら 
れ ると 思えばを心して眠れるの だ。 

精神依存は、酷いの記憶にょつて引き起 
こされる。 最初に飲んだときの酔いむ地を 
脳が記憶して いる。 をして、無意識の うち 
に、 追体験しょう t 、 からだにアルコ I ル 
を 入れさせる。 いい酒を飲んだ奴 ほど、 深 
みには まり、 アル中へ と、 まつしぐらに突 
き 進んで いくこ t になる。 

「ここでやめてわけば、元に戻るこ可 
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能です。だけど、なかなかやめられない。 
ずる- JJ 、 どうなる か。間違いなく、次の身 
体依存へ と 移つ ていく。こうなつたら、も 
う断酒しかありません。完全なアルコ I ル 
依存症ですから。わ酒を上手に飲めない"む 
の病*-^言つてもいいで しょう。 一滴でら 
口にすれば、シャブ中：^上の苦しみを昧ゎ 
うことになゥます」 

身体依存の段階に移って いるか否かを 見 
極める には、 二日連続で酒を断ってみれば 
わかる -0 言われた。一日目で、 ィラィラし 
たり、 寝つ けなかったりすれば、 可能性が 
高い。 二日 目になると、大汗をかいたり、 
手が 震ぇたり、 足が攀 ったりする。 全身が 
ボタガタ霞ぇ て、 幻覚 や 幻聴じ槛 まされた 

りもす る。 もつとひどい場合には、アルコ 
I ル性てんかんでぶっ倒れる。これを何回 
も躁り返す と、 廃人になるといわれている。 

「これらを離脱症がといい ます。 これが出 
れば間違いありません。いちど試してみて 
は、 いかがですか」 

恐ろしいことをさらりと言つてのける。 
らし離脱症がが現れたら、どうすりやいい 
ん だ。 酒なしの人生なんて考えられない。 


わ 先、 真っ暗じやない か。 

「をれ でも 死ぬよりはましで しよぅ。 アル 
コ ー ル依存症で肝臓を患った 人は、 平均寿 
命が五十二歳と いわれています。 肝臓をや 
られなくと も脳に くる。 一こ合な上の酒を飲 
むと、 脳が十二時間凹上らアル コ ー ル潰け 
のが 態になる。をれ を 毎晩繰り返したら、 
どぅなると思いますか。梅酒の梅と同じで 
すよ。 脳が 萎縮して 挪呆状態に陥っ てしま 
います。 肝臟か 脳、どちら かで確実に死に 
至る病な のです」 

連続飲酒が引き金となって、精神依なか 
ら 身体を存 へと 向かつ ていくこと も あると 
脅された。となれば 他人事では ない。二日 
間の断酒を 決め、 受診の予約を入れる こ t 
にした。 

# I 筋を入〇の巧* 

アルコール依存症は、糖尿病と同じで、 
一度 かかつたら治らない。 遺な 的な体質と 
か 酒 斤 動によって引き起こされる 慢性疾患 
だからだ。定期診断の t きじ、 一日二合ま 
でならいいと医師に言われる が、 ソ I シヤ 


ルヮ I 力—にょると、 適量飲酒 もあまり当 
てにならないらしい。 

「アル コール 依存症に かかったら、とてら 
二合 じ や 収まりません。をのうぇに I 升が 
つくくらいの 酒量を アッという 間 じ 飲み干 
してしまう。 一一 合：^上 じなる t 、 肝臓が ア 
ルコー ルの分解にフル稼動 させられて、ど 
んなに 栄養価の高ぃ ものを 食べても吸収で 
きない。 栄養失調に なって しまう。 からだ 
の隅々にまで、 栄養が いきわたらないため 
に、 骨 がらろくなったり 手足が萍れ たりす 
るんで す」 

ソーシャルヮ I 力 I の説巧を聞きながら、 
なぜか、過まじ化をった、む優しきアル中 
たちの顔が浮かんだ。離島の撫師、ラーメ 
ン屋の 主人、 週刊誌の編集者、カメラマン、 
ボス会社の元な員…… etc 。 朝から一升 
酒を煽ったり、ポケット瓶をカバンになば 
せて出社するょうな輩だが、どういうわけ 
か、 酒乱は 一人もい なかった。 

ある者は肝硬変で死んだ。また別の者は、 
若年性アルツハィ マ J で、 頭蓋骨 t 脳の間 
にーセンチの隙間があるにもかかわらず、 
病院から脱まして、巧方をくらましている。 
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さらに別の者は、酒を断つたらのの同時に 
気力-^^失い、なかば生ける屍と化している。 

元気な のは、 ガス会社の元社員 くらいだ。 
足立区の資産家の息子だが、結婚して間も 
なく、 女房が精神を 患い、 子 どらを 施設に 
預けた とたん、 一人暮らしの淋し さを 紛ら 
わせる ために、 を遊びが 始まり、 酒量が急 
激に增ぇてい つた。 

行きつけの居酒屋が十一時で閉まると、 
フィリピンパブや台湾クラブへ流れていつ 

て、 深巧の一一時、 S 時まで脯り狂い、ゥィ 
スキ I を浴びる ように 飲む。一時間前に出 
社して、 会社で朝風宜をおびればシャキッ 
t するというのが、 元気な頃の口癖だつた。 

ところが、しばらくする t 週末の連続飲 
酒が 始まり、 週明けの無断欠勤が 増ぇ、 I 
日が 二日、 二日が S 日- かむ ようじなつて、 
とうとう 精神病院に入院する羽目に なつた。 
病院に送り届けた職場の仲間がこう語る。 

「あを こでやめてわけばよかつたんだ。会 
社でら大目に見 ると 言つてたんだから。 を 
れをまた破つたでし よう。 前よりもひどい 
状態で ね。 会社の連中が様子を見にいった 
ら、部屋の片隅じうずくまつ て、 ピンクの 


少女が俺を殺しにきたと騒いでいたをうで 
す。あれじや、 舍社に いられる わけが あり 
ませんよ」 

退院後は、居酒屋の主人が気を遣って、 
ビールを二本しか飲ませなかった。本人も、 
をれに素直に従つていた。 

「いや あ、 今圃はまいったよ。ヤクザの親 
分 t 同じ部屋で さ。 夜になる と、 鉄格子の 
隙間から紐を垂らして、ワンカップを差し 
入れてららう。をれをう まを うに飲むんだ 
な。 目のやり場に困っちやったよ」 

時間を擠て余していたのだろう。アル中 
特有のむくみのある顔を崩し、舌足らずの 
口調で、 入院中の出$をおもしろわかし 
く郎かせてくれた。 

「をんたも一度は入ってみたらいいよ。夜 
になる と、 やるこ-がないから、化化かチ 
ン チロ リン。 タバコがキャッシュ化 わり。 
若い奴からずいぶん巻き上げたもんだよ」 
一年近く安定した状態が統いただろうか。 
しばらく 姿を見かけないなと思つていたら、 
このセ巧に再び病院に祖ぎ込まれたという。 
居酒屋の主人が呆れ顔で 語る。 

「ありや、もうだめだよ。一二度目だからね。 


一生出てこられないんじやないの？」 
いったい、どんな闘病生活を送っている 
のか。 アル中の宣告を受ける 前に、 筋金入 
りの先輩の話を聞いてわこう t 思って、病 
院に足を運んだ。 

# I 脳細胞が飛び散る光是 

面舍 所は、 精神病院の裳手に ぁる。 金網 
を張り巡らせた幅離病棟の一画 だ。 面会票 
に 記入して、 待つこと数分、 トレー ナー姿 
の彼が現れた。 

前曲が二本欠けたことを除けば、前より 
も ずっと血をがぃぃ。目の輝き も 違う。口 
調もしつかりしている。 

「もう 二 力巧じなるからね。 普通の生活と 
変ゎらなぃよ。一日三回、 三〜四禮類の薬 
を飲んで さ。寝る 前に睡眠薬を 渡される。 
体調 もよくなつたから、もう、をろをろ 出 
ようかと思っているんだよ」 

とはい っても、 病院に巧ぎ込まれる前の 
離脱症状を 訊く t 、 場数を踏，^たびに、巧 
党や幻聴が ひどくなっているよう に 思ぇる。 
回 も、 ピンクの 少女が 化て きた。 をれ 
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も 一人では ない。わらわら、わらわらと、 
二階から大勢下りて くる。 クスクスと 笑つ 
ている声まで聞こえる 。。ハツと 振り返る と、 
笑い顔が見える こともあれば、 をを くらま 
すこともる るり 

「誰かが入つてくるから助けてくれ、と警 
察に電話するんだけど、ちつとも相手にし 
てくれない。しようがないから、出刃包下 
とかナタで、をいつらを追い化うんだ。階 
段なんか儒だらけだよ。包下を持って、外 
に飛び出したこ t も ある。 近所の子どもか 
らヘンなわじさん t いつた目で見られちや 
つたけどね」 

こうなると、もう 錯乱が態 だ。 一歩間違 
え ば、 殺傷沙汰 にらな りかね ない。 庭の草 
を 刈り、 家の まわりに び油を撒いた。ピン 
クの少ホの侵入を阻止す るためだ。 

「人「考えると、ぞつ t する ね。 あの まま 放 
つておかれたら、わをらく火をつけてたと 
思うよ。とにかく神経が逆撫でされるんだ 
から」 

病院じ担ぎ込まれた ときには、 手の震え 

が ひどくて、 コツプ^持てないが態であつ 

た。 食事が巧れ ない。 食べてら吐き出して 


しまうからだ。 栄養補給 t 血破を浄化する 
薬を二週間近く点楠で巧ち統け 、ょうやく 
離脱症状から解放され た。 

「最初の一週間が t くにき つい。 保護室の 
壁に体当たりをかます奴^いれば、おかに 
向かつて、もしらし、もしもしと呼びかけ 
る 奴もい る。 見ぇない影と戦つたり、巽空 
間の惑星と交信したりしているんだ ょ。 神 
の啓示だ t 言って、幻想的な絵を描く奴も 
いる。 現れ方はさまざまだね」 

日本一のアル中巧と いわれる 邦山照彦 は、 
『アル中地獄』(第一一一普館)のなかで、自分の 
脳細胞がバラバラに飛び散った光景を記し 
ている。 助けをホめ ると、 数人の仲間が ほ 
うきで掃き集めて くれる。 両手で頭を押さ 
ぇながら廊下へ飛び出し、トィレの前で愚 
後の一片を拾う姿は感動的ですら ある。 

彼は、散歩の途中で、ベタベタに濡れた 
黒い花を 見つけ、怪しげな巧い を 嗅いだ。 
さらに自分の墓に手を触れた。 をして、 身 
近な人間の声で自殺をををのかされた t 述 
ベている。 味觉を 除いて、 四感の幻想を体 
験したの だ。 

シヤブ中のようなフラッシュバックはな 


ぃが、 突然襲って くる 飲酒渴望や多種多様 
な巧觉症状を體 まえる と、 アル中 こを、 病 
める 魂の王者のように思えて くる。 

別れ 隙に、 彼に 尋ねた。らう、これに 懲 
りて、 酒を断つか t 。 をの顔が忘れられな 
い。 口元を 歪め、 キべソをかきながら、 こ 
う言いき った。 

「やめられるわけがね尤じやねえ か。 今だ 
つて、 外出のと きに、 こんなち つも やな吿 
ビールを一がひっかけてくるんだ ザ。 退院 
したら、また 巧く よ。 あの オヤ ジん とこ じ。 
よろしく 言つ といて な」 

彼の言葉を聞いて、かなり心が揺らいだ。 
はたして、一一日間ら酒を断てるのか。まつ 
たく自信がなかった。 

#I 手を差し伸べるほどにはまる 

斷酒を試みる前の 晩は、 ぶびる ほど、 ビ 
—ルを飲んだ。仕事場の酒を一掃す るた め 
だ。と同時に、す^ 近くの自販機や深夜で 

も開いているコンビニの誘惑に巧ち勝つた 
めじは、当 か、 口にしたくないと思う くら 
い、 酒をがんでわけばいいだろうと思った 
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のだ。 

をれで^自信が持てなかつた。かなり緊 
張した。突発的な飲酒渴望に襲われれば、 
頭でわかつ ていても、 からだが言う こ t を 
きかなくなる。ひどい場合には、ヘアトニ 
ックやオーデコロンな ど、 アルコールの溫 
じつたらのを口にする t 、 モノの本に書か 


れている。精神的なコントロール機能が麻 
萍し始めているだけ じ、 をぅなつたら、一 
卷の裤わりだなと^していた。 

「むの中で飲みたいと思っても、斤動に移 
さなければいいんです。アル コール 依存症 
に^、 健康ならのと不健康ならのがあるん 
ですよ」 


とアドバィスしてくれたのは、東ム巧都立 

多摩総合精神保健福祉センター地域保健部 
広報援助課の岩崎正人課長だった。『嗜癖の 

はなし』(集英お文犀)をまとめた精神科医 

ご0 

よ/ 

「我われのところにかかってくる電話の約 
一割が、アルコールに闕する相談です。化 
四年度で一千百六十九件。大半が家旗から 
の SOS ですね」 

本人ょりら先に、家族が参ってしまうの 
が、アル中の大きな特色だ。本人の絶望感 
や恐恤感もさることながら、彼の世話をす 
る家族の身になってみれば、なんで、あん 
な悪腹の水で頭を混乱させ、身を焦がすの 
か、 とてむ理解で きない。 錯乱状態の主人 
をなだめ、垂れ流しが態の息子の下の世話 
をしているう ちに、 家族のほうが慢性のう 
つ状態じなったり不眠症になったりする。 
「をこにエネルギーをを入して、家族を健 
康な状態にらっていくのが、この病気を防 
ぐ第一の手だてです。をこまでいけば、あ 
とは、 本人がどん底感を味わっ て、 立ち直 
ろう t する気持が湧き起こるのを待つだけ 
です。最終的じは、本人が気づくことしか 
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ないんです」 


こにも悲恰な様子など感じられない。もつ 決意ら新たじ自{そじ戻つ てく ると、 家の者 W 


家族のための自助組織、日本ァラノン家 と 巧 淡と、 自分を突き放している。た t ぇ が真っホな顔 (！) で出迎ぇてくれた。 

族ダル I プのビギナ—ズミーティンダでも、ばこんな具合だ。 

同じょぅなこ礼を言われた。 「今日は、なんとなくもやもやしてきたん 眞™病気のアル中、病気でないアル中 
「私たちは回睛木馬から降りょぅ t 言って で、この集会に参加させてぁらいました。 

るんです。遅刻してむ、会社に電話をしな 久しぶりに化巧から電話がありましてね。 二日間の断酒は成功した。離脱状態は、 
い。 飲み屋のッヶもれわない。家族が手を M 巧の局番が四がになっているのを初めて 柯む起こらなかった。、心も 軽く、 診察を受 


35 

5 

3 

- 

3 

則 


が 


/V 3 

。が 

行 


貸せば貸す ほど、 アルコ I ルの谏みには ま 知つたんです。ずいぶん長い間、宙を さま け じいった。担当の医郁 じ、 受診目的を尋むの 


るの が、 この病気の最も恐ろしいところな よつていたな、とつくづく感じますね」{一 


んですよ」 

いわば記憶と自覚の闕いなのだ。最かの 


十代のみ性) 

「僕は隙害者ということじ甘えてきました 


ねられて、自分のアルコ I ル依存度を確認 
したい t 怒 a えた。 

「身ホの なチェックは、ここですぐわかり 


在 

外 

本 


醉い心地じ溺れれば、ズルダルとアル中地 子どもが できてからわかしくなつた。 朝 か ますよ。 だけど、要はむの問題です からね。 


獄じはまっていく。かといって、酣った記 らサウナじ入って、酒を飲んでましてね。 
隐を消し去ることはできない。酒の誘恣を 今や、このざまです。ホ巧で、もようど 


あなたが、どれくらい酒と縁を切りたいの 
か。あるいは巧りたくないのか。をれによ 


断ち切るためのなんらかのが策を謙 じるし 年じなる ので、この際、 思い切つ て、 化な つて、 処方はかなり異なって くると 思い 


かない 


ら自立へと、人生の指かを転換しようと す」 


酒なしで、夜を過ごすためじ、一計を案 思つてます」(一二十化の巧性) 


無実を証明してもらうつもりだったのが 


じた。 自宅や仕事場、飲み屋街な ど、 日常 
の斤動半径から身を遠ざける ことじした。 


「惟は何も望まん よ。 出世 も、 進歩もいら 話を閒いている と、 なんとなく雲斤きが陸 


ない。ただ、とじかく今日、酒を抜くだけ 


い。 巧当医の説明を聞きながら、断酒会 


うってつけなのが、喉がひくつく夕暮れど で精 I がなのさ。をれができれば、何もい のを長じ言われた言葉が蘇ってきた。 


きに開かれる、 AA というアルコール依存 らん」(五十化の巧性) 


「あんた、をり や、 もう酒をやめるしかな 


症本人の自助グル I プのミ！ティングだ 
会場へ行って驚いた。巧会の一室を借 


ウ 


アル コ I ル依存症と診断を下された彼ら いよ。 完全 じ、こつち 側 だよ。をのまま 
が、 酒じがす る 思いを断ち切つ ているのじ、 つたら死ぬよ」 


て、 それぞれ体験を語り合つている が、 ど たつた二晚^らいでうろたえてどうす るか。 


酒で死ぬ のは、さはど％いとは思わない。 
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寿命 t 思ぇば、謙 めらつく。 だが、酒に身 
を焦がされて、不本意な巧動を t るのは意 
じ沿わない。-^^っ^はっきりいぇば、病気 
のアル中なのか、病気でないアル中なのか、 
をの点だけを巧權にしたい。 

「離脱症が は、 誰に でら、すぐ わか るんで 
す。だけど、コントロ I ル喪失となる t 、 

社を規範や時化背景に ょって、 かなり評伽 

が変わって くる。 ダレーの部分が、だいぶ 
多い。酒をやめるつもりがないのなら、う 
まくつき 合う方法を考文たほうがいいです 

主 

我が国には二百二十お人のアル コール 依 
な症患者がいると いわれる。 糖尿病が四百 
〜五百方人。精神分裂症が一千で人 強。 を 
れらに比べる-^、意外-^少ない。 しかも、 
病気だ t いう自觉にも乏しいた め、 実隙に 
治療を受けているのは二で人前後しかない。 
「患者の総数は、ここ数年、変わっていま 
せん。しかし、 質的な変化が著しい。女性 
や若者向けの酒が大量に出回ってきました 
のでね。短期間でアル コール 依存症になる 
人が増えています」(岩崎課長) 

ひ t 昔 i 朋ま で、 アル中になるのは、大半 


が中年男性だった。二十年、一二十年 t 酒を 
飲み続け、四十二丄一一歳で入院する。発病 
する顕著な嬰因は見当たらない。 

ところが、 女性 や 若者に なると、 平均十 

年前後で、ァルコール依存症になる。早い 

-〇、五年^らいでアル 小-〇いうこと^を り 

うる。しかも、女性の場合、夫の浮気や姑 

との 備轨 、宵览ノィローゼなど、 家族関係 

のなかにストレス要因を抱ぇていることが 

多ぃ。若者の場合には、非けや不登校、巧 

食障害などをとらなつた複合型として症状 

が現れて くる。こうなつてくると、 昔の ょ 

うな脇離方式では治搬が離しい。家族や巧 

政、 ボランティァ团体などが 連携して、 ァ 

ル中の内面や生活環境を変ぇていくしかな 

い。チー ム医療が叫ばれる のは、をのため 
ご0 

「一応、一二年を一つの目をにして います。 
まず、 最初の I 年間、医薇機閒に通って、 
酒を口にしない習慣を身に つける。一一 年目 
:^降、 AA ゃ断酒をじ通って、ぉ互ぃに励 
まし 合う。 一一一年た てば、 回復のお込みがあ 
るか否かが はつき りして きます」 (岩崎課長) 

一一一年 t いう歳 巧が、 アル中地獄から脱出 


できる か否かの一里塚なの だ。回復、 死 じ、 
入退院の 繰り返しと、 だいたい 一二等分され 
る。 回複 したから t いつて、一滴でもアル 
コ I ル類を口にすれば、またアル中地獄へ 
t 堕ちて いく。 なまじ飲めるだけに悲惨だ。 

「ちょつ. AJ 、 わかしい t 思つ たら、 早めに 

相談にきてららうのがいちばんです。 精神 
依な の 段階で あれば、をう苦しまずに酒と 
の関係を断てる。病気なんだ t いう自覚を 
持ってもらうのが大切ですね」 

と 語る のは、 高田馬場 クリニックの 米沢 
を院長。六年 i 刖にォープンしたアルコール 
依存症尊 巧の 医薇機闡 だが、 夕暮れ どきに 
院内を見波すと、いわゆる'みクタィ.アル 
中たちが 新聞 や 週刊誌を 広げて、 診察の順 
番を待つている。精神病院に入つているア 
ル中たち とは、 顔つきや物腰がまるで違う。 
酒が飲めないというだけで、 をれ1^外は普 
通の生活をしている人びとだつ た。 

今のところ、 まだ綱極りのが態だ。 だが、 
A A で聴いた「今日一日を生きる」を自分 
なりに綱 案し、 アル中地獄に堕ちなかった 
のを祝つて、今日らまたビールのジョッキ 
を 傾けて いる。 


132 



i 


▲ 


▲ 


▲ 


▲ 


i 


▲ 


▲ 


A 


L 


►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►►► 






風俗爆と巧依を啜られてもがきな人 

なぜ彼女たちは SEX を売るのか？なぜ彼女たちは I 二高の客になびかないのか？ 






ダメな男を求める「愛しずざる女たち」との交遊録！ 


本橋信{な 

(ルポライタ— ) 


「だめな巧に惚れる女」 t いうな説が昔か 
ら言いたえられている。 


聖子の化女喪失年齡は高校二年生 t いう 


十七歳の太岐を見せられた中年巧はたま 


から、風俗業界じ入ってくる少女たちじ比 つたもんじやない。聖子の目論見は成巧し 


二一年1刖に知り合った自宅出張ホテトル慷 ベれば決して早い方ではない 


の聖子もをのひとりだ。色白の愛嬌のある 


「相手の巧は私の女友達の父親だった の。 


て輿搔しきった友達の義父は、消極的じお 
抗する女子高をを強引じ神し到してしまつ 


顔で、 J & R ゃァルマーニとぃった水商売 をこの家っていうの も、 両親が離婚してて た 


系の女性に人気のある服を好んで着ている、母親が再婚したのよ。新しい父親っていう 


「をい つ、 厦じらんないけど、私の友達♦り 


ちよつと男好きするタイプの女性だ。 


のが咬くてもの好みだったの。フアザコン やつちやってるんだ よ。 あとで友達から聞 


神奈川のある街で生まれた二十歳の彼女 だからね、私。まわりがみんな化女捨てて いたんだけど」 


は、 幼い頃に両親が離婚して母親のもとで るから焦つてたんだけど、するならこの巧 


つまりを の 巧は、 疑似近親相を もしてい 


二歳下のホと t もじ育てられた。酒と女と つて思つてた。だから夏休みに、女友達と たといぅことだ。義父と疑似ぶ親相茲して 
視馬にのめり込んでいた父親は、聖子が小 をこのわ母さんがいないときを見計らつて、しまうケ I スは、僕が知つてるだけでら四 


学一年生の頃にはもう家庭にいなかった 


超 ミニ 穿いて遊びじ斤つたの」 


件あるが、ここではテ I マと離れてしまぅ 
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ので割愛しょう D 

♦命令み令命令令命♦命 

ちやんとしてると不ちじなる 

高校をを業した聖子は片親というハンデ 
ィもあって、まともな 就職が できず、 遊び 
に行っていた帝都最大の殷販地帯、歌舞巧 

町のスナックでアルバィトを始めた。をこ 

で知り合った二歳年上の觉關剤を売を生業 
にして いる 暴力団構成員- AJ 同棲を するょう 

じなつた。 

「をい つは紀伊國屋岡辺で觉關 剤とコカィ 
ンを売って るの。 背中に錦觸の入れ墨が彫 
つてあるんだ けど、 私つて入れ墨見ると 七 
クシ I だなあって思っちやうのね」 
覚醒剤の売人はみずから も 中毒者と なり、 
しばしば聖子に暴力を振った。彼女も何度 
か クスリを 使用した けれど、 男が クスリを 
彼ホに勧めなかつたために圭かじなる前に 
やめるこ t がで きた。 ところが遊びじホて 
いた妹が、いつの間にか中毒者になってい 
た。 

「あいつはクスリを隱してた。だけど妹は、 
私むちがいない間にこつをり使つてたみた 


い。 をのうちじだんだんわかしくなってき 
もやっ て、 訳のわかんないこ-^言い出す の。 
白い粉みたいなクスリ、志れなんなの？ 
觉醒剤じやないよ、志れやってるうちに廊 
人みたくなっちやった。今は精神病院に入 
ってる けど、 私がわ見舞いに巧っても気づ 
かないの。もうだめなんじやない……」 

白い粉みたいなクスリ とは、 たぶん最強 
嚴惡のドラッグ、ヘロィンだろう。 

男は觉醒剤取締法違反で逮補されてしま 
い、 残された聖 子は、 今度は 男と同じ 組の 
構成員と交際するようになっ た 。 U 前の恋 
人は、ドラッグ 密売と いう非を 法の 廟 売で 
は あるが、 金を稼ごう t いう 気力だけは あ 
った。ところが今度の男は勤游意狄ゼロだ 
ったた めに、 聖モは自宅出張ホ テト ル壌で 
稼がなければ ならなくなる。 

「をいつはクスリとかやらなかつたけれ ど、 
働かないらんだからよく私と喧啤する の。 
顔が腫れちやって仕事に斤けないときもあ 
つたもん。でも喧啤 U 外のときはすごい優 
しい。 をれだけが取り柄かな。走 t は背中 
の入れ墨もね」 

をの男は組から扶けよラと斤方をくらま 


してし まつたために、 聖子 はまたひとりに 
なつて しまう。 をして彼女が再びつき合い 
だした 男は、 妻子持ちの中年ヤクザだつた。 

「私がヤクザを好きだからか、ヤクザが私 
みたいな女を好きだからかよくわかんない 
んだけど、つき合う男は本当にヤクザが多 
いんだよねぇ。今度の男はちゃんと奉巧に 
大きな瓦葺きの家を持つてるし、奥さんら 
子どららかわいがつてるの。やつぱり背中 
に鬼みたいな入れ墨してる。をれがまたセ 
クシ I でいいんだ。仕事が遅くなつた t 言 
つて私と週に二日間、新宿のホテルに沾ま 
つてる。 I 緒にいるときはセツクスしつぱ 
なし。别にクスリやつてるわけじやないん 
だけど強いの。でもね、やつてる最中に突 
然怖い顔になつて私の首を絞めたり、レィ 
プみたいじ乱暴する。犯されるつぽいセツ 
クスつて嫌いじゃないから、私はいいんだ 
けど。あれはたぶん、クスリの後遺症じゃ 
ないかな走。寝ていると、 t きどき汗びつ 
しよりかいてガ、、ハツと起きをがるんだよ」 

中年ャクザの本音は性飲化理だろう が、 
彼女は今の t ころ、 男に惚れて週二回の泊 
まりに 満足して いる。 
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「並日通のサラリ—マンとつき合えば」と僕 

が忠吉してら、聖子は「相手がもやんとし 

てると、私が不をになつちやぅ」とつぶや 
，*」0 

♦♦♦♦♦♦♦♦令♦令 

美少女と野獣 


だめな巧じ女が惚れる例をもうひとつ挙 
、けてみよう。 

化袋のあるピンサロで献くゆかウという 


二十一歳の娘がいる 


年キ前までは、同 


じ街のキヤバクラに勤務して常に指名の上 
位に入っていただけあって、美少女がをの 
ままわとなの女性に成長したょぅな美しさ 
がある。 

やはりゆかりの家庭も、彼女が中学生の 
頃に両親が離婚して巧親の手で育てられた。 

ゆかりがキヤバクラを辞めて、性風俗業 
界でら I 番過酷と言われるピンサロに飛び 
込んできた理をは、男の問題だった。 

「キヤバクラ時代じ、店に二回ホてくれた 
タクシ I 運拉手のこ t が好きになっちやっ 
た。わ客じ惚れるってことはめったにない 
ことだし、前にら大きな商社じ勤めてるか 
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こいいも客さんと 力 外串のディ I ラー 
やって る 金持の男の人が私ともやん とつき 
合いたいって言ってくれたんだけど、ぜん 

ぜん興味わかなかった。運拉手は私より四 

つ年上で、をんなにかつこよくないんだけ 
ど 優しい の。 でらかなり借金が あつて、 ふ 
たりで暮らすには どうしても をの借金を返 
さなきやいけなかったのね。だからキヤバ 
クラよりも 手っ取り早く稼げるピンサロに 
移ったわけ」 

ゆかりは恋人の借金の理由と総額を教ぇ 
てはくれなかった が、 大方この^の男の 
借金はギ卞ンブルと相場が決まっている。 
「ふたりで一生懸命働いているから、借を 
は来年中には返せるはずな の。 返し終わっ 
たら結婚しようつて決めてる」 

真面目に タ クシ ー 運拉手を務めて いると 
はいっても、 惚れた女をピンサロで側かせ 
るのは古典的なヒモ的感性の持ちまではな 
いだろう か。 をんな男 t 交際して いて、 果 
たして彼女は幸福なのか尋ねて みると、 ゆ 
かりは「好きになつたものは仕方がな いら 
ん」 と 言い切つ た。 

彼女 もときわり 男 ささいなことで 喧華 


して、殴られることがあるといぅ。 
n 緖に暮らして、彼が 浮気性だっ てこと 
に 気づいた の。 喧嘟 じなるのはをのことが 
一番の理由ね」 

命令♦命令令♦令令命命 

借金の行方 

アダルトビデオの制作に携わったり、を 
こに出演する女たちや風俗燦を取がして十 
一一年じなる。この世界でらだめな男に惚れ 
る女の図式がょく見受けられる。青森出身 
で、 デビユ ー してから もな まりが とれない 
美人 AV 女優、楼沢菜々子もをのひとりだ。 

前出の聖子 t ゆかり同祿、莱々子の両親 
もまた離婚している。 

「わ父さんが飽きやすぃ性格で、仕事、長 
続きし なくて、 をれで私が小学校一年のと 
き、離婚しちやった。まだ小学校一年だか 
ら 離婚したってわかんなかった。わ父さん 
に"いつてらつしやい*つて言つ たら、 を 
のまま 二 一年く らい 帰つ てこな かつた から。 

をれでわ巧さん緒じ住んで、小学四年 
のときから今度はわ父さんと暮らす ように 
なつた。わ父さん、再婚しないで今でらひ 


とり。青春時化をすべて私に捧げたって言 
ってるけどね。なんかね、私を育てるだけ 
で必死だったらしい」 

姬を满愛する あまり、 父親は高校 I 年生 
になっ た 触の日記をのぞいて しまぅ。 初体 
験のことが曹いてあったためじ菜々モはプ 
ラィバシーの 侵害 だと父親をなじり、結果 
として菜々子ではなく父親が家を飛び出て 
しまつた。 

をして空き家になった t ころに、 交隙中 
だった二！歳年上の男が転がり込んできた。 
男は暴力こを振わなかったが、勤勞意撕が 
まるでなかった C 

「彼氏はプータローだった。最初の半年は 
一緖にパチンコ塵に勤めていたの。だけど 
彼氏が喧唯してクビになっちやって、私は 
残ってくれって店に言われたんだけどら一 
雛に辞めちやって、をれから私が夜スナッ 
クで働いてた。でむ彼氏が遊びまくってい 
たからわをがなくて、私がスナックのわ客 
さんを保証人にしてサラ金からお金借りて、 
彼に腺していたの。わ金あげないと彼がま 
っていっちやぅ気がして」 

菜々子が殺いだりサラをから借りた をら、 
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すべて生活費と巧のパチンコ代じ谓えてし 
ま 

をのぅちに生活費がゼロになり、ガス、 
水道、電気ら止められ、近くの公園で水を 
汲んで過ごした日々らあつた。 

「最初の頃は每日セックス。相手がぅまか 
つた。いまだかつてないようなことばつか 
体位から何から。フ卫ラチオら最初はをん 
なにうまくなかつたんだけど、彼氏に磨き 
をかけられた。ここなめろとかいろいろ一言 


われて」 

ここにらだめな男に惚れる女の図式があ 

♦♦♦親 pttft 

聖子•ゆかり•菜々子のように、どこか 
欠陥のある男を好きになる女たちにはい く 
つかの共通巧がある。 

まず第一に挙げられるのが両親の離婚で 


ある。 

性風俗や A V 女媛に多く見られる親の離 
婚 は、 彼女たちが成人すると大きな影を落 
とす。異性やギャンブル、酒といったトラ 
ブルで離婚してしまった親に対して、彼女 
たちは尊敬の念を抱けず、思春期を過ぎる 
頃になると無意識のうちに反抗を始める。 
さらには親の肉体の延長線上にある自分の 
肉体を虐めるこ t で、間搔的に親への復譬 
を乘たをうとす る。 

身近な例で言ぇば、根性焼きと称する自 
傷行為でをる。両廊に無数の一円玉大のお 
傷痕のある十化歳の性感へルス壊は、中学 
時巧に根性焼きをやり備けたと告白した。 
やはり彼女も両親が離婚している。 

巧なら、みずからの男気を示ずために、 
煙草の火を自分の腕に押しつけるこ t らあ 
る程度理解はできるが、外見をこ t のほか 
気にする十代の娘が、なぜ醜ぃ傷跡が残る 
ょうな斤為をするのか t 言ぇば、をれらま 
た間接的な親への復蠻なのだろう。 

両親どちらかの不在は、フロィト的に解 
釈すれば子どらの「超自我」の不完全な形 
成につながる。つまり「してはならない- 
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といった道徳的規範が希薄になるのだ。 

父親的な力強さ t 巧親的な優しさが-ら 
に備わってこを、子どもの「超自我」が形 
成されるのに、尊敬されるべき両親が不完 
をだと「してはならない」という意識が育 
ちにくい。子どもが斤動する隙の重石役に、 
親が成り得なくなってしまうのだ。 

一般社会の通念上、やってはいけないこ 
とやあまり勧められないことを子どもが - W 
ょうとして寸前で踏みとどまるのは、「親の 
顔が浮かぶ」ことが大きな力になっている。 

このとき、親の存在は子どもにとって事 
の#!悪を判断する神のょうな巧在になって 
いる。 t ころが親が素行不良の場合、この 
役割を期待することはできない。をの結果、 
重石が取れて羞恥心の薄くなった彼女たち 
は性風俗や A V 女優に変身しやすくなる。 

t ころで幼少期に、決して経済的にも愛 
情的にも恵まれないで育った彼女たちが成 
人するにつれてだめな男に惚れていくのは、 
いつたいどういうことなのだろうか。巧の 
価値観から言えば、彼女たちこを社会的に 
も経済的にも上位にある男性じ惚れること 
で、幼少期に手に入れられなかつたを心感 


と幸福を得られるはずではないか。 

しかし「相手がちやんとしていると私が 
不をになっちやう」と言つた聖子のように、 
彼女たちはだめな男、問題を抱ぇた巧を好 
きじなつてしまう。それは、男の勝手な推 
測からすれば母性本能と定義づけたくなる 
が、をれとは根本的に異なる心理的力学に 

よるものと言つていい。 

どんな人間も、生存本能のひとつとして、 
r 自分はこの世に生まれて価値があったん 
だ」 t いうな在価値の確認行為をする。聖 
子•ゆかり•菜々子のように、社舍的弱者 
t して育つた彼女たちは、とりわけこの存 
在価値の確認を強く望む。みをっかすのよ 
うな存在に甘んじていた彼女たちが成人す 
るにつれて T こんな私だって誰かが必要 t 
してくれてるんだ」といった欲求を強く持 
つようになる。 

をの t き、彼女たちにとって嚴高の相手 
となるのが「だめな男」なのだ。 

♦♦♦♦♦♦♦♦♦ミ 

共依存の正体 

最近になつて、アメリカを中心に、アル 


コール依存症の人間をめぐる人間関係をと 
らえる精神医学用語「共依存」が注目され 

ている。 

この巧語はアルコ ー ル、薬物などの依存 
症研究の第一人者として著名な斉藤学氏 
{巧京都精神医学総合研究巧研を員)が命名 
したものである。僕は彼女たちのだめな巧 
への献身ぶりを百己存在価値の証明獄求」 
と言つてきたが、じつはこの「共依存」と 
いう言葉と出会ったときに、彼ホたちのむ 
理がより鮮明に理解できるようじなった。 

共依存とは、簡単に言えばこラいうこと 
である。 

だめな男に惚れている女がいる。 

だめな男とは、たとえばアルコール依存 
症の男であり、ギャンブル依な症の男であ 
り、勤労意欲のまるでない男であり、自己 
中心的です^に暴力を振う男で ある。 世間 
から見れば、こんなだめな男はつき合って 
いる女に依存しているように見える。金の 
工面から身の回りの面倒まですべて献身的 
に凤、くす女がいなければ、彼は生きていけ 
なぃ。 

ところが彼女たちらまた、をんなだめな 
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男の面倒を みることで「こんな 私だつ て 誰 
かが 必要としてくれてるんだ」といぅ法悦 
の感情に浸りきれるの だ。つまり 彼女たち 
もまた、をん なだめな男が いないと やつて 
いけず、 彼女たち もまた、 だめな男に依存 

しているの だ。 


こうしてだめな巧と献身のな女の強固な 



結びつきが完成して しまう。 

だから聖子'がいみ じく も言っ たように、 
完璧すぎる男(をの多くが堅実で物わかり 
がよく、女性 じ 迷鑽を及ぼさない社会的地 
位のををしている巧性)は彼女に とつて つ 
けいる隙がなく、逆に自分が必要とされな 
くなる不をを誘発させてしまう存在にしか 
なりえない。 

聖子•ゆかり•菜々子の ような、 幼少期 
に暗い影を落 t した日々を送っていた娘た 
ちは、 成人す るに つれて幼い頃の トラウマ 

を忘れよう とし、 依存が象を探し出す。 を 
の 財象と なるものは、 酒で志ゥギヤンブル 
であり大麻やシンナー觉醒剤といった薬物 
であり、 をして 恋愛で ある。 

とりわけ彼女たちを！中にさせるのが恋 

愛で ある。 

男女の痴情のむつれで平凡で堅実なサラ 
リ I マンや OL が殺したり殺された りする 
のだから、 まさに 恋愛 こを 手軽で最強のド 
ラツグとら言えよ ラ。 恋愛をしたくて たま 
らない共依存の彼女たち は、 巧手の男性を 
射止めるために追いかける恋愛が大好き だ。 
自己存在価値の謡巧として能勤的に男を 


愛し、 献身的じ摇 する。をうしている間、 
彼女たちは幼い頃の トラウマを 忘れまるこ 
- Vj ' がで きる。 

をん な彼女たちじとつては、物わかりの 
いい 愛して くれる 男は物足りない存在でし 
かなく、どこか 問題を抱えただめな男 こを 
恋愛のやり甲斐があるの だ。 

觉醒剤の密売をしたり暴力を振うヤクザ 
の面倒をみ統ける聖 子。 

ギャンブルで多額の借金をした男のため 
にみ ずから ピンサロで 働き、 巧の救済 じ 躍 
起 t なるゆかり。 

勤労意欲のない男が自分からまっていか 
ないょうに深夜スナックで 働き、 サラ金か 
ら借金してまで相手に金を渡す菜々 子。 

端から見ると不幸に見える彼女たちだが、 
巧に 巧く している 間は、 生きている証が得 
られる至福の時でも あり、 ぞ定感を得られ 
る時でもあるのだ。 

美人 A V 女優として人気の あつた 浅倉舞 
もまた、 小学五年生のと きに 両親が離婚し 
てどちらからも引き取つてららえなかつた。 
彼女が成長して恋愛の巧手に選んだのが年 
下のホストだった。尽くすことで 法悦 感を 
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得られる ことを 彼女は こう 語つ ている。 

「彼に何かしてあげるのが好きなんです。 
巧から巧くされるのが大嫌い。しようがな 
いです よね、 をうなつちやつてるし変えよ 
うがない。だから男がだめになつちやうん 
です よね。 私、凤、くしまくつて る。 彼に。ハ 
ンツや靴下はかせるときもある」 

僕らが生活しているこの社会はよくした 
らので、こんな化ハ依存の女性にだめな男が 
寄りつくものだ。いや、をんなだめな男を 
彼女たちが追い求めている t いうのが正し 
い言い方だろう。 

知らず知らずのうもに相手に振り回され、 
疲れ果てているのに、相手から離れられな 
いでいる彼女たち。殴られ、徽飛ばされ、 
をを むしり 取られて む 「しようがないわね」 
とこ ぼしながら、男に とりつい ていく彼女 
たち。 

共依存の彼女たちは惚れてしまった巧に 
t こ t ん尽くし まくる ので、しばしば巧に 
とつては加害者のような存在になつてしま 
う。 

をん な関儒性を どうにか 救済し よう -* J す 
る民間ボランティアの動きらあるが、僕は 


化ハ依存の関係性は勝手にさせてわくのが一 
番だと 思う。 端から見れば不幸な閱儒かも 
しれないが、当人たちに-^ってみれば不幸 
の中の幸福なのだから。 

♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦ 

愛しすぎる女たち 

三高 t いう打算的な思惑で恋愛相手を黯 
の目腺の目で探をう t している かたち や、 
相手の家柄や財產だけで結婚をみめようと 
する上昇志向の強すぎる女たち よりら、 聖 
子やゆかりや莱々子のほうが愛わしいでは 
ないか。 だから僕は 一一 一高を狙う OL たもよ 
り も、 聖子たちのような共依存のホたもじ 
魅力を感じて しまう。 

をんな僕はひよつとする-^だめな男なの 
だろうか？本むではをうは思わないのだ 
けれど、 をう言ぇば共依存の女性と二度つ 

き 合つ たことがある。 

ひとりは 高校を欠席し 続けながら、 なん 
とか 卒業して A V 女優になつた娘だった。 
彼女の父親は、機械会社の社長を務めなが 
らよ をに愛人を作って家に寄りつ かず、 巧 
親はやはり年下の愛人を 作り、 派手な生活 


を 送っ ていた。 

をんな 家庭じ育った彼女は「年上の優柔 
不断な巧が好み 」 t 言い、 交隙していた男 
たちらみな、をんなタィプ だつ た。 

どもら かと言ぇば、 我がままで、優柔不 
断とは正反対のタィプだ t 自分で思ってい 
た僕は、彼女とつき合うことでドラッグ体 
験を強いられてしまつた。共依存の女性で 
ある 彼女がハマッていたのは睡眠薬で、を 
れまでケミカルな薬品を 口にする こ t をい 
つさい拒否し、酒ら飲めなかつた僕は、た 
ちまち睡眠薬のトリップ感に身も心ら奪わ 

れてしまつた。 

やはり 僕はだめな巧だった のか。 

もう ひ t りは、やはり 小学生の頃に両親 
が離婚して、母親の手で育てられた娘だっ 
む。 ファザコンの彼女は「父親に似た包を 
力のある年上の男性が好み 」 t 言い、 どう 
いうわけか包容力があるとは思ぇない十セ 
歳年上の僕と交隙したのだった。 

「追いかけられる ょりら 追いかけるほうが 
大好き」と言う彼女らまた共依存に志りが 
ちな 愛しすぎる女で、僕の手帳を盗み見し 
て取材先の女性の連絡先に勝手に電話を入 
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れて みたり、 取が旅行を、他の女 t 旅斤に 
斤くと觸違いして、僕の事務所のドアや車 
じ搔着剤を挿入して使巧不可能にした。 

令爭令♦命令♦命令令令 

留親じ似た人生巧お 

t ころで、ここまで述べてきた共依存は、 
離婚家庭に育った娘たちだけに見られ るら 
のなのだろう か。 幅広く世の中を観察して 
みると、 をればかゥではなさをうだ。 

お産も豊かで両親がをろっている家庭の 
娘も、幼少期に両親からの愛情を金で代用 
されたりして育つと、成人してから共依存 
の度合いを深めて いく。 何不自由な く 育っ 
たお壊様たちは成人するじつれ「こんな私 
だつて何か役に立つこがあるのょ」と自 

己の存在価値の証明を得るために、問題を 
抱えた巧に惚れてしまうことが珍しくない。 

わ娘様 t 地位の低い巧の関儒といった図 
式である。 

さらに僕の感觉を広げて いくと、 共依存 
は美人に多く見受けられる。 

美貌の販に生まれた彼女たちは、幼い頃 
から岡りの男たちじ求愛され続けている。 


幼い頃はをれでも自己満足を得られるので 
美貌の彼女たちは疑問を持たないが、思春 
朋を過ぎてわ t なの女に成長するにつれて、 
求愛されることからは刺激を得られず、求 
愛を物足りなく感じてしまう。 

人間はみずから斤動することで存在価値 
の証明を得られる。巧手の巧を積極的に評 
価して、周ゥの意見を聞き入れず、みずか 
らのな在を確認するために人一倍男を愛を 
うとす る。 をのが象となるのは離婚歴があ 
る中年男性であり、女癖が悪い t 言われる 
プレィボーィで をり、 うだつの上がらない 
仕事をしているずのでない男である。 

美人女優やネを兼備の女性キヤスターの 
恋愛や結婚、をして離婚を見ると、こんな 
ケースがょく転がっているものだ。 

* 

最後になるが聖子は今でむ自宅出張ホテ 
トル燦として働き、背中じ入れ墨のある新 
しい巧を探している。 

ゆかりは男の借を返濟をしたはずなのに、 
いまだにピンサロ壌として男のペニスを頰 
張る巧日だ。 

菜々子は白血病で死ぬか結婚のどちらか 


を願つている。 

三人ともつき合つていた巧とはもうがれ、 
今では新しい男を探している。をして彼女 
たちの目の前に現れる男たち は、 やはり前 
と同じようながらに違いない。 

をんな問題を抱えた男たち t 結婚する彼 

ちたちの多くは、家庭を持つてからもトラ 

ブルを多く抱えることじなり、をこで育つ 

た娘たちは母親に似た人生行路を歩んでい 
<0 

もつ とら、 ここに書いたことがすべて当 
ては まるら のでは なく、 例外ら大いにあり 
得ることを言つてわかなければならない。 
僕は精神分析で能論者でもなく運命論者で 
もない。風俗壌や AV の取材を長らく統け 
てきた自分の感觉で、人間関係のひとつの 
む理的力学として共依存を取り上げてみた 
までだ。 

ひとつだけ言えるのは、一二井物産や通産 
省の巧でなければ、女にもてないわけピや 
ないということだ。 

ひょつ t すると聖子やゆかり、菜々子た 
ちは、巧たもにささやかな夢を与えてくれ 
る堕天使なのかもしれない。 
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実録！ 隣の サイ n たち 9 


百言地獄の少ろ 


双子みたいによく似た姉巧——。恐怖は姉の死から始まった 

岩崎宾美子ミ-ミミ 


をのときのことは今でもよく覚め続けて力いっぱい生きた彼女の 「葉子ちやん、という人間は、マの二人、決して一緒にはサークル 
えている。 生き方に、少なからずショックをリが作り出したの人物じやなに顔を出さなかった。わりとマメ 
当時大学生だった私のもとに、受けていた。電話での私は、彼女いのか、ってことだよ」 に来ていたマリに比べ、葉子ちや 
サークルの部長、 S から電話がかの死から受けたそんな感動に近い H んは 一 力巧に一度来るか来ないか。 
かってきた。とりとめもない話を気持を、熱っぽく語っていた。 この世にいない人間 初めて私が葉子ちやんに会ったと 
していたと思う。そのうち話題は、ところが S の態度が微妙におか - き、どこを見てもマリそのものの 
先頃 t くなったあるスタッフの女しい。昨日までは私と同じように マリとは、私たちのサ）クルに風貌の葉子ちやんに「え一、ゥソ。 
の子の話になった。 葉 子ちやんと彼女の死にショックを受けていたよく遊びにきていた 葉 子ちやんの本当はマリでしよ？」と冗談を言 
みんなに呼ばれていたその女の子はずの彼が、妙に無反応なの だ。 妹 だ。 一つ違いとはいえ、風貌はったのも覚えている。 

は、 高一二の春にガンを発 症、 自分変に思った私は、話題を中断し、葉子ちやんとソックリ。"双子みた ス r 度は二人一緒においでよ」 

の死期を知りつつも、その後 K 大どうかしたのかと尋ねた。彼はひいによく似た；^"と言われてい がたちのリクエストに応えて、 

の医学部を受験し ム摄 。恋人と入と呼吸間をおいてゆっくりとこうた。顔こそ似ているが、医学部受彼女たちが一緒に来るはずだった 
籍をし、治療のためアメリカの病言った。 験、恋人との入籍、ガンとの闢いある日。曼ばそ S だ。急に葉 
院へ向かう直刖で、急に t くなっ 否あ……、葉子ちやんって、本など波乳万丈の運命を背負った葉子ちやんが倒れて来られなくなり、 
たのだ。 当にいたのかなあ？」 子ちやんに比べ、マリのほうはど彼女が"ボン"であることを知っ 
私たちは、彼女が生前に書き残 最初はそ 誓 暴の 嵩 味が分からちらかというと地味で、平凡な雰たのは。考えれば考えるほど、囊 
していたという遺書を見て、十八なかった。 r 何それ」とつぶやく私囲気の女の子だった。 子ちやん不在 説』 の疑惑は高まっ 
歲という若さで、自分の死を見つ に、 S は話を続けた。 そう言われてみれば、何よりこてく る。 
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囊子ちやん不在説』。からだの奥_疑いを持つたのは、 OB の Y 氏だ-入院しているという彼女を見舞おい女に産ませた私生巧で あり、 親 


から広がってくる恐怖。仮説が本 った。 葉子ちゃんは夫と家族と、 
当なら ば、 マリは二人の人格を演アメリカの病院に飛び立つ途中、 
じ続けていた ことになる。そして、 成田空港で亡くなつ た。 だが、 ま 


う、と計画しているのをマリが知威のなかでは日陰者扱いだったか 


つてからのことだった 


当たり前のように存在する、と思がりなりにも空湛で人が死んだと 恋の結ホ 


つてきた人間がかこの世に存在し なれば、 どんなにル さくと も新間 
なかつ た々 ことになる。 記事になるのではないか、といぅ 
この『仮説』はあつといぅ間に わけ だ。 そもそも急にアメリカに 
スタッフの間に広がつ た。 最初に発つことになつたの も、 私たちが、 


らだとい う。 

私たちは、こちらから葉子ちや 
んに連絡を取ることはできなかつ 
た。 私生児で日陰の身だから、遊 


当然巧われるべきもない、 び伸間から電話がかかってきては 
という。なぜなら、実は葉子ちや マズィ、というわかったようなわ 
んは父親が妻(マリの母)ではな からないような事情があったから 
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だ。 その他にも K 大にム捂 したと 
一言つているのに、週刊；一に発表 さ 
れているム捂者リストに名前がな 
かつたり と、 思いあたる ふしは 次 
から次へ と 出て くる。 

何より哀れなのは、マリとつき 
合っていた H だった。お調子者だ 
が、人がよくて情に厚い#の H 
は、 「葉子ちやんから最初にガンで 
ある ことを 打ち明けられた男」だ 
った。つらい運命を背負った葉子 
ちゃんに、彼がどんどん惹かれて 
いったのは無理もない。当時まだ 
恋人と入籍をしていなかつた彼女 
に、 H は自分の思いを告白したと 
いう。彼女の、むの支えになりたか 
つたのだろう。だがそのと き、 葉 
子ちやんは彼に こう 言つたの だ。 
「気持はうれしい わ。 だけど、実 
はマリがず つと 前からあなたの こ 
とを好きな の。 あの子は、むの優し 
い、 いい子だ わ。 松よりもマリの 
支えになつてあげてほしいの」 

そして案の定、 H はマリとつき 
合うことになつた。だがその後も 
彼は、葉子ちやんともよく電話で 
話をしていた らしく、 マリとのつ 
き合いにまつわる瞄みなどを相談 


していた といぅ。 

葉子ちやんが亡くなっ て、 一番 
ショックを受けていたのも彼だっ 
た。 涙ぐみながら"知られざる" 
葉子ちやんのエピソ J ドを私たち 
に語る彼は、哀しげではあった が、 
同時にどこか誇らしげでもあった。 

「誰か言ってやれよ」。すでに『疑 
藝を確信的なものとしていた祗 
たちは、その 一 番ィヤな役目をお 
互いに巧しつけ あつた。 どちらに 
しろ H は、 その春に卒業予定だっ 
たため、いつのまにかサークルか 
ら姿を消していたのだが。 

主マリの反応 

葉子ちやんの死後もしばらく、 
マリは"葉子ちやんの秘話"を切々 
と語っていたが、それに反応する 
私たちの変化に、彼女も気づき だ 
したよぅだった。私自身、彼女が 
その話をし始める と、 いたたまれ 
なくなり、なんとか話題を変えた 
もの だ。 みんなはつきりとは言わ 
ないものの、スタッフの多くはか 
なりあからさまに冷たく反応して 
いたよう だ。 


そんなある 日、 私の家にマリか 
ら電話がかかってきた。泣きなが 
ら彼女が言ぅの だ。 

「ひどい の 。 S さんが葉子ちやん 
の話はゥソだって、みんなに言っ 
てるらしいの。そんな こと 言ぅな 
ん て、私 、 S さんに襄切られた—.」 

追いつめられた彼女は、最後の 
望みの綱として私に電話してきた 
のだ。困惑した私は、はっきり言 
えるはずもなく、こんな答え方を 
した。 

「でも S さんが S に、 葉子ちや 
んの話がゥソだと信じこんでると 
したら、彼は彼で、マリに裏切ら 
れ た、 とおってるかもしれないょ」 

そしてそれっ きり、 マリは電話 
をょこさず、サ）クルにも顔を化 
さなくなった。 

且ゥソの血 

思えば、マリは葉子ちやんの話 
がなければ、とりたててかわいい 
わけでも、個性的なわけでもない、 
存在感の薄いタイプの女のモだつ 
た。サークルには数多くの女子高 
生が遊びにきていた。それだけに、 


よほど1的 か、 を在感があるキ 
ャラクターでないとスタッフに覚 
えてもらえないの だ。 

彼女はなんとかして、自分の方 
に目を向けてほしかったのだろう。 
そして、日常の自分とはまったく 
違うドラマチックな人生を 生きる、 
華やかなもうひとりの自分をつく 
りあげたの だ。 最初は気軽な ゥソ 
だったかもしれ ない。 だが彼女が 
自分でもうひとりの自分を語るた 
びに、からだにしだいに" ウソ" 

の血が流れ、肉が つき、 ひとり歩 
きをしだした。そのもうひとりの 
自分は、いつしか棄圣冗の彼女 
の手に負えない巧動を起こすよう 

になる . 。それを止めるには、 

「葉子ちゃん」を殺すしかなかった 
の だ。 

その後もたまに、当時のスタッ 
フで同窓会のような集りを 聞く。 
マリもときおり顔を見せるが、誰 
も葉モちゃんの話は口にしない。 

葉子ちやん という 人などこの世に 
存在しなかったかの ように。 

来年の二一月一二十一日は葉子ちゃ 
んの十年目の命日 だ。 
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ドキミジトず暑ギヤンブル拡をファミリ！を 

追跡しろ M : 

そこは小田原競輪場。「近曠、くたばれ！馬鹿！オラ I! .一滴巻 < 罵青の なか、 ぶっ壊れたオヤジを標的に、それは開始された 


塔島ひろみ 

(ミニコ///誌妄掌 J 主曼 


私は、わ裁縫も珠算もわ習字もな交ダン 集部から命令が下ったのだった。 
スらみんな苦手、下手だけど、尾けは得意。 

といつてら探偵や刑事では なく、 変態で も 
(たぶん)ない、主婦である。探偵や変態で 
なくては量巧しちやいけない、なんて決ま 


八ち十五曰 

ル西原駅西□の素晴らしい眺め 


りはないので、理由も目のむない尾斤を、 
かれこれ八キ続けている(尾巧の記録はつ 


こみたいな家族連れが、かまぼこををベる 


無斜サ—ビスバスを待つ列だった。ひや I 
と思い、オヤジの顔を一つずつ骗いてみる。 
どの顔も汚く危ない、という点で一様だ。 
をしてどの顔もものずごく幡性的、という 


八巧十五 日、 正午過ぎの小田 原。 かまぼ 点で一様だ 


編集部からの依頼をまけて本日ここにホ 


ためじひしめいている。我われは、をれを たのは、私と『单孽』スタッフの I 氏と F 


キユメントザ•尾巧』というカツコいい夕 横目じかまぼこと反が口の西口へ巧つた。 


燦の三 名。 「標的に ふさわしい、 壊れた アツ 


イトルがついて、私の主宰するミニコミ誌 するとものすごい光景だ。一目で「こいつ パ I 系オヤジを見つけてきてよ」 


氏じ 


『率掌』じ速載されています)。 


はをない」とわかる巧いオヤジが数百 人、 


頼む と、 数分後「どの人もをれなので、選 


さて、 をん な私にこのたび、「兢輪場の喪 ずら一^ つと恐をのお犀のような太く長い列 びようがない」と戻つてきた。昔、陸中海 


れたアツパ I 系オヤジを尾行せよ」と、編 を作り、並んでいる。小旧原競輪場への、 


岸沿いの民宿で、ずら—つと海の幸が並ん 
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だわ鹏を見て、 「ぅわ一、 嬉しい けど、 とて 
ら食べきれないよ I 」 - JJ 、 目がハ I 卜じな 
りながら困つたことがあつたけれ ど、 これ 
はをの日 U ホの、むわき立つ光景だった。 


特にやばそラなオヤジ 


すえた臭いの する 超満員のバスを 降り、 
初めて競輪場に足を踏み入れた。スタンド 
に 上る。 コース^部に広がる芝生の緑と、 
をれを取り圃むオヤジたちの薄巧 さは、 気 
持ちい いくらい にが照的 だ。 やばを うなホ 
ヤジ しかいないなか、 をのなかでも特にや 
ばを うな オヤジを 見つけ、 尾行を始めた。 
この暑いのに長袖の黄色いポロシャツを着 
て、 ポロシャツの背中に擅みたいじタオル 
を詰め込んで、目つきがとろ〜とした死体 
みたい な 顔の デブ。 よろよろ t 亡霊のよう 
に移動して は 見上げるモニター に、 6 R 締 
め切り八分前のオッズが出て いる。 

死体男は をの まま よろよろと 階段を怪談 
のように 下り、 売店へ。をして百五十円の 
媛 フライを 一匹 買い、 立つ たまま、 モ捆み 
で約三十秒間で 食べた。 綾 フライの 方ら、 


こんなオヤジに食べ られる のはゾ ー 、つ て 
酷 じだろう。 をれから梅ジユ I ス t かコー 
ヒ I とかがただで飲める サー ビススタンド 
へよろよろと進み、が水を飲み、備えつけ 
の鉛筆削りでホ鉛筆を、をれはをれは気持 
ち惡い様子《見ているこちらが)で削るの 
だった。 

というところまで観察して吐きをうにな 
つた t き、 {このオヤジは壊れているけどア 
ッパー系じやない)と都合よく気がついた。 
で、 尾巧停止。 

I 新聞の数がをいオヤジ 

まだ化ま前なのに、一人で栅に張りつい 
ている、やる気満々のオヤジを見つけた。 
左手に新閒をた くさん、 五種類くらい持っ 
ている。を部同時に見られる よう 段重ねに 
している から、 新聞はソフト クリ I ムのよ 
うにオヤジの手から高く高く、空に向かっ 
てそびえている。目を見ると、焦点が定ま 
つていないのじ血走つていて真剣、危険な 
目だ。こいつは アツ。 ハ I なので、この人の 

尾行關始。 


レースが始まると、オヤジたちがいつせ 
いに脱獄圃のょうに栅に ょじ登り、 声を上 
げる。惠味不明の幡り 声、 叫び声、野み、 
罵声。巧氏一二五度を超す小田原競輪場スタ 
ンドは、かまぼこを百個をベても味わぇな 
い、 素晴らしい熱気 だ。 

新聞オヤジら栅じ張りついて声を出す。 
でもなんだか この オヤジ ったら、せっかく 
選手が I 生懸命 まっているのに、 皆さん盛 

り 上がっ ているのに、レースをあまり見な 

いで、 遮当 じゥオ-か 声を 化しながら、 

新間ばかり見つめて いる。 レースが終わり 
皆さん引き上げた 後ら、 栅じ張りついたま 
ま、 口を半關 きじして 新聞を見つめて いる。 

I オヤジ、喜ぶ 

をれからオヤジは幸券を買っ た。112、 
1 1 5、2 — 6、2 — 4、 をれぞれ二百円 

ずつ と、 可愛らしい買い方 だ。が、 オヤジ 
の目は真剣で、とても怖い。そしてトィレ 
へ 斤き、 オヤジは巧を足しながら も、 新聞 
を じつと 見続けて いたということだ。をし 
て手を邻わずじトィレを出た ということ だ 
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(1 氏の観な小)。 

トィレのどさくさで一がオヤジを見失い、 
二十分後、七レースの途中でやっと見つけ 
た。「これ巧け、こら I」t 怒つている。を 
してレースが終わる-* J 、 今度は何か毒んで 
いる。「一1十四倍のがルゴたつたとか言つてま 


したょ」 t 、 ずつ t 尾行を続けていた I 氏 
が教ぇてくれた。「この間じ、オヤジの持つ 
てる新閒は買つたものではなく、ゴミ箱か 
ら拾つたものであることがわかりました」 
とも歡•义てくれた。「7民11己、化戻を 
額2490円」と、電化掲示板じ大きく表 


示される。 

1オヤ ジ 、カレ— を 食い、 アイスを買ラ 

新聞 オヤ ジ には 連れが いた。 連れ-^ いう 
より、こ、 /でよく会う仲間からしれない。 

麦茜帽子を被り、女物のスカーフを首に卷 
いた入れ墨の老人。をれから、まだたぶん 
二十代のへらへらした、入れ墨の子分みた 
いな男の子。「トシ、何か食うか」。払戻しを 
終•义て四千円儲かった新聞オヤジが、をの 
若いのじ聞いている。「ビ ー ル買ってくる 
か、アイスか」。新聞オヤジが二人に言うを 
の声は、別に怖くらな く、 なんだか、ゎり 
と並日通だ。このオヤジは、少なく t も人じ 
物を尋ねたり、会話をするだけの知性は持 

つてい る。 暑いときはビールやアイス t い 
う常識ら持っている。 

オヤジが場内の食堂でトシと一緒にカレ 
—ラィスをかき込む間、我ゎれは百円の焼 
きわにぎりを飲み込むようじ、立ったまま 
食べた。「なんてわいしいわにぎりでしよ 

う！」と私は思う。でもオヤジは、「なんて 7 

4 

わ、 •し、， カレーでしよう！ - t は、 ちつと 1 



も思って ぃなぃ 様子で、ゴミ賴 から拾ぃ 足 
したのでさらに増えた斬聞に设頭 しながら、 
あつといラ 間にをベ終わつ た。をしてかき 
氷を買って掃った。何 か食ぃ、アィスを 買 
つてくる。 新聞 オヤ ジは約束を ずる、 t い 
う 良識 も持ってぃる。 

-ゴミ箱をあさる 

八レ I スは買わず、九レース へ。 オヤジ 
は 七種類く らぃの 斬 聞を、 穴の あくほど見 
つめている。ない頭を、雑ホを絞るょうに 
絞り、才卞ジは真剣に考えている。をして 
口はキ關きだけど、スック t 音が聞こえる 
ょうな、強ぃ決意がなわってくる立ち方で 
立ち上がり、車券を買いに巧った。をして 
睹け方は、またさっき t 同じ二百円が四つ 
と、可愛ぃのだった。小钱入れを大事をう 

じビニ—ル袋に入れて いる。 

買い終えると、スタンドの外へ出た。を 
してゴミ箱をあさるのだった。ゴミ箱に手 
を突っ込んで、捨ててある斬聞を全部調べ 
ている。ゴミ箱を十個な上はしごす る。こ 
んなに堂々 t 、 郵便屋さんみたいじゴミ備 


をはしごして志さつている のは、 数多い才 
ヤジのなかでらこの人だけだ。 つまり この 
オヤジは、金がない。だから どうしても 当 
たりたい。だからすベての新聞を読んで情 
報を集めたい。 だが 斬聞を買うをがない。 
だからゴミ箱をはしごす る。 

白い硬い斬聞を拾って少し 満足し、トィ 
レに入った新聞 オヤ ジの一連の行動は、だ 
から充分に筋の通ったらのだった。 

~結論。オヤジは壊れていない 

化レー スが 始まつ た。ピタゴラスの 秘木 
のょうに 色 鮮やかな、をして睹やかな選手 
たち。をれじ向かい、 入れ墨 オヤ ジが 「近 
藤、くたばれ！馬鹿！」 t どなり剧して 

いる。「馬鹿、畜生め、オラ- 」と新聞 才 

ヤジも叫ぶ けど、 身が入っ ていない。 身は 
新聞の方に入つ ている。 

6 — 2 ではずれ。 ドッとフェンスに押し 
寄せたオヤジた ちが、ドッと 移動を 始める 
なか、 オヤジは移動 にら 身が 入らない 様子 
で、 新閒研究に‘设頭し 続ける。 口が 半開き。 
目の焦点が 定まらず、しかし真剣。最初こ 


のオヤジを見つけて、見るからじ危なさを 
う、と 思つ たと きと、 同じ光景ご。 

でら今は、 をれ は気が狂っているからで 
はなく、 みのレ—スで何を買うかを、 もう 
今からない頭を痛めて(頭は きっと 悪い) 
考えているからだ t 、 納得で きた。をして 
つまり こんな納得できるオヤジはちつと 
も 壊れてないから、こんな人を尾巧してい 
ちやダメなのだ、と気がついた。せっかく 
こんなに観察したのにもったいないけ ど、 
このオヤジの尾行中断。 

j そして気がつく と、 みんな普通だ 

をとニ レー スしか残っていないので、慌 
てて標的を搜す。壊れたオヤジを求めて、 

二一人で首をぐるぐる回す。すると驚い心こ 
t に、 壊れた人が見つからない。ただの競 
輪好きのオヤジが 、を こにいる、ここにい 
る、かしこにいる。「何か目が巧れちやう 
と、みんな普通に見えますね」と、 I モが 
的確な感想を述べる。隣ではオヤジを見飽 
きた F 壌が、大きな欠伸をする。 

「しょうがない、アッパ—系は謙め て、 確 
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実じ壊れた嚴初の死体巧じ戻ろう！」と、 
まだを のへん をう ろうろ幽霊の ょうにう ろ 
ついている、 最初じ尾巧した人に目を戻し 
た。 死体巧は階段を下りてモニターをちら 
っと見る-:〇、腰を下ろして煙孽を啜い始め 
た。 どうせ 気違いだから、「尾け」なんてい 
うハィレベルな巧為の巧在を知るわけない。 
だから、尾斤に気づかれるむ配がない。を 
ばに寄ってって間近で、まるで死体写真を 
搬る 搜査官みたいじ見下ろして、写真を撮 
る 0 

と、撮られたこ-^に気がついて、私の方 
を見るのだった。をの 目は、 「怪しい奴がい 
る」と疑う目で、 をして 「見ず知らずのホ 
が自分の写真を撒るというのは異常な斤為 
だ」と感じる、理性的な目 だ。 胸 ポケット 
に眼鏡 t 煙草とラィタ—が入つている。し 
ゃがんで煙草を吸い統ける死体男はすでに 
死体巧で なく、 ただの不細工なデブだった。 
だからすでに尾むする必要はないのだった。 

* フアンキ I モンキ I なオヤジ 

理をあるオヤジたちに鹽まれて困り果て 


149 











た我われの前に、突如救世主が現れた。フ 
アンキーモンキーべィビーな オヤ ジで ある。 
見るからにいかれているので、「この乂にし 
ょう！」 と、この人の目の前でこの人を指 
差して叫んだけど、まるで無頓着なので今 
度こを本竺 にい かれて いる。 

踊つているょうなフアンキーな髪型、緑 
色のフアンキーなコーラの T シャツ、薄紫 
のフアンキーなラッパズボンに、真つホな 
フアンキ—な靴下とフアンキーな黒い革靴。 
六十歳くらいのチビ。 

ヨチヨチ t 、 強をうなオヤジ連を搔き分 
けて、一生懸命な様子で窓口へ巧きを 
買う、フアンキーオヤジ。右耳にチビたホ 
鉛筆を挟んでいるのもフアンキーで、ダボ 
ンに小田原提なのうちわをピンと差し达ん 
でいるのらフアンキーだ。振り返ると T シ 
ャツの胸には、勤物キヤラクターがサッカ 
I ボールをポィン！と觸つている、実に可 
愛らしいプリントが見える。 

«合計-万二 I 千円は買った 

こんなオヤジ にら 仲間の ようなら のが あ 


り、席へ戻ると隣のオヤジと話している。 
隣のオヤジに何か教わって、もぅ一度買い 
に斤く。金銭感覚らないからだろぅ、一度 
に四千円も買っている。そして戻り、また 
隣のオヤジに教わっ て、 また買いに巧く。 
をんな繰り返しがセ回らあって、合計一万 
三千円も買った。有り金を使い果たし、最 
後はわ財ホを席に置いたまま買いじ巧った。 
をして冷水を二杯飲。と、最終レースが始 

まつた。 

まり始めた選手たちに向かい、まずオヤ 
ジ。「ボンバレョ！」 と、 フアンキーな野次 
を飛ばす。二周 目、 「ボンバレョオー」と間 
延び。一二周 目、 「ソレー ィ 、ボンパレー ィ！」 

と民謡調。四周目は五十音ま記で表せない 

音で「-」。だんだん怖い顏になっ 

てきて、五周目は曲を刹いて「-」「^ 

-」。最後は立ち上がり、遠くの選手を 

指差して「-」「-」0 

初めて見る競輪は、速くて小さいので、 
何が何だかよくわからない。スタンドのわ 
つさんたちを n 貝にわかつてるこ t がわから 
ない。をしてわからないけどスタンド中す 
ごく盛り上がって、最後の市長赏がおわり、 


雜定した。オヤジは二十種類^らい買って 
いるので一巧一二千二百円の当たり。つまり 
二百円の儲け。 

-不思議な I 二人 

化戻しを終えるフアンキ I モンキー 、ベイ 

ビー を、 隣のオヤジ t をの また 隣の若者が 

诗っていた。一緖に帰る よう だ。 つまり だ 

いぶ親しい仲間の ようだ。「へ一んなの！ 

だって、あの若い 人、 普通のただの若者じ 

やん！」 と我われは言い合い、首をかしげ 
る0 

隣のオヤジは四十代^らいのチェックの 
シャツを着た、円形ハゲホヤ ジ。 競輪場に 
いてもわかしくはないが、豊島國の媪水プ 
I ルにいてらわかしくはない、平凡なオヤ 
ジだ。をして らう I 人の若いのが、本当に 
ただの若者だ。競輪場よりは彼女とディズ 
ニーランドにいる方が似合っている 二十代。 
をれが競輪場にいるのはまだいいとしてら、 
なんでよりによってこんなフ アンキー に壊 
れたオヤジ t つるんでいるのか。 

優勝選手インタビューを流すモニター画 
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面を、二 一人が立って眺めて いる。 平凡な 二 
人は背が 高く、 異常なオヤジだけ低い。平 
凡な二人は平凡な地味な服装で、異常な才 
ヤジだけ ファンキーだ。 

帰りは フ アンサービスのバスは なく、皆、 
競輪帰りの人専用み たいな 道を t ぼとぼと 
歩き、小旧原 城を見る こともなく、 帰るの 
だった。 


息子は円おに八ヴ 、ラ ツキ—だった 


らう使う必要のないホ鉛筆を、まだを耳 
の上に挟.オヤジ。まだ小田原提灯のうも 
わを後ろズボンに差し込むオヤジ。をして 
チビで足が短い から、 すぐ二人に遅れ、遅 
れてはチョコチョコと走る様子が、親烏の 
後をくつついて歩くアヒルのょうで、とて 
微笑ましく可愛らしい。 をの また 後をく 
っついて歩く我ゎれ'^^、孫鳥のょうに可疆 
らしく微笑ましいこ t だろう。 

をして 微笑みながら、円形ハゲ t 並んだ 
フ アンキ I オヤジの珍しい後頭部を見てい 
る t 、 発見が あつた。フ アンキ I オヤジの 
髪の毛は、縮れて いる。 円形オヤジの円周 
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囲の髪の毛ら、縮れている。円形オヤジの 
円内部にもし毛が あったら、 フアンキ I 才 
ヤジと同じ髪型になるのではないか。 つま 
り円形オヤジはをげてるこ t で珍しい髮型 
を免れているのではない か。つまり 円形 才 
ヤジとフアンキー オヤ ジ は、 同じ髮質を持 
つてい る。つまり 二人は親子ではないか。 

をして、をうなるともう 一人の若者 も家族、 
フアンキーオヤジの孫では ないか。 

こんな異常なオヤジから普通の息子が生 
まれるか？など、納得できない点は多々あ 
るらのの、{あ族ならば仲良しでなくても一 
總に哺る必然が衣る。をうだ、立人は家族 
なの だ！ 

11ちラ-つの大ちな発見 

小旧原駅に掃ってきた。東のかまぼこ口 
じ戻ってきた連中は、巧き t はずいぶん違 
う顔つきになつて、かまぼこ t 同化し ょう 
と努めていた。競輪場では思い切つたこ t 
ができる人ら、世俗に戻る t 小市民、競輪 
場では気違いの人も、世俗に戻るとただの 
うすのろ、という 世の中なの だ。 


をんななかでフアンキーオヤジだけは、 

I 人変わらなかつた。同じフアンキーモン 
キ I なべィビーな服装で、うちわを差し立 
て、臆面もなくホいている。あっばれだ t 
思う。をしてまた、オヤジから瓢赁から駒 
みたくして生まれたできのいい子や孫が、 
こんな格好のオヤジと歩く ことが 恥ずかし 
くないのはとても変だ、とら思う。にもか 
かわらず、二一人は何恥ずる ことなく 歩いて 
いて、あっぱれな家族だ。 

五時二分、三人は駅前を通り過ぎ、「庄屋」 
に入った。この服装で庄屋に入るのは、恥 
ずかしいことである。が、何恥ずるこ t な 
く堂々 t 入っていく一二人はあっぱれだ。 

座敷に座った一二人が見ぇる席を取り、私 
たちもコップー杯だけビールを飲んだ。を 
して平凡な息子や孫と陽気じ生ビールを飲 
み、わかずをつまむオヤジを見て、「この人 
は服装だけを除けば、まったくまともだ」 
という発見を、今さらのょうにしたのだつ 
た。 

つまりをれは、わ盆化みで帰つてきた息 
子(若者)を迎えて、親と祖父が「ガンバレ 
ヨ！」とジョッキを傾ける光景だった。あ 


るいは孝行息子と縣が久々にわじいさんを 
街中に連れ出し、慰劳している光景だった。 

I そして III 人 S 冒へ帰る 

一二人 t も次々 t ビールをお代わりし 、 t 
てもょく飲んだ。一二人 t も、顔がキムチみ 
たいに真っホっかだ。にらかかわらず、「— 
——」 t 指差してなった競輪場での オヤ ジ 
の狂気は、どこにもない。あのひたむきな 
一寸法師のょうな迫力は、どこにもない。 
ほろ酔い気分で静かじ語り合う、ほのぼの 

家族。 

六二十分頃、店を化た。一二人ともホく 
て陽気な感じだけど、歌を歌うとか、吐く 
とか、叫ぶ-^か、をんなありがちな異常行 
動はしないで、しっかりとした足取りで駅 
へ戻る。をれを尾巧する我われの 目に、 彼 
らはもはや平和で平凡な一家族でしかあり 
得なかった。相変わらずのファンキーな服 
装は、をれじらはや「微笑ましい」 t いう 
形容詞しかつけ足さない。 

だけど我われはついていった。ここまで 
ホたからには、 らう どこまでもついて巧つ 
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てしまいましょぅ。莱海道線じ 乗り、 一緖 
に「二宮」 という 駅へ 着く。むは や世間的 
に見て異常なのは T 微笑ましい家族を尾行 
する怪しい一二人組」の我われの方で、微笑 
ましい一二人組に とつても、 競輪場にいた我 


われがを塵でも一總 になり、 着いた駅まで 
一緒 t いうのは、 実に怪しむべき事態であ 
り、実隙障しみ始める気配だった。 


I ところが三人は帰らないのだった 

「井ノロ駐を所前 」 t いう、 名前からして 
田舎臭いすごい田舎のバス停で、一二人が降 
りた。 駐在所がポッンと あり、 遠くから盆 
脯りの音楽が聞こぇてくる。道を歩いてい 
る人らいなければ、車もほとんど走つてい 
ない。バス通りから逸れる t 、 外灯もない 
田舎遥が続いて いる。 何ら見ぇない。這う 
ようにして、 息を殺してついていく。道沿 
いの家から漏れる光が、ときどき S 人の仲 
膛まじい後ろ姿を映し出す。 

をしてだいぶ歩いて、ようやく彼らが家 
に入つたので駆け寄ってみ ると、 をれは家 
でなく、「志乃」という小料理屋だ。立人は 
帰らないのだった。庄屋で一時間半む飲ん 
だけど、まだ飽き足らず続きを飲むのだ。 
調理場の窓から服くと、派手なコ I ラの T 
シヤツとフアンキーな髪が、ちよこんと上 
機嫌に、カウンタ I に座つている。 

と時四十 分。 彼らに とってはまだ 宵の口 
からしれないけれど、今夜中じ東京へ帰る 
つもりの 我 われにとつて は、 結構な時間 だ。 


三人がバスを待つ 間、 植ぇ込みの陰で我 
われは変装し、別人になつた。 
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だいたい、ここがどれほど東京から離れた 
場所なのかさぇ、わからない。 

でも彼らが帰らないので我 われら 喃らな 
い。カラオケの歌声が聞こぇて くる。 祀く 
と歌っているのはオヤジでら息子でら孫で 
もない。が、 オヤジ とも 息子と も 孫と も 親 
しい、村のオヤジで あるょぅ だ。店はをん 
ながのオヤジたちで娠わっていた。だから 
がの者でない我 われは、もょ っと入るわけ 
にはいかなかった。 

1フアンキ—オヤ ジ、 ついに踊る 

一人れば怪しまれる。でも入らないで何ら 
ない田舎の道じポッンと突っ立っているの 
らとてら変で、志乃の二階窓から我われを 
見つけた客が、身を乗り出して我われの動 
向を探っている。窓にペタン t 顔をくつつ 
けて変なつぶれた顔じなり、我われをすご 
くすごく怪しんでいる。見たことのない顔、 
理解できない行動。我われヨソ者はが人に 
t つてあまりに異端で、をれに引き換え、 
一見気違いなオヤジは即座に受け入れられ、 
すでに他の客 t 同化している。 


怪 — i まれな 力らもときどき 小ホをから樣子 
を骗く t 、 オヤジは歌っ ている 人に肩を組 
まれ、 左あじ揺れて いる。 田舎の人は歌が 
うまく、 歌手み たいに、 笑つ ちやうほどう 

まい。 ワンフレ—'ズご t に 「イエ - 」 

「ヒユ-」という掛け声と、「ワツハツ 

ハ- -. 」 という、らう 楽しくつてし ようがな 
いってな笑い声。店全体が、暗照の中で「ヮ 

ッハッハ！」と笑い揺れ、踊っ ている。 何 
が をんなに楽し いんでしよう。店の 中には、 
競輪場とは違う けど同じ、 狂気が あった。 

1フアンキ—オヤジ 、我 ねれを追い払ラ 

丸時二十分頃、オヤジが出て きた。 一人 
で先に帰をするようだ。まだう ちわを おに 
差している。だからたぶん鉛筆ら耳に挟ん 
だままだろう。競輪場で燃え、庄屋で t こ 
t ん飲み、を乃で踊った六十代は、らうく 
たんくたんでべろんベろんなはずだけど、 
とてもし つかりした足取りだ。 をして をく 
てなんにも見えない田舎の 道を、 右に 左に 
くねくね 曲がり、哺つてい く。 

戸を開ける音が した。をれ から犬の 鳴き 


声 t 、 「よしよし」とか言うオヤジの声。着 
いたようだ。静かになってから様子を見に 
巧く。 オヤジの家は、ぼろい平屋で ある。 
中から薄青い、ちよっと気持ち悪い光がチ 
カチカ t 、 漏れて いる。 暗くてよくわから 
ない けど、 オヤジは中に入らず犬を散歩に 
連れていったようで、先の方に人穀 t 犬影 
がぼんやりと 見える。 をの影の方に行って 
みる。 

をのと き、 をろしい ことが起こつた。 「ワ 
ン ワンロン ワンワン！！！」という、ラィ 
オンのような禪猛な犬の声が、すごい速さ 
で こちらへ 近づいてくるので ある。 「オヤジ 
が犬を放ったの だ、殺される！」 t 我 われ 
は即座に気づき、止まりをうなむ臓を抱え 
てスタ コラ 逃げる。命からがら道に出て ホ 
ッ としたのむ 来の 間、 今の犬の声に つられ 
て か、 一帯の犬がいっせいにげえ騒ぎ、大 
変な ことになる。 をの騒ぎの なか、 オヤジ 
の方向からサ ー チラィトの 灯りが何 かを、 
たぶん我 われを、ョソ者を、 搜 している。 

村中の人だけでなく、犬にも望まれてい 
ないようなので、これで尾行を 終え、 我わ 
れはを早 じ オヤジを あとにした。 
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をのなる木と黃大妄お 

マルチってのは、トップに置くのはキチガイ、 

幹部はスマ I 卜で計算上手な 奴、 下は馬鹿で 固める。 

これが鉄則 •ミ； 

♦ 

夏展试ミ y ラィタ！】 

「不法行為•犯罪によってをの権利をの他 んな人たちについてはどうだろう。三あ離 た単純な二分法で「被害/加害」の区分け 
の侵害•脅威をうけた者。民事上は損害聴 散、自殺 t いった悲劇的結末を迎える点で をした t ころで、マルチにとり憑かれてし 
償請求権を有し、刑事訴訟法上は告訴権を は同情すべきだが、をの発端に「獄」を持まう人たちは後を絶たない。 

有する」(広辞苑.第四版)。 った人間、たとえばマルチ商法の被害をた このレポートでは、マルチにどっぷりと 
一読してわ分かりのように、これは広辞 ちだ。 浸かった人た+^^—「マルチのコンサルタ 
苑による「被害者」の定義である。巷には、 いずれも、文字面はまったく同じ「被害 ント塵」「驅されても驅されてら、一二十年近 
この定義に当てはまる人たちがたくさんい 者」だが、はたしてをの内実まで同じなの くじわたってマルチにはまり綿けている人 
る。たとえば、詐欺や脅迫、強盗、殺人なだろうか。いや、をらをもマルチ商法に引間」 r ハ1、、ハード大学出身のマルチのボス」 
どで、明らかな被害を被った人たちである。っかかるというのはどういうことなのか、 「小売店からのし上がった人物」から話を聞 
彼らが被害者であることに異論をさしはさ をの心理状態•精神状態とはいかなるらの くことで、マルチの世界の狂態ぶりを解き 
む人は、まずいないだろう。 なのか。をれを勘案もせず、マス報道に見ほぐしてみよう t 思う。 

では、同じように被害者 t 呼ばれる、こ られがちな「福される人」「編す人」 t いっ ちなみに、彼らの話を追っていく前に、 
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illustration ►ま妄良 


簡単ではあるがマルチ商法について触れて 
わきたい。 


はあくまでも「商取引」のかたちを t つて 
いる こと だ。を こが、 法律によつて禁止さ 
れているホズミ請との違いである。 

マルチは、総販売元 i 問屋 i 小売店とい 
つた商品の流通経路を敷くが、このシステ 


ムに参加する 隙、 最初じ総販売元じ支おぅ 
金が多ければ多いほど優位なポジションに 
立てる。をれ U 降は勧誘した人間の数じょ 
つて地位が上昇して いき、 上の地位に行け 
ば斤くほど儲かるのは本ズミ講同様である。 
末端の小売店の数は無な、蔵に広がるわけで 
はない。世の中の人間の数が有限であるょ 
うに、 いずれ限界は訪れる。だから、組織 
が完成する前に参加しないかぎり、絶対に 
儲からないシステムになつているこ-^を肝 
に銘じてわくべきだ。 


ボスは誇火妄想狂り： 


狂言回しではないが、マルチ t いぅシス 
テム自体を巧みに利用し、自身はマルチに 
底接手を染めず、コンサルティンダやブロ 
1キンダで巨額の利益を得ている T 氏にま 
ず口火を巧つてもらぅ。 

T 氏は現在四十一歳。精力的な容貌、± 
品な身のこなしで、どこから見ても「まつ 
t うな社会人」であり、企業の中堅幹部 t 
いつた感じを受ける人物だ。 

「最初じマルチというものを知つたのは、 


マルチはょくネズミ講と同類視される。 
マルチ t ホダミ講の最大の違いをあげる t 
すれば、内実はどぅあれ、マルチが表面上 
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私がまだ N 証券に勤務してた頃です。ええ、 
いちわう日本でいちばん雛しいと言われて 
いる大学を出まして、がホ的なこ t を考え 
て入社したんです よ。 らう二十年くらい前 
の話になります か。 当然ですが$0業をやら 
されまして ね、 飛び込みらずいぶん やり ま 
した。 をり や昔のように『株屋』なんて蔑 
まされる時化じやあゥませんでしたけ ど、 
株にホを出すのは怖いというィメージが、 
まだ強かったです ね。 なかなかうまくいか 
なかったんです。 

ところがある日、正帷に言います-〇、昭 
和五十八年の夏なんでず けどね、 いつもの 
ように営業してたんです が、 苯巧の東髙円 
寺で篆かな邸宅を見つけましてね、ダメも 
とで訪問してみたんで す。 をしたら、 どう 
いうわけ か、 相手に気に入られて、投資し 
て^らえるようになつ た。 相手ですか？ 
四十歳くらいでしたか。 まあ、 いかにもの 
成を風でしたよ。最初は地主か何かかと思 
ってたんですが、家は斬し く 買ったものだ 
と言うし、会社に斤ってるふうで もな し。 

で、 いろいろつき合いが深まるう もに、 
ようやく相手がおえてくれたんで すよ。こ 


れ が、 マルチの総販壺冗の幹部だ t いうん 
です。 当時はマルチ t いつても、 今 ほどの 

規模じやなかつたですがね。 

で、結局会社をやめてマルチを手伝うよ 
うになつちやつたんです けどね、をのと き 
に、ようやく 相手がボスに会わせてくれた 
んで すよ。 これが外人なんです けど、 日本 
語もま あ話せる し、 なかなか如ネ ないとい 
つたげ象だつた。 t ころが、なんのこ t は 
ない、 私が幹部だと思つてたのがじつはボ 
スで、この外人は押し化し焉ゥ璧だけで 
使つてたわけです。 しかし、 この男 ——0 

に A さん t でら言つときますか-^はか 

なり 特異な人間で したね。 

彼が考ぇ出したマルチ t いうのは、 海外 
の一流商品を販売する代理店を牌霎して、 
定価の一割引で販売する権利を与ぇるわけ 
ですよ。 で、 代理店の人間が別の人間を代 
理店に勧誘して、十人勧誘する-* J 卸しにな 
る わけです。卸しに なつたら今度は、 をの 
上を目指して いく。まあ、 典型的なマルチ 
です よね。 

ところが、彼はこれを考えてもの凄くを 
が儲かつたらのですから、自分を天ネだと 


思つてるわけです よ。 これだけのことを考 
ぇついたのは、自分が天ネであるからだ。 
自分が天ネであるのは、この考ぇで成功し 
ているこ t で証巧されている。こういうわ 
けです{笑)。完全な循環論法になってるん 
ですが、本人は気づいていない。世の中で 
マルチのボスになるような人間はこの手が 
多いですよ、誇大妄想狂ね(笑)。驢される 
奴らもこの傾向があつて、あとで騒^のが 
被害妄想狂ってとこですか奠)。 

をれで、まあその大天ネでをる A 氏は、 
金が儲かつていることを大変な誇りに思つ 
てるんですが、をれ上じ誇りにしてるこ 
とがあつたんですよ。なんだと思います？ 
をれ は、 自分が善巧をなしているというこ 
とです よ。いや、 笑つちでいけませんよ、 

本人は貫面目なんですから。 

ある 日ね、 私も幹部のポジションになつ 
ていた頃のことなんです けど、 こう言うん 
です よ。 『T さん、 私は ね、 確かに金儲けも 
してる けど、 これは当然なんですよ』 t 。 

私が『当然 t 言いまずと . 』と聞き返す 

と、 『いいこ-* j を 一 一 てる力ら』でずもん 
{笑)。あれ？こいつキ巧の気でもあるの 
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かな、 と 思いました よ、 正直言つ て。 

で、こう も言いました ね。 『私は ね、 現在 
の商慣習や資本主義の欠陥を克服した最初 
の人間なんですよ。 見なさい、 私は無店舗 
商法を編み出し、 さら じ人を勧誘して幸せ 
を広げ、いたずらに物資を浪覺する ことな 
くみんなを豊かにしている でしよう』。を、 
やっばりキ巧 だ、をう 思いました (笑)。 

すべての人間が豊かになるわけでらなけ 
れば、幸せを広げてるわけでもない。だい 
たい代理店になる人間はみんな借をしてる 
んですからね。 で'^、 本人は大真面目なん 
です。社会の矛盾を 正し、 多くの人を救っ 
てるというんですから。ようするにが化な 
んです。同じです よ、 まったく。私は宗教 
闕係も手がけた こ t がありますけどね、卜 
ップ はこう いったキチボィ'がいちばんです。 
幹部に利口なのが揃ってればいいんですか 

ら寞こ 

T 氏には後ほどまた璧場していただくこ 
t になる が、 彼の言葉で覚えてわいてほし 
いのは、世間では悪質な商法、あるいはイ 
ンチキ t 思われているようなマルチでも、 

上蛮に置かれる人物は確信犯では なく、.^ 


しろ盲目的に自分を信じている人間だとい 
ぅことだ。我 われの 目から見れば、つまり 
自分の ことを、 神で 衣るとか天皇であると 
か自称しているビヨーキの人たち と、 ひよ 
つとしたら同じ病質を有しているかもしれ 
ないということで衣る。 



次に登場してららうのは、世間でいう被 
害者。驅され離され、資産のほとんどを失 
つてい る。 彼の名を仮に K 氏としてわこう。 
年齢は五十五 歳、 現在は横お巿 にある 1 D 
K のマンションに一人で暮らしている。 
「いや あ、どうも 。 T さんのご紹介だって 
いうんで。 ええ、 私の知つ てること ならな 
んでら話します よ。 何から話したらいいで 
すかね え。 え？最初のマルチですか。い 
や、 最初はマルチじゃないんですよ、私は。 
本ズミ講です わ、 ははは。国利民福の舍っ 
てご存じですか。 ええ、 をの昔事件になっ 
たやつです。をれです よ。 今でも券を持っ 
てます よ。 いや、私は訴えには加わらなか 
つたです ね。 いい目を見たから？ いやい 


や、 損しました よ。 このときに初めて止地 
売ったんですから」 

K 氏はも t む t 、 東京の世田ハ合区じかな 
りの±地を持っ地主だった。一人っ子で親 
が早く死んだ ため、 二十歳ぐらいから仕事 
もせず じ 暮らして いたという。 をの使い逍 
を知らない典型的な人物だ。 こういう 人間 
は、カ モネギ どころ か鍋に入って待ってい 
る 具の類なのだろう。 

「私ね、自慢するわけじやないんです けど、 
家も五軒ほどあったし、別荘も一一一軒ありま 
したよ。車だってね、ベンツからポルシェ、 
フェラーリなんかまであったんですから。 
バブルの頃じやないですからね、 をり や目 
立ちました よ。 今ですか？ いや あ、 をれ 
言われると困るんだ けど、 今は何もないで 
すよ。をのうちまた昔と同じになりますけ 
どね。 

ち スミ 講圖利段福の会) もね、 あ-^一年 

らつてくれれば、私のところにらドンとを 
が入ってくる t ころだったんです よ。 惜し 
かったです わ。で、 次がぁれです ょ、 アム 
ウェィ系ね。 これはマルチ じ やない-^向こ 
うさん'が言ってるんですけ ど、 私としては 
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どっちでもいいんです。最初じ一千万円な 
つてね、いきなり卸しですから。 いや、 こ 
ういうこ t はね、 最初に投資す る 金を惜し 
んじやいかんので すよ。 ドンといか なきや、 
ドンと儲からない。本当です よ。 でも、こ 
こらね え、 あと半年つて t こでだめになつ 
てね え。 をの後らいくつかやつたんですけ 
ど、 いちばん損したのが、例の豊旧商事で 
す。 

いや私は わ、 これ(豊田商事)はいいと思 
ったんですよ。日本らいよいよ金の先物の 
時代だ t 。 をういうことには目端が利くん 
ですよ、私。いや ぁ、 情報収集力でしよう 
ね。 ところが、これもだめになりました わ。 
う 一 ん、 要するにね、我慢のできない馬鹿 
な貧乏人がいるからいかんのですよ。投實 
してす^ 回収できる と 思い込んだり、上が 
ま t めてドカン t 動かしてるのに、をれを 
自分たちの金が盗まれたみたいに騒ぐでし 
よ。 これがいかんのです。 

いや私の ようにね、ち やんと待てる人間 
だっているんで すよ。をりや、 みんな今は 
苦労して ますけどね、ある 程度の期間 さえ 
耐えの けば、 必ず春はホるんで すから- 


筆者は話を問き髓けるのに嫌気がさした。 
春が来ているのは、この人の頭のほうでは 
ないのか。マルチじしろネズミ講にしろ豊 
田商事にしろ、すべて正しいシステムだと 
思っている。ちよう ど、 組織の 中、 むの人間 
が自分の論理に酔っているのと同じで、こ 
の人は自分の選択肢や i 収集力{笑)に絶 
大な自信を持っている。 

r 家族ですか。これもようする じ、 馬鹿な 
貧乏人なんですよ。私がいくら説明しても 
理解できなくて ね。 家だの別おだのは、あ 
とで もっと 大きいのが買える のに、 一時的 
に 我慢するこ-^すらできないんだから。ビ 
ンボー ニンなんです よ、しよ せん。離婚し 
て やりました」 

親から譲り受けた資産をすべて。ハーじし、 
無一文同然になり、家族にも捨てられたわ 
けだが、彼自身はそう思っていない。自分 
は正しく、家族や周圃が間違っていると考 

えてい る。 

前述したように、彼は IDKt はいえマ 
ンションに住んでいる。無一文同然なのだ 

が、をのカラクリも彼の言葉で言うとこう 

ご0 
九 


「じつはね、 T さんの紹介で 今、 ある商売 
を手伝ってるんで す。 ここはをの会社が提 
供してくれてるんで すよ。 私の仕事です 
か？うん、 簡単 じ 言ぇば、我慢できない 
貧乏人 どもを 説得する役目です よ。 ぇっ？ 
私がこんなが況じゃあ逆効果じゃないかっ 
て？ いや あ、をう でもないんです よ。 だ 
ってをこのを化は、いまだに被害者がどう 
とか 騒ぎになって ませんもん。 やっぱりね、 
あなたにも言っ とくけど、 人間は自信を持 
って話すことが大切なんです。私はべつに 
嘘ついてる わけで もない し、 正しいことを 
理解させてあげるだけですからね」 

泥沼に肩まで化んでいる人間が、まだ腮 
までし か浸かってい ない 人間に がして、 こ 
こは肩まで浸かっても大丈夫なんだと教え 
る。 ポンチ絵のような話だ。話している間 
の彼の態度は、確かに堂々としてい るし、 
自厦も 持つている ようごつた。 


大巧論謎化の化密 


後日、再び T 氏に会った。 

「ハハハハ、どぅでした？ K じ会つたんで 
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しよ。 ああいうのが、けつこういるんです 
よ。 つまりね、システムが完成しているの 
だから、 ある 程度苦しい時期を乗り越えれ 
ば、 必ず儲かる t 信じてる奴ね。 K は權か 
じもよ つと極端かもしれない けど、 マルチ 
なんて、 覚めて る 人間は一握りで、上も下 
もカツカと燃えてるんですよ。なかには、 
自分はこのシステムを利用してデカくなる 
んだ、なんてのもいるけ ど、 気がつくとみ 
んな『ここが踏んばりどこだ心になつちや 
うんだ よね、 なぜか(笑)」 

をのとわりかもしれない。 

「だってね、被害者でございと訴える連中 
ね、 あれらだつ て、 ようするに儲かると思 
つたから参加したわけでしよ。子どもじや 
あるまい し、 配当が予想どわりない、ある 
I いは勧誘がうまくいかない、だから驅され 
たはないでしよ。うまくいけば儲けて、失 
敗したら驅されたと訴える。こういうの『や 
らずほつたくり』と言うんじやないですか 
ね。他には誰にをいますか？極めつきの 
末端を見たんだから、今、私が手がけて る、 
極めつきのトップにでもをいますか？」 

T 氏の紹介で、彼がコンサルティングを 
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している t いうマルチのボスに会う ことが 
できた。詳しく書くわけにはいかない が、 
浄水器 や 布団関連の マルチと書けば、ピン 
とる 、 ら い る一 ろう〇 

この ボスは まだ若く、 S 十往刖 半。 圃立 
大学を 卒業し、 アメリカのハ I バ ー ド大学 
に 留学、をこでこの 画期的商売を思いつい 
たをうだ。 

「ああ、 T さんの紹介の方です ね。まあ、 
どうぞ。彼は、 私の論理を最初じ理解して 
くれた人で ね、 私の次では患る けれど^、 
頭のいい人です ょ、うん。 いや あ 最初ね、 
これを 思いついた ときには、 叫びを うにな 
つてしまいました よ。 うんうん、エウレカ 
ね、エゥレカ(笑)。 だってを うでし ょ、 た 
かが大学生が、世の中の経済の仕組みを変 
えて — ^まうようなシステムを考えついて —) 
まったんで すよ。 マルクスやエンゲルスな 
んて もんじ やないです からね。 

尝時は学生でした から、 これは論理とし 
て完成され、発表されることがいちばんだ 
と思つたんです よ。 幸い私は、向こうでビ 
ジ永スや経済学を学んでましたし ね。 ただ、 
ちよつと怖かつたんです よ。 これだけ素晴 


らしいものを発表すれば、当然ノーベル赏 
でしよ？世間は騒ぐし、既なの企叢をた 
ちは私を憎みますよ。一般の人びとは私を 
神のように崇めるかもしれません’ が、 権力 
者たちに呪 まれる、いや、 場合によつては 
抹殺され るな、- 〇正直怯えましたよ」 

彼は世界を救うために t 決断し、論文を 
発表した。だが、マルチ商法をアレンジし 
た程度にしかすぎないをの論文は一笑にか 
され、教授からは真面目に勉強するよう叱 
黃された。彼はももろん、をうは受け取ら 
なかった。 

「圧力です ね。 予測されうる最悪の事態で 
すよ。つまり、 これが発表されてし まえば、 
私の正しさは世界が認めるところ t なりま 
す。 ですが、これを世に出さなければ、押 
さえが きく、 をう 判断したわけで しよう。 
まさか、 教授までがあちら側の人間だった 
t はね」 

UFO 信者は、 MIBt いう組織に怯え 
るを うだ。「メン•ィン•ブラック」 U 「黒 
い服の巧」 t 呼ばれるこの謎の集団は 、 U 
FO 存在の証拠を消し まり、 存在証明をし 
よう -0 中る 人間の側に つきまと うの だを う 


だ。彼の言うあもら側というの も、 これと 
似たようならのなのだろう。 

「私は、今は安全ですから言いますけどね、 
当時は、得体の知れない人間がうろついて 
ましたね。ひどい こ t じ、 ゼミで仰良くし 
ていた肋手までもが、一度病院に巧くとい 
い、 なんて言うんです よ。 呆れましたね」 

わをらく、周囲は彼の言動を察知してセ 
ラピストの世話になることを勧めたのだろ 
うが、得てしてこういうことはぶ効果を招 
く。彼は、自分の周囲が「あちら側」じ取 
り込まれていることを察知し、急きよ論文 
をアメリカの新聞社や雑誌社に次々と送つ 
た。 

しかし、なかには物好きな編集者がいる 
もので、「今世紀最後の経済論理」など t 称 
して、をの論文を掲載した雑誌があつたの 
だ。もちろん……わ笑い記事 t して紹かさ 
れた。「馬鹿なジヤップ」という侮蔑がこめ 
られていたのだろう。記事のコピーを見せ 
てらら つたが、メガネに出つ贿の日本人が、 
マルクスやエンゲルスにをの数え方を教え 
ている稚拙なィラストが添えられていた。 

ところが彼はこれで自信を つけ、 ア メリ 
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力の銀行などじ融資してららおうとした。 
確かに アメリカには、 映画の脚本を見せる 
だけで も 金が 借りられる、といった± 壊が 
あるにはあるが、一一 一流雑誌の わ 笑い コーナ 
I に載った電波人間にをを化す ほど 酔狂で 

はない。 

ただ、 論文の褐 載は、 彼に大いなる自信 
をみえてし まう 結果に なつた。 

「あちら 側む完璧じやなかつた t いうこ t 
でしよう。をれでむう、アメリカでは 資金 
調達が雛し いと思って、 日本で化資者を募 
つていくこ t にして 嘟国 しまして (放校に 
ぶかつたら しい)、 親に話したん です ね 。 t 
ころが、これがもうぜんぜんだめ、 論理を 
理解で きない。をんなとき、 T さんに会い 
ましてね、 私が この 図を見せる t、 I 発で 
理解で きたんですよ。あなたも 頭が惡 いわ 
けじやないんだろうから、 理解で きます よ。 
よく見てください」 

をして、 模造紙を何枚つなげたのか分か 
らな いが、 畳み四枚分はあるのではないか 
と思われる図を持ち出してきた。をこには、 
r 市場経濟の崩壊」 r 流通経路の新機軸」「無 
店舗による画期的巿場形成」など-^いう言 
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葉と とらに、 フロ ー チヤ ー トが描かれて い 
る。どう 見て^マルチでしかな く、 別に驚 
くような 理屈では ないが、 辟易した のは、 
彼が まるで 信者に教えを説く教祖の ように、 
私に えんえんと 説明を始めた ことだ。 



「いいで しよう、あれ。 教祖だよ ねぇ、 彼 
比。私がこの道に入る ことにな ったきっか 
けの A さんに比べる と、 何より若い し、 情 
熱が 志る。 自分の 考ぇ出した 論理を完璧に 
信じる ことができる人間は、をうをう いる 
わけじやないです からね。らしかしたら、 
とか、 あるいは、なんていう疑義を持つ奴 
はだめ。11一〇%信じてる必要があるんだ 
よね」 

ボスからようやく逃げ出し、翌日再ム五し 
た T 氏はこう語った。 

「だからね、マルチっていうのは、 トップ 
に 置くのは キチボイ、 幹部は スマー トで計 
算上手な 奴、 下は馬鹿で 固める。 これが鉄 
刖。周囲が辟易するく らい 自分の論理を信 
ピ て、 自分を天ネ だと思い、 世界を変える 


力が あると 思い込んでる人間を トップに 置 
く。 昔の システムなら、こいつにほとんど 
の金が流れて しまう わけで ずよ、 A のよう 
に。でら、今はをうはいかない。利益はす 
ベて我われの t ころじ来て、リスク だけが 
彼のと ころに巧く わけ(笑)。 

をれから、下部、末端は ね、 K みたいな 
厢鹿がいいの {笑)。 あれはキチガイじゃな 
くて ね、 単なる馬鹿。無知無教醫のくせに 
プライドが高くてインテリに惶れている、 
誰かから自分の見識の扇さを遮められたが 
つてる間抜けだよ ね。 こういうのを下部じ 
どの程度持てるかで決まるんで ずよ、 組織 
は」 

T 氏はこうやってマルチ組織を 作り、 危 
なくなる と、トップに黃任を押しつけ、自 
分はさっさ t 姿を消す t いうやり方で渡り 
歩いているが、わをらく今手がけているマ 
ルチを嚴後に、この世界からは足を洗うと 
いう。 なぜならば、やはりマルチの場合は 
破綻までのスピ^~ドが早す ぎる こ t 、 また 
をれを遅らせる には、 組織を巨大化しなけ 
ればならず、巨大化ずればライバルと戦わ 
なければならない。をんな無默な労力は使 


いたくないというのだ。 

次じ手がけるのは、おをらく宗教団体に 
なるだろうと語つていた。ォゥム真理教の 
事件がぁつた後だから こを、 狙い目なのだ 
をうだ。人は神をつねに求めて いる、 をし 
て、 自分が誰かじ選ばれることら望んでい 
る。 こうした脆弱なメンタリティを持つ人 
間は、ォゥムの一件があつたからといつて、 
なくなるわけではない。 

T 氏は こう 言つ ていた。 

「なに、またキチボイ探すだけですから 

奚こ 


『天ネ』と『馬鹿』のパイプ役 


最後に小売店からのし上がり、現在、あ 
る マルチで問屋をやって いる P 氏の話を紹 
介して わきたい。 

彼は元地方を務員。相場で失敗して背負 
った借ををマルチで返濟したと いぅ 変わり 
種 だ。 マルチをやって成功する人間の典型 
とも 言える だろぅ。 

「小豆相場でやられ ましてね、 退職を全部 
化つてらをりなくて、借金が残りました ょ。 
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女房は子ども連れて実家に帰っちやうしね、 
さんざんでしたね、あの頃は。をんなとき 
に、 わずかな開業資金で代理店になれると 
いうに告を見まして。をの集会に巧つてみ 
たら、大きなホールじ大3^: i *まつて、をり 
や凄かったですね。をの後、むう一回親戚 
中に頭を下げてをを借りました。 

百五十巧円用意して代理店になりました 
よ。最初に扱ったのが瘦身クリーム 。クリ 
I ムを塗つてラップで卷く t 瘦せ ると いう 
やつです。これを販売す ると、 をれだけで 
敕千円のリベ I 卜が入るんでずが、をれだ 
けじや儲からない。新しく代理店になろう 
という人間を見つけなければ儲かりません 
からね。 

この商法は、確かに世間では惡徳商法の 
ように言われてますよ。でも、をんなこと 
はないんです。だってね、最終的にですよ、 
日本人全員が小売店になることはないです 
からね(ここのシステムでは小売店になる 
数が決まっている)。小売店の数が一がにな 
つた t して、次々と魅力的な商品が本部か 
ら送られてきますからね、をの利なだけで 
ら充分じ商売になるんですよ」 


言信、狂信というのはこうやって始まる 
のからしれない。 

ここのシステムはやや複雑で、扱う商品 
にょって、縮販売元と呼ばれる本部が別組 
織になっている。彼が言う魅力的な商品も、 
それぞれ扱いが違う。うち一つが扱ってい 
た浄水器は、欠陥商品 t して一時期話題に 

なった。 

「だから、このシステムがいかに倦れてい 
るかを相手にちやんとたぇるんです。をり 
や私の伸間にら、これは金儲けシステムだ 
から、相手にハンコ押させればいいんだ、 
なんてのがいますけどね、言語遮断ですね。 
こういう連中はいずれ脱落していきまず ょ。 
やはりね、自分が信念を持って、このシス 
テムを理解し推遮し、この遮を避進すると 
いうのがいちばんです。をして、基本にあ 
るのは『愛 J です」 

いやはや、愛などという言葉が出てくる 
とは驚かされた。システムを愛し、仲間を 
愛し、犠牲者を愛すというわけだろうか。 

「犧牲者なんてのはいないんでず。自かの 
努力が足りなかったり、情熱が足りないか 
ら、途中で斤き詰まるんですよ、まつたく」 


馬鹿なビンボーニン、 t 強調していた K 
氏を思い出す論理ではあるが、彼はすでじ 
問屋 t して、何もしなくとら利益の上がる 
身分じなつてい る。 

さて、ここまで話を聞いてくると、いつ 
たい誰が加害者で誰が被害者なのか分から 
なくなってくる。私見だが、唯一加害者と 
呼べをうなのは T 氏わよび、をの同類であ 
ろう。大手のマルチ商法では、今や T 氏に 
類した幹部たちが事実上トップに君臨して 
いるため、昔ほどエキセントリックな人間 
は化要なくなつている。らもろん、集会な 
どで煽動するときには、才^~、ハ . ~アクシヨ 
ンが得手な外人幹部は絶対必要だろうが。 

「マルチ商法の根幹はだいたいをういうこ 
t です よ。 システムは、 ほぼ完成され てま 
す。あとは、 魅力的な商品を見つける こと。 
をれから、 責任を しよ って くれる キチボイ 

t いうか、 マッドサイエン テイスト のよう 

な『天才』を見つける こと。をう すれば『馬 
鹿』 の ほうは自然じ集まってきますよ(笑こ 
大笑いする T 氏だが、彼らある意味では 
病んでいるのではない か。をう 思う のは、 
あまりにも穿ちすぎだろうか。 
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発明王なん♦友なたに神のお志き 

人間の記憶はへソ から訪れる。 

人間は UFO で移住してきた . 。 

人類をこょなく愛する人びとの、誰も知らないこの世の真実！ 

田中聪ミリ—ラィタ！) 

置を 発明し、" 植物さん。 と 長年じわたつ 
て共同研究を続けて きた。 大正十年生まれ 
の民間研究者 だ。 ちなみじ植物さん とは、 
我われの知るすべての植物の ことである。 

広島駅から可部線に 乗り、 終点の可部駅 
から車で四十分ほど走った山あいの美しい 
風景のなかに、 S 上さんの家はあった。旧 
家ら しい、 营ぶき屋根の大きな家だ。 をこ 
に「日本相対破波研巧所」と記された立派 
な木の看板が褐げられている。 

訪問した のは、 011 日7 の 感染源が 力 
イワレ大根で衣る可能性を厚生省が発表し 


「リベラルとは愛」のス ロ— ガンを褐げる 超科学理論を售 え、また， 数々の発明をなし 


鳩山由紀夫氏は、「宇宙意識」とか「共生」 


遂げたハイパ—サイエンテイストたちもい 


なんて言葉も使ったりする けど、 ずんな言 る。 彼らはなぜそのょぅな道を歩む ことじ 
葉を愛用す る 人種が今の世の中じはごまん なったのピろぅか？そんな疑問を抱きつ 
といる。 その極北じあるのが、宇宙の「原 つ、 日本を代表す るハイパ！サイ エン テ 
理」や「真理」を説く人び との 界腰 、さし ィ ストを 訪ねてまわっ た。 

ずめハイパ I ワ I ルドである。そこじは、 


植物からの 福音、 養護学校での経験 


二一上晃さん目ホ 冀碰玻研究所所曼 


二一上見さん は、リ I フ 


イオ •センサ I ( LBS ) といぅ、 植物とが話で きる 装 




てすぐの頃だった。 

「今(化間が)カッカ燃えて ますからね、 
いろんなこ t 言えない けどら。 これは ね、 
空気た染的なこ t もあろうと。いや、わし 
が思 うんじ ゃなぃで すよ。 植物さん が、ま 
あ、 そういう ふうな見方を してるわけね。 
いくら 手を消毒し よう t ね、 コチラ-〇思え 
ば また アチラで しよ。カィワ レ大根です か、 
あり ゃ、 ぃずれ損害赔償を請求され ますざ。 

カィワ レは無実だから。あをぃう穗類の 
茜で空気な染 というこ t は、 学問的じはな 
いです よ。 だから新しい細菌ができたん じ 
やなかろう かと。こり や大変な ことです。 
早急じ医学界あげて研究機関あげて、集中 


的な研究が巧われねばならん」 

一二上さん は、 植物さん じ 判断を委ねて真 
理を得て いる。 植物さんは人間よりも正確 
な判断ができるのだを ぅだ。 

一二上さん によれば、 植物も人間も「宇を 
意識」が/形をなした'^ので ある。 したがつ 
て、どちらら 本来はぶしい判断が できる。 
しかし、 人間は衣服を まとい 鉄筋連築に住 
など、 文明に よつ て宇宙 t 隔絶して しま 
つてい るた め、 正しい判断が でき なくなつ 
ている。 だから三上さん は、 lbs という 
装置を 用い、 植物さんに正しい判断を仰^ 
ので ある。 をの 装置に電卓を梭触 すれば、 
「健康指数」や「電子梢数」 などという ホ知 


のエ、みルギ I 数値ら、たちまもはじき化せ 
る。 「宇を意離」 に 通底して いる 植物さん 
は、 なんでもわかるので ある。 

た t え ば、 植物さんの判断に よると、 ア 
イン シュタインは 間違つ ている t いう。 

「光速の原理なん て、 をんなバカな こ t は 
ない。 をれ より 速く述絡できるんで すよ。 
衛患が飛んでら ね、 交信は^ う、 トンいえ 
ばッーですから」 

LBS は、 嘘発見器を応巧した装置であ 
る。ただ、をの値用法は独特で、嘘発見器 
の原理にならって、植物の電気的な抵抗値 
の変化を計測しているわけではない。植物 
間の交信エ、不ルギ I を增幅して、笞えを得 
ている をうである。 センサ^呼ばれる噓 
発見器の端子らしき部分は、それぞれ写真 
の上じ置かれたり、電卓の上に置かれたり 
する。 理屈は よく わからないが、なには t 
ら あれ、 ホランプがつくかどうかで植物さ 
んの「イエ I ス」か「ノ I 」かの答えを知 
る ことができ るのだ。 また、 リ I フ* バイ 
才•コン ピュ ー タいう パソコンを 接綿し 
たタイプの装置ら をり、 写真を フロッピー 
代わりに挿入できる。写真から読み取れる 
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これザ植物と対話でさるといラ装* L 巳 s だ— 



ように改造されているわけではないが、写 
真らデータなのだから、通常のディスクド 
ライブに突っ込めばいい！のだ。 


▼人の記憶はへソから訪れる 
一二上さんの言う「宇宙意識」 は、 宇宙に 


充満す る 「絶対素粒子」 のことでも ある。 

「いわゆるエ I テルです ね。 アィンシユタ 
ィンが否定しましたけれども、をんなバカ 
なことはない。 ちょう どゼリ ーのょう なも 
のです。をれに天体が埋め込まれて、動い 
て わる。 をのゼリーをのものが動いて わる」 
また、人間は脳で記備するのではないと 
いう。なぜなら、頭のいい人は何册もの辟 
書が頭に入っているというが、こんな小さ 
なところに、 をんなに多くの記憾が乂 ると 
は思えないからで ある。 

「わしは前からわへソだと思っていた。だ 
つて、わ母さんとつながつていたところな 
んだから。母親からの®はみ な、 へソか 
ら入ってきたんだから。腸というのは記憶 
しているのからわからん。へソの{八から電 
臟波的に(情報が)入ってくるのかもわか 
らん。腸が、電磁波的な^|^をつかまえて、 
それを脊髓を通じて K へね{送る)。脳は巧 
体を支配するから、『はい、ペンを持って』 

と命令して、(肉体が)ペンを持つと。艦 
は、 命じて肉体を動かしているにすぎない。 
情報は外にあるんだ と。 だから、どんな大 
きな辞普だつ て、 このへん《へソ のまわりを 


手で示し)に集めることができる。をれな 
ら、容れ物が大きいも小さいらない」 

——辞書の内容が、電磁波的なおでわへソ 
のまわりに集まつてるんですか？ 
「集めようと思つたものしか集まつてない 
わけですよ」 

-集めよう t 思えば、をこに集まるんで 

すか？ 

「集めようと思ったら努力が必要なんです。 
一生懸命勉強しなきやいかん。をう すると、 
この(へソの)あたりに集まつて わる to 
絶対素粒子がをういうをつかまえて、 
この近くに集まつてく る。 必要に応じて、 
こちらが 天という字を書、 J うと思えば、天 
と思う から、 絶対素粒子のなかに ある 天と 
いう字の 情報 ら、こちらからを ういう意識 
を発動す るこ-^ によつ て、 をれに呼応して 
電磁波的に入ってくる。をれが脊髓を昇っ 
て 脳じいく から、 はいペンを持つてこう書 
きなさいつて スラスラと、 間髪を入れず。 
だから、 人間の組織は驚異的なもの だ t 思 
いますね」 

觀異的なのは、をの理論のほうからしれ 
ない。 
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ポードには云上なんの泉考の巧梓がびつし 0 



話しかけるようになつた訳 


をれにしても、 S 上さんがこのようじ植 
物さん t の共同研究に没頭するようになつ 
たのはなぜだろう。をの理由は、生いたち 
にをつた。 

一二上さんは生後二力巧のとき父親をとく 
し、 母親の実家で育てられたが、一二歳のと 
きに巧親が再婚、： S 後は現を住んでいる父 
親の家で祖母に育てられた。化母がじくな 
つてからは親腐に預けられたが、をれまで 



の家の周閣じはまったく隣家が なく、 遊ぶ をの 物体の情報をつかんで反が し 写貸は 


友達もいなかった。 


をの情報をキヤツチして いる。 レントゲン 


をこで 庭にあつた木々を相手に時を送る 写真の ょぅじ、 物か内部のが写る とい 
ようじなり、とくに 樹齢一二百年と いう 五葉 うものらある。では、 人間 じ 見える のは、 


松とは親しくなつた 


レントゲン写真の骨までが限度でも、じつ 


「をれじ登ったり下りたり、向こぅの雲を はもっ t 見ぇないでいる情報まで、写真に 
見て、をの惨から雨親を想像したりしなが は写されているのではないか。 をう 、 S 上 


ら大きくなつた。まあ寂しいが態だった。 
したがって、自がのなかに沒入した生活と 


さんは考えた。 

「しかしながら、をれを感知するだけの機 


言いますか、をれを父親 K わり邱親おわり W がないじやないか。レントゲンがせい、ぜ 


じ大きくなつたので、松の木はち達 だと、 
俺の親ビ と、 をういうのがあるんですよ。 


いだと。をうすると、 化の大化生は誰 だと。 
犬は人間の何千倍と いう 嗅覚を持って わる。 


だから、卞じ話しかけるということは、当 餘は予知 力を 恃つて わる。をうすると、 植 


時からあつたんですね」 

松の木を親と慕った一二上さんだつたが、 


物さんいうたら 何やと。 これは化合成を す 
る。すると 光の大家 じ やない か。 化合が し 


をれでも父规じをいたいという思慕の念は てるんだ から、 光には非常に詳しい。これ 


募った 


で 生きとるんやから。 化の大家で ある 植物 


「幸い、父親は写真をいっぱい残してたん さんに訊くのがい い。 では植物さんに訊い 
です。この写真が手がかりだ t 。 {父親は今) てみる機械を作ろう t 。 をうしないと、 テ 
地中だろう か、 あるいは昇天するいうんだ レパシーなんかで私がわかる t 言った t こ 
から星だろう か、という 疑閒は子どもの頃 ろで誰も信用しない」 


から持つ t つた。をれで写真とは何かと. 
うこと をずつと考えとつた」 

写真は光を写す。物体じ当たった化は、 


幼い頃から植物さんと親しくしてきた一二 
上さん は、 じつは装置を使わず t もテ レ。 ハ 
シーで 心を通わせる ことが、 できた といぅ。 
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「言葉が返つ てはこないで すよ。 向こうは 
言葉を知らんの だから。だから、 朝顔が嘴 

いて わると、 きれいだねえ、いいねえつて 
言つたらね、向こうから、ありがとう、し 
つかり 見て ね、 t いうの が閒 こえて くるよ 
うな 気持。 ようするに、 意識を こつちから 
持つていくと、 向こうから 意識で答えてく 
る。 

我われは宇を意識がだんだん 固まって、 
絶対素粒子的ならのが 固まって、 細胞にな 
り、 いろんな器官に なりして、 からだがで 
きて るんだ と。 朝頭さん もを うなんで す。 


同じなんです よ、 どつ ち も。圃ホがあるか 
ら見かけが違うだけで、掘り下げてみれば 



I 二上邸は立派な巧插之 


宇宙意識は同じなんだから、通ずるはずな 
んです。きれいだねって言っ たら、 向こう 
らきれいだねって答ぇたょうな気がする、 
でいいんです ね。 をれが答ぇである」 

しかし、をれ では他人は納得し ない。を 
こで最初は振子を 使い、 次に LBS を作っ 
て、 植物さんに写真報を判断してもらう 
ょう工夫したのだ t いう。 

^ ▼ 今巧はィルカさんと 

t ころで、この 研究を 化に問うたのには、 
今 ひとつの 動機が あった。 三 上さんは 長年 
学校敕師 として暮らしてきたが、 最後の一二 
年間は、 裳護学校の校長を 務めた。をの 経 
験が重要な契 期となった ので ある。 

「知恵遅れの子らに' 神の心 t はこういう 
らのか t 感じたんです。人の足を引っぱる 
じやなし、いじめるじやなし、自己主張す 
るでらなしね。をの子らのために私は養護 
大学を作つてやりたい t 思つてね。大学と 
いつ てら、 I 生而倒を見て やるような、を 
ういう学校です ね。 搜闆も持つてね。もち 
ろん私立じやないとできんから、金がいる 


t 。 十化円ほど欲しい t 。 遭路ばたで募金 
して集まるもんじやない。 よし、 一二井 S 萎、 
財闡からららおう t 。 をのためじはを鉱脈 
を発見ずるに限ると。最初の『木の葉のテ 
レ。 ハシ ー』 という本はをれで岀したんです。 
をれで反響が志ればいい t 」 

をの 本は、 実際、 ある 企業の課長の興味 
を 引き、 をの協力で LBS 、 が生まれたので 
あつた。をうして研究生活に入つた 立 上さ 
んだが、 今では金鉱 探しはやらない t いう。 
「私は自分の ためにやりだしたんだし、世 
の斗^^救わう-^力偉^^なろう- aJ 力、 ノ 1 
ベル赏で ももらわうとか、をうい-フことで 
やつたんじやないんです。さつき言い まし 
たように、父親に会うためにやつた。をし 
て 人間 死んだらどうなる か、 心とは 何 か、 
意識とは 何 か。をういう こ t を 追求して、 
これ、 始めたわけです。をしたら、 父親の 
写真を ィンプットし、 天体写真で センナー 

動かして スィ ツチを入れてく t 、 。 ハツ t 反 
応が ある。 琴座の ベー タ星に転生して わる 
と。 肉体が 衣るかどう かは わかりません。 

超素粒子の状態 かもしらん。でら.どこの 
星へ斤く かはわかった。 私の転生 先む、 調 
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ベたら同じなんです ょ。 

ょうする じ、 自分の宗教をつかいために 
やったんです。父親に会うためにやったん 
です。だから、自分はもうこれでいいんで 
す、と思つた頃から、これ調べてくれ、あ 



r 睡康パイプ」(左)と「有害巧磁孜巧間巧害化シ—ル」 


れ調べてくれっていう人が来るようじなっ 
た。 金鉱脈調べてくれと か。をう いう相談 
には私はいっさい応じないんです。ただ、 
私の転生先はどこですか——をれは答ぇ 
ましよう。私に適した薬草は何ですか—— 
をれは教えましようと」 

もう金鉱脈を探さない t いう ことは、 蕃 
護学校の資金の件を請めた t いう ことなの 
か？残念ながら、尋ねるのを忘れた。 

現在は、自分の転生先をがぇてくれ t い 
った類の相談の手紙が每日届いているとい 
う。市民講座や大学、諸団体からの講演依 
頼ら統いているをうだ。 

さまざまな業者も、一二上さんに商口 g の検 
査依頼をしてくる。特殊なパワーを発する 
裝品の、普通の科学では数値化できないよ 
うな効果を、 S 上さんはわけなく数値化し 
てくれるからでを る。 

愚近売り出されたらのには、植物さんと 
共同開発した「有害電磁波瞬間無害化シー 
ル」や「治癒シール」「健康パイプ」などが 
をる。 健康パイプは、をの広告チラシによ 
れば、煙草の臭いが消えたりヤニで贿が巧 
れ なくなる ばかり か、 「両耳じパイプの先端 


を軽くさし込む t 長年苦しんだ頭痛が消ぇ 
た」など「不田批識な力」がをる ！ という。 

「世の中の役に立つんなら、をれはやりま 
しよう _0。をれから、 こういう -0 ころ 《企 
業) は、 何がしか支援してくださいますか 
らね。私.^、支援団体がないとやっていけ 
ませんから。本はわ金にはなりません わ。 
まあ今さらわををためようとら思いません 
よ。自分の宗教をつかんだ というこ t ' が最 
高なんです。非常に精神が安定しましたよ。 
次のアパート(輯生先)が予納してありま 
すから。みんなこれで苦しむんだ ろうと 思 
いますね。これがわかれば ね、 しっかり、 
地球のために、みんな仲良くし よう t 、 を 

ういうことにつな' がつ てくる t 思います」 
今、 一二上さんには新たに取り組みたいテ 

—マが ある。 

「植物さんとの共同研究は卒業させていた 
だいて、八「度はィルカさんと共同研究して 
みたいですね」 

僕はカピパラ t 共同研究して みたい、 な 
んつってやら(©極 子)。 
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霊界ラジオへの挑戦！ 

橋本健さん {アルファコイル研究会を長-曰本超科学会を長) 


日本のハイ。ハ]サイエン テイスト あを語 
るぅえで欠かせない人物が、橋本健さんで 
あろぅ。 三上さんと 同じく、 植物 t わ話し 
する装置 「4 D メ —ター」を発明、また「ア 

ルフアコイル」の発巧に ょって、 いわばア 
ルフア波 信仰を 日本に広めた、をの道の。 ハ 
イオニアである。 牽巧•恵比寿 じある 橋本 
さんの舍社、(棘)アルフアコイルを訪ね 
た。 


橋本さん は、 大正十一二年生 まれ。 昭和二 



巧丰健さん 


h 年の終戦直刖、「日本の光輝ある歴史のた 
めに斬丘ハ器を発明しょぅ」と、舉巧大学の 
電気工学科に入学。「殺人光線の発明」を考 
えていた が、 あえなく敗戦と なる。 人生の 
目的を失った橋本さん は、 失意のあまり肺 
を病み、病床に伏しながら「神ょ、人をの 
目的を与えたまえ、化を私に与えた まえ」 

と祈りつつ、日々を過ごしていた。をして、 

「生畏の家」を興した谷 U 雅醫の著『生命の 
実相 j に化会う。 



を 


「をれ を読む t 、 人生の目的が 満ち満ちて、 
心じ喜びが湧いて きた ゎけです ね。 それで 
病気が治っちゃった。心が変ゎったんです 
ね。 宗教的な奇跡が 起こりうるということ 
を体験したんです。 キリストが 病気を治し 
て 歩いた とか、 みんな嘘だ t 思っていたん 
でず。をれが、 自分の病気が三日一二晚で治 

っちやった。をれからです ね、 円滑 現象っ 
て 言ってますけ ど、 非常に人生が円滑にい 
くんです よ。 欲しいなと思うらのは誰かが 
持っ てきて くれる。 朝買ったらのが晚には 
十惜 ぐらいで売れる。だからをが 入る。 発 
巧のヒントも浮かんで くる」 

この奇跡の謎を解こう t 、 橋本さんは超 
心理学の研究を始めた。大学では「皆さん、 
神様はあるんですよって言ったら、わ前は 
パー かって、さんざん叩かれた」 が、 「自分 
で体験したこ t だから、これは噓じやない」 
との碰信を持っ て、 研究を続けた。 

午前 一一 一時頃 じは 目が 覚め、ィンスピレ I 
ションが湧くようになった懦本さん は、 発 
巧をつぎつぎと思いつく。やがてアィデア 
が 百ほども貯まったとき、「神様にわ願いし 
て、 資本金を百万円みぇたまぇと祈っ て わ 
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ります t ね、わじさん が三百で円ぐ らい 出 くいい 成顧が 化る。 実験環境が非常に影體 ようになったんです」 

してやろうと言ってくれたんで すね。 をの するんで す。 《疑いの蔵識が 強い) 大学では この 嘘豬見器を 欲しいという 人が 多くな 
ときは、 やるこ t なすこ t 、 トントンが子。なかなかいい 成鶴が 出ない」 ったこと から、 波形を 描く ペン レコ I ダ I 
欲しいなと思うと、 持っ てきてくれるんで をして昭和一一十五 年、 電気 学会に 「髓率 部は 髙 伽なため省き、代わりに 音が 出る よ 
すよ」 的事象の個々の決定じ対する 精神の 影響」 うにした 装置を 発明、をれ を 「4 D メータ 

いう論文を提出。良く^悪くも大反響を I 」 すなわち「四次元波受信機」 t 名づけ 
▼四を屯波受信機 呼び、： 5 後、 雲さんはテレビの心馨 組た。 最初は、をの音を録音して送ってくれ 

じたびたび 出演す るようになった。 れば、 波形 じ変換して 返送す る予定だった 
大学を出てから、生長の家に入信。をこ をして、 『 UPM 』 に化演した際、 矢追純 が、買った人たちは 立 日が出る だけで満足」 
で「幸福 科学研究所」 を作り、「宗教と 科学 一氏から、アメリカの、、ハクスターという 嘘 してしまったという。 

の関儒」を研究した。「サイメ I 夕 I 」 とい 発見器の技術者が、サボテンに嘘発見器を 「音だ t 、 植物の感情が出るんですよ。怖 
う装置を発明し、信者らの協力によって超 つなぎ、 人間の意志や感情に反応する こ t がってるの か、 喜んでるのかね。音にした 
心理学実験を巧った。 を発見したので、実験してみてくれ t 言わ ことは、 嘘発見器に比べれば、数段の進ホ 
サイメータ I とは' 交流電気のサイクル れ た。 だった t 思います。 歌も歌ってくれるんで 
を利用した装置で、任意にスイッチを押す 「嚴 初は、 嘘発見器をサボテンにつけて ね、す。 『サボテンさん、歌を歌い ましよう ね』 
と、 をの麟間の電流の方向によってメ ー タ 火をつけたりいろんな こ t をやった けど、 

—が左を のいずれかに振れた 状態で停止す ちっとも 針は 動かなかったんですね。です 
る。 をの 結果は左右五〇%ずつ になる はず けども、 家内が植物を かわいがってまして 
だが、ボタンを押すときに、いずれかにな ね、 家内がサボ テンに『これから 研か九ず る 
るよう念じている t 、 をちらに 偏っ た 結果 けど、イジメルわけじやありません。 植物 
が 出る t いう、 超能力を実証ず るための 装 の 世界を人類に 紹介したいのです。よろし 
置で ある。 実験は環境 じ恵まれ、うまくい いです か』 って 言っ たら、 針が ヮッと動い 
った。 たんです。『よく動いてくれました』って 言 

「をら(二旨者)は言じてるから、ものすご う t 、 また動いた。をれからを話ができる 画期的な四次元放受信巧 
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—高な元世巧の構造— 

，むは氷山のようリらので、か面上のが々が巧なまお，お曲•ドの抓み力带な竞かでわる i きわれ 
てぃますが、巧まなむしろが山よ9みじがてぃます.う煤*靖面のようリもので、巧 
面から上のほうじがてぃる巧かが, じ、でぃ う i 巧をを策です;が， a のようじ、 A 君、目を • C ち 
しみなちをの常なま載では一っじつリがってぃますかろ，照 E ち*を延じてテレパシーなど 
巧能むのです.巧巧だかが犯郎み（がの上に化てぃるがかとおやじあるがせとか•あり. 
海中じある®みがす。むちな常の•じ、です.巧!貨じいじ、があるのです.発巧おの中じ U . 巧巧 
とテぃ、•シー的;こおしをって，巧巧の ttS を巧 0. 涛田することる巧きる人い、ます.る巧 

のように. ESP 々ードの巧»を的な巧るのは.れ巧の读がを X 魚た沒巧するようじれ！理的;， 
見るのではなく.巧巧の也の巧みと人巧 
の巧な定振の巧か i か一.互ぃじ巧ウをう 
のです • ですから. ESP の巧をじは、 

をホの巧巧学のを則はわてはまりません， 

巧か元世おこだけあって . A 巧ミホ元世 
讯こ出てこむいものじ.化ホ巧卞- 


研究所の麻接間に展示されていた 



なんて言う- AJ メロディーが化るんです」 
たしかに、植物の反応を感情的、擬人的 
にとらえやすい音にしたこ t は、この実験 
が世にウケたキーポィントだったろう。 

橋本さんは、このょうに植物が反応する 
こ t について、次のようじ考えている。 

「我われは一二次元世界じ住んでいるけどら、 
これは四次元世界の鼓であると思うんです 
ね。四次元世界にわいては、すべての化物 


が I つになつてるんだと。本当は生物だけ 
じやないんですが。をこを通じてテレパシ 
I 'がつな'がる。よく人の'むを水山にたとえ 
るでしょ。上の部分が顕を愚識で、下の部 
分が潜を意識だ t 。 だけど、をうじやなく 
て、僕は島のように、奥底で、四次元な上 
の世界でつながつているんだと考えていま 
す」 

* ▼ヘッドギアと同じじやないか 

橋本さんは、ユリ•ゲラーが来日して話 
題になつた頃、日本超科学をを靖おした。 

「僕は電気学会で発表したけども、当時は 
をんなこ t は點目だ t いう人らずいぶんい 
たわけです。赏黃ばかりではなくて。で、 
堂々と発表できる場がないから、作ろう ， JJO 
最近は他にもいくつか学会'ができてきまし 
た。でら超科学をのように進んでる t ころ 
はないんですね」 

をれは、他固体では霊という言葉がタブ 
〇されているからだとい う。 

をの日本超科学会も、当初はをれほど仲 
びはしなかつた。をの会員数がいつきに拡 


大したのは、「アルファコイル」の発明がき 

っかけだった t いう。をれは、橋本さんの 

r 円沿現象」が起きなくなった t ころから生 

まれた発明品である。信仰を得た当初にく 

らベて「いろいろ獄が出てきて」、「祈りがき 

かれなく」なってしまった橋本さんは、「こ 

れはアルファ波が出てないから駄目なん 

だ」と考ぇ、「アルファ波が(脳から)岀れ 

ば音がする『アルファトーン』という機械 

を作った」。バイオフイ I ドバック装置であ 
る0 

しかし、これでは「アルファ波が化れば 
音がするんだけど、どうやれば化るかはよ 
くわからない」。をこで「強制的にアルフア 
波の周波微をコイルで。ハルスにして頭に載 
せてやれば簡単じやないか」 t 考ぇた。を 
して生まれたのが、アルファコイルだった。 

「をれを枕にして、三十分だけパルスが出 
るようにして寝たんです。をれをやると、 

午 一 刖111時に目が覚めて、発明のヒントが満 
ち満ちているんですよ。眠くないんです。 
眠くないっていう t 嘘になるんですけど。 
昼間は眠くなっちやうから。ただ、目觉め 
た t きは張り切ってね、意靴に満ちてね、 
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アルファ疲が測定でまるといラ「アルファ f ^ ー ン J 



本を書いてもパ I ッと書いちやぅんですね 
昔『生命の実相』を読んで感激したとき t 
同じょぅな状態じなつたんです」 

をの装置を日本超科学会の八苦貝じ薦めて 
みると、 つぎつぎ病気が治つ たとか、 円 
滑現象が起きた t いう報告が届いた。をし 
て、 『 UPMJ に出演す るや、 鎌倉の家に問 
い合わせの電話が殺到。を こで、 茎巧じ事 



務所をオープンした。 

「アルファコィルを欲しい t いう方は、日 

本超科学をのを員にならなきや駄目だって 
言ったら、会員が非常に增ぇたんですね。 
何巧人にもなって、現在にいたっているん 

です」 

オゥム事件の影響を尋ねたら、「ヘッドギ 
アと同じじやないか」 t 冗談まじりに人か 
ら言われたりして、複雑な心境になったと 
ぃうゎ答ぇだった。 

- H 巧人の® - RE 、 っ P 

橋本さんの発明は、特許になったもので 
一二百ほど t いう。 有名な のは、 野球場のマ 
ンモステレビ、 電子式電光褐示板な ど。 た 
だし大部分は、 U 前に勤めていた舍杜の名 
義じなつているをうだ。 

橋本さんの現をの課題は T 霊界ラジオ」 
である。植物の言葉を 間く、 4D メータ I 
を 発顧させた装置 だ。しかし、 今のところ 
研究は巧き詰まつてる-^ いう。 まず母音だ 
けが化る装置は作った。 

「非常によく植物 t 話ができる霊能者がい 


ましてね、 『私は 〇 さんだ よ。 私は誰かね』 
つて 言う と、 『ォ ー』つて 嘗ぇるんで す。を 
れからね、『これはゥエ。これはシタ。こつ 

もは？』と 訊く t 『ウエ』 と」 

子音の出る裝置も作つ たという。しかし、 
植物との横続が問題になる。 4 D メーター 
の場合、一つの麗罩の二つの電極を植 
物に つなぎ、 抑榻 、つまり 周波数と音量-^ 

を コントロ ー ルすればよかった。 

「ところが巧音とか子音という t 、 もつ t 
コントロー ルするところが増‘ 义ち やうんで 
すね。鍵盤みたいならのでしてね、いくつ 
かのキーが ある。 をれを植物にを部振り分 
けなければならないのを、どラするかで斤 
き詰まつてるんで す。 理論的にここにつな 
げばいいというふうにはいかないんです ね。 
植物ををのように訓練すればいいのかもし 
れませんけどね。いきなりつないだつて駄 
目ですからね。今はアィデアを釀成してい 
るところごす。 

霊界人の協力が あると いいんで すが、 こ 
ういうらの ができる と、 人類は霊界の存在 
を強制的じ信じなくては むらなくなります。 
神横は をういうことを わ嫌いじなるんです 
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生する本質的存在だをぅだ。 

「九十歳で私の巧が亡くなつたんです。を 
の一日前に母のところじ巧きましたら ね、 


私が小学二年生のときじ、日蓮宗のゎ寺で 
もらつてきたわ経の本にどんな こ t が書い 
てあるか、(子どらの頃の自分が)説明して 
くれたのでありがたかった t 言うんですよ。 
シータ波になつていたから、内容を思い化 
したんですね。じつはをれ は、 自分で作つ 
たわ経の本だったんです」 


ね。神はがの存化を否をする自かさえも人 かと思うんですね」 


類じみえているんです。だから、人類がわ 


信仰から始まった橋本さんの発明が、 



互いじ切差啄磨して、人類の意識が高まっ 界との交流装置に向かっているのは、当然 
たと きじ、 霊界ラジオができるんじやない のあり巧きと言ぇるだろぅ。 


発明の天才は生命体からの信号を聞<! 

政木巧 一二さん (林原を巧化学研な所彭ち) 

現代のハイ。ハ I サイエンス界で最も人気 ファシ—夕」「神経波磁力線発生器」、常識破 


が高いのは、政木和一二さんだろぅ。政木さ 


り 


に明るい電気スタンド 「バイ タラ イト」 


豬巧品は、脳波をシ I 夕波にする「アル 


んの研究室は、岡山の林原生物化学硏お所 など多数。ベストセラ I を 含めて著 蕾ら 多 
巧に ある。 同研巧 所は、 ィンタ I フエロン く、 離满も人気が高い。宮家方而 から 政治 
の開発と独特の経當理念でも有名な会社だ 家、 実業家、芸能人、スポーッマンなど、 

が、 政木さんはその参与- 〇いう 立場に ある。 さまざまな'’シヤンルに政木ファンは 多い。 

政木さん は、 大正五 年、 兵库昭の山村に 
生まれた。小学生の頃から「電気少年」 で、 
科学雑誌を参考にして扇風機を作つたりし 
ていたと いう。 胃腸が弱かつたことから、 

腹式呼吸をな晚一時間斤う潛悄をつ け、 を 
の頃にはすでに脳波がシータ波になれた t 
いう。 政木さんの理論に よれば、 脳波がシ 
—夕波になると、人は自らの内部の「生命 
体」の声を問くこができるようになる。 

政木ヮ—ルドの H キスたっぷりの普爵 生命体とは、霊魂のようなもので、輪迴転 
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「らう一で二千年前から、ずっと一緒じい 
ますからね」 

政木さんは、一万二千年前にはアトラン 
ティスの神官だった。をの t き、社長はク 
リスタル大王という王様だったという。ち 
なみに政木さんの前世は、四千年前には八 
幡大菩薩、千六百ま刖じは誉田和気命、を 
して八百十年前には日蓮、六百五十年前は 
細晴能、一二ち八十ま刖には能沢藩山だった。 
いっぽう、林原社長は南朝の天皇だったり、 
岡山城主だったりして、政木さんはいつら 
社長じ仕えてきた t いう。 

政木さんは、能沢藩山だった一二百八十年 
前に琵琶で演奏した曲を思い出し、習った 
こ t もないピアノで、ただ脳波をシ I 夕波 
にするだけで、何も考えずじ弾くこ-^がで 
きる。をの曲は本人の演奏で CD にもなっ 
ている。民族派の現代音楽のょうな曲だ。 

だが U 前の政木さんは、物理科学こを絶 
対と考えていたという。ユリ•ゲラ ー が来 
目した- jj きにも、テレビを見て、「をん な、、 ハ 
力なこ t はない」 t テレビ局じ化判の電話 
をかけた。をのとき、をれなら実験してく 
れと逆じ出演依頼を受け、自らの発明品で 


自分で書いたということですか？ 


「六十一歳のときに分かつたんですがね、 
私は日蓮だったんです」 


てきた。をして工学部の H 作センター長と 
して定年を迎ぇ、：^後は林原化物科学硏究 
所の参みとして過ごしている。 

「ここへ来ましたらね、日本の一番大きな 
私はアトランティスの神官である 五つの家電メーカーのトップが五人揃って 

ホられましてね、『政木先を、長年わ化話じ 
政木さんは、大販大学工学部のほとんど なりました。をりが t うございました』つ 

て。なんのことかわかんないでしよう 。も 
し特許料を取つていたら、四千億から五千 



の学科を渡りホき、さらに医学部で神経エ 

レクトロニクスの研究に携わつたといぅ。 

十セ蒂のとき瞬間湯沸かし器や嘘発見器な 億はあつたんですよつて言われました」 


どを発明して：；5来、一件を除き、すべて特 —— 

許な谓と同時じ無効手梳きを t つて開放し り合つたんですか？ 


林谭杜長とはどのようなことから知 



う/^^が''. 
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ある 十万分の一の金属歪みを橫出 できるス 
トレ I ンメーターを用意して、 超能力者 扛 
が決。 このときス プーン曲げは ぅまくいか 
なかった が、 一で分の三の歪みを メーター 
は 検出した。をの衝撃から、政木さん は 超 
能力研究に没頭して ゆく。 

—大学で反発はされなかったんです 


「をりやもう、ものすごくありました。し 



かし私は強情ですからね。私は子どもの頃 
から命令に一度ら従つ たこと がないんで 

す」 

超能力の数々をまのあたり にし、 自分で 
もスプーンが曲がるようになり、さらに靈 
能力者 t の出全いを経て、目の前に仏像が 
突然化現するなどという不思議じも繰り返 
し遭遇しながら、「そんなバカな ことは な 
い」と、なわ政木さんは物理科学を信じつ 
づけた という。 

——仏像は、誰かが置いたと思ったのです 

か？ 

「いや、目の前で現れたん だから、 誰かが 
持つてくるなん て、 をんな ことは 思わない 
ですよ。をれでら物理科学的にありぇない 
と 思っていたんです。それが全部(六体) 
出現して からね、 成分を調べたら、空気を 
圧縮してくれてるんですよ。びつくりした 
ですよね。現をの物理科学では作るこの 
できないものである ことが わかつたわけで 

す。 空気を圧縮して一億度まで上げる と、 
できるんで す。 でも今の人間の科学では不 
可能」 

結局、ある 正夢を きつかけに、 政 木さん 


は精神世界の住人 t なる。をの 結果、発明 
件数も飛躍的に 増え、 一週間に一二つ という 
ぺース で特許申請す るよう な ことが 統 いた。 
天ネ発明家と新聞に書かれた昭和四十二年 
には八十七件しかなかった のが、 現在では 
千 件と も|1|千 件とらいう 《資料に よつて違 
う)。まだ 製品化されて いない 発明が千はあ 
るといい、 着々 t 商晶開発が進められ てい 
る (現在は特許は会社が管理して いるとの 

こと)口 

-▼人！？は UFO でをほしてさた 

精神世界の人となった政木さん は、 「信 
号」を受けるようじなった。発明 もを の 声 
じ従って斤っているの だ。 をの 声は、 神仏、 
すなわち政木さんの言う生命体からのメッ 
セ I ジである。 

「はつきりと言葉になつて鮮明に聞こえる 
んです。脳がシ I 夕波になる と、 なかにい 
る生命体'がね、ちゃんと教えてくれるんで 
すよ」 

とはいえ、長年、工学部の多分野と医学 
部じわたって、人の何倍も仕事をしてきた 
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ことで身じつけた知識があればこを発明が 
できるのだとい う。 

「サイババさんは不幸ですよ。けつこう力 
がをるんやけど。物理科学の勉強してれば、 
発明がいくらでもできるんですよ。あんな 
ことやつてらしかたないでしよ。若い頃に 
物理科学の勉強してれば発明がいくらでも 
できるのに、むつたいないなあ言うてるん 

でず」 

多くのハイ。ハ I サイエンテイストと同じ 

く、 政木さん も、 微細な粒子が真空を構成 

>ていると考ぇ、をの粒子を、ハクトロンと 
呼んでいる。エ I テルと意睐は同じ t いう。 
をのバクトロン t 精神波との関係で、超能 
力などの現象も説巧できるという。 

——今ら発明は続けてるんですか？ 

「可もしてないです よ。 しなくて もね、 な 
かにいる生命体がッこれをせよ A と言うて 
きますからね、自かからは何しないんで 
す。生命体が、必要な t きに"これをせぇ。 
つてきますから。昭和十八年に、私は結觸 
したわけでしよ。をれで家内がね、ご飯か 
けるのをじつと待つてるわけでしよ、かま 
どの4刖 、ごね。 をしたら 。ハツと 信号がホるん 


です よ。 こぅせぇって。だから作ったんで 

善 

すよ。 自動的にポン t 切れるの(自動か飯 
器)をね」 

政木さんによれば、人間は、一二億六千万 
年前、木星の巧側にあった窓星が木っ端微 
塵 t なったため、 UFO で移住してきたの 
だといぅ。をれ：^来、何度ら商度な文明を 
築いては减びることを操り返して、生命体 
は何億年，^生きつづけてきた。 

「一一一億六千で年前に地球に送ったのはいい 
人間だけだったんです。 t ころがね、地球 
ではまだ人閒は生活できなかったんです。 

巧体はみんな減びてしまった。生命体だけ 
では進歩も向上も何ない。をれで、をこ 
におった動物のなかに入った。をのころは、 
恐龍ぐらいがわっただけでしよ。をの生活 
が長かったためにね、一五％だけがまとも 
な人間であって、残りの八五％は動物のよ 
ぅな霊になってしまった。私の講满が素直 
にわかるのは一五％だけであるから、をの 
人だけに離演せよ t いう信号がありました 
ね。安定が続く人間性のレベルが上がつ 
てくんですけど、相当に年数がかからない 
とね、できないんですね」 


シータ巧こなることで.なんでらでき 
なんでらわかるかのような政木さんだが、 
一つ普手ならのがある。 

「私は昔から ね、 人を見る目は全巧ないん 
です。来る 人、 みんないい人た と 思うから」 
政木さんを利弼して惡どい金儲けをしよ 
うとたくらい人ら いるので ある。 最近ら 
政木さんの名を冠した組織をでっもあげ詐 
欺めいた ことを していた人たちが現われ、 
まもなく 裁判が ある-* J いう。 ハィパー サィ 
エンス界む踞野が広がり、商売 t してうま 
みが增しているらしい。 

> ▼船が巧と火が进ほぶが 

今回取材した三人はをれだれに、独自な 
科学を選びとる根拠を自らの人生のうちに 
持っていたようには思う。だから、なんだ 
か嫌いじやない。 

一二人に共通しているのは、人間の内なる 
「宇宙愚離」や「生命体」、つまりは霊的実体 

の能力を生かずテクノロジーをめざしてい 
るこ t だ。植物を通じて、あるいは脳の特 
蛛状態を通じて、宇宙——全体性に「主保」 
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を融解 させ、 「真理」を獲得し ようとしてい 
るわけである。をの構図自体は、とくじ新 


つてい る。 


I ワ I ルドで最近と くじ 目立って 


間いている 

話は、嚴ぶ化た著書の内容をのままだつ 


鮮でら特沸でもな く、 ありふれたら のと 言きたの が、 「波動」理論だ。乃物は固有の振 た。 ただ八ム溃の最初に、聴衆の「集合意識」 
ぇるが、科学主義に 連し、 とりわけ「脳」 動数を持つており、をの波動の調和や相互の r 振動波」 を、 量氏の「本暨が計測 
のテクノロジ I として語られるレトリック の影響という観点から、さまざまな現象が する。結果は、十の五五乗。現在の地求人 


じ、 現代的なテイストが ある。 


理解で きるとする 理論で、をの振動数を檢 の平均的な数字だとのこと。四時間の話が 
をれは最近の「波動」や「気」 などの 言査したり転写したり するといぅ 装置 や、 「波終わって、改めて計測したら、今度は十の 
菜と ともに 流通している ハイ。ハ I サイエン 動をよくする」グッズ類 も、 多く出回って 十万 X セ八乗。むろん振動おが高い ほど、 


スまたをの応用ないし類縁の罐康法やぶ いる。 


功哲学と も 共通す る。もも ろん それらよ、 


意識のステ ー ジが高い。をの数字を足立を 


をう した世界の I 端を知りたくて、この がボードじ書く や、 歓亩と怕手が会場に瑞 


!サィェンスゃニュ1ェィジ思想の形道の罹威」の一人、形態波動エネルギーちた。……寒い。 


響を受けたものだが、をうしたハイパ I 系 研究所の足立育が氏じ取がを申し这んだの 


こうして聴衆は、一般人の意識のレベル 


巧が心書は、おもにビジネス普として流通し だが、化方のマネ I ジ卞—らしき方が僕の をはるかに超ぇてしまった の、ごった。を 立 
ている。をのリーダー役を果たしているの名前を元に「チユーニンダ」《同調して波動氏によれば、いずれ地球を体の振動波が高 
が船井幸雄巧で 患る。 氏の影響力によって レベルを調べること？】してみた結果、こまって次のステージへ進化 するとき、 振動 
ハィ。ハー系思想は、もはや大衆化して しま いつはよろしくないといぅ結論が出て しま 波の低い人間は宇宙の 藻屑 t 消ぇて しまぅ 

い、取がを断られてしまつた。著書を読ん をうな。わわ逆ハルマゲドンの選民思度！ 



で ウン、 ザリしていた ことが バレたのか？ 
しかし、講演だけは聞かせてもらつ た。 


「波動」の流斤の一因は、このようじ人の 
意識レベルを はじめとする、 巧物の優劣を 


を場となった莖巧有楽卿の読売ホ I ルはほ 数値化して語れるわかりやす さ、 点数主義 
ぼ満員。眷らしじ余裕のありをぅな中年巧 にある。会場になんとなく漂っていた卑し 
女が多い。効きすぎた冷房に露ぇながらの いげ象にら納禪がいくといぅらの だ。 

四時間。前に座っているォバサンは身を縮 こんな世界観が、もはやカルトとは呼べ 
こまらせて、をれでもウンウン韻きながら ない、大衆のものになっているので ある。 
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トンデモをんの逆襄！ 

ベスト セラ I 本 『トン デモ本の世界』に寄せられた、奇怪な手紙の数かず。 

まだ懲りないのか？ 

「エ I テル病」に憑かれた人びとへの処方等！ 

学会を8 

九五年に洋泉社から出版された『トンデ こうした手紙な撃を受けているのは僕だ 作家で優れた科学解説者でらあったアイザ 
モ本の世界』、わよびをの綿編の『トンデモ けではないらしい。む前、ある科学雑誌の ック•アシモフは、エッセイ集『わが惑星、 
本の逆襲』の反響は予想外に大きく、多く 編集部を訪れた 際、 編集者に「うちに来たをは汝のもの』(ハヤヵヮ文庫)の中で、「風 
の読者から熱むなわ手紙をいただいた。大変な手紙を見ますか」と言われた。ほんの変わりな問題について書く私の職業からす 
半は好意的な感想だった が、 なかには変な数通だろうと思っていたら、大きな賴いっ れば、親愛なる読者諸君が、あり t あらゆ 
手紙もちよくちよくあった——^う、いわ ぱいにドーンてきたので驚いた。宗教 る風変わりな手紙やパンフレットや書物を 
ゆる「トンデモさん」たちである。 がかつた-^5の、支離减裂な-^>のら多いが、 送つてくるこ t は不可避である」と書いて 
なかでも多いのは、「現代科学(特にアイ 特に巧が論に闕する粋集をやった時な ど、 いる。 

ンシュタインの相対性理論)は間違ってい 「相対論は間違っている」とか「私が発見し アシモフは一例として、ある人物から送 
る」「私はアインシュタインを超ぇる理論を た理論を紹介してくれ」 t か主張する手紙 られてきた本について言及して いる。 添ぇ 
発見した」 - jj 主張する人たちからの手紙 だ。 'がよく来る らしい。 られていた手紙によればをの本は宇をの 
すでこ十通 近くら 来て いる。 海外でも事情は変わらないよ うだ。 SF 起源についての真実を巧らかにし、ニュー 
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蒙きに送られてをた小巧巧を巧の旨著と手巧 


トンやアィンシュタィンをぺテン师だと苦 
発する内容であつたといぅ。だが、アシモ 
フは本の折り返しの解説を読んだだけで、 
をの本を投げ捨てた。なザなら、著者は宇 
宙膨張について論じているにもかかわらず、 
ホ方偏移が何なのかを理解していなかった 
からだ。 

アシモフはこう述べる。 

「チ H スを知らない者が名人を負かせると 


いぅ幻想を持つことなどないのに、科学の 
素養がほ t んど、またはまつたくない正真 
正銘のアマチュアで、アィンシュタィンの 
理論に"明白な。欠陥を指揣できると思い 
こむ者がこんなに多い t は、 奇妙な ことで 
ある」 

まったく同感である。彼らの化態は本当 
に奇妙なのだ。 


^笑われてもいいから 

うちにホる手紙のなかにも、自分の著書 
を同封してくる人'がいる。 

た t えば『崩壊！アインシュタイン神話』 
{発売/星雲お•発巧/創-お出版)という本を 
送ってきた小野博あ氏。内容は例によって 
例のごとく、 r 相対性理論に重大なチ盾を発 
見した」と主張するらのだ。クイズや試験 
問題が禪入されていたり、最後のほうは先 
生 t 生徒の舍話形式になっていたり、全体 
として受験参考普風の構成になっているの 
が面白い。 

もっとも、内容はまったくの的はずれ、 
間違いだらけで志る。た t えば「まだ『光 
速不変』を信じていますか？」 t いう章を 
読むと、小野氏は相対論の基本中の基本で 
ある「同時の相対性」の概念を忘れている 
ことが分かる。これではチ盾が出るのは当 
たり前だ。た t えて言うなら、コンセント 
が入っていないのじ気づかずにテレビをつ 
けようとして、「このテレビは故障してい 
る」と腹を立てる ような もので をる。 をの 
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後の章ら同様で、次から次に初歩的なミス 
が統出する。 

わまけに内容の薄さをごまかをう-^して 
か、しょ 一 らない小説で。 へー ジを水增しし 
ているのが、さらに情けない。小説のラス 
卜では、著者の主張を神様から教ぇられた 
天国の「アィン夏と「マィケル君」が、 
「ふ〜む。私達はまだ、まの出されたパズル 
を、 完全に解いてはいなかったのからしれ 
ないなあ」と言っ て、 她強し直すために地 
上に戻ってゆくところで終わる。 

勉強し直す必要があるのは著者のほうだ 
と、僕は思う。 

実はこの本、本人から送られる前に、僕 
は書店で買って読んでしまっていた。をの 
時は著者の正体を知らなかったので(本に 
は著者略歴が載っていない)、あまりに稚拙 
な内容に あきれ、 「高校坐が書いた本ではな 
いか」と疑つていたほどで ある。 ところが 
著者からの手紙を読んで驚いた。小野氏の 
本職は私立高校の講師、つまり高校生を教 
える側だったのだ！なるほど、参考書風 
の構成はをのせいだったのか(まさか生徒 
に「相対性理論は間遠つている」なんて教 


えてるんじやないだろうな？)。 

をれにしても、『トンデモ本の世界』を読 
んだのなら、僕の t ころにこんな本を送つ 
てきたつて、おちょくられるだけだ t 分か 
りを うなものだ。をれでもなぜ送つてきた 
のか。手紙には r 並日通の専門家なら無視ず 
るょうな本でむ 、 t 学をの先生方ならちや 
ん t 読んで批判して下さる-^思い、私の初 
めての著普を同封いたしました」と志る。 
どうやら、 批判されてらいい、笑われてら 
いいから、 t にかく私の説を世間に広く紹 
かして くれ、ということら しい。いかなる 
ホ段を用いてでもいいから、相対論が問違 
つている ことを 世閒に知らせなくてはなら 
ない、 という 固い信念が感じられる。 

ちなみに、発売元の星雲社というのは、 
自费化版物が書店の流通ル I 卜に乗るのを 
代巧してくれる会社で ある。つまり、 これ 
は著者が自腹を切って岀した本だと思われ 

る0 

A 私を病気から救つてください 

むう 一人、自分の本を送つてきた のは、 


尾股良章という人でをる。こちらは年齢も 
職業も不明だ。 

同封の手紙にはこうをる。 

「(前略)実は、私はどうしようもなくエ I 
テルが好きなのでず。エーテルがあれば、 
相対性理論は絶対性理論になり(私の思い 
込み)、分かり易くなります。これでは、多 
分エ I テル病と思います。 

{中略) 

このようじエーテルから逃れられないで 
います。詳しい病状を本にしましたので、 
私をエーテル病から救って下さるようわ願 
い申し上げます」 

う一む、 「エーテル病」とは言い得て妙 
だ。実際、エーテル(黃空を満たし、光を伝 
揣する媒体と考ぇられていた仮想物質。特殊 
相が論によって否定された)の実在を信じ、 
相対論が間違いだと唱ぇる人たちの心理は、 

一種の'むの病気である。 

同がされてきた『真空 t 光の正体』(ぶ化 
文藝社)という本を読んだのだが、この手の 
本にありがちな、科学者を馬鹿にした傲慢 
な態度(をれは小野氏の本にら顕著に見ら 
れる)が感じられず、僕は好感を持った。 
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尾胺戻ま巧の手巧には切実な!？おえが込められていた 


科学を まつたく 知らない わじさん(繰り返 
すが、 年齢は不明で ぁる)が、 物理学の解 
説書を読んだがさっぱり理解で きず、をれ 
でら懸命に触強しながら自分なりに理論を 
構築し、 こんならのでいかがで しょぅかと 
おをるわをる 自分の考ぇを提示して いる 
. という感じな の だ。 

もつとも、 著者の 人格と、をの 知識 や 主 
張が正しい かどうかは、まったく 別問題で 


ある。 実際、この『輿ホ rW 光の正往の巧 
容は、小野氏の本1^上にデタラメで、驚く 
べき無おや初歩的な誤解であふれかぇって 
いる。先のアシモフの比喩に従ぇば、ナィ 
卜'がどぅ動くかも知らない人間がチユス理 
論の本を書いているようならのだ。 

僕がいちばん笑ったのは、人工衛盈の速 
度を計算した箇所 だ。 なん t 、 著者は静止 
衛星が高度一一一巧六000キロでしか静止で 


きないことを 知らず、高度を ゼロと して計 
算しているのだ！著者が考ぇる静止衛星 
は、 重力を遮断して地表近くじふゎふゎ浮 
かんでいるらのらし い (たしか『ドラ えら 
ん』 にをういうの、 出てきたつ けな)。 

相対論について勉強する前 じ、 まずニュ 
1 トンカ学を勉強して欲しい t 思う。 

をれ にしても、 小野氏の場合 t 同様、僕 
の t ころに本を遥 つてき た心理がよく分か 
らない。「私をエーテル病から救つて下さる 
ようわ願い申し上げます」というのは、自 
分の理論を論破してくれという意味なの 

かク. 

^無知なのはどっちだ？ 

尾股氏のように礼儀正しい人物ばかりで 
はない。なかにはかなり無礼な手紙ら ある。 

先日、「事象硏巧団体キリュゥ総合研究所」 

の副所長だ t いう渡口伸なる人物から来た 
手紙な ど、 をの典型だ。この団体、説明に 
よる-^、「物理学•医学•音楽から始まり人 

気アィドル•アニメ•風俗 本と、 とにかく 
あらゆる こ t を研究す る 組織」 なのだを う 
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だ《何だ、 t 学舍と変わんないじやん)。 

渡口氏はこう豪語する。 

St 学会』という組織は実にくだらない組 
織だ t 思う。我々キリュゥ総合研究所は、 
をの点『と学含の何千 倍、 いや何万 倍む 
優れている組織であろう」 

いや一、 参つたね。こんな傲慢な台詞、 
僕には t てら 吐けない。 

櫃口氏は「日夜、相対性理論が、いかに 
でたらめな理論であるかを人びとに説い 
て」いるのだをうで、『トンデモ本の逆襲』 
の中で僕が相対論の正しさを説明していた 
のを読んで腹が立つたらしく、僕の こ t を 
「自然科学全体をなめている」 r 単なる馬贿」 
量子力学に対してまつたくの無留宿対 
性理論を理解していない」など t 、 さんざ 
ん罵倒してくれてい る。 

では' をう言う渡口氏自身は、相対論を 
理解しているのだろうか？例 t して、氏 
の主張の一部を抜粋しょう。 
「アインシュタインの局所原因の原理(素 
粒子間の相互影響は光速を超えられない)は 
すでじアスペクトらの実験で誤つていると 
いうこ t が立証されているのだよ。ちやん 


と現代物理学を赃強しょうね山本君」 

化た出た、「アスぺの実験」だあ！この 

ホの反相対論者たちが持も出す、定番とも 
呼ぶべき誤觸の典型例である。 

どうやら渡口氏は、僕がアスぺの実験を 
知らないと思つているらしい。残念でした。 
らう十年ら前から知つているし(敝密に言 
うと、物埋学誌『パリティ』一九八六年五 
巧号で読んだのが最初である)、小説の中で 
何度ら本夕に使つているのである。 

ちなみじ AJain A^spect はパリ乂学理 
論•応巧光学研な所に勤める科学を。この 
人はフランス人なので、フランス風に「ア 
スぺ」 t 発音しなくてはいけない。「アスぺ 
クト」と表記するのは誤りなんでずょ、漉 
口さん。 

こうした反相対論をたちが相対論に対し 
て抱いている誤解のひとつに T 相対論は超 
光速現象をすべて禁じている」^いう，^3の 
がある。だから超光速現象が発見された t 
知るすぐさま「相対論の誤りが訊明さ 
れた！」と早トチリしてしまうのだ。 

むろん、相対論を正しく学んだ方なら誰 
でらご存知のように、相が論は超光速現象 


を禁じているわけではない。質量を有した 
物体を光速まで加速するには無限大のエホ 
ルギーが必要である、 t 述べているだけな 
のだ。つまり、物体が移動しないのなら、 
無限大のエホルギ I も必要ではなく、超光 
速は許されるのである。 

実隙、相対論にチ盾しない超光速現象は 
いくらでも存をする。身近な例で言うなら、 
電化掲示板上を移動する文字の速度は、光 
速には制限されない。幅が何光年もある巨 
大な電化掲示板上を、文字が)瞬で横切っ 
たとしても、物体が移動したわけではない 
ので、相対論を破つたことにはならないの 
だ。 

電離層などのィオン化した気体の中を伝 
わる電波の位相速度が光ょり速くなること 
も、昔からょく知られている。僕も高校時 

代に初めてこの事実を知り、「どういうこつ 
もゃ？」首を傾げたものだ。理科の教師 
に訊ねたが、納得のいく答ぇは得られなか 
った{教師も分からなかったのだろう)。位 
相速度 t 光速度 C は別物であり、なんら物 
質や情報をな達しないこ t を知つたのは、 
何年も後のことで吏る。 
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量子力学の世界でも、ある種の相直作用 
が光より速くなわる こ t は、 挡刖から予言 
されていた。「量子結合」または「丘 P 民 相 
関」 t 呼ばれる現象で、をの存在を確認し 
たのが、八〇年代初頭に巧われたアスぺら 
のダループの一連の実験なのである。 

だが、この実験でら、実体を持った物体 
が光より速く移動したわけでは なく、 また 
意味のある情報は決して伝達することはで 
きないので、相対論にはまつたく矛盾しな 
い。 実験を行つた当のアスぺをはじめ t し 
て、 世界中の物理学者は誰一人として、こ 
の実験が相対論に反しているとは考えてい 
ないのだ。 

ァスぺの実験が相対論の誤りを証明した 
と考えているのは、(渡口氏のように)相対 
論を理觸していないド素人だけで ある。 彼 
らの情報源はたいてい化の著者のトンデモ 
本で あり、 ま t もに物理学誌を読んで勉強 
しようと思う者は少ない。 

^根気がないから妄想になる 

僕の部屋の本棚には、このホの人物の書 


いた本が何十冊ら並んで いる。 コン ノ ケン 
イチ『死後の世界を突きとめた量子力学』 
{徳間普 店)、 謹旧登司『アインシュタインの 
巧対性理論は間違っていた』 { 徳間醬 店)、 千 
化島雅『世界を欺いた科学 W 大理論』(徳間 
普 店)、 大橋正雄『波動性科学入門』(たま化 
版}、 棋岡泰治『全宇宙解明の詩—ビッダパ 
ン理論征伐記—』(近化文藝 社)、 藤原恒雄 
『新物理学原理』(新風普頼)、坂を邁『自然 
科学の革命「マイナスの科学」』(自我化版) 

. これでもまだ、り本でお版されている 

擬似科学 本、 反相対論本の半数らフォロー 
していまい。本の内容はさまざまだが、共 
通しているのは、著をの中に本職の物理学 

者は一人もいないといぅことだ。 

相対論にはホ盾のょぅに見ぇる閒題があ 
るのは事类である。最も有名なのは「巧子 
のパラドックス」だが、をの他 にら 「橋の 
パラドックス」「車陳入れのパラドックス」 
といつたむのがある。 

だが、これらは敝密じ言う と。 ハラドック 
スで^なんでらない。ず盾して いるよう に 
見えるのは、相対論をよく理解していない 
からで、きちん t 理解していれば化しい禪 


答が尊かれるので ある。 

僕も二十歳ぐらいの 頃、 こんな問題に楠 
まされた ことが志る。 

「特殊相対論じよれば、光速の九九•五％ 
の速度で移動する物体は、十分の一の長さ 
に縮む。 

全長十光年もある巨大な宇を船がある t 
する。今、この宇宙船が静止した状態から 
一日で光速の九九•五％まで加速したとす 
ると、宇宙船の長さは一光年じ縮む。宇宙 
船が^~^を中'心-^して縮む^すると、船首 
は一日で約四•五光年後退し、船犀は同じ 
く 約四•五光年前進する。すなわち、光よ 
り速く動くこ t になる」 

ねっ、 チ盾の ように見えるでしよ？ 

僕はこの問題をずいぶん考えた。確か一 
年ぐらい恼んだ t 思う。だが結局、ふとし 
たこ t がきっかけで解けた。分かってみれ 
ばバカバカしいほど単純なこ t で、やはり 
ホ盾はなかったのだ(正解はあえて書かな 
い。みなさんら考えてみて欲しい)。 

だが、大半の反相対論者は、僕ほど根気 
がよくない。化の小野氏の例のように、ち 
よっとで.43矛盾のように見えるものを見つ 
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なせアインシュタインは標的になるのか 7 




々巧 -A 


対論者は、次のょぅに言い逃れる 
「物理学者はみんな『アィンシュタィンの 
説に間違いなどあるはずがない』と育信し 
て わり、 相対論が正しいかどうか検証しよ 
うと^しない。 だから私の画期的な理論を 
認めよう t しないのだ」 

これらまた妄想で衣る。彼ら反相対論者 


たちは、物理学の歴をに関して、徹底的に 
無知でをる。光速度の不変性がどれほど高 
い精度で檢証されてきたか、相対論の検証 
実験がどれだけたくさん巧われてきたか、 
まったく知らない。また、一般相対論が多 
数のライバル理論との何十年にもわたる戦 
いを勝ち巧いてきた歴史など、知ろぅとも 
しない。 

た t •んば、一九ニニ年じ発表されたホヮ 
イト ヘッドの理論は大変にょくできて わり、 
五十年じらわたって一般巧対論の有力なラ 
イバルであり続けたが、一箇所だけ観測事 
実と合わない部分が発見され、敗れまった。 
ブランス U デイッヶの理論は、一般相対論 
と同じく、水星の近日点移動を予言してい 
たが、をの数値は実測値と約四秒(丸百分の 
一度)だけ合わなかった。どぅしてもをの誤 
差を説明できなかったため、ブランス U デ 
イツヶの理論は敗退した。 

をれに対し、今のところ一般相対論に反 
する観測結果は何ひとつ見当たらない。だ 
から物理学者の多くは一般相対論を信頼し 
ているわけだが、をれでもなわ完璧を期す 
るた め、 頻繁に検証実験が行われている。 


けた t たん、 「相対論は間違つている！」 と 
いう結論に飛びついてしまうのだ。 

を も をら、らし 本当 じ、 素人が簡単に見 
つけられるょうな重大な欠蹄が相対論の中 
にあるなら、世界中の何で人という物理学 
者が一世紀近くらをれに気づかないなど t 
いうことがあるわけがない。 しかし、 反相 
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物理学の世界は九百分の一度の誤差さぇ 

許されないシビアな世界なのだ。蜜田登司 

氏のょうに、「水星の近日点が移醜ずるのは 

太暢からの風のせいだ」などというわ粗未 

な理論など、巧手じされないのは当然であ 
る0 

^電脳空間の中の S ンデモさんたち 

こうした反相が論者(エーテル病患者) 

は日本中にどれぐらいいるのだろうか。本 
を出したり手紙を送つてきたりする人物が 
氷山の一角であることは間違いない。コン 
ノケンイチ氏や蓮田登司氏の著書が何で部 
も売れていることから考ぇて、わをらく潜 
在的には数で人いるはずでをる。 

最おでは、わざわざ本など化さなくても、 
自分の説を手軽に多くの人に披露できるょ 
うになつた。パソコン通信の出現で志る。 

ニフテイ.サーブの FSCI (サイエン 
ス•フオ I ラム)の物理会議室には、毎年必 
ず一人か二人、「私の考えた理論を間いてく 
ださい」 -0 乱入してくる素人さんがいる。 
むろん、この会議室に出入りしているのは 


本職の物理学者や物理を学ぶ学生ばかりな 
ので、たちまち初歩的な間違いを指楠され、 
すごすごまってゆくのが。ハタ I ンだった。 

だが、化五年の夏頃から異変が起きた。 
物理金議室にトンデモさんたちの発言が急 
增したのだ。しかも、なかなかしぶとい連 
中で、いくら間違いを指摘されても引き下 
がらない。やむなく、「相対論にもの申す」 
という特別会議室を作り、をもらに議論を 
移すこ t になつた(隔離した、と言うべき 

か)。 

この r 相対論にもの申す」、当初は短期の 
臨時を謙室の予定だったのだが、議論が決 
着するどころ か、 次から次に斬しいトンデ 
モさんが参入してくるので、発言数はいっ 
こうに減る様子がない。化六年八月現を、 
まだ巧髓している。一年間で発言数は千四 
百を超ぇた。 

先の小野碟史 氏ら、 「あまのじやく」 t い 
うハンドルネームで熱'むに書きこんでいた。 
彼の発言数は一力巧じ二 I 十近くになつたこ 
とらある。 例によつ て、 自説を披露して は、 
専門家にをの誤りを訂正され る、 というパ 
夕 I ンの繰り返しだった。九六年の四巧を 


境に発言がぴたり t 止まったが、自分の間 
違いを悟ったのか、何か別の事情がをるの 
か、をかではない。 

^つとら、小野氏の場合は、専門家 t ま 
ともに識論しよう t いう姿勢があっただけ、 
まだ健金なほうだ。もっと手に負えない奴 
ら何人かいる。 

たとえば 「 J 」 というハンドルネームの 
巧は、 「J 理論」なるらのをたびたびアップ 
している。理論といってら数式や具体的証 
拠があるわけではなく、単に夢想を 書き 並 
ベたような化物だ。質問じ対しても、間違 
いを指楠する声に対してら、 J はまとらに 
答えようとはせず、自分の理論の素晴らし 
さを一方的に自慢するばかり。 

他の発言者も「こいつは相手にしてら無 
馳だ」 t 悟ったら しく、 ついにはコメント 
もつかなくなった。だが J はいっこうじへ 

こたれた様子はなく、今や誰ら読まなくな 
つた文章をこつこつとアップし続けている。 

トンデモさんたちの跳梁は FSCI だけ 
ではない。 FMISTY (超常現象フォ I ラ 

ム)のほうじは、「サ1、、ハス」 t いう名物男 
がいる。彼の得意技は、らっ t もらしい科 
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illustration ► 话 i 橋製作 



学用語をちりばめた理論を連発する こと だ。 
もつとら、彼自身はをの用語の意味を理解 
していないこ t が多い。 

た t ぇば「超な尊はぺロブスカィト結晶 
の角度によって起きる」 t いつた説を吹聴 
する。 科学じ無知な人ならうつかり驅され 
てしまうか.^しれない が、 結晶に詳しい人 
が ツツコミを入れたら、たちまちボ ロが 出 


た。サ I バスは「ぺロブスカィト」 t いぅ 
言葉の定義ずら知らなかつた！ 

また T 地臟気は地殻を流れる電流にょつ 
て起きる」と 唱えた こともある。ある人が、 

地殻の主成分である二酸化珪素は不導体だ 
t 指楠す ると、 サーバスは嘲笑した。実際 
に確かめもせずに化判するとはけしからん。 
地面にテスターのプローブを禪して電気抵 


抗を測定すれば、大地は良導体だ t いうこ 

がすぐに分かるはず だ、 t 言うの だ。 別 
の乂 'が、 さっを く テスタ I で地面の逛なを 
測定し、抵抗値が大きす ぎてとても 良導体 
とは 言えない《当たり前 だ)、と 報苦した 
が、 サーバスはまったく動じなかった《ち 
なみに 彼は、 地離気の N と S の方向を間違 
えていた！)。 

彼がわざ t 噓をついて人を驅をうとして 
いるとは思えない。彼は本当に自分が天ネ 
で博識だと思いこんでいるらしい。をして、 
現代科学をひっくり返す画期の理論を次々 
に発見する自分に酔っているのだ。たまに 
科学巧語の使い方を間違えるなど些細なこ 
とだ、と彼は言ってのける(ザん'ぜん些細 
なことじやないんだけどね……)。 

^世界は r こんなもの」でしか 
^ ないのだよ 

彼ら反相対論者の言動を、単に「無知」 
t いう言葉で退けるのは簡単で ある。 しか 
し、 をれでは彼らのアィンシュタィン攻撃 
にかける過嫩なまでの執念を説巧したこと 
にはならない。 
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最初の疑問じ戻ろう。チェス名人の手に 間にすぎないのか」-^いう、やり場のない しかないこ t を、 自分という存在はをのつ 
イチヤモンをつける素人はいないのに、な 不満に苛まれていた時期が衣る。 SF 小説 まらない世界の法則の中で生きるしかない 
ぜ アインシュタインの理論にイチヤモンを の主人八ムたちはェキサイテインダな出^平凡な一個人じすぎないこ t を、 しぶしぶ 
つける素人はこれほど多いのか？ に次々に遭遇しているというのに、僕の前 ながら納得しなくてはならなくなる。 

私見だが、この喪にはわをらく、「世界の には UFO が降りてくる気配も、異次元へ だが——^ v れがどうしてら我慢ならない 
姿がこんなむのであるはずがない」という の扉が開く気配もない……をれがひどく不 人たちがいる。「世界はこんならのであるは 
想いがひをんでいると思われる。 を理に感じられたものだ。 ずがない」 r 自分が平凡な人間であるはずが 
僕自身、高校生の頃、「なぜ世界はこんな しかし、いつかは現実を認めなくてはな ない」と思いたがる人間が。 

につまらない姿なのか」「なぜ饌は平凡な人 らない時がホる。世界は「こんなもの」で 彼らのあせりは憎悪を生み、この世界を 

律する法則を発見した人物に攻撃の矛先を 
向ける—アインシュタインじ。 

アインシュタインの誤りを発見したと思 
いこんだ畔、彼らの平凡な人生は I 変する。 
世界の姿が人びとが信じている姿と違った 
ことを、自分がアインシュタインを超ぇる 
天ネだったこ t を知り、長年苦しめられて 
きた呪縛から解放される。をして、この事 
奠を世間に知らしめるのが自分の義務だ t 
思いこむようになる。 

むろん、をれは本当の解放ではない。彼 
らが何を信じ、何を唱ぇようが、信念によ 
って世界の本質が変わることはない。 

彼らは「ェーテル病」という別の明縛に 
圆われたにずぎないのだ。 
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実録！ 隣の サイ n たち 0 


r 孤独な宇ち戦争^ 


お前は M が星蜜から巧たス八ィだったんだよ… ミ？ 

鶴飼潤ミ-ラィタ丄 


「今、宇ま戦争はとんでもない局 もともとおかしなことを言う奴のに、なぜか地元の国な大学の附 A は同級生を相手に、よくこん 
面を迎えている。オレたち第6十には違いなかったが、ここまで間一^に通っており、その学校には、な話をした。それが嘘か本当かは 
字軍を信じて、お前はどこか安全かされると、奎に宇宙戦争が起 ークラスだけ随時募集の帰国子女別にして、話を聞いていた誰もが、 
なところへ避難してくれ」 きているような気になってく る。 クラスがあった。 A はそこへ編入 A からアメリカの旬いを感じなが 
八年ぶりに電話をしてきて、いしかし、 r 第6十字軍」というのしてきたのだ。父親の仕事の関係ら、彼に対してある種の憧れを抱 
きなりわけのわからないことを言は、いったい何なのだ。 r 奴ら」とで、 A は小学生時巧の半分をアメ いていた。それは、ちょっと偏差 
うのは、中学時代の同級生 A (おいうのは、誰のことなのだ。そしリカで過ごしており、授業で英語値の低い片岡義男の世界のようだ 
歳)である。 A が！^病院に入って て、 A はどこから電話をかけてきを習いはじめたばかりの中に った。 

いるということは蜡刖から知って ているのだろうか。鶴のそんな思とっス彼のネイテイヴな発音は、 高校は別々になったが ( A はそ 
いたが、発病してな降、話をする いをよそに、モ機の向こうでは、 とてつもなくカルチヤーショック のまま附屬111^に進学したが、僕 
のは初めてだった。 まだ A が意味す明なことを熱く語だった。 A にとっても、アメリカは成績す振のため、松立高校に進 
「病院？ああ、いずれ奴らにも っていた。 に住んでいたことは、それだけで学した。偏差値が低いのは僕の方 
探し出されるだろうからお前だけ N )/ かなりのプライドになっているよかもしれない)、切降、予備校へ通 
には教えてやるけど、あそこは第 A お前は生命を狙われている うだった。 うために上京してからも、特別に 
6$軍の本部だ。奴らについて 「マリファナ？そんなもん、向親しい間柄というわけではないも 
は、 CIA とモサドの宇宙支局が、 A と出会ったのは、中学一年の こうなきや小重でもやってる ぜ。のの、 つき合いは続いた。 

今徹底的に調べあげているから大冬のことだった。当時の僕は、た オレも毎朝、起きたらすぐにキメ A が再びアメリカへ巧くことに 
丈夫だ一 いして触強ができたわけでもない て、 それから学校に行っ てた ね」 なった のは、 僕らが二十歳になる 




photo ►山田沒二 


年のことだつた。 

「サンフランシスコにある専門学 
校に入るんだけどね。ま、オレは 


もともとアメリカ人みたいなもん 
だし、日本で慟くのは向いてない 
からさ。落ち着いたら連絡するょ- 



A はそう言い残して、日本を後 
にした。 

今考れば、その段階でかなりの 
無理があった。 A は自分のことを 
アメリカ人みたいなものだと思っ 
ているょうだったが、彼は小学生 
時代に、たつたの一二年間アメリカ 
にいただけなのである。発#!はネ 
ィティヴかもしれないが、バィリ 
ンガルだったわけではないのだ。 
学力的にも、僕とたいして変わら 
なかったはずである。その証拠に、 
僕らはふたりとも莖巧で遊び過ぎ 
て二浪もしたうえに、誰でも入れ 
るょうな大学をことごとく落ちて 
いたのだ。 

案の定、半年後に A は帰ってき 
た。しかし、バッが惡かったのか、 
僕には何の連絡もなく、実家に引 
きこもつてしまつた。そのときす 
でに、八は^にかなりの異常を 
きたしていたらしい。 A が成巧か 
ら実家に戻る際に、ただひとりだ 
け連絡を取ったと思われる、中学 
時巧の同級生 K は、そのときの様 
子をあとでこう話してくれた。 

r 左腕がやけに赤くなつててさ。 
どうしたんだつて訊いたら、巧ら 


が出てくるから、つねって潰して 
るって言ったんだよ。異常だろ？ 
帰るときに、お前の部屋は盗聴さ 
れてるとも言ってたね。気持ち悪 
くなっちゃったよ」 

K によると、 A は、なぜか僕に 
会いたがろうとはせず、 

「オレがあいつに会うのはマズィ。 
あいつは生命を狙われてるんだ」 
などと口走っていたらしいのだ。 
その日のうちに K からその話を 
間いた僕は、当時、生活に困窮し 
て！^不安定になっていたせいか、 
やたらと背筋に冷たいものを感じ 
たことを憶えている。 

^僕の記憶はおえている 
——で、「第6十字軍」つて何な 


んだよ 


「それは、 宇宙戦争で オ レが指揮 
を執る軍隙の名前 だ。 地球職： sii 隊 
のよぅなものだと思ってくれれば 

いい」 

—— r 第6」つてのは、なぜ「61 


なの？ 

「オレが参戦した宇を戦争が、こ 
れで六回目だからだ。今のところ、 


192 



すべて地球の安全を保持してきて 
いる」 

——で、 なぜオレが生命を狙わ 
れてるんだ？ 

「……お前は記憶を消されている 
から分からないかもしれないが、 
お前はもともと地球人ではないん 
だ。 M 始星雲から来たスパィだつ 
たんだょ。オレがお前の記憶を消 
したんだ。これまでの宇宙戦争は、 
すべてお前を口封じするために起 
こされてきている」 

——その宇宙戰争は、いつ終わ 
るんだょ？ 

r 今回で六回目だが、今回は長引 
きそぅなんだ。 NASA が開発し 
たミサィルに、とんでもない欠陥 
が見つかつてな。大変なことにな 
つてるんだ。だから、お前も自分 
の立場をわきまえて、しばらく避 
難していてくれ」 

-^レに何か起きるわけ？ 

「これだけ言えばわかるだろ。今 
日は放射能を浴び過ぎたから、シ 
ヤワーで早く落としたいんだ。そ 
つちとは時差もあるし。またかけ 
るから、くれぐれも気をつけろよ」 
A によると、僕は地球人ではな 


く、オリオン座の三ッ星の下にあ 
る、肉眼で見えるか見えないかほ 
どの星雲からやってきた、スパィ 
だというのだ。 A が饌の記憶を消 
したと言ったとおり、機にそんな 
記憶はまったくない。そのうえ、 

A が頭の中で宇宙戦争を繰り広げ 
ている理由が、この撲にあるとい 
うではないか。 

いい加減にしてもらいたい。宇 
宙人に生命を狙われているのに、 
無理して生きながらえようなどと 
いう気持は、僕には毛頭ない。そ 
こまでされたら、もう死んでも仕 
でがないではないか。 

それに、 A が言った「時差」と 
いうのは、いったい何なのだろう。 
国際電話でもないのに、時差など 
あるはずがないではないか。 A は 
まだ、アメリカにでもいるつもり 
なのだろうか。まったく不可解で 
をる。 

^気がずむまでやればいい 

A が！？； i ： に異常をきたした原因 
は、どう考えてみてもアメリカに 
あるようだ。子どもの頃に夢を育 


んだアメリカに再び渡り、夢巧ち 
砕かれ、アメリカの病んだ部分を 
すべて背負い込んで帰つてきてし 
まつたように思えてならないのだ。 
それは、ドラッグに手を染めたか 
らかもしれないし、ゲイにレイプ 
されたからかもしれないが、いず 
れにせよ、相当な S 的ダメージ 
を受けたことは間違いない。 

第6$軍というのは、間違い 
なく！^病院のことではないかと 
思う。実際に A もそう言つている 
し、病院と軍隊の施設は似ている 
といえば似ている。数字は、入院 
した回数だろう。宇宙戦争が始ま 

るというのは、イコール^;^的に 
ヤバくなつてくることで、治つて 
シャバに出てくることを終戦と捉 
えているのではないだろうか。 

となると、 A はまだ！！： i ： 病院に 
入院していることになる。調べて 
みると、決められた日だけは、外 
に電話をかけても良いらしいのだ。 
それを確認するために、 A の実家 
に電話をかけてみた。お母さんが 
寂しそうな声で、 
r 出かけています。しばらく戻り 
ません」 


と言っていた。 

A はまだ、病院のベッドの上で、 
iHa のそこかしこにミサィルをぶ 
っ放している最中なのだ。他人事 
だからではなく、本気で僕は、気 
がすむまでやればいい、と思う。 
中途半端な形で社会復婦したとし 
ても、同じことを何度も繰り返す 
だけだろう。 

ただ気になるのは、冒頭で「今 
回の iH ® 戦争はとんでもない局面 
を迎えている」と言つていたこと 
だ。「今回は長引きそうだ」とも言 
っていた。^に異常をきたして 
も、無意識がそういったことを察 
知するのだろうか。 

会わなくなって八年が経過して 
いた。その間、僕にはさまざまな 
出誦がをったのに 、 A は、頭の 
中で宇宙戦争をずっと繰り返して 
いたのだ。！^科医が患者に触発 
されるという話がある。今、この 
原稿を書いていて、誰かに生命を 
狙われているょうな気が、してい 
ないでもない。 
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エビスなんの日記 


シュ—ルレアリスムか？それとちたんなる狂気の夢か？ 

磨子能 家•特殊タレント) 


た 


ち 


〇 



□ 


化な直美の卷 


〇巧 A 日 

わりとホ H いている電車に私は乗 


C 

l^rv 


のために」が大ヒット。その後、-急ぎ足で歩いた 


そのうち電車の走るスピ I ドが「私が好きなもの」とボサノバ調の 


私は佐お直美の真横に来た。横 


遅くなつた。ゆつくりゆつくりに 歌をヒットさせた。そしてさらに から見るとおを直美は中年で少し 


なり、やがて電車は停まった。 


「いいじやないの幸せならば-で、太つてはいるけれど、顔は「世界 


傾いて停まった電車から^がたしかレコ I ド大貨を収つてい る。 は二人のために」を歌つている頃 


つていた。ポツンポツンと立ってぞろりぞろりと降りた。私も降り私が大好きな恼れの歌手だったのとほとんど変わりはなわった 


いる人がいて、おもその一人だつ た。 頤いた電車から降りてホツと である。 


私は恥ずかしかったけれど、佐 


た。 私は吊革に手を掛け、倒れそした。降りた乗客もホツとしたの 


ちよつと大人になつた佐を直美良直美に顔を向けて「あの一、昔 


うになるからだを支えていた。こ であろう。皆、歩ぃてぃる。が私のすぐ前を歩いていたので、 


から フアンでした。 化 もときどき 


の電幸は傾いて走っているのであなら電車が進むはずの方向に歩い私は ドキドキした。ドキドキ するテレビに出てるんですけ ど、 私の 
る。 ているので あつた。 と同時に、私は佐良直美に接近しことがつてる でしよう か？」と言 


ているのであった。 と同時に、5 
私も歩いた。皆と同じように歩 たくなつた。 


ゴトンゴトンと音を立てて電車 私も歩いた。皆と同じよぅに歩 
は走る。右に傾いていて、もう少 いた。歩いていると私の二、一二人 


つた。 


私も今はテレビに出ている身で 


すると佐良直美はニコツと笑つ 


しでから だが倒れそうになってい先を佐を直美が歩いていたのであある。佐良直美はテレビを見てい て韻いたのであった。「そうです 
るのである。 る。 佐を直美というのは皆さんご るだろう か？ テレビに ときどき か、 どうも」 と 言って、私は後に 
「だめ だ、 このままでは倒れて し 存知だろう か。 私が十八歳の頃に出ている私の ことを 巧っているで続く言葉が なく、 そのまま佐良直 


う」と私は思った。他の i も 


曲をガンガン飛ばしていた あろうか？そのことを間き に、 美の顔を見ていると、巧女は正面 


おそらく危険を感じているにちが I アィドル歌手なの だ。 「世界は二人私は佐を直美のところへ句かつて に向き直つて歩いて^/つた。私も 
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illustration ► 搜子能の 


らなぃけど、大勢のサラリーマン 
に交ざつてずつとずつと歩き続け 



片岡お太郎の巻 


毒魚の巻 


〇月〇日 

沼が あって、 私は歩いていた 


0月 X 曰 

私はいつもの道を歩いて いた。 


小さな沼だったのだが、真ん中に もぅ何度も何度も通った道である。 
あぜ道があった。そのあぜ道を沼 だけど何度歩いてもその道を通る 
に巧つこちないように私は歩いて のは怖かった。道幅が一二0センチ 


いたのである 


らいしかなく、ち測には壁があ 


私の前を片岡鶴太郎が歩いてい り左側は崖になっているのである 


た。片岡鶴太郎が私に言つた。「姪 


崖といつてもニメ I トルくらい 


子さん暑い ね。 泳ごうよ」と言つ しかないのだが、それでも落ちる 


た。 私はなぜか逆らえな かつた。 


のは怖かった。なぜいつもその道 


「ええ泳ぎましょぅ」と言った。そ を通るのか私にはさっぱり分から 
れも満面の笑みを浮かべて言った。なかったが、今日もがはその道を 
私はその場で服を脱ぐと、パン 恐る恐る歩いていたので ある。 

ッー T で沼に飛び込んだのであっ 隣に住んでいるサラリーマンの 
た。 ズルズ ルと 入り込んで いった。 安田さん と 一緒だった。私は安旧 
失敗した と 思つ た。 泳ぐ というよ さんと 何も蝶る ことなく、 恐る恐 


り沼底に沈むとい、つ感じだった。 
もがいていると片岡鶴太郎の顔が 


る 歩いて いた。 

しばらく歩いていると造船所へ 


見えた。片岡 鶴太郎 はぜんぜん 泳 巧ける 木の ドアが あった。 安田 さ 
いでいなかつた。あぜ道に、服を んはドアを開け「そいじ や」 と言 


着た まま 立つ ていた。 

「助けてリ」と私は g ^^だ。する 


つて造船所へ行つてしまつた。 
私は一人ぽつちに なり、 そのま 


と片岡鶴太郎が言った。「蛙子さ ま歩いていると海へ 出た。 海は灰 
ん、早くな こぅょ」って。 私はも色で空も灰色だった。砂浜はきれ 
がきながらどんどん沈んで いつた。 いとは言えず、あちこちに廃材が 
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散らばつ ている。 船を造る油の臭 
いまで私の蟲に染み込んでしまっ 
た0 

私は廃材の中にいい物がないか 
探して歩いた。黒い固まりがあっ 
たので、座って ょく 見る と 魚が死 
んでいた。猫くらいの大きさの祟 
い魚がァチコチで死んでいるので 
ある。 

私は一匹の魚の死体の横に寝っ 
転がって息を吹きかけた。 
r 生きろ、生きろ」 

、心の中で念力を巧ったのだ。ふ 
ぅ、ふぅ、 と魚に向かって息を吹 
きかけ た。 かけ続けると魚がピク 
ッと 勘いたので ある。 そして砂の 
上を飛び跳ねた。私は自分の今心力 
で魚が生き返ったので嬉しくなり 
魚をつかみ、海に房してやること 
にした。 

海にはボートが浮かんでおり安 
田さんが乗っていた。私が魚を海 
に放してあげると、安田さんが才 
1ルでその魚をバシッと叩き殺し 
たのである。何回も何回も安西さ 
んはオールで魚を叩いた。 
「安田さん、かわいそうじやない 
ですか」と私が言うと「毒だから- 


と 言ぅ。 魚は毒だからと苦号っので 
ある。 

せっかく私が助けた魚を安田さ 
んが殺してしまったので、私は安 
田さんを信用できない人だと思っ 
た。 しかし安田さん は、 「家まで送 
りますよ」と极に言い、私は安田 
さんのボートに乗り込んでいたの 
である。 

安田さんは才1ルを灣き、静か 
に静かに海の中へ入っていった。 
もぅ私はこの人に身を任せるしか 
ないと思つ た。 悪い方向へ進んで 
も、オールを握つているのは安田 
さんなのだからと。私は@^心して 
しまつた。 



〇巧□日 


廊下が騒がしく、なんだ ろぅと 
思って出て みると、 競艇選手の鈴 
木美幸が引っ越しをしていた。廊 
下に荷物をズ ラリと 並べて、ちん 
たらちんたら運んで いる。 おは鈴 
木美幸に近づいて r 引っ越すんで 
すか？」と間いた。 「ええ」 と鈴木 
美幸が言つ て、 さらに r 睡モさん 


に本を貸していましたょね」と言 
つた。「あつ、そうだ」と 私は言 
い、さらに「すぐ持つてきます」 

と言って自分の部屋へ戻って きた。 

机の横に平積みしてた本のなか 
から菅沼二郎が作者となつている 
本を 取り出し、 それを再び持って 
廊下へ 出た。 そして鈴木美幸のと 
ころへ行き「これです ね、どうも 
すみませんでした」 と言うと、 鈴 
木美幸は黙ってその本を 受け取り、 
廊下に直いてある本棚の中のズラ 
ッと 並んだ本の群れの 中に、 その 
一冊を差し込んだのであった。 

私は差し込んだその本を見てい 
たのだが、菅沼二郎という作者名 
が、 差し込んだ途端に鈴沼二郎と 
いう作者名に変わってしまったの 
だ。 これはおかしいと思っ た。 菅 
沼が鈴沼に変わった。菅が鈴。鈴 
は鈴木美幸の鈴である。鈴沼二郎。 
作者が鈴沼二郎である。鈴木美幸 
と関係があるんだろうか？と考え 
ながら本棚の中にある他の本を見 
ると、なんと作者の名^刖が皆、鈴 
沼二郎ではない か。 『都市博！』 

『黒いリンゴ』『やさしい部長』『名 
もなく貧しく美しく』。小説だかェ 


ッ セィだか分からないけど、すべ 
ての本の作者が鈴沼二郎なの だ。 

鈴沼一一郎って鈴木美幸のことな 
のだろう か？載は、 ゆっくりと 
電気スタンドを運んで いる 鈴木美 
幸に間いた。 

「患の鈴沼二郎つて鈴木さんのこ 
とですか？」。すると鈴木美幸は二 
ヤッと笑った。笑っただけで何も 
言わない。そしてゆっくり電気ス 
タンドを上に持ち上げてスィッチ 
を入れると、黄色い明かりが鈴木 
美幸の顔を照らした。 

明かりで照らされた顔は、もう 
鈴木美幸の顔ではなくなっていた。 
坂上二郎の顔だった。坂上一扉は 
電気スタンドを持ち上げた まま、 
ゆっくりゆっくり階段を下りてい 
った。私も坂上一扉の後ろから階 
段を下りた。手には鈴沼一一郎の本 
を持っていた。 

階段を下りると黒塗りの乗用車 
が停まっていて、その乗用車に坂 
上二郎は乗った。私も続けて乗ろ 
うとしたのだが、手に持っていた 
鈴沼一一郎の本が手から滑り地面に 
落ちてしまった ので、 私が拾おう 
としてい ると、 黒塗りの乗用車は 
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発車して しまつた。 

坂上二郎は後ろを振り向き笑っ 
ているので、私はそばにあった競 
艇用ボートで追っかけた。ハンド 
ルを片手で握り、もぅ一方の手は 

スロットルレバーを握っていた。 
水しぶきが上がり、私は猛スピー 
ドで追つかけた。自分がこんなに 
上手にモータ I ボ ー トを乗りこな 
せるとは思つてなかつたので、自 



分で自分の運転に驚いてしまつて 
いた。 ビルとビルの谷間を得意に 
なつて運転して いたら、 ターンに 
失敗して全速でコンクリートのビ 
ルにぶつかつてしまつた。 


0巧◊日 

前を若い巧がふらふらしながら 
歩いて いる。 をはこの男の歩き方 
がおかしいと思い、後をつけてい 
った。 

男は顔を少し左右に振りながら、 
足取りは酔つぱらいのようにふら 
ついていた。 

この男の歩き方は、真っ昼間に 
しては尋常ではないと思つたので、 


私は この 男を追い抜いて巧の前に 
出た。そして 振り返り男の顔を見 
ると、 その若い男は顔に面をつけ 
ていたの である。 しかも自分で作 
った手作りのお面で ある。 そのお 
面には持も口もなく、ただ赤いマ 
ジック で子どものいたずら書きの 
ような落書きがされていた。何を 
書いているのかさっぱり分からな 
い。まるで 何かにとりつかれて書 
いたようなマジックの線で ある。 
私はそれ上にその男の顔を見る 
ことは できなかった。 

私はすぐに前を見ると急ぎ足で 
歩きはじめた。歩くと踏切りが鳴 
った。遮断機が降りて きた。 そこ 
へ自転車に乗ったおじさんがやっ 
てきた。このおじさんもふらふら 
している。酔つ払つているようだ 
った。そして降りてきた遮断機を 
自分の手で上げると、自転車 ごと 
線路の中へ入ってしまった。しか 
もふらふらしているので、線路の 
上で バタンと 自転車 ごと 倒れてし 
まったのだ。 

「危ない」 と 私は思っ た。 しかし 
助けにいこうにも、からだが動か 
なかったの だ。 




自転車のおじさんはふらふらし 
ながらも起き上がり、自転車のハ 
ンドルを持って、サドルにまたが 
ろうとした。しかしそこへ黄色い 


西武電車がピーツと酱笛を鳴らし 
て 走つ てきた。 電車は止まらずに 
自転車のおじさんと自転まをポン 
と跳ねて進んだ。 


ああ n : だめだと思ぅ私の隣に 
さつきの面をつけた若い男が頭を 
ふりふり立っていた。 

電車が通り過ぎ、遮断機が上が 
ると、 男はふらふらしながら私の 
1削を歩いていつた。 


0巧□日 

日本テレビのスタジオで、私は 
クィズの解答者として座っていた。 
テレビカメラの前で渡辺正巧がパ 
ンツを下ろしてウンコしている。 
しかも長いのが尻からぶら下がっ 
ているのである。私は解答者席で 
小便を口いっぱいほおばっていた。 
この小便が私の口の中に含まれて 
いる間中、解答権があるらしい。 

司会者は誰だか分からない。見 
たことのない普通の通りがかりの 
人のよぅでも ある。 くたびれた背 
広を着た、その司会者が問題を読 
んだ。 

「富±山の下にある小屋は何の小 
匿でしようか？」 

私はすぐに分かつ た。 早巧しボ 
タンを巧した。しかし、巧せども 


押せどもランプが灯かない。口か 
ら小便がこぼれないように気をつ 
けながら、私はボタンを押し続け 
た。 そしてよ うやく ランプが灯い 
た。 

司会者が「はいエビスさん」と 
言った。 

「ガイコッをひまわりの葉っぱで 
ふくところ」と答えようとしたの 
だが、小便を口の中に含んでいる 
のでう まく 言葉に ならない。 その 
様子を見て観客席から笑いが起こ 

った。 

客が笑うので私は提意になって 

「カイコツを . 」と蝶り続けた。 

噪り続けていると口の中の小便が 
少しずつこぼれて しまう。 小便は 
こぼれて しまい、 私の□の中はす 
っきり したが、服が小便で グジョ 
グジョになった。 

お客がまたいっそう激しく笑っ 
た。 クイズの解奴橋は失つてし ま 
ったが、お客が笑うのを見ている 
と私もそんなにガッカリするとい 
うことはなかつた。 
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日李あぶないホラ話 


異常な±方集団のなかで唯-まとちだった山岡さん。さて、頭のやはいかに 



た 


ち 


〇 



□ 


(フリ I 供集这ライタ丄 


「九秒七九か。ベン.ジョンソンときは、まだ筋肉増強剤によるド I ガニ股だ。ほんとかよ……僕は、 


に大学に巧けないでいた。これと 


なんかたいしたことねえな」 


ピングが明るみに出ていなかつもつさりと口ひげを生やした彼のいつてなすこともなく、友達に誘 


ボソボソと山岡さんがつぶやいた。 


□元をながめた。 


われるままこのアルバイトをして 


た。スポーツ新聞の一面には、右 「たいしたことないつたって、世 「あの頃は、一〇〇メ I トルを八いたのだ 


腕を誇らしげに高く突き上げて走巧新記録だよ」 


秒台で走る奴が千二百人はいたな 


り抜けるベン.ジョンソンが大写 「ワシが$巧オリンピックに出たあ……それに比べたらベン•ジ 


しになつている 


頃はな あ、 もっと凄い選ホがいつ ンソンなんかクズだな」 


ビルの建設現場は、±木•設備- 
の装関係の中小 さまざまな業者が 
入れ替わり立ち替わり出入りす る、 


八年前の夏、布にあるマン ぱいいたんだよ」 


八秒台。千二百人。おいおい、 職人たちの寄り合い所帯である。 


シヨン建設現場の詰め所。 S 時の 「えつ、山岡さんて奉がオリンピ この人、ちよつとヤバイよ . 僕そのなかで±方は、建築基礎の穴 


休憩時間に、±方仲間が出コ I ヒ ツクに出たの 


の頭の中でアラ I ムが鳴りはじめを掘る根切りに始まって、建設ェ 


1を片手に S 々五々くつろいでい r 出た よ。 予選で負けて決勝にはた 
る。 その日はたまたま、僕の前に出られんかつたけどよ」 

山岡さんが座つていた。これまで 彼はシヨボくれた目を僕に向け 


程で生じるガラ(不要物)の片付 
けに至るまで雑用のいっさいを行 


山岡さんが座つていた。これまで 彼はシヨボくれた目を僕に向け 
一言葉を交わしたことはない。ソウ た。 奉巧オリンピックなら五十絡 


みの山岡さんも二十げだつたろう 


選手生命を斷たれた理を う気楽な単純労働だ。そのぶん、 

1_ _ 、； 3 - E ご，ぅ：--- - - 出■ツラ(日当)も./干〜一万円で 

ル•オリンピックも佳境に入り、みの山岡さんも二十代だったろう その頃、僕は T 建設傘下のビル他の専門職よりかなり安い。人を 
前日の男子一〇〇メートル決勝でから年齢的にはべつに変じやない建設現場で王方として働いていた。の吹き溜まり的ィメージのあると 
ベン•ジョンソンが力 I ル•ルィが、身長一六〇センチ余り、ただ長期のィンド旅巧から帰ったばか おり、それぞれに"ワケアリ々の 
スを巧って優勝したばかり。この の短足のおつさんである。しかもりで頭は完全に旅巧ボケ、まとも人ばかりで、どこかしらダルな空 
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気が流れている。だから ± 方はど 
の現場でも影の薄いを在と S が 
決まつているのだが、なぜかここ 
に限つて押し出しの強い個性的な 
輩が揃い、上方がいちばん威張っ 
ていた。 

親方は新宿のフーテン出身で如 
才のないイノクマさんで、この人 
の下にひと癖もふた癖もありそう 
な面々が顔を揃えていた。身長一 
四〇センチ足らずで、排水管の中 
を腰をかがめずに走れると嘻され 
ていた古株でやぶにらみのリョウ 
さん。学生運動の S クラスの闘 
±だったが、味方の投石が頭を直 
撃して喊来ちょつとネジのゆるん 
だというお人好しのムラさん。強 
度の薬物- SHt で、つねに十数種類 
の錠剤をカバンに入れて持ち歩く 
クレさん。同じくシャブ中で、チ 
ンポに真珠をネックレスのごとく 
数十個入れているヤマさん(酔つ 
蛇うと、それを剝き出しにして追 
いかけてくる)。家系は由緒正しい 
のだが、むちやくちやな酒亂のた 
め代議±秘書をクビになつたイケ 
さん。女子ぎ生に手をつけて大学 
を追放された仏文学者崩れの才力 


さん。王方で食いつなぎながら漫 

画家をめざすカズさん . など、 

ろくでもないが^な連中である。 
そもそも半数^^上が大学出といぅ 
のも、妙な主方集团だった。 

そぅした濃い人びとのなかにあ 
って、寡黙でまじめに仕事をこな 
す山岡さんは、唯一"まとも"な 
雰囲気の人だったのだ。 

「俺はなあ、金メダル力って 
言われとったんだが、ある事件に 
巻き込まれてオリンピックに出ら 
れんかったんだよ。ストックホル 
ムの競技会でな、スタートと同時 
に飛び出したワシは先頭を走っと 
つた。そしたらな、ゴール直：1刖で 
誰かがワシの足をピストルで擊ち 
おったんだ。ワシがあんまり速い 
もんで、他の国から恨みを買っと 
ったからなあ……。そのせいで、 
ワシはそのまま日が暮れるまで放 
っておかれたんだよ。出血多量で 
半分死にかけてなあ。それで選手 
生命を断たれたんだよ」 

遠い目をしながら、山岡さんは 
調々と話す。さっきは予選で負け 
たと言つてなかつたつけ？とも 
思つたが、話がここまでデカイと 


そんな矛盾は些細なものだ。ホラ 
なのはすぐにわかるが、本人はい 
たって真剣である。不安といぅか、 
恐讓^もないではなかったが、怖 
いもの見たさの感情が僕の中で急 
速にふくらんだ。 

休憩時間が終わる頃、ひとしき 
りしやべつた山岡さんは「今でも 
ときどき、舉たれた傷痕が痛むん 
だよ」と満足げに太ももをさすっ 
てみせた。 

— 元大 U — ガ I 、 

ド—バ—海峡横断ず！ 

否定もせずに話を間くせいか、 

山岡さんは僕が気に入ったみたい 
で、休憩時間になるとさりげなく 
そばに座つてくるよぅになつた。 

数日後、彼の手にしたスポーッ 
新聞には、日本人女性による「ド 
1バ J 海峡、遊泳横断に成巧」の 
記事があった。 

「ドーバー海峡か。懐かしいなあ。 
ここは海流がキッくてなあ……」 
「山岡さんは、ドーバ ー 海峡も横 
断したこと患るわけ？」 

「ああ、一二回ほどな」 

「だけど、あそこつて距離はそれ 


ほどでもないんでしよ」 

「そぅだなあ、やっぱりいちばん 
大変だったのは太平洋を横断した 
ときかなあ」 

ヮハハハ、太平洋遊泳横断！ 
スヶールがデケエ。 

「日本からアメリカの西海岸まで 
渡ったんだがな、まるまる一一一週間 
かかったよ」 

「食事はどぅしたの？」 

「握り飯と水简を布で包んでな、 
頭に載せてヒモで縛りつけたんだ 
よ。そしたらアゴの下がヒモでこ 
すれてなあ……塩水が滲みて痛く 
て痛くて、それに往生したよ」 
握り飯を頭に載せて—.ディテ 
—ルの細かいところが泣かせるぜ。 
「だけどさあ、般がいるでしよ。 
怖くなかった？」 

「それなんだよ。®:を背中に担 
いでな、臟が出るたびに殴り殺し 
たんだが、しまいに^を食いち 
ぎられてなあ……海岸にたどり着 
いたときには、ち足のふくらはぎ 
が半かえぐりとられとつたよ」 

僕が適当に合いの手を入れれば 
入れるほど、山岡さんのホラ話は 
気宇壮大なものへと広がっていっ 
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夕 


た。まるでオデッセィの冒険譚の 
よぅだ。僕が間くことのできた山 
岡さんの物語群を分類すると、次 
の一】一つに大きく分けられる。 

①スポ^~ツ•ヒ-—口-—もの 

{ gHK 知の世界の冒険もの 
1学的大発明もの 
ストックホルムで狙撃された話 


感染ずるホラ話 


さて③のカテゴリ J だが、これ 
を話しだすのにはパターンがあつ 
て、決まつてかコンクリ I 卜巧ちか 
のときだ。 

かコンクリ I 卜打ちかは、ビルの 


は①の典型だろぅ。この他に、元外壁や内部の間仕切りをつくるた 
大リーガーだった彼がエ I スで四 めに、いっきに生コンを打ち込む 
I 番バッタ—としてワールドシリー大掛かりな^!: tilK である。各階ごと 
ズで大暴れした話がある(どのチに、ポンプ車を使って型枠に大鹽 
—ムに^してぃたかは決して教の生コンを流し込むのだ。このと 

き生コンの定力で型枠が外れてし 


えてくれない)。いちど、新しく 


ィトにやってきたモヒカン頭の兄まい、何トンもの生コンが室内に 

圓 U 一 jl I ちゃんに「山岡さんって昔、大リ溢れ出すことがある。これをシャ 

!ガ|だったんですってねえ」と ベルですくって片づけなければな 
真顔で話しかけられて困つたことらないのだが、生コンはドロドロ 


があった。 

握り飯と1を担いでの太平洋 
遊泳横断は、®と②の中間型か。 


だから i がはかどらず難渋する* 
ここで真打ち登場である。 

「ワシがすぐに固まるコンクリを 


②にすっぽり収まる物語としては、発明したときは、世界中から科学 
ボルネオの原住民に請われて人食者や建築関係者が訪ねてきてなあ 


い大蛇を退治したお話(あんたは 


みんな、『お願いだから、そ 


快傑ハリマオか)、それとアフリカ の技術を教えてくれ』言ぅてな、 
のジャングルで巨大ながえ猿(こ もう血まなこになつとつたよ」 


れも人食い)を退治したお話があ 


る_ 


山岡さんは建築工学の権威でも 

あつた。 
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最高に傑作だったのは、 T 建設 
の若手現場監督の一人、吉村クン 
がストレスのせいで頭が少しテン 
パッたときのことだ。型枠が外れ 
て大量に溢れた生コンを僕たちは 
シャベルですくっていた。しばら 
くどこかに姿を消していた吉村ク 
ンが、コンビニの買い物袋を手に 
提げて現れた。そして、おもむろ 
にスプーン印の砂糖を取り出し、 
目の前の生コンの山にふりかけは 
じめたのだ。 

啞然と見守る僕らに、彼が説明 
する。 

「いやあ、コンクリに塩を混ぜる 
となかなか固まらないっていぅか 
ら、砂糖を混ぜるとすぐに固まる 
と思って」 

何トンもの生コンの山に、ひと 
袋の砂糖。吉村クンもついに頭に 
きちやったか、と思ったそのとき 
だ。 

「ヮシがすぐに固まるコンクリを 

発明したときはなあ . 」 

山岡さんと吉村クンはしばらく 
建築 H 学の将来について熱く語り 

あつていた。 


* 山岡たんの消息 

それからしばらくして±方のバ 
イトを辞め、就職して一二年ほどた 
った頃のこと。新宿の酒場で偶然、 
元全共闘幹部のムラさんに出くわ 
した。当時の現場を懐かしんで酒 
を酌み交わすうち、話題は山岡さ 
んのへと向かった。 

「ああ、山岡さんね。あの人、こ 
ないだコンクリ—卜打ちのときに 
バイブレータを使ってたんだけど、 

涛が破裂 しちゃってさあ . もう 

血だらけだよ。そのまま病 
院に巧ったけど、それから現場に 
来てないなあ」 

バイブレ I 夕というのは生コン 
をならすために使う巨大な電動コ 
ケシのようなものだが、その振動 
で痛が裂けたらしい。 

その後の山岡さんの巧方は杳と 
して知れない。今もどこかの建設 
現場で壮大なホラ話を語って間か 
せてくれていることを願ってやま 
ない0 
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宅八郎 t は、ときどき長い話をする。を 
0^、僕がどうしてら野つてしまうことが 
I つある。をれは、プロレスのメインイべ 

ンタ 1 - 〇、永遠にメインイベンターになれ 
ない人間のこ t だ。もちろん、前者はを君 
で、後者は僕である。まあ僕はプロレスの 
オールドフアンじすぎないから、こういう 
認識は今の格闕なファンじはもの笑いの種 
にすぎないのからしれないが。 

もちろん、僕は自己卑下でこういうこと 
を書いているわけではない。延々と前座で 
試合を続けるようじ、こういう文章をシャ 
—ぺンでコリコリ書き続ける：^^一一一^を、何の 
かんのグチリながら、結局僕は好きなのだ。 
しかし、宅君は、をこに衣る場が形成され 
ると、いつきに主役じ綿り出る。ときじは 

告 

思い切りのヒ I ルに、 t きには思い切りの 
善玉になる。 t きにはプロの芸人すら楽々 
と峻つてしまう。最高だ。しかし、しんど 
い。メインイベンタ I は皆、らのすごい努 
力家だから。このインタビューでら彼の努 
こ力{笑)の一端が紹介されている。 

議宅八郎が初めて僕にをいにきたのは、一 
I 九八九年ら終わる頃だった。をの頃彼は、 
無署名で、雑誌 『 SPA —.』 のライターを 


していて、後に編集長になつた鶴師一彥が 

いつしょだつた。 

それは而年代の W 人」 t いぅ特集記事 
で、何を勘違いしたのか宅君はをの中に僕 
を入れてしまい、しから延々四時間じわた 
つてインタビューしていつたのだ。後で彼 
の取がノートを見せてららつて驚天したの 
だが、彼はをのインタビュ I テ ー プをを部 
自分で起こし、しかもあちこちにホ線が引 
っぱってあったり、青い波線が輔っていた 
りした。たかが四百字一枚程度の紹介記事 
を書くのじ、ここまでやるライターはまず 
いない。しかも記事は、インタビューの巧 
容 t はほぼ何の関儒もない、読者向けの完 
をな紹介記事になつていたのだ。こいつは 
t んでもないパラノイアだな、と僕は思つ 
た。しかも、恐ろしく社を性の高いパラノ 
ィァだ。 

この時僕はを君に、 S 時取がしていた豊 
田商事事件や、エホバの証人輸血拒否事件 
の話をしたと思ぅ。メディアの取材がどれ 
だけ杜撰でいいかげんか。物語を作ること 
t 誰かを血祭りに上げるこ t じ廠心して、 
をれな外にはいかじ興味がないか。 

しばらく^.^>て、彼から「今度、を八郎つ 


ていうペンネ ー ムじしようと思うんだけ 
ど」という電話がかかってきた。『宅八郎』 
である。なんて趣味の惡いペンネ I ムなん 
だ。僕はあきれ果てたが、黙っていた。何 
というか、僕はをういう性格なのでをる。 

しかし、僕の予感に反し、宅八郎はメデ 
イ アで大 暴れをやりはじめた。 『 SPA !』 
での連載は、常に「最もつまらなかった記 
事」の堂々一位を走り続け、 TV 局の楽屋 
で小峯隆生《当時『週刊プレイボ I イ』編集 
者)じ脅された-^なれば、 番組本番で適プ 
レ』を破ってみせ、下半身スキヤンダルを 
『週刊ポスト J に書かれれば、をの記事を書 
かせた編集者、 小牧三平の プライバシーを 
とこ- 〇ん暴き、ゴ I ルデンタイムの TV を 
組のレギユラ I になり、頭の固ってしまっ 
た小林よしのりに公關 討論の決輔 状を叩き 
つけ、やはり頭の固まってしまった切通理 
作 (評論家) をからかいつづけた。まった 
く、宅八郎の 何が をんなに恐いのだろう。 
ただの、筋を通しすぎる男に過ぎないのに。 
ああ、だから恐いのか。 

をの間、僕はずつとこういうところで、 
シヤーペンでコリコリと原稿を書きつづけ 
ていたのだが、宅君の行動で、一つだけよ 
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人もをう。こういうバカと仕事をしても何 
らいいことはない。無視して、 話の わかる 
編集者と楽しんで仕事をすれば いいのに、 
なんて 無駄な ことをやつてるんだろう。 

ところが、 後にをれ が 彼の手に よつ て「作 
品化」《『化刑宣告 J 宅八郎著•太旧出版)され 


て初めて わかつ たのだが、結果的 じをうし 
た無駄の堆穗 が、 巨大出版社の傲慢な体質 
を暴き出したり、 TV メディアの 本当に腐 
つた部分を見せてくれたりしたので ある。 
「報道犯罪の原点が どこにあるのか」。 彼は 
をれ を、 独自の視点で切り開いて見せた の 
だ。 なるほど、やつてるこ t は俯 t 同じだ 
けど、 こいつの方が俺より面白れ えな、と 
つくづく 思ったものだった。 

ォゥム 事件の わ祭り騒ぎら終わり、 宅八 
郎は休息をとつているように見える。僕は 
fspA !』 で「小林 W を」 の 尻拭いみたい 
なォゥムリポートを現場から送り続けて い 
る。コリコリ- AJ シヤ ー ペンで。 しかし、 ま 
た何 か 起これば メインイベンタ I はリンダ 
に上がるのだろう。なんというか、宅君と 
僕はをういう関 儒みたい である。 

インタビュ I は、 寝静まつたかの ような 
を 君を叩き起こし、 いきなり 自分の 行動原 
理を分析させる t ころから 始まつ た。 

宅八郎の行動原理 

宅 ボタの、 覆譬」ゃ远刑」-^ いった 一 
連の行動の キーヮードは 「責任」 かな。ボ 
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クは自 かの 「寅 任」 も、 人の「責任」 ら、 くような 真似して る 人間は さ、 何やられ た 顧問弁護±同±が話を つけても、 実感が ま 
どこまでも追及し続けていつちやうところ つて、文句、言える筋じやないだろう。 つたくをこじない。 をの 時に、 何かを「裁 
が ある差う。 自分が復誉 なり処刑をずる 大泉オ ウムの 記者を 見の 時に、あまりに いた」ことになる も、 とてら思えない。 

権利•資格が あるか、をして、 相手は姐刑 も気持ち 惡 くて、頭、叩き割ってやろう t あえてハードな言い方をすれば、 「罪」 を 
されても仕方ないのかどうかを考える。 ボ 思った須臟ってレポ ー タ ー がい るんだよ。 背負った 人間は 裁かれるべきだ t 思ってい 
クは、 義務 t か権利、實任、 資格 t かには 宅须藤甚一郎 だろ。をいつは、 女性に イ る。をれなら、 ボタが この 手で 裁 く！ 

非常に誠実です。 ン タピ ユーする 時に口調が変わ るんで、た むち ろん、 ボクは違法、脱法斤為でガン 
だから こを、 実は自分自身を すごく 追い ぶんね、 SM マニア じやない かと、 ボクは ボンい きます とは言わない よ (笑)。 

込んでしまっている-〇思う。ボクが最も化 ニラんでるんだ (笑)。 大泉逆に 筋にこだわりすぎるから、 苦労 
刑したいのはボク自身なのからしれない。 大 泉をラいうないがするね。 するんじやないの。 

大泉『嗯の真相』の連載の中 でら、 を若は 宅何 か、 女の芸能人を寅め ていく 時がい 宅 うん。 タブ I は 化しても、 ボクはル I 
実は自己責任を もやんと 書い てるよね。を やらしいんだ。®}-^ さ、、、 スル K さなら 梨元 ルを すごくずる 人間 だから。 誠実 さには 自 
のへん は、 すごく 正直 だと 思った。 勝が一を惡質 だけど。 梨巧は嬉 々として 人 信が 患るな あ {笑)。 

宅をれは正直にやりたい t 思うよ。 『化刖 を陥れる よね。 須藤は性的倒錯 {笑}。 

宣告』 に、 大泉さん は、 業界フリ J の人間 をれ で、 たとえば小学館でもま島社でも 恐怖の演出 n ン ho — ル 
のルサンチマンを何らかのかたちでを八郎 いい。 何 か、 ボクがアンフェアなかたちで 

が果たしている、という 文章を 寄稿してく 書かれた とします。この場合、まず 抗議を 宅被害者恵識 、被害妄想とは 逆に奠) 、ボ 
れてるよね。 し、 反論の場を要求す るでしよう。 t ころ クは 加害者愚誠の ほうが 強いんだ t 思う。 

基本的に、ボクが相手をしてきたのはメ が、ここでラチがあかなければ、極端な話、相手に責任、取れるのか t か……。 r 加害妄 
ディア関係者。ヤツらの エリ ー ト 意識、高弁護±を介していくしかない。場合じよっ 想」 という か ……。 

慢ちきさはスゴイ。芸能リポーターでも 出 ては裁判までという段階になります。 しか 大泉 メディアじ 一番 必要なことだね。 

版社でら、報じた後の責任まで考えてはい し、をの場合、 舍 社の顧問 弁護古が 出てき 宅で らボクは、をこまで内省を加えたう 
ない。しかも、てめえは書き放題だけど、 て 弁護古 同±の話になる。 をれ だけだよね。えで、複蠻 •他 刑をしてるつもりだよ。 

逆 じ 書かれる こ- 〇 は一度らない と 思つ てる。 ボク はらと もと、 メディアの 中での ルー ただ、 ボクが暴走する t したら、 徹底的 5 
人陳の家庭にずけずけ足で入ってい ル 違反が許せない t ころが ある。しかし、 では あるよね。 徹底的に調べる とか、 徹底 S 






的に追う t か。 ほん t に完全主義。 

大泉過剰なわけでしよ、やっばり。。ハラ 

ノィア(偏執狂的)でもあるでしよ。 

宅で，53、スキゾ(分裂病的)つぽく，.^,ある 
よ0 

大泉スキパラなんだ。能力としては。ハラ 
ノィアを発禪できる t いうことなんだね。 
宅うん。必要になった時には、ボク、最 
大限のパラノィアになる。 

大泉相手を追尾したり、祥ち伏せしたり 
t か、ありとあらゆることを戦略的にず一 
つと考えてるわけでしよ、をの時は。 

宅 他のこ t も考えてるけどね {輿)。 女の 
子のことやいろいろ考えてますよ(笑)。 

大泉をれは考えてるだろう (笑)。 でも、白 
日夢みたいなィメージの中でも、をれが続 
くこ-^があるつて：^前言つてたよね。 

宅ボクの悪夢は、昔からすごいから。失 
恋した 時、 二年^ら い、 每 日、 夢見ちゃっ 
たり、 すごい よ。をういう 話を すると、ス 
トーカ I みたいで怖がられをうだけ ど。 
大泉宅君は ストーカー じやない よ。でも、 
追いつめる時のやり方が誤解されをうだ。 
宅をれ は、 ボクが人間の恐怖 t いうこと 
を直感的に知つてるからだ- JJ 思う。人が嫌 


がることを ポクは よく 知つ ている。 人の弱 
お W も見逃さない。 でら、 ポクはいたずらに 
人を追いつめたりはしない。 

大泉宅君が動くがには、必ず必然の理由 

があるから ね。 だから、パラノィアの 時は、 
t ことん。 ハラで いく。 をの へん、 自分で コ 
ン トロ ー ルで きてるこ-は、 他も認める よ。 
でも、 他人の恐怖の壶が なぜわかるのかな。 
宅 をれ は、 ボ クが惡夢に苛まれたり、自 
分が思い恼い人間だから。嫌な思いと か、 
痛みみたいなものに 敞感 なんだよ。 被害者 
意識の過剩 さとは 違 うんだけど。 

大泉をれが述に戦關能力に転化されてい 
るんだ ね。 

宅 人はなぜ、追われる こと、 調べられる 
ことを恐れるのか。かなり昔から®化社 
をと言われている。をらゆる情報が世の中 
に化濫している。だから こを、 個人！^を 
捆まれる ことを、 人は1番恐れると 思う。 

調べる こと、 追う こ t 自体は罪に ならな 
いんだけ ど。あとは、 復嚮 処刑の ^なら、 
恐怖の 演化 コントロ I ルに入るよ。情報を、 
徐々じ相手になえて いく。 をれ は、 いつき 
に伝えるんじ やなく、 リズムを創る。 

不巧感の 創出。まるで 精が科医の「治療 


と逆の作庙」をみえていく。をれが、ボク 
にはできる。ボクは『羊たちの沈黙』のレ 
クタ I 博±だよ{笑)。これは、な前、二十歳 
の女の子に言われた言葉なんだけど、 r ポク 
はものすごく常識はあるけど並日通じやな 
い」人間なんだよ{笑)。 



大泉何か具体のなトラウマでらあるの？ 
宅 いや。 扣 しろ、 追う者、追われる者—— 
犯罪を描いた推理小説や映画が好きだった 
とは思う ね。 をうした影響は患るかもしれ 

ない。追跡、尾行、逃じあるいは愉快犯み 
たいなイメ I ジがある。をれを現実行動で 
表現にしていく感じ。確かにをうした快楽 
はをるんだ。 

^う一つ。ボクの場合、 r 卓っ」ことは「調 
ベる」 こ t の集合の中に入つ てるよう に思 
う。人の現在 t 過まをボタは 追う。 

人の時間と空間。人間闕係 t いうような 
空間的な広がり-^、をの人が生きてきた時 
間的な背景をすごく知りたい。 

をれ は、フロイト 的！ だし、 哲学者ヴ 

イトゲンシュタインの 言う、 生のコンテキ 
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スト「生きてきた文脈」を見てみたい気が 
するんだ よ。 をの 過程、 を初ぎあわせ 
ていく こ t で、 何かを組み立てたい。 

大泉少しずつ調査でわかって いくと、 ゾ 
クソクするの？ 


だ、 仮説がどぅしても結びつかない場合や 
ひつく り 返る ことがある。をういう 葱外性 
を発見した時に も、 非常じ快感が ある。 

大泉 ノンフイクシヨン•ライターの快感 
だよ、 をれ は。オレら、，ソ クゾク するもん。 


理の紳ぎ合わせ方 もね。で、 調査運がぃぃ。 

をれ と、 これは 特殊能力だ t 思う けど、 
ものず ごいよ、 ボクの記憶力って。 

大泉をれは巧觉記憶、聴觉記憶？ 

宅 ボクは両方からしれないな あ。 だから、 
すべてに関しての記憶 t か、 辻樓っていう 
のは、 絶対に見逃さな いよね。 

ただ、ボクはらのすごい精神的、時間 的、 
金銭的エネルギーを 使う。 凹 前、 大泉さん 
は「宅君はオレの五借はネ能がある」と言 
ってた けど、 エネルギーなら百倍くらいだ 
よ (笑)。 本当に相手に身を捧げんばかりの 
エ 'ホルギーを 使う。 

大泉あなたのほうが強迫観念が強いと思 

うよ。 完鹽 じ、こうしたいという . 。 

宅 一二代先まで遐って家系を調べたり (笑)。 
心理的巧面までは調べる ことは できないけ 
れ どら、 手がかりがいくつかあれば、自宅 
であれ、家族関係であれ、猪表していない 

電話番号らわかるし . 。 

大泉をれはす ごいな。 

宅でも、 大泉さんの調べ方とボタの調べ 
方 t いうのは、また 違 うんだろうね。 

大ま 違う、違う。 

宅 ボタは「化罪的」なんだ {笑)。 


宅ゾクゾク する。をれで、 推理を組み立 あと君は、いいカンしてる。 

て出す。一個ずつ®が繫がつていく。た 宅をの t わり。 直感と直観に夕 きる。 推 
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大桌でら、もし犯罪的な方法でしか調べ 
られなくて、どうしてら知りたければ、潜 
入でもなんでもやるけどね、俺ら結局は。 
宅でも、尾行、監視は大変だよ。 

大まやるよ、もし、をれ’が必要なら。 

宅法に触れない範囲の調べ方というのは、 
ボクはほ t んど知つてると思う。興信所が 
やってる程度の、厳密じ言ったら法に触れ 

ることも哺つてますけど . 0 

ただし、よほどのことがなければ、恨み 
にせよ愛にせよ、人のこと調べないよ、ボ 
ク。だって、調べ出すと、終わりなき迷宮 

に入っていく部分はあるから。 

大泉小峯さんの場合は、小峯さんが大仰 

にビビッて終わったんでしよ。 

宅ただ、 小峯 さんの時は、いわゆる 調査 
だけじやなくてさ、隣人化計画というとん 
でもない計画を考ぇちやった。 

ボタの場合、あるネ能がをるんだ t した 
ら、人が思いつかないこ t を思いつくネ能、 
をして実斤に移す行動力、この二つじ凤、き 
る。 キリストの「汝の隣人を愛せよ」つて 
言葉から、。ハツ t 小峯の隣に住む隣人化計 
画を思いついたんだけど(爆笑)。 

大泉でも、をいつをほんとに知りたかつ 


たら、をばじ住むしかないらんね。うん、 
オレ t 宅君が似てるのがよくわかつた。似 
てるよ、ほん t (笑)。オレが切れると、宅君 
みたいなこ t をやるんだろうね、きつと。 
エホバ(エホバの証人輸血拒否事件。大泉 
氏は舞台となった病院じ潜入取がしてい 
る)の時は、ほんと、をんな感じだつたけ 
ど。 t きには法も超えていい t 思つちやう 

けどね、をう思える事件の時は。 

宅本当はボクより大泉さんのほうが犯罪 
的なんじやないか{笑)。 

大泉オレは、らつと宅君を見習わないと 
いけないからな。相手じ対して一番効くこ 
とをやらなきやいけない。ただ、相手を、、ハ 
力と思つちやう t 、 こんなバカ巧手にして 
るより、他のことをやつたほうがいいや t 
思っもゃうんだ。 

宅でら、『化刑宣告 j の寄稿文で、後にな 
つて、宅君がバカどらを相手にしていく巧 
為の真の蔥味がわかってきたって……。 
大泉うん、書いた。 

宅患と、快楽でいえば、率での尾斤は、 
追つていくこと自体がドライブ気分で楽し 
いの{笑)。すぐビデオの撮影したりします 
からね、ボタ。あ t で確認、追憶が可能な 


ように。をの時は、非常にリアルで、自己 
陶酔していることを感じるよ。 

最近 じや、をんなビデオばかり 家で 見て 
て 、 TV 番組なんか全然見てない(笑)。 
大ま待ち伏せでらなんでも、車が一台あ 
ると全然違うよね。楽だよ、やっばり。俺 
もビデオカメラ、使う時はある。宅君 t は 
使い方は違うみたいだけど{笑 r 
宅無人監視にら便利だよね。ボクは、撮 
影自体が而白い。高速道路を追ってい く 時 
なんか、 綺陋 なんだよね。で、 映像が摇れ 

るんだよ、がっくん、がっくんってさ(笑)。 
ボクが追ってい く 時には、もう惡霊に取り 
憑かれているよ。ほんとに悪霊。ボクは、 
ビデオカメラをフアインダーから見ている 
けど、ボク自身を撮つてたら、佐野四郎ど 
ころじやない、ものすごい愁い顔してる t 
恐うよ。 



宅この本は気狂い扱いされてる人を集め 
たら面白い本になるわけだから、ボクもを 
のなかの一人だと思われても、いいんだょ。 
ただ、ボク、百回や二百回は言われた言 
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葉が ある。 「宅さん、をってみる t いい人で のかな あ。 をれはボクです {笑)。 あと、 宅八郎の場合はさ、どこまでが本 
すね、意外に」って (笑)。 もう一つ。宅八郎が気狂いフアンをどう 気で、どこまでが演出なのか読めないとこ 
——同じ言葉が出かかってました{笑)《宅 呼ぶか t いう t 、 体興とか芸碼霊風だね。ろが ある。 をれで、 より 複雑にこじれたフ 
氏とは初が面の本誌化当編集者) メディアの宗教性について考えると、人気、アンがくる気がする。 

宅で しよ。 をれは逆説で言ったら、 tt の 不人気とかと違うんだよ、気狂いを呼びや 大泉で、をいつらは「を八郎」をわかっ 
中が、ボクをいかに気狂いだと思ってるか すい体質ってあるんだよ。 てるの？ 

t いうこと だよ (笑)。 「外人」なんだ よね。 大泉筒井康隆なんか もをうだね。 宅を うきたか。をういえば、 ボクら自分 
「異物」 というかさ。 宅平が和正と か。 ボク にら、 危ない人間 自身がわからないところがあるな 奠)。 

大まメディアでの取り上げられ方が とい が押し寄せて きました。 ボク はけっこう 呼 大泉 まあ、 をの人なりのを八郎像で寄っ 
うこと でしよ。 びやすい体質 だから。で、 集まつ てくるヤ て くるわけだね。 

宅い や、 存在と しても。 日本って世間体 ッらの共通項と しては、 手紙に こう 書いて 

社会だよ わ。 社会の側に自分をどう合わせ ある。 「をさん なら、 私のことがわかってく 人生ガ"優替山脈ぶ 
ていくかを学校教育でら、会社教育でら教 れるハズだ」って(笑)。これは、一個のキー 

えてる。 t ころが、 ボク は、をこからは み ワ— ドに なつてるなと 思つ た。 宅ところで、ライターにもノンフイ クシ 
出してるじやない、明らかに。 大泉 自殺した 漫画家の 山の 化子ら宅君に ョン.ライターという ジャンルが あつたり、 

をの意味では、ボタはマスコミ真理教一 をいたかったみたいで……。 作家やコラムニストがいる。けれど、ボク 
億人-^戦ってるよ。ボクは孤独な絶望の挑 宅 親交があって、かなり信頼されてた。 の場合は一人一芸、ワン•ジャンル、ボク 
戦者だよ。 やはり宅さんなら私を理解してくれ乏 一人。，巧動が表現になっている。 という、 

大泉「責任」を求めて いくわけだからね。 って 意識が、彼女に^ あったんだろうな。 すごく 特殊な例 だと 思 うんだ。 

宅うん。をこは恐怖されてるだろうね。 気狂いっていう言葉は、本人が問題だ t をれで、快感、快楽というこ t について 
r 気狂いは恐いよ。でら知能指数が高い気考えるか、世間が問題だと考えるか、どっ 草口えば、自分の行動が表現 t クロスしてい 
狂いの本当の恐ろしさを思い知らせてやちかなんだと思う。世間が閒題だと考える る時、斤動が表現になった時には快感があ 
る！」(笑)。支離减裂、非論理の気狂いの恐蜡合、強制入院とかの方向へ巧く。けれど、るね。すごく、あるよ。行動文学みたいな。 
怖よりも、やっぱり論理的な、自己の論理本人が自分を問題だと考える場合は、自分 ボク自身がどこまで本気か演出かわから9 
に忠実な気狂いのほうが、恐いんじやない をわかつてくれる人を探しているんだよ。 ないところがある。をして、今、ボクは、別 





小説に向かっ ている。やはり 小説 も、ノン 
フイクション t フイクションの 境界が読め 
ない、読ませない ようなら のなんだけれ ど。 

『K の 器』-^いう小説を ね、今、 書いて る 
ん です (笑)。この 小説では r 調査技術」を解 
説して あるんだけど。これ、 連作になつて 
るの。 第一 部、 二部、一二部って続いて いく。 
『幻魔大戦』みたいに脈々 t した話になっち 
ゃう。 t ころで、 小峯、小牧 、切通、 小林 
って共通点ない？ {笑)。 

大泉 をういぇば、全員、 頭文字が K だね。 
宅 K じ やない 化刑相手 もいた けど。あ t 、 
九四年に未完で終ゎってる { 『囑の真相』連 
戦「業界恐怖新聞」中断のため)小説『復 
響山脈』 もをるんだよね。 『復蠻山脈』 の 続 
編の タイトルら 決めてをって『処刑海峡』 
ってい うんだけど{笑)。 ま島社では出して 
くれないだろうけど奠)。でも、 ボクは新し 
い 文学 だ t 思っ てるよ。 

で、 『 K の器』、第一部に関して言う とね、 
ものすごく特殊な構造じしているの が、 を 
の小説を読んだ人間は、誰でも、 K という 
人間を調べたり殺せるように書いて ある。 
殺し方の。ハタ I ンが書いて ある。 をんな構 
造を持った特殊小説なん だよ。 


かなりリスキーで、たぶん、一般のお版 
社から化版できないだろうから、フリ I 。 へ 
—パ It して希望者には配布して ます。 

ところでボク ね、 実は十年くらい 前、 か 
なり長い間、尾行を趣味にしてたことがあ 
る。 をれ は、 恨みで-^、何で-^ なくて、 街 
歩いているホを尾行したりしてたことがあ 
る。 をれは趣味的で ね。 散歩のようなとい 
うか、 文学的な追い方だった、昔は。 

をの時は異常、む理 で、 巨大なゴミ箱の中 
に入つ て、 ビデオカメラ回した ことあるよ。 
まるでを部八ム房の『賴男』だよな {笑)。 

ボク、尾行も短編オムニバス小説にした 
い t 思つ てて。 をの タィトルらね、 考えた 
んだ。『ビコゥズ』っていうんだ{爆笑)。 

事実は小説より奇なり。ボクの場合、を 
る運命の待ち受け方というのを考える とさ、 
すごく、数奇なこ t ' が起きやすいの 。もの 
ずごく何かを呼び寄せちゃうの。 

まるでドラマを生きているような感じさ 
えあるよな。 ポクが ドラマの 演出と主演と 
両方 やらせてもらつたら、とんでもないら 
のがで きるだろうね、はっきり言って。 

大泉 実際、 をれが人生なわけで しよ。 

宅 うん。 人生、ドラマだらけで さ、 大変 


たもん よく 生きて るなと 思つ て。 ボクの 
人生をのものが"復善山脈*だよ。 

大泉 はつはつ {笑)。 『ビコゥズ』^『にの 
器』も早く読みたいね{笑】。 

宅 でら『復雙山脈』『処刑海峡』、何でらい 
いけど、 文芸編集者は 怒るよ(笑)。 

大泉 文学をのものが死に体だからいいん 
だょ。 

宅ボクがね、影響を受けた t いぅか、 パ 
クツた作家つていう t 二人いて、安部公房 
と大數春彦だよ。をの二つが繫がって宅八 
郎になつたんだね {笑)。 読むほうはをうは 
思わないかむしれない けど。 



宅 ボクは何にでも取り組.^ん だょ、 真剣 
に。 ホ性に関しても さ、ポク、 家出少女を 
二人、 保護して親元まで送り届け るとこま 
でやつた こ t らをる、 徹夜で説得して。 

あと、 六本木で行き倒れてた クラ、、 ハーの 
女の子(急性アルコール*- H 母)の面倒らみも 
ゃった な。 救急車呼んで、保護者といぅか 
たちにして 醫 察には通報させずに、救急病 
院じ運んで、入院から翌夕の退院まで。 
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これはべつに、ボクがをの子のからだを 
求めたわけでも、何で^ない話なんだけど。 
結局、をの子の查刖も閒いてない奠)。 

大泉エロスなのかな。 

{モ女ばっかりです ょね。まあ、 男の巧き 
倒れは、意味が違うと思うけど{笑)。 

さっき、安部と大數の名ををげたじやな 
い。 サィコな話を サー ビスし ますょ。 

ボタは実を言うと、今、都内に一二軒の部 
屋を借りているんです。をれぞれの名義は 
変えてね。ピン-^こない？ 

大 ままるで、 大薇春彥の…… 。 

宅をうアジトを持っているわけです。大 
薇化罪小説の主人公は、たいでいアジトを 
複数持っていて、化斤.殺人•逃走を繰り 
返していくじやないですか。 

大泉瞪れ家だね。 

宅 t ころが、実は S 軒のう ち、 一番最近 
になって借りたのが、古い小さな食庫なん 
です。コンク リート 巧ちっばなしで、と言 
ってら、オシャレなものじやない。格安だ 
つたんだけど、をの理由は、古いこ t と場 
所柄ヤバイ地下室みたいな感じなの。 

大泉どのくらいの広さがあるの？ 

宅二十畳くらいかなあ？隔離されたコ 


ンクリ I 卜の 不条理 空間。をこをこの夏、 
まさに大敷世界じ改造しちやつたんです よ。 
大京どういうこと？ 

宅ず つと、この 1 力月くらいかなあ、毎 
日、 渋ハ合のお急 ハン、 ズへ 巧って、 自分で 巧 

装、 配管工 事して、 シャヮ I や 電気が使え 
るようにしたり。 まるで、拷問•殺人•死 
体解体までやれる空間なんですよ (笑)。 
大泉ギニーピック空間 か。 

宅 ボタは 「、 不ズミ人間の部屋」(宮崎勤に 
ならつ て) t 呼んで います{爆笑)。 不を理性 
でぃえばを部 公房、 犯罪性でぃえば大数春 
度 ……〇 

大泉 何でまた？誰か殺すつもりか？ 

ち いや、現時点での予定はないよ奚)。こ 
れは小説軌孽のうえでの欲望とも言えるし、 
巧動を表現に していく ボクならではの、虛 
実入り交じつたな造実行で したね。でも、 

理おは他 にら あるんで ず。 

SM です。 

大ま SM ぅ？ 

宅ちよつと 前に、 マゾ性の強い女の子に 
関わつてしまつたのね、ボク 。をれ でサ I 
ビス精神発禪しちやつ て。 結局、をの子に 
は逃げられちやつたんだけど(笑)。 


SM ではもう】 つ、 ボクの攻撃性を考え 
れば納得するからしれない けど、 どちらか 
といえば、 性的には S だと思うんだ。ただ 
し、 SM クラブどころ か、 だいたいボタは 
風俗って今までじ行ったこ t ないしね。本 
格的な SM プレィの揺験-^ないし、いわゆ 
る SM マニアじやないんだ。 

t ころが、本当になぜか、なんですが、 
ボクには SM の女王の友人が、たくさんい 
るんだよ。元と現役の女王たち。彼女たち 
は純粋な友人なんだけど。 

で、 をの女王たち何人から も、しから 何 
度ら「をさんは S の天ネ的素質が志る」「天 
ネだ」 t ホメられてるんだよね……。 

大泉おのサービス精神、わだてに乗りや 
すい性梅は知ってるよ {笑)。 

宅で、それらが複合して'不ズミ人間の部 
屋を創り出しちやったんだ。 

食庵の改造 t 同時に、女王たちを講師に 
r 夏の SM セミナ1」が始まったわけ。 

今日は亀甲禪ゥの時間です(笑) とか。 ボ 
クは器用だから。初めて縛りら教えてもら 
つて、できるようになつたし。それに、 ボ 
夕は完全主義者だから、どんどんエスカレ 
I 卜していつた。口 I プ 、ム チ、ロウソク、 
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手錠、 綻腸器 ……、ありとあらゆる SM グ 

ツズはをろえたよ。あ t は、ハイプレ I 夕 I 

ら各種何本も。医薇器具や薬品類ら全部を 

ろえちやつた。 

大泉ないものはないんだね。 

宅問屋に問い合わせたんだけど、さずが 
に産婦人科の分娩 台は、 高額で買えなかつ 
た。でも、 代わりになる椅子は ある。 アメ 
リカ 製の大きめのビ ニー ルプールら置いた 
でしよ。をれから、 工事現場で材木がくる 
まれているよぅ な青い ピニ I ルシ I 卜をシ 
1ツにして敷いたベッドも置いて、災害晴 
用の簡易トイレも用意した。 

大泉配管はどぅしたの？ 

宅水道と電気自体はホていたんだけど、 
何十 メ I トルかの ワイ—入りゴムホ I ス 
やら電気 ケー ブルなどが無機質にのびてい 
る。 をの壁から鎖がぶら下がつてて、錠前 
も いくつか巧意した もん、 ボク。首輪や手 
錠や足輪につないで、監禁、飼える わけ、 
何年で ， .P ね。 なかには テレビらをれば、ビ 
デオデッキら二台置いて ある。要は、 住.^ 
こ- JJ のできる倉庫だよ。 

大ま一度、寝てみたい ね。 くつくつくつ 

奚)。 


宅工事が進んで から、 女王たちが来てみ 
たら、 ビックリ してるの。 怖がっ もやつて。 
をれで女王たちに 「ドラム 吿 t セメント も 
用患したほうがいいかな」 t 言っ たら、 「絶 
対にやめて くださいよ、 をれ。 SM じやな 
いですよ」だって {笑)。 

SM というよりは犯罪のニオィが漂って 
いるわけ だからね。しかも、 元が古い倉庫 
なんで、クルマが横がけで きるから、 をの 
まま柬京湾 か 富±の樹海へ直行 コ ー スで巧 
けるんだもん {笑)。 

ボクは巧っ たこと がないんだけ ど、 都内 
にをる有名な SM 尊門ホテルの、何て名1刖 
だつ たけな、 をう、 アルファ •ィンどころ 
じやないつてい うわけ。 この怖 さは。 

大泉 守られた 場所 じでないし。 

宅 内装ら プロ じやなくて、 ボクが こつこ 
つやったじやないですか。をの間に合わせ 
の 感じが とてつもなくリアルなわけ。ケー 
ブルを 固定す る 黒いボムテープが ベタベタ 
貼つて患つて。コンクリ I 卜といつて-^、 

らう十年も前に白いペンキで塗られたよう 
な壁がはげかけて たり、 シミが広がって た 
りするから。 照明 も 恐い し。 

ただ、 女王い わく、 これは本当 じ 恐い け 


ど、 M の女の子は猛烈に輿奮する空間なん 
じ やないで すか、 だって。 結局、 女の子じ 
逃げられて、未使巧の ままなん だけど。 
大泉一回ら使っ てな いんだ。 でも、 壊す 
つもりないでしよ、を こ。 

宅何も知らない人間がをこを見たら、人 
を殺をうとしているようじ見えるからしれ 
ない ね奚) 、リアル過ぎて。 SM つて、 スタ 
—卜があつてエンドがをるじやない。をれ 
を感じないんだもん、^う。 

大泉日常なんだね、 二十 四が間 三百 六十 
五日 SM なんだね {笑)。でも、 どうす るの、 
を こ。 もつ たいない じ やん。 

宅を うなの。 使いたいんだけ ど さ {笑)。 
—巧手を募集したらどうです か。 

大泉をれ は、 面白いんじやない。をの部 
塵は宅君の作晶 だよ。をる種、ォマ ー ジユ 
みむいに思える ね。 

ちじゃ あ、 最後に。この本の読者で、殺 
されてらいい(笑)、ボクにどんな実験でら 
させてくれる実験台ホ性を大幕集{丈する 
よ。本気だよ。待ってマ〜口 

* 付記要写真同封。『別冊{玉島2 81 号 
隣のサィコさん』編集部宛郵送のこと 
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M 人權ミ nsc ス T 


♦ 


精薄、低能、白痴……、これら不幸な人 

たちについて語り論じる とき、 まず踏まえ 
なければ ならない のは人権論 だと、 我われ 
は何の根拠 もな く思い込んで いる。いや、 

人寶理教のマィンドコントロールにょっ 
て、をぅ 思い达まされて いる。しかし、 マ 
ィンドコントロールから 目覚め、 思想史. 
文化史を通 K して みれば、これら不幸な人 
たちを論じるのにまず必要なのは、人権論 
ではなく馬鹿論だと気づくはずだ。 

こラ言*フと、もラをれだけで人権真理教 
信者たちの反発を巧くだろう。精薄、低能、 


白痴たちを馬鹿というカテゴリーに巧る-〇 
は何事 か、と。 

しかし、 馬鹿に脚す る 古典的名著と評さ 

れるホルスト-ボィ^^『馬鹿について』 
{邦訳、 創元社) は、 知能の欠陥から話が始 
められ る。 第 I 章に、 こうある。 

「世間によくをる馬鹿は医学上習慣的に病 
気とよばれている精神薄弱に連統的に移行 

している」 

もつ とも、 この引用文には括弧巧じ注記 
して 「これを 世間でよくいう馬鹿 t 混同し 
ない こ t - _ JJ 赵る。つまり、ボイ，^ —は、 


精薄を含い「世間じよくをる馬鹿」 t をれ 
とは微妙に異なる「世間でよくいう馬鹿」 
を、巧 じ^^「馬鹿 」 t —^ながら区別-一てい 
るのだ。しかし、今我われには、精薄を含 
い馬鹿とをうではない馬鹿に差異を認めつ 
つ統一的に論じよう t するガィヤ I の人文 
主義的教養はない。をういう教養が自己解 
体し、しかし新たな教養が未だ出現しない 
教養の大空位の時代に現代は入っているか 
ら である。 

いささか化を急ぎす ぎた。 人文主義一で々 
の前じ、ガィ^^ - I の『馬鹿について』をも 



う 少し見て わこう。 今なら絶対に書けない 
面白い話が散見するからだ。例ぇば、こん 
な話で ある。 

「知恵のおくれた子を持つ親は、きまって 
体裁のょいことをいって神経科へやってく 

る。『私の息子はどうも臆病者で、殊に数学 
なんかやらすと、ひどく尻込みするんです j 
など t 言つて」 

私は、これを読んでクスクス笑った。し 
かし、次の話にはゲラゲラ笑った。 
「グルタミン酸は、実験的研究にょると、 
脳の新陳化謝 上、 大切な役目をつとめてい 
る。この物質が子供の知恵わくれに有効だ 
-0 いう ことが 尊門誌に発表された」「私自身 
もこれをためしてみたが、これをのませる 



邦訳巧版は-九五八年 


と鈍感な子が冗酱しやすくなり、したがっ 
て活潑に動き始めるこ-^が多い。親といぅ 
-^^のは自分の子供をひいき目に見るらのだ 
から、これだけで むぅ 賢くなりかけ た、 と 
大ょろこびする。だが精神科医の立場から 
見れば、薬の効き目で、わとなしい馬躯が 
さわがしい馬鹿にかわっただけである」 

今なら絶対に普け ない。 言論が抑圧され 
ていた昔なら絶対に專けなかっ たこと も今 

なら書ける- V はない。昔なら普けたこ 

とが、 今だから こを 書けないのだ。 しかし、 
『馬鹿にっいて j は邦訳初版が一九五八年の 
刊巧である。当時は人権其理教の マィンド 
コントロールむ、 人権团体が繰り返し強要 
する差別への"二分間憎惡4も、今ほどひ 
どくはなかった。版を 重ね、 现在第二十五 
刷になる『馬庇じついて』 は、 初版刊行が 
今から四十年ほど前であったが 故に、 み典 
の特例と して、 今なら 決して 普けない こ t 
が事いてあっても許されているのだ。 

では、ボィ^? - I は『馬鹿について』で何 
が言いたかつたのか。をれ は、 本普の中に 
出て くる 次の ようなアホリズムに{を 易に読 
み取れる だろう。 


•人間は愚鈍とぃう実り豊かなひざに抱れ 

ている。 

•ただ题鈍だけがこの人生の守り神で ある。 
•题 巧は、 人間的な、あまりに人間的なも 
ので あり、 をれだけに憎めない。 

恐かである人間への頌歌である。本書に 
らしばしば言及される人文主義者エラスム 
スの『痴题神礼譜』に通じる人間への讚歌 
である。人間を祝福し、人間性を赏讚する 
ためじ、馬鹿を 論じ、 厮鹿を語ったのだ。 
だが、これはをのままでは現代に通用し 

なくなつている。 

^ 一平な之大馬鹿門の馬鹿騒動 

今年 春、 を都で馬鹿騒動が あった。 

京都巿にある浄止宗系の仏教大学の正門 
に、 香川谓の彫刻家.空充秋の制作になる 
「平成之大馬鹿門」 t ぃう門柱が設置された 
はぃぃが、疏反発が 生じ、 結局撒去される 
ことになつた。制作者の意図は巧隙である。 
小赞 しくあるな。 すべてを放下しすべてを 
受け容れる大いなる馬鹿で をれ。 これこを 
が仏教大学で学ぶべき真理 だ、 ということ 
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だろう。 同大の奉ずる浄王宗の宗祖法然の 
弟子で あり、 後に浄止真宗の宗祖 t なる親 
鶏ら、自ら 「愚を」すなわち削髪した馬鹿 
と称した。大馬鹿門に通じる精神がある。 

しかし、この 大馬鹿 門は、 制作を依頼し 
た大学には予想外のらのであった。仏教大 
学の建学の本旨に大馬鹿門が合致するとし 
ても、をれ は 袖象的•理念的にをうである 
にすぎない。仏教大学は、現実には大学と 
いう 近代的な教育機関なのである。をれ は、 
園民国家にわける教蕃衣る市民を作り出す 
公的な装置なのであって、馬鹿を作り化す 
装置ではない。 をら を も、 馬鹿よ米 たれ、 
t 正門に大書され た 大学 じ、 はたして学生 
が来るもの かどうか。 大学 t して成立しな 
くなつてし まう ではない か。 大学 当局は、 
をう 判断し、 「平成之大馬鹿門」は撒まされ 
た。 

この 馬鹿騒動は、ただの馬鹿馬鹿しい騒 
動では ない。実は、この 厢鹿馬鹿しさが 人 
文主義的理想の非喜劇的な運命を-^象徴し 
ている。 宗教改革を準備しながら宗敕な単 
の狂信 化さえ 批判した人文主義者 エラス ム 
ス 、をして、をう いう 人文主義的教養を継 


承し悍た最後の世代であるボィ^! 、また、 
中世日本にわいて凡愚としての人間に注目 
し一極の宗が改革を成し遂げた法然•親幾、 
こぅした 化人たもの理想は、をの理想を広 
く青年たちに身につけさせるための近代的 
大学にわいて理想たり得ないのである。大 
学は単じ尊門職を费成する機関ではない。 
ルネサンス期じ 始まる 人文主義的教養を身 
につけた高度の専門人を教育する槪闡であ 
る。だが、 をの理想を戲直なまでに巧言し 
た大馬鹿巧 注は、 世人の嘲笑のなか、撤去 
されたの だ。 

人文主義的理想は、をの始源から数ち年 
を経て、近代社会•近化ィデォロギ I とし 
て実現し、実現したことによつて自ら解体 
したのである。をして、これに気づかない、 
あるいは気づいていながらをれを牆蔽しよ 
ぅとするが化の巧祭たちが、エラスムスの 
赚熙した偽善を繰り返している。 

() 作曲ま大吾光一をュ— 

今から四年前の一九九二年九月、『朝日斬 
暨の社会面のほぼ半分を占めるような大 


記事が載った。「知的障害をもっ我が 子よ、 
音楽で深く生きろ」 t 大見出しが あり、 中 
見出しが「大江健三郎さんの長男光さん、 
作曲家デビユ！」「今秋、 CD 発表」心を 

る0 

記事を読んだ 私は、 不気味なものを見た 
時の恐怖に近い不快感を党え た。 譬えてみ 
れば、をの 翌 々年、 を日成死まの 隙に、 化 
朝鮮の平壌で何万人という群衆が例外な く 
搬 しい 悲しみを表わすのを報じむニユース 
を見た時の 不 快感で ある。 

大江光のデビユー記事は美談化立てでを 
る。 私は実は美談が嫌いでは ない。 小さな 
ラーメン塵をやっていた老夫婦が、少しず 
つ貯めた金を福祉施設に寄 かした、という 
話な どを 削く t 、 素直 じ 感動する。ほんの 
わずかでら施設の設備は現実によくなるの 
だし、何よりら、 ささやかな善意がささや 
かでをるだけ 快い。 をれ に、 ラ I メン屋の 
老夫婦をからかう こ t さえ許されて いる。 
せっかく貯めた金を寄付して何が架しいん 
だか、 と。 

しかし、この 記事の美談は美談に似て美 
談 ではない。つまりは、 大作家大江健兰郎 
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大江健=郎と光(左) 


の威光を着た二世作曲家誕生のチョ I チン 
記事じすぎ ない。しから、 をの批判が許さ 

れないようになつている。 

実隙に大江化の曲を聞いてみれば、美し 
いと 言えなくは ないが、 をれは彼のお気に 
入りのモ I ツアルトやショパンの美し さに 
迫る ような ものでは ない。 モネを愛好する 
日曜画家が描いた水蓮の絵が応接間に飾ら 
れる程度には美しい という だけの話 だ。 記 
事に芬 々 t 旬っ俗流啓蒙臭に 反して、 大江 
光の作曲家デビユーが知的障害者の社を進 
出を扶けるわけで も、 もちろんない。 大会 
社の社長が知的障害のある息子を関連会社 
の重役の職じ就かせた としよう。 『朝日新 
脚』 は、 これを知的障害者の社会進化だと 
称讚するだろう か。 

ここは、 「作曲家大江お光デビユ ー 」t で 
も 言つてみたい ところだ。だが、 常日頃歯 
に衣着せぬ批評をずる辛口の評論家 でら、 
をう は書けない 。なぜならば、 をの化評は 
音楽に対する批評では なく、 魂じがする化 
評、をれ も無巧なる魂に対する批評と見な 
されてしまう からで ある。 事実、 この 記事 
には「純粋」という言葉が繰り返し使われ、 
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れなければならない。今ここで言ってわく 
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「をらぎ」や「無垢」が強調されている 


しかし、やがてステイ I ルは、少しずつ べきは、ステイールの憂蠻にらかかわらず、 
前進しつつある人種差別觸消政策 t 反比例 泥谣じはまり込んでいる黒人問題じはいず 
するょうに、黑人が自閉 t 廊敗の泥鶴には れ曙光が見えるだろう、ということである。 
まり込んでゆく現実を見る。アフア I マテ ステイールの著作がを米で高く評侧された 
イブ.アクション(差別解消惜置)が進めば という事実らをうだが、らつ t 本質的に、 
進むほど、黑人大学生の中途退学率は上が 黑人問題は人類の長い歴をから見ればほん 
り、黑人の犯罪者数も増大したのだ。こう の一幕の悲劇にすぎないからだ。アメリカ 
顔 した事実は、黒人じますます劣等感を抱か にわける黒人差別は、一六一九年の奴隸實 
せるょうになる。なぜならば、黒人は人極 易開始：3後、四百年足らずの歴史しかない。 
差別主義者が言うとおりの本当じ劣った人 臘罪感を基礎とする無巧という権力も、い 


いわば、この記事じは「無巧という椎力」 極だと思えてくるからである 


方、お識 ずれをの力を衰微させてゆくだろう。 


が成立しているのである。 


ある白人は、この裝潑な現実をらたらした 


しかし、 同じ無巧と いう 惟力で も、 黒人 


無巧といぅ権力。この言葉は私の造語で 歴あ的原罪が自分たちじあることを知って と白痴とでは事情が黒と白ほどをが異なる。 
はない。巧在アメリカで最も著名な黒人作 いるだけに、黒人自らの貴任じは口をつぐ 黒人の無巧が歴史的所産なのにがし、白痴 


家であり英文学者であるシ卫ルビ I •ステ。。なぜならば、自分たちも「無巧の侧」 
イ—ルの黒人問題についてのエッセイ集 に立ちたいからである。 


の無巧は歴史のはるか彼方に淵源がある。 
人文主義が歴史の舞台じ登場するずっと前 


『黒い憂酱』(邦訳、五ち害房)の中じ、キ I 
ワ I ドのようじ出てくる言葉である。豊か 


ここじは無垢といぅ権力が成立している。から、人間は白痴じ対して蔑みとともに宗 
政教分離の原則に表れているようじ、近 が的な畏怖の念を抱いてきたのだ。すなわ 


ではないが勤勉な黒人の家庭で育ったステ 代じわいて公的権力は世俗の原理のみで成 も、「聖なる白痴」である。 
ィ ー ルは、一九六に大学に進学した。立するはずだった 。 t ころが、無巧 t いぅ 
ほどなく-> て、 八ム民権運動が高損するょぅ 型なる原理は、公の権力の命運を左をする 
じなる。化はをこでブラックパワ—に鼓舞 ほどの権力を自ら杉ぶさせているのである。 



フ—ル•オン•ザ•ヒル 


され、ブラックアイデンテイテイを精神的 


このことについては、最後じもう一度她 


聖なる白痴といぅ観念をいつたいどのょ 
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うじして人類は持つようになつたのか。わ る白棚 t いう観念の成立に闕係がある。仏 外の存在であることだ。 


をらく、をこじはいくつもの要素が複雑じ が大学の「平成之大馬庇巧」もこれだし、 


諷刺する恕者は、現在も形を変えて芸術 


からみあつているだろう 


ガイヤ I の『馬鹿じついて』じは、 


フ の中じ描かれている。ビ—トルズの『氏の 


サヴァン症候群という病気がある 。 D 


スの「わ わ、 聖なる素朴単純よ」という言 上の馬鹿叫 11 €^ fool on thn ヴ岂』 も、 をの 


A 


-トレッファ I 卜『ながかれらは天ネ的 葉が巻頭じ置かれている。晚年ロシア正教 
能力を示すのか』(邦訳、草思社)に詳しくに傾斜していつた'ドストエフスキ I には、 
紹介されているが、一世紀ほど前、ダウン をの名も『白痴 j という長遍小説がある。 


つだ 


苗 


症の硏なで有名な J •ダウンが命名した病 


こうした型なる白痴の観をは「誠刺する 


気、というより、〇しろネ能だろうか。原 敬者」あるいは「が狂」という存在を年 


名はイデイオ•サヴァン idiotsavant (知恵 
ある白痴)という。をの名のとわり、日常生 


む。撒者やな者の言動じょって、化の過ち 

> •レ 

を正し、時じは王に諫言するこ t は、がの 


活も独りでは満足にできないはどの白痴が、東西を問わずホホから行われてきた 。 fool 
計算、音楽、美術などでは常人の及ばぬ能 に r 道化」と r 馬鹿」の二つの意睐がある 
力を発禪するのだ。同書の表紙カバーに使 のは偶がではない。馬跑を满じながら、あ 
われているあるサヴァン症者の制作した疾 るいはな t 悴りながら、政道批判.祉会批 
驱する馬の秘像 など、 をの躍勤感は t ても 評をずるのである。ホ代ギリシャでは、奴 
白痴の手になるもの t は思ぇない。 ィ ディ 隸出身のィソップ が、 泄稽で辛辣な寓話に 
才であることとサヴァンであることのを差 よって社会を化評した。古化支那では、楚 


丘の上の馬鹿 

来る日らホる日も丘の上で独り 
静かに馬鹿のょぅな笑いを浮かべ 
彼を誰も知りたいと思わない 
ただの馬庇じしか見えないから 
彼もまた何も答えょぅとしない 
しかしをの上の馬鹿は 
陽の化.^のを見ている 
彼の心の眼は 
世界が回るのを見ている 




a 


JII! 

册厕が端4 

驟 i 
SB 

||敬畔 



馬鹿はがの秋字から外れた丘の上じいる。 


は、まさじ神秘的としか表現できない。精 の国の狂校輿が町を巧惶しながら世を諷 秩序から外れなければ、諷刺する恐者は成 
神医学が未発達であつた古代の人び t がサ諭したこ t が『論語』や『荘子』に見ぇる。ゥ立たないのだ。秋序から外れ、村人か 
ヴアン症候群におした時、をこに神の御業日本では、半ばた説中の曾呂利斬左衔門が差別され、をのことにょつて聖なる白痴は 

これじ近い。 政道を批判し、社会を批評する特権を授か 


を見たであろぅ。 

また、白痴のなかに、獨世に染まらぬ本 

ホの人間を見るという宗が的、心性も、聖な 刺する艘者あるいはが狂が、常に社を秩序 


注意しなければならないのは、これら諷 る。この特権は蔑みと畏怖の対価である。 

しかし、今、馬鹿は本当じをの上にいる 



だろう か。 国民国家 t いう村の秩序から外 
れた場所にいるだろう か。 民主主義思想、 
人権ィデォロギ — ' が、 をれを許すだろう か。 

近代の平準化社舍 は、 人間が人間を蔑み、 
人間が人間を畏怖する ことを 許さない。な 
ザならば国民は、市民は、皆平等だからで 
ある。 馬鹿が、がから外れたをの上でただ 
一人、蔑み t 畏怖の眼差しにさらされてい 
る ことを、 福祉社会は許しはしない。 

何百年も前に人文主義者たちが準備した 
人間讚歌の社会は、このょうに実現しつつ 
ある。かくて、 近代社舍 は、 をの上の碼鹿 
をが外れから巿民社をの中へ追放したのだ。 
をうして、 聖 なる 白痴への渴望と諷刺す る 
愚者への期待だけが、宙に浮いたょうに残 

った。 

〇 聖の真空化と 
『フォレスト•ガンプ』 

人間は墨の真空状態」に耐ぇ得るほど 
強くはない。フランス革命の時、旧来の神 
に代わる新たな神が提帽された。理神論で 
ある。 我われはこれをあたから物理学者が 
袖象的な真理に漠然 t した敬意を抱くよう 


ならのだと思っている。しかし、実隙はを 
うではない。聖なる理神の前にひれ伏すま 
ごうこ t なき宗教で志つた。フランス苹命 
の指導者ロベスピエールは、人工神「最商 
巧を」を発案し、四十日らの祭日を法例で 
定め、巨大なな壇を築いて讚美歌を奏でさ 
せた。 

近代国家にわいて公的権力は国民にのみ 
化拠しているはずだった。聖なるものは個 
人のむの片隅にのみ生きながらぇているは 
ずだった。しかし、聖の質空は斬しい宗教 
を呼びょせる。人権真理が、をして「無巧 
という権力」、あるいはオゥム真理教もをの 
徒花の一つからしれない。 

昨年、『フォレスト•ガンプ』というアメ 
リカ映画が評判になった。アメリカでは火 
人気 t なり、 アカデミ—巧ら六部門で受货 

している。フォレスト•ガンプ t いう名の 
白飾の青年が、神の恩寵があるわけでもな 
いのに、次々に人生に成功してゆく御伽話 
のような物語で ある。 をして、靑年の周閱 
の人とこの映画を観ている何百巧の人は、 
この白痴の青年の恩寵のご t く、 むが髓さ 
れたような気になるらしい。 


日本でらかなり人気が出たが、邦題には 
御 T 寧にら『フォレスト•ガンプー期一 
会』 と、 宗教的な副題がついている。 

アメリカでは『フホレスト•ガンプ』が 
流行し、日本では大江光がらてはやされる。 
蔑みも畏怖らなぃ脱色•脱臭された巿民宗 
載として。 

をの陰で、巿民原理に還元できなぃわざ 
ましさは黙殺されてゆく。重度の知能障害 
児を持つある母親は、こんなこ礼を言ったり 
今は私も主人ら力を合わせて頌張っていま 
ず。この子も可愛いし。でも、この子が性 
に目覚めた時のこ-〇を思ぅと、憂蠻になり 
ます。ソープランドへ連れて斤つてやりた 
いとら思います。しかし、女性差別、性の 
廊品化に対する批判ら衣ることだし。 

畏怖することを忘れ、蔑むこ t を忘れ、 
おぞましさを忘れ、聖なる白痴をちれ、人 
帷真理教に一元的に支配された世紀末^近 
化社をは、をれでら愚かなことに聖に娥ぇ 

ている。 
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精神医療のパラドックス 





人格障害に「クスリ I は効かな 









境界型人格障害——はたしてこれを r 病」と呼んでいいのか？ 
ま易な治療を巧わない ことち、 また精神医療のサ—ビスである 


小山田進 


(精神科医) 


少し1刖から、境巧型人恪峰害という存在 ちじを身させられるのであろうか 
が精神科医の間で取り沙汰されるようじな 


科じな くこ t がブ I ム化 しているといぅ 話 
すら、聞くことがある。 精神科医はなかな 
か良い商売ではないか。 

精神科の客筋が増したのだ。かつては、 

最近、 精神科医と称する人び t があまりもっぱらつき合うのに骨ががれ、治薇ら楽 

とはいえない重症の精神病の患者を精神科 


病人は r 巧迦の人」がいい 


つてき た。 簡単 じいえば、 神経症と もいえ 
ず、さりと て精神病でもない「病名」のこ 
とで 患る。 アメリカ精神医学の診断基準に 

よる t 、 気分屋で、こらえ性がなくて、怒精神病患者を診なくなる傾向が生じている。 

りだす t 暴力的で、他人への配慮がまるで精神科医が精神病の患者を診なくても、食医は相手-^していた。最近はどこが病気か 
なく、しか， .0 人から愛されたいためじ無駄 えるよぅな 状況が生じて いる こ t が主たるわからない よぅな、 おまけにかわいい顔立 
な 努力を する、といった 傾向の強い人をい 理由で ある。 もの若い娘が外来に ホて、 をれほど深刻と 


うことになつている。しかし、こ>フいつた 
人は、 世の中に いくらでもいをうである。 


精神医学は かつてよりも 弦く人び とじ 認 も 思えない瞄みを いろいろと 訴えるのだ 


知されるようじなウ、精神科へ巧くことの 


日本の保険医療制度は提供する医療の質 


をれに、いったい精神医学によって、この巧抗感が薄れた。これ自体は歓迎すべきこをあまり重視せず、治療回数で金を支化う 
ような人間をこの世の斤儀の良いわとなたとであり、を巧などでは、若い女性が精神ようになつている。ならば、なるべく治療 
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が楽で、つき合うのに楽しい患者を数多く 
診たくなるのは当然かもしれない。できれ 
ば、なるべく普通の人が来てほしい。幸い、 
をういつた人を相手にしていてら、なんと 
か生計が立つようじなった。 

巿中の大学病院ら、大型の総を病院ら精 
神病者を敬遠するようになり(だいたい、 
精神科の外ホはあってら、入院を必要とす 
るような重症患者は診たくないので、入院 
ベッドを置かない)、らっぱら軽いうつ病や 
神摇症の患者を相手にするようじなった。 
クリニックの多くも、精神病の診療をしな 
いところが少なくない。 

こんなわけで、精神科が認知されるにつ 
れ、精神病を精神科医が治療したがらなく 
なり、 当然、きちんと治療できる医者^減 
ってきている。実はこれは、アメリカがす 
でじをうで あつて、 「アメリカ人はか護 
精神科医を友人にする」 t いう話があるが、 
をのことを注意深く考察すれば、アメリカ 
の精神科度が相手-^しているのは大半が誓 
通の人で、残りのほとんどが巧経症的人び 
とであると予想できをうではない か。 

だいたい、本格的な精神病になれば、長 


い癒養期間が必要 t なり、 経濟力ら当然失 
われやすい。をのない精神病患者を相手と 
するょり、社会的な自立をなしとげている 
こ t の 多い、 神経症者や陸い うっ 病の患者 
の相談相手の ほうが、 実入りは多くな ろう 
t いうものである。 

ただ、アメリカ人が 一畔間 r 力円から 数 
万円もするカウンセリングを受けに巧くの 
は、 アメリカが基本的に フ アミリーの力が 
弱く、 歴をも 浅く、 相互に助け合うという 
カル チヤ I がないからである。要するに、 
個を重んじるけれど孤独であるという こと 
である。だから、さまざまな 備 みを、 金を 
支化ってでも聞いてもらぇる誰かが必要と 
なつてくるのである。 

しかし、 普通の人であった ゥ 、軽い病態 
であれば、少々の悩みも 我慢 すればいいし、 
すてきな恋人がいたり、頼りじなる友人を 
見つけたり、ときじは宗教団体に入ってみ 
るこ t で、をれは ほとんど 解決す るこ t じ 
もなる。 わまけに、 梟気が惡 化して フトコ 
口 具合が寂しくなれば、人び t は ノコノコ 
精神分析医の t ころへ 懦 みを巧ち巧けにな 
ど 巧かない。こうした ことから、 アメリカ 


精神医学の市場は必ずしもを定していない 
のだ。 

I r 病名」の発明と多重人格障普 I 


一九八0;まあたりから、アメリカの 景 

気は決して•ないとはいぇなくなつていた。 

精神科医や精神分析医の実入りもをの影響 
を 受けたであろう ことは、 容易に想像でき 
ょう。 

市場経済はとにかく売り物になるらのを 
見つける ことが 不可欠 だから、 精神医薇の 
対象と なる 人び- 〇 を発掘せねば生活に かか 
わる。しかし、 すでに述べた ょうに、 精神 
病者は どうしてら 経済的力が弱い から、を 
の治療が売り物にはなりに くい。 

を こで考ぇついたのが、を持のドラ息子 
や娘たち相手の商売で ある。 気に入らない 
t 親に暴力をふるつたり《不お 的な 感情を 
有し)、学校へ巧かずまとまつたことは何ら 
せず {慢性的な空虚 感が是り)、 浪费癖がを 
ったり性のに 抑制が きかなかったり 無茶 食 
いしたり(つまりは 衝動 性が 高く)、をう い 
つたこ t に制限を受けると自殺巧為になん 
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DSM-IV による境界性人格障害の診断基準 


"Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders Fourth 

Edition" の、人格障害じついての章の中に、境界性人格障害の診断基準がある。 


境界性人格障害 


Borderline Personality Disorder 


が人脚係、自己像、感情の不巧をぉよび著しい衝動性の広範な様式で、成人期早期に始 
まり、極々の状況で明らかになる。のうち5つ（またはをれじ[上）で示される。 

(1) 現実に、または想傑の中で巧蜡てられることを避けようとする気違いじみた努力。 

國基準5で取り上げられる自殺斤為または自傷行為は含めないこと。 

(2) 理想化とこき下ろしとの両極端を棍れ動くことじよって特徴づけられる不を定で獻しい 
対人関係撥ぶ。 

(3) 同一性赎審：著名で持統的な不ををな自己傑または自己感。 

(4) 自己を傷つける可能性のある衝動性で、少なくとも2つの領域にわたるらの（例：浪我 
性巧為、物 K 乱所、無謀な逃転、むちゃ瞭い）。 

圃基準5で取り上げられる自殺行為または自傷巧為は含めないこと。 

(5) 自殺の巧•動、をぶり、列し、または自傷け為の繰り返し。 

佩顕著な気分な応性じよる悠憐不安を性（例：碰常は2、3時間待統することはまれな、 
エピソード的に起こる強い不快気分、いらいら、または不•を)。 

(7) 懼性日勺な空虚感。 

做不適切で激しいをり、またはおりの制御の巧雛（例：しばしばかんしゃくを起こす、い 
つもをっている、取っ組み合いの喧雌を繰り返す）。 

(9) 一過性のストレス脚連性の妾な様観をまたは:更要な解離性症が。 

出典： 「DSM- IV巧神疾患のみ類と該断の手引」 

(1996年2巧！5日発行、第I版•第4刷、医学書院） 

筆者追記なわ、 DSM - IV のり本韶訳には若干問趣があることが指摘されている。例えば 
「気違いじみたお力」という表み!は、がけ中【爱学雷としては適切でないと言われている。 


で要求を通をう t したり(自殺行為のをぶ 
り、脅しの繰り返し】するような青少年。 
彼らを治藏するシステムが作られたのであ 

る0 

治薇する：： J 上病気でなくてはならない。 
をこで、 境界型人格障害 t いう「病名」 が 
葬巧されたのだろう。境界型人格障害の定 
義 は、 U 上に述べたヵッコの中の内容に、 
ひどい 寂しがり屋で 吏る こと- U 、 子どらつ 
ぽさをつけ加ぇたもので衣る ことが、 DS 
M — wt いう、ァメリヵの精神医学の診断 
基準を見れば わかる。 

ももろん、彼らの治療システムがきわめ 
て有効であればよいのだが、 t てもうまく 
いつたという話は聞いたことがない。少数 
の若者が一定の矯正効果のわかげで、おと 
なしく親元じ戻つたかもしれないが、をの 
程度なら戸塚ヨットスクールとか軍隙のよ 
うなころの矯正効果に勝つているとら思 
ぇない。熱むなヵゥンセリングで連中がわ 
となしくなる なら、 アメリカからとうの昔 
じ若者のドラッグやバィオレンスの問題は 
なくなつているはずで ある。 

多重人格障害 t いうものも、盼たような 
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経過で発明された病名であるょうじ思えて 
ならない。かかる仰々しい名前など使わず、 
觸離性ヒステリー (*1) t いえばすいはず 
でをる。 

この病態は、精神分析治療蓋のかかる 

ことにを意)の経過のなかで、操作的に引 

き出されたらのだと発言しているアメリカ 

の精神科医もかなりいる。日本に紹介され 

たピリー•ミリボン t いう多重人格障害者 

の話をを意深く読.ビリ—、、リガン 

は精神分裂病で衣ることも記載されている。 

つまり、精神分裂病にして多重人格という 

わけである。これは精神病にして神経症と 

いつていることで、医学的には惠睐がない。 

をれに精神分裂病は、同一の人格水準を常 

に維持するとは限らないので、多重人格的 

な巧象をみえる症がを示すこが珍しくな 
、〇 

をらをも多重人格障害は、精神病ではな 
く神経症の一種(ヒステリ I の一極)として 
定義されているのだから、れつき t した精 
神病であるピリー•ミリボンの話を典型的 
症例- AJ して示すことには、いかがわしさが 
ある t 思えないだろうか。をれ に、 私は解 


離性ヒステリ I の 典裂例は何人も知ってい 
るが、 多重人格障害と いぇる 患者に わ 目に 
かかつたこ-^は一度 もない。どぅら、 ビリ 
— •ミリ ボンの 話らアメリカの 一部の精神 
医療閱儒者たち の、 新しい商品開発《斬し 
い 病気開発)のためのキヤンぺーンではな 
かつたかと疑いたくなるのでを る。 

とら あれ、 境界型人格障害ら多重人格障 
害 も、 人格障害と いう 言葉がついていて、 


かなり似かよつたところがありをうである。 
をの 発生の 理由ら、とらじアメリカ 社をの 
病理に山ホする t されているのだ。 



精神暖療の対象となる人び t は、大きく 
分けて一一種類いる。精神病群 t 神経症群で 
ある。精神病は、精神の機能の明離な破綻 
と定義され る。 神経症は、もとらと有して 
いる性格特性にょって、環境にょって変化 
するストレスを うまく 処理できないが態に 
なり、 苦痛を感じる までになつたこと をい 
う。精神病 t いうが態は、実は医学的じ定 
義を要さないほど先見的な もので、 たいて 


いの人間が気がふれているが態として認知 
できるものである。 

したがって、精神病状態、つまり気のふ 
れた状態は、普遍的かつ客観的な認識 t し 
て あり、 をの輪郭は暧昧ではない。 しかし、 
神経症となる t 、 むしろ 主観的な訴ぇが病 
気の定義じ入っている から、 きわめて輪郭 
は暧昧'である。 どこからどこまでを 病気と 
するかの敞密な基準はないといって ょい。 

日本の精神科 医は、 昔は精神病者を診る 
ことを常としてきたこ t は、 すでじ 述べた。 
今や多数の神経症者が外来じ米るょぅにな 
った。 もっばら神経症を診る こ t の 多い 精 
神科医のなかで言われ始めた のが、 境界壁 
人格障害の存在で ある。 

通常、神経症の患者は礼儀正しく、少し 
依存的なところを除けば、めつたに医者に 
暴言を吐くこ t はない。 精神病の患者だっ 
て、 具合の悪いときは t ら かくら、 平生は 
医者にがして礼儀正しく ふるまぅ のが普通 
でを る。 

しかし、なか じ精神病の悪化した状態で 
もな く、 もちろん幻覚ら妄想らない のに、 

診簾の態度が 悪く、 薬 も 劾く様子が なく、 
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をのく せ世話をしてやらな いと 死んでやる 
などと言つてみ たり、 暴れたりする患者の 
報告が出始めて いる。 

たいていは、治療の始めの頃は神妙にし 
ている が、 何回目かの面おあたりから豹変 
して、要求を通をぅとす る。 しかも、その 
やり方が常識的でない t いぅわけで ある。 

ある十九歳の大学生が大学の授業に 出ず、 
家で ゴロゴロしていた。ときどき気に入ら 

なくなる と、家具な どを 壊すまで暴れる。 
本人が、 ある 病院の外ホにカゥンセリング 
を求めて両親に連れられて米た。睡眠は取 
れているし、被害的な幻党や妄想 もない。 
表情は暗い が、 妙に身だしなみはスッ キリ 
している。をこで彼を診察した医師は、を 
易に若い女性のむ理カゥンセラーををの患 
者に つけた。 彼の生育歴のなかに、高校時 
化、 ーホ的じ好きになつた女生徒じつきま 
とい、 断られるとひどい嫌がらせをして一 
度退学になつた ことが をつたが、をの医師 
は無視した。大学生は、カウンセラーから 
何回か長時間の下寧な面接を 受けた。 彼は 
をの t き、これだけ T 寧に話を間いてくれ 
るのだから、このカウンセラ I は自分の こ 


とを 好きなのだ t 思つ たにち がいない (こ 
ういうのを陽性転移 t 精神分析ではいうら 

いい)。 

ある日突然、カウンセラ I に言つ た。 
「病院で話するばかりでなく、外の喫を店 
で一度話したい」 

こういった要求はきちんと断るのが医髓 
者としての正しい財応だが、まだ慣れてい 
ない女性カウンセラーは相手に応じてしま 

った。 

彼は喫茶店で、つき合ってほしいと要求 
した。 もちろんをれは拒否されたのだが、 
彼はをの後何度も、電話でも外ホにホても 
要求した。住所や電話番号も知りた がり、 
拒絶されると、病院の外来でタバコ盆をひ 
っくり返し暴れるょうじなった(これを精 
神分析では斤動化というらし い)。 

ついには、カウン セラー を病院の玄間で 
待ち伏せ、家路につこう t する 彼女を尾斤 
しょうと らした(これを精神分析ではなん 
というのだろう？)。ただ、彼は少々物を壊 
したが、明白な触法行為をしていないし、 
まだ未成年で ある。 

何よりも、 彼は精神科に通つ ている 通院 


患者で をる。 病院のほうで「病気」だと言 

つてしまつているのだ。よほどのことがな 
ければ、瞥察だって動きはしないのである。 
もちろん、彼はをういうこ t を読んで巧動 
できる頭脳の持ち主だった。なかなか離し 
い大学に、ちやん t 入っているのだ。結局、 
カウンセラ—の住まいがわからなかったた 
めに、どうしても捜すよう両親に迫った。 
両親はむろん従ぇるわけはないが、彼は暴 
れ まわり、 家具をあらかた壊してしまった。 

こんなわけで、この病院の医師は、彼を 
他の精神病院に入院させてくれるよう依頼 
した。 紹介状には、「境界型人格障害で入院 
を要する」と書いてあった。 

本来なら、医師は大学生を病気と診断し 
たのだから、自分が入院治療も請け負うベ 
きなのだが、「うちは外ホしかないから頼 
い」 t いう わけで ある。 



受け取るほぅの病院の医師には、治療の 
失敗の尻がいをしてくれと言つているよぅ 
にしか思えない。かとい つて、 入院の対象 
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ではない t 思いつつも、 i 刖の主治医の意見 
も 無視で きない。 強制的入院の対象で ある 
こ t が常に成立するのは、急性の精神病が 
態に あるとき、つまり、 誰が見たつて気が 
ふれている t しか言いようのないが態のと 

きで ある。 神経症の飽囲では、強制的入院 
は原則的にできない。 

頼まれたほうの医師は、しかたなく仮入 
院(*直^いうこ - U で I 週間の入院措置を 
とった。をして一週間後、強制的入院を継 
続できるような精神病的所見を欠く t いう 
理由で、退院させた。 

両親は、なぜ入院による治觀をしてもら 
ぇないのかと食い下がったが、医師は「強 
制的入院は、ただ、彼の反発をおくだけだ 
ろう」と言った。では、本人が望んだら入 
院させるかと、なわも両親は食い下がった。 

医師は、「周幽を自分の思いどわりにしな 
いと気のすまないという人格上の問題があ 
る。 であれば、自分から入院し てら、 病院 
の規律に従わせようとすれば、すぐ自分か 
ら退院すると言うだろう。 また、 人格上の 
問題け、をの人間の人となりであるから、 
病気ではない。病気ではないので治せない」 


と回答した。 

一般的に、精神病状態になければ黃任能 
力があるとするのが刑法の規をである。を 
の大学生が何かしでかせば、刑法の規定で 
栽かれるのが筋である。実際、をの大学生 
は、自分がまだホ成年だというので、陪微 
な触法斤為はあらかた許されることを計算 
していたょうであつた。ただし、彼の我が 
ままを引き出し、強化したのは、彼の我が 
ままを彼の贵任ではなく病気のせいとした 
t ころにあつたので衣る。病気だから我が 
ままは彼の责巧ではない。彼はのびのびと 
我がままになれる。彼はいつまでら病気で 
ありつづけるだろう。 

両親は言う。いつたい、どうしたらいい 
のだ。この子は家に速れて帰れば、また些 
細なことで暴れるだろう、 -0 途方にくれた。 

精神科医は兩親に答ぇた。 

「今、私は、彼に君は病気ではないと言い 
ました。君はこれから斤うすべてのこ t に 
寅巧を問われることになる。あと少しで十 
九歳が終わるからと、言.つてやりました。 
私の予想では、彼は二十歳になつたら、わ 
となしくなつていくはずです。をの可能性 


はあると思います」 

「でも、らし暴れたら？」 

「彼に何がフユアな巧為で、何がフ卫アで 
ない行為か教ぇてやる必要があります。を 
れには、彼をご両親が苦発するこ t も含ま 
れます。理不巧なこ-をしたら罰せられる 
というこの化の現実原刖に従わせるこ t は、 
彼じとつて惡いことではありません。アメ 
リカ人の親ならをうすると潭われます」 



精神病をきちん t 治療せず、神経症とい 
う曖昧な概今心の病気ばかりを相手に仕事を 
している医師は、しばしば、境界型人格障 
害という診断を巧いたがる。彼らの外ホに、 
つき合いやすい神経症の患者にまぎれ込ん 
でやつてくるからだ。たいてい、彼らは最 
初わとなしくしていろいろ備みだけを訴え 
るから、医師む相手をしてカウンセリング 
料を得ることができる。しかし、間らなく、 
医師の言うとわりには動かなくなり、手に 
負えなくなつていく。 

彼らは、をれなりにプロなのだから、最 
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初から予想はつきをうならのだが、神経症 
の治療技術のなかにあるフロィト流了解む 
理学が災いして、診損じを起こしやすい t 
思ぇるのだ。 

精神分析学の体系は、人間のむは必ず一 
定の病理せがある t する。をの病理性には 
軽い人から重い人までの程度差があるが、 
原則的に著しい質的な差はない t されてい 
る。をして、をの病理的な心理過程を了解 
可能ならのとして示すことを目的-〇してい 
る。をうすれば治療可能になる、という仮 
説である。 

病理は程度差の問題で、誰にら少しは変 
なところがある-〇する姿勢は、どこからど 
こまでを病気とするか、をの基準が暧昧と 
ならざるを得ない宿命にある。普通の人が 
病気なら、誰だって病気 t いうふうに病理 
の概念は広がる。だから、なんのお抗^な 
く、普通の人でも診療する。 

はた迷惑で、ひどく我がままなだけの人 
間ら、やはりをの心理を了解しようと努め、 
幼年期の両親の育て方が悪いせいだなど t 
いつたところにをち着けば、もう充分病気 
としてしまう(了解できない心理があるか 


ら病いうのであつて、了解できてしま 
つたららはや病気ではないのだと、私は思 
うのだが)。 

こんなわけで、神経症をらつばら治療す 
る医師たちは、たんなる巧がままと神経症 

の区別を充分つけられない傾向に陶りや 
すぃ。 

結局、治療できをうもないのじ(人格上 
の問題は治療できない)、治療を始めてしま 
うものだから、今さら病理性はない t 言い 
はれない。手に負えなくなつたとき、すこ 
ぶる都合の.技い命名をアメリカ医学が用意 
していたことに気づく。神経症でもなく、 
さりとて精神病でもない。をの境界にある 
らしいから、境界型人格障害というこ t に 
なる。ただし、アメリカのかかる診断名が 
経済原則に基づいて化現している面がある 
ことは、日本ではあまり気づかれていない。 

この世に半端な人というしかない人びと 
がいることは確かである。たとえば、精神 
病院には、よく觉醒剤精神病じかかったヤ 
クザ崩れの五十歳前後の男が入院してくる。 
からだにイレダミが入つている興ら少なく 
ない。しかし、いずれも、完成されていな 


いのである。青い墨で輪郭は描かれている 
が、朱が入つていないこ t が多い《こうい 

う男たちを筋者 t いう)。未完成の半端なィ 
レズミは、彼らがヤクザの構成員としても 
定着できなかつたこ-〇を示している。結局、 
住所不定で、うろうろ t 飯場などを渡り歩 
くことがほ t んどである。兄弟は七、八人 
いてら誰も彼を肋けたがらない。すでに十 
代の初めの頃から家を出るか、追い出され 
るかしている。彼らと話してみると、ひど 
く寂しがり屋であるこ t が多いのだ。 

彼らのょうな人び-^は、良好な家庭が用 
意されることでをの出現を防げることがで 
きるのだろうか。をうだと簡単には言い切 
れないだろう。他の兄弟たちだって同じ境 
遇にいたのだ。をして、兄弟たちは言う。 
「こいつだけがヤクザになつた。他は皆まと 
もにやつてるのに」。 

今や貧乏人の子だくさんはなくなった。 
誰もが一人息モー人娘である。親にはか 
なり薄情者らいるし、勝手な考えをモど 
もに押しつける者-^^いるが、四半世紀前の 
日本の子どらたちより恵まれていることは 
雕かである。をれでも、やはり、人-^うま 
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く 協調できず' こらえ性が なく、 気に入ら 
ないと 情動的に不を定 じなり、をのくせ、 
人からひたすら愛されたいと願ぅ寂しがり 
屋は出現す る。 

彼らは昔のよぅに家から叩き化されるこ 
とがないので、ずつと家の中にいる。をし 
て、 相当な年齢になつても仕事もせず、家 
の中に居つづけるはずで ある。 彼らのすべ 
てが暴れるわけではない。ただ、親が何も 
しない息子をたくましい人間に変身させよ 
う- AJ 、 ノルマを課したり、巧みに合わない 
作業を強いたときに暴れだすので ある。 を 
して、 病院にやつて くるの だ。 



どうやら、 日本が アメリカ 社会に似てき 
たから、こういつた人び t が多く出現して 
きたというのは間違いである。こういつた 
人び t は昔から、たくさんいた t 思えるの 
である。ただ、いつの時代か定かではない 
が、 彼らのような人格特性を持った人間た 
ちがなんらかの役割を果たしたときはあつ 
たはずでをる。 


しかし、この百年か二百年、小綺麗さ t 
目の前の合理性のみを美徳とする近代市民 
社会では、彼らの居場所はなくなってきた。 
はたして精神医学は、彼らのょうな半端な 
人び t を今日の市民社会に適応できるょう 
にさせ得るであろうか。 

熱心な人間が相当の努力をすれば、ある 
程度の矯正は見込まれるかもしれないが、 
精神医学は、をらをら近化巿民社会を支え 
る目的で発達したものである。結局は彼ら 
を、巧儀をくして、地道な努力を重ねる方 
向へ導こうとする。 一 ^か 一 一、 をのこ-自本 
が彼らを棘外するはずであるから、努力は 

かえつてマィナスに働くこ t も少なくない。 

精神医学は基本に戻って、本当の精神病 
者を良く治癒することに尊念すべきである。 

精神病の治薇とは、まず患者について医 
師が関与できることは何であるかを見極め 
る作業からスタートする。をれは神経症の 
治療じわいても同様であるが、精神病の治 
療の成否はほとんどをの見極めにかかって 
いるから、治療者は精神病の場合、を力を 
投入する。をうしてわく t 、 後の治療は 

ずつ とスムースにいく のだ。 


やはり、 精神科医は精神病の患者 t しっ 
かりつき合うべきでを る。 をの訓練があっ 
て初めて、さまざまな精神科受診者たちに 
自分の力じ見合ったサービスを行えるはず 
なのだ。 をう していれば、むろん人格陋害 
と言われるような人びとに対してら、安易 
な治薇を斤わない(これもサービスである) 
という勘も養えるはずなのである。 

(ま) 

*1 解おけヒステリ—困雛な場面や粋 
殊な状化じ遭遇す ると、 をれまでと異なる人 
巧じ変容す る。 しかし、あとで元の人格に戻 
つたとき、変容していた間のことを觉えてい 
なぃ。 

*2 仮入院精神保健福祉法第一こ十四を 
にある。一週間1^巧に限り、家族などの同意 
で強制的に入院させて、病気かをかの診断を 
巧え る。 
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小倉十五人測傷事件と精神鑑定報道 

通基たちり「完全なる世界」 

なぜ走りだしたのか？ 

紙-重のところで自らを r 現実」につないでいる人びとに、彼らは何を語りかけたのか？ 

朝倉喬司 

(犯罪評論家】 


何年ぶりかで小倉駅じ降りたって、駅前 はすつかり消されてしまっていた 


を見 わたしながら、 

「わい、これ小倉かよ」 

と、となりに 知り合いでもいれば話しか 


失してしまつていた。 

歩道橋は、真向かぃの デ。 ハ I 卜 、「をごぅ」 
に當結して わり、 をの下の 口 I タリ— じは 
をれも兒 えない。わいわい、 どうしてく 客待ものタクシ I がざつと数十 台、 ひしめ 


「祇閣大鼓の銅像がたしか舉刖じあったは 
ずだが……」 


けたくなつた。一瞬、降りる駅を間違えた れるんだ。私は半ば意地になって銅像を探 


ようじ 谐 まつている。 光景は をのまま、 


のではないのかと思った 


しにかか つた。すると、 歩道瞭の陰のと こ この 街の経済の停滞を象徴して いるよう 


建て込んだビル、やたら幅の広い歩道橋、 ろじ、 まさしく片隅にはきよせられた格好 見えた。あとで運転手の一人に聞く と、 状 


さらには工事中のモノレ！ルの橋架。家並 



銅像はあるじはあつた。鉢巻きにハツ がはほぼをのと わり。 タクシ I は、 街で客 


の向こぅじ特徴のある形をした出がいくつ ピ姿の子ども二一人が大鼓を叩いている銅像 を拾ぇないのをボヤきながら、仕方なく駅 
か見ぇたはずの見通しはすっかりふさがれ、が。けなげに：^前どわり。あるにはをって 前じ群れをなしているのだった。 

小倉名代の、あの無法松の晌間声の幻聴が も、をれを四周から眺めるべき巧座が、し 
耳じたしかに嚮いた、私の記憶の中の小倉 たがって、モニュメントとしての意味が消 
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ル倉十五人刺傷事件！ 


今年の七ち 六日、 棚まった タ クシーのボ 
ンネットの上をぽんぽん飛び移りながら、 
ロータリ I を 「をごう」 の方へ駆け抜けよ 
うとした 男が いる。 

「をいつは滯足だつたよ。をりゃびつくり 
したよ。改化口の t こ何気なく見 t つたら、 
キヤーッ t かヮーッとか大声あげて人波が 
押し化してきたらん な。 何事の起きた扛、 
あれあれ？と思うとつたら、若い興がまり 
化してきよつた」 

男は手にナィフを持つていた。 

「をれが、ポーンとわしらの車のボンネッ 
卜に飛びのった。を、六台くらいかな、飛 
びがって、ほれ、をこの串道へ出たわけよ。 
あとでボンネットを見たら血が点々とつい 
t つたね。うん、ナィフやからだから落ち 
た血だな。で、車道へ降りたとこで、をい 
つ、 ナイフをシヤツの下に隙しよった。わ 
しは、 こりや覚醒剤でボケと ると 思つ て、 
危ないぞ、ナイフ隱しよつたざ-^大声あげ 
よう- U したけ ど、 声も化んかった- 


駅で拾った タクシー 運隨手の目繫談 。「を 

ごラ」の前はバス俾になつてわり、バス待 
ちの巧列ができていた。サイレンを鳴らし 
たパトカーが、男の前方じ急角度でまわり 
こみながら、斤列に向かっ て、 

「早く逃げて！々。 危ない、危ない！。 t わ 
らび(叫び)よった。バス停の人は、まだ 
何のことかようわからんで、きよとんとし 
とる。 巧はをっちの方へ歩いて いく。 よう 
やく瞥官が五、六 人、 バラバラッ t 巧に追 
いついたんだが、とっさに手ら出せん。巧 
がナイフ構えてジリッと前へ逃，と、醫官 
41ホ後へ下がる。にらみあいみたいにな 
つとるうちに醫宫の数 も 増えて きて、 長い 
酱棒持った一人が、をれで男の足を。ハ I ン 
て 叩きよつた。をしたら男はをの場に ぐら 
っとがれかけて、醫官がらうバンバン、棒 
でメッタ巧ちだよ。猪だか熊だか、巧りで 
ケモノ補まえよるみたいやつた」 

をうやって男は逮捕された。六日の正午 
過ぎのこと。飛びかかって押さえつけた醫 
官がナイフをらぎとろうとしたが、 
「よほどしつかり孽じくいこんだご t なつ 
とつたんでろね……」 


ナィフはなかなか男の手から離れなかつ 
たのだといぅ。 

逮捕された男は A • K 。 無職の 二十 一龐。 
小倉駅前へ現れるまでに、自分の父親から 
始まって、他十四人の、巧きずりの通け人 
を登山用ナイフで刺していた。 

ナイフを、をんな具合に使った U 上、容 
疑は単なる儒害では なく、 殺人未遂 t いう 
ことになる。 


完全な化巧が実巧されつつある 


A - K は小倉化署へ連行され、被疑事実 
の告知の あと、 ホ護±の選任をどぅするか 
尋ねられた。 型どわりの手続きで ある。を 
れじ対する A • K の返事は、 
r 弁護±?弁護 ±と いうのは、神ですか」 

というら のだつ た。 


刑事は思わず顔を見合わせた。 

「神つてわ山刖……」 

結局、当番弁護±が接見した。 

弁護±の围刖じ座るなり、 A - K は深々 
と頭を下げた。顔をあげ、真つすぐな視線 
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を、 「神」だと思つ ていたのかどう か、 t に 
かく弁護±の方へ向けた。 

「斬間記者からあ t で"目はうつろだった 
か"とか間かれましたけど、うつろどころ 
じやなかつたです よ。 しつかりとこつちを 
見まして ね、 口調む、考え考え、真面目を 
のものでした」 

t 、 弁護± は 言 ラ。をして、 口をついて 
出る言葉は t いうと、 

「ぃよいよ、 {元鹽です。完全な世界が実現 
されつつあるんで す。 をうです。世巧を完 
璧なものじするにはです ね、 邪魔はとり除 
かなければいけないんです」 

A - K の 口調は、 教師の質問じ自信たっ 
ぷ りに 答えるを徒のようだった。自分がし 
でかした事態に ついては、 ただ光景として 
記憶して いた。 

「いろんな人が倒れたり、逃げまわったり 
していたのは見ました。ええ」 

「大変なことだつたよねえ」 


ええ、 大変でした」 


しかし、をれを自分がやつた -0 いぅ自覚 
はなかつた。少なくとも、言葉の上にをれ 
はをく現れなかった。人が倒れたり、逃げ 






るのを何が、どこで見たのかといぅ話にな 
ると、 

「たしかに見たんですけど、何時つていう 


と、しばらく考えに沈む様子の衣 t 、 

「何か、.自分の中の他人が見てたみたいで 

. 何か、よくわからないんです」 

t 、 こんな調子だった。何度念を押して 
も、返ってくる答えは同じ。 

「完全な世巧」云々の言葉は、出$への 
彼の儒わりについてのやりとりのなかでで 
はなく、話を変えた、いわば雑談のなかで 
発せられたらのだった。をれを A.K は、 
世間話に花でら咲かせるよぅに話した。 

「雑談になる t 、 彼が信仰していた『エホ 
、パの証人』の教義だか何だか、をれを一生 
懸命述べたてるわけですよ。私にはどぅら 
内容はチンプンカンプンでしたが、本人は 
滔々と、やつてましたね」 

適 S なところで切りあげて、弁護±が席 
を立つと、 A-K はまた深々 t わ辞儀をし 
た。措見室のドアに手をかけて、ふと後ろ 
を見ると、、まだ頭を下げたままだつた。 


取調嘗のぼやき 


お調べは難航した。 というより、 ほとん 
ど取調べにならなかった。 

当初は、签刖と住所を閒かれても、 

「わかゥません」 

と、繰り返すばかりだった。 t ぼけてい 
る様子は なく、 じつと考えて、やつと結論 
が出たように言うので ある。 

「神のわ告げがあったんです」 

とポツリともらすのご、 

「をれであんなことをやったのか。やれと 
いうわ告げだったのか？」 
t 、 突っ込ん でら、 黙って取調官の 目を 
見るばかり。事件の当事者であることを自 
覚 させようと、 

「ここは瞥察だ、わかるな？をして君は 
今瞥察にこうしている。何で瞥察にいるの 

かわかるかク」 

と閒いても、答えはやはり、 
「わかりません」 

をのくせ、宗教の話になると一転饒舌に 
なつて、神や化巧の終わりなどについての 


ク御高説 A を刑事は關かされるばかり。凶器 
になったナィフの入手先ひとつ觸巧できな 
いまま目は過ぎていった 。 A • K の知覚は、 
316教」の言葉：5外はをく受けつけなくなっ 
ているとしか考えられなかつた。 

「向こう側へ片足突っ込んどる者だったら、 
力ずくでもこっちへ引き戻してみせるけど 
な。 A みたいに両おだと、わしらにはもう 
手のほどこしょうもないわ」 

刑事の一入は、すっかりやる気をなくし 
た様子で斬聞記者に言った。事件から約二 
週間後のセ巧十九日 、 A • K は精神鑑まに 
まわされ、身がを同年小倉南区の城巧医療 
刑務所に移された。 


「あなたは虚無ですか」 


事が当日の午前中 、 A • K は小倉駅近く 
の、ある人村派遣会社のォフィスで就職の 
面枝を受けた。面搔には、をの会社からの 
派遺で電気部品工場じ勤めている彼の父親 
がつきをつていた。この父親は、も t は証 
券をおの社員だった が、 リストラで退職。 
再就職先をひとつしくじった後、人が派遣 
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化九州市ル倉化区の J 民 
ル倉觀などで六日正午ご 
平和马一ぅ列報の露客らが登山 

ナイフで刺された事件で、 
福岡県發ル倉が著は福岡県 

覆漫轉 


& 


会社に登録して現在の職を得ていた。をの 
勤め先に I 人欠員ができ T 息子を後笠に」 

と、 面措に連れてきたのだった。 

父親とソファーに並んで 座り、 人事扭当 
者 t 顔合わせめいた面談をやっている間は、 
A - K に何の異常もなかっ た。 この t きは 
もっぱら父親がしやべり、 A - K は黙って 
をれを聞いていた。ずいぶん熱むな父親の 
口調だったが、どこか息子に気を遣ってい 
る赚子らぅかがぇた。 

「をれじ や、 これから適性試験を受けても 
らいますから」 

と、'担当者が A • K を 促し、 父親と離れ 
て別室へ。目の前に試験用紙が置かれたと 
きから、 彼の素振りがわかしくなった。用 
紙を ひきょせ、 視線をあわただしく字面の 
をちこちに 走らせた が、 彼が決して文字を 
読んでいるのではないこ t が、 担当者じは 

一目でわかった。 

「何でこんなことしなきやいけなんです 


突然、顔をあげて A - K が言った。祖当 
者はあつけ にとられたが、 気を t りなおし、 
舍社の仕事の内容 t からめた試験の趣旨じ 
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ついて説明を始めた。聞かれなくても、ひ 
と t おりは言わう t していたこ t だつた。 
しかし A - K に聞く様子はなく、名前を書 
く欄を指差しながら、 

「何で名前を書かなきやいけないんです 

かマ」 

と、 キォクターブほどは上がった声で言 
いつのつ た。 事態がのみこめない まま、 
「試験で名前書くのは当然のことでしょ 
ぅ」 

と、担当者が言う t 、 

「ぼくの备刖は" I 々、父の名前は•太い A 

です」 

t 、 意味不明のこを口走り、あとは「{示 
教」。早口で、さらに意味のとれない言葉を 
並べはじめた。をとで見当をつける と、" 一々 
^ " 太い。も、二人の名前のなかの】字を 
指したらのらしかつた。 

「ちよつと待てよ、君」 

「いいえ、待ちません……」 

会話が言い争いめいてきて、社員が何人 
か部屋にかけつけてきた。立って、扭当者 
にくいさがろラとする A • K を、とじかく 
席につかせようとすると、をれを振り化い、 


「あなたは虚無ですか」 

と、じつ t 、 まばたきもせずに目を見て 
言ぅ。父親が顧を化し、をんな A • K をし 
きりになだめ、 

「申し訳ありません。ちょつ t 外へ化て頭 
冷やさせまずから。わい K 、 斤こう」 

と、息子 t 二人、部屋を化た 。 A . には 
この t き、父親には全く反抗的な素振りは 
見せず、素直にをの言葉に従つたのだ t い 


ち怨のエネルギー 


A • K が試験を受けた人が派遣を社は駅 
の北側の、八階建ての大きなオフィスビル 
の中にある。をこから父子二人は駅の反対 
側の、港ぶくの岸壁まで歩いていった。距 
離にして約ーキロ。私は今回、この道筋を 
歩いてみて、父親はずいぶん長い こと、 息 
子を歩かせたものだと思った。 

二人は 、 A • K が小学生のころから別居 
している 。 A • K の母親が、早くから「ェ 
ホ、、 ハの証人」の信者で、わをらくをれら一 
因をなしたのだろう、両親は離觸 。 A • K 


は母親と二人、福岡県築城町の家を出て、 
山口県下闕巿に住んだ。 

A - K は最初は母親の影響で、やがて巧 
親：^上に熱心な「エホバの証人」の信奉者 
になった。中学から職業訓練学校を経て木 
エ会社に就職した が、 職場でも「宗教」を 
^き化しにずる彼は孤立した。同槪と話は 
欄みあわず、休み時間じは工場の外をダル 
ダル歩きまわるなど、巽様な斤動が间立つ 
ようじなった。職場だけでは なく、 信者の 
間でら、彼らにすれば独りよがりの「教理」 
を振りかざして論争したがる A-K は、 煙 
たがられた。 

をして退職。をんな息子に巧親の方が参 
ってしまい、ノィロ I ゼで入院。去年の幕 
れごろから両親は「子どむのために」ヨリ 
を戻す形になり、 A • K は父親が引きとつ 
た。父親は、 r 息子は自分が立ち直らせる」 
と親類に言い、医者に相談することもなか 
った。父親にすれば、別々に暮らす状態を 
つくつたこ t への後ろめたさや、ブランク 
を埋めて息子となん t ヵコミュニケ^~卜 — W 
ようという焦りがあったのだろう。就職の 
件にしてら、急じ自分で話を決めて A-K 
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を会社へ連れてきたものだった。会社から 
岸壁までの、二人が歩いた距離の長さは、 
をんな父親の、とまどいや焦りを表してい 
るょぅに 見えた。 

歩きながら、二人が何を話したのかはは 
っきりしない。倉庫や H 場の並ぶ、人気の 
少ない、海の見える場所までやってきて、 
A • K は「ゥー、ゥー」と略り声を出しは 
じめ、突然走り出した。父親はなすすベも 
なく立ちつくし、 五、 六分ほどあ t じ戻つ 
てきた A-K は、 登山ナィフを振りかざし 
て父親の臟腹を刺した。をして彼の走行は 
とまらなくなっ む。 岸壁近くの運送会社の 
事務所へ駆け込んで、事務員の女性の背中 
を刺し、次に逸路をまって、途中の電話ボ 
ックスで電話中の男性一人、信号待ちの女 
性二人を、こちらは植え込みに突き倒しな 
がらナィフを一閃、二閃。この場所から小 
倉駅の建物は目と蟲の先に見える 。 A • K 
は、 駅に何らかの暗示を読み t ったらのら 
しく、一直線に構内へ。をホ線が発着する 
五、六番線ホームへ、階段を駆け上り、ホ 
I ムから停車中の電車の中にまで入り込ん 
で、 手当たり次第に刺しまくつた。 
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駅構内は悲鳴禍卷くパニックの空間と化 
した。 ここで鉄道醫察隊の警官一人を含 .^3 
十人が血祭りにあげられ、駅を反対側へ走 
り抜けたところで、 A " K は取り押さえら 
れたので をる。 

当人にしか、あるいは望人にらわからな 
い理由にょる動機の暴発が あって、 唐突に 
街路を走り出し、通行人を無差別じ次々と 
殺傷ずる犯罪の一類型が あり、 一般じ「通 
り魔事件」と称される。この類型には、何 
らかの妄想がつきまとい、妄想のエ、みルギ 
—が犯人を"まらせ"たとしか考えられな 
いケースが多い。 をして、 まるのはこの場 

合、 今の場所(境遇) からとにかく 脱出し 
たいとい う、 犯人の臘烈な惠思表示 t 見て 
よかろう。 


川侯軍司と「電波」 


数吏る通り魔事件の代表 t 見なされるの 
が、 一九八一年六ち十六 日、 奉 巧 •深川で 
起きた、寿司職人•川候軍司(当が巧歳)の 
通斤人連綿殺傷で ある。 一歳と三歳の幼児 
を含む四人を死なせ、二人に大ケボを負わ 


せて、川侯は近くの中華辑理店にたてこも 
った末、逮補された。この事がにら、やは 
り「妄想」は強く介をしていて、川侯は初 
八ム判で、自分の犯罪の動機について自ら記 
した、次のような書状を読みあげてい る。 
「私が事件を引き起したのは、 t てら世間 
一般の常識では考えることのできない非人 
間的な、人問に対して絶対にわこなうべき 
ではない、ふつうの人たちであったら一週 
間らもたないうもに神経衰弱になるだろう、 
む理的電波•テ I プによる男と女のキチボ 
ィのような声じ、何年ものあいだ計画的に 
每： ZU 邱晚、を巧の区別なく、一瞬のかみも 
なく、この化のらのとは思えない化絶な大 
声でいじめられ続けたことが、原因なので 
あります」 

このありさまは、正備にいうと妄想では 
なくて巧觉である。しかし幻觉は妄想と入 
り組みあうのが常で、検察側の依頼で川候 
を精神鑑定した精神医学者•福島章は、彼 
の幻觉は「幻聴を主 t し、異常身体感觉を 
とらなつて」わり「妄想は体系化した被害 
妄想、関係妄想をまとし、これは犯行の動 
機の形成に、重要な役割をらつている」と、 


鑑定曹で述べて いる。 

異常身体感覚とぃうのは、川供が法廷証 
言で述べて いる 「電波」の身体への作 巧、 
r 頭、 をれから耳から くるやつ、 顔の表面か 
ら 流れて くるやつなどありますけれどら、 
頭 おを体を 引きは、 がすょうに流れて くる こ 
とら ありまず」いつた" 自覚症状 A を指 
している。 をう した 電波が「計画的じ」送 
られ 続けて いると 考ぇるのがすな わち 妄想 
で、大元の発信源は「法務省かどこかの高 
級役人」(法延証言) t 、 川候は信じ統 けて 
きた。 

をの 役人 孟^ 幕と いう言い方ら、 川侯は 
別の t ころでしている)が、 自分が拉 々と 
した寿司屋の経営者に 指図して、 陰口など 
で居づ らくさせ た。また、 「計画的に」解 履 
させた。 自分は「伽く職場が あれば、 がん 
ばれる と思った」 のに、をれ を こんな 形で 
妨害され、将来に絶望したのが化巧の動機 
だ t 、 川侯は述べた。 

彼は人質をとつて立てこらつたと き、 「役 
人の家族」と「寿司店の夫婦」ら「全員」 

をここへ連れて こい、という メッ七 I ジを 
醫察に渡して わり、 「黑幕」の暴露と、彼ら 
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じょる迫害への復變がま要な動®だったと 
見られるのだが、書状じわいて川候はをれ 
を後ろへ退け、「絶望」を前面に押し出して 

ぃる。 

r 殺された町人も幸せだろう」 

川 おはをの年の四巧 末、 府中刑務所を お 
所して化巧までの一力巧半ばかりの朗間に、 
何-^八軒もの寿司店(うち一軒は大衆割烹 
店)を転々としてい る。 長いところで約二 
週間、あとは二日と か一二 日で わ払い 箱。 い 
ずれも言葉や素振りの粗暴さが主たる原因 
だった。逮捕畔 、川 侯の尿からは觉醒剤の 
反応が出た(本人は使用を否認)。 

十数年前のこの事件と小倉のケースを比 
ベて みると、 形態は とてら よく 似て いるが、 
ひとつ 著しい相違点が ある。 「事件」は自分 
が 引き起こし たらのだという自覚が、前者 
にはあつて、後者には ない(か、 きわめて 

稀薄)。 

人がむを病むについて、当然をこに生じ 
る病状の差異といつてしまえばをれまでの 
こと だが、この「相違」 は、 八この 


方、 人の社を的な存在様態に広く生じた断 
層の露頭であるょう に、 私じは見える。 

川候は逮補直後の取調べで、 

「死んだ人間は、これも運命だ。おれはサ 
ムラィだから、殺された町人も幸せだろう」 

などと 口走つ ている。 虚勢を張らない t 
もたない t ころまで、彼の自我は追いつめ 
られ 、化 巧は、「虚勢」の爆発でもあった。 

対して、小倉のニトー歳の逮補後の態度 
は前述のと わり。 自分が引き起こした事態 
を、 自分は、ぼんやり眺めて いる。 をんな 
自分の名1刖 すら、-^ つさには、 

「わからない」 

状態。 

川侯の狂気は、彼の不器用きゎまる人生 
遍歴、同じ。ハターンにょる失敗の反復から 
直接生じて いる。 つまりは、をの具体性に 
いやというほど媒介され ている。 職場さえ 
みえられれば、「がんばって働こうとした」 
という彼の言葉は、わをらくゥソではなく、 
現にある寿司店では、解雇されをうになっ 
て、 「悪いところがあつたら言つてくださ 
い、 一生懸命直しますから」と、頭を下げ 
たりしている。 彼が犯行に使った柳刃包下 



は、出 所直後、板前としてやつていくみ意 
を固めるために買つたものだつたのである- 
小倉の青年の場合、就職のトバロのとこ 
ろで精神に変調を きたし、 凶器のナイフを 


裸の自分 W 次元が違う 


一方は、 むき化しじされた 「自分」と 現 

実とのきしみあいで あり、 他方は、現じこ 
、 \ 

こじいる自分と、をこから分離せしめられ 


少なくとら、川侯の ょぅな、 化 巧と 強く 「次元の速ぅ」場所じ保存された「自分」 と 
いったいどこで手に入れた のか、 どのよう からみあった、やみくもな自己主張は化じ のズレにがする不陕感 の、 現実へのお鼓で 


なモチ—フでをれを巧持していたのかも不 はない 


ある。をこで 分雛を励起した のは、いうま 


明のままで ある。 面接じ現れた とき、 青年 


過程じわいて「自分」 は、 むき化しじなでもな く 「神」であり、神は々離された r 


はウェストポ I チを身じつけていた t いい、 るどころか消失しかかつている、といぅょぅひとつの自分」「ホントの自分」への幻想 
あるいはをの中に隠し持つていたとも考ぇり、私の印象から すると、 どこかに手つか に、 ただひたすら強度をらたらす力の源泉 
られるのだが、彼のナィフは、この現実のずのまま「保存」されて いる。 わを らくは、 でむ ある。 強度は幻想を確信に転化 させ、 
どこからでもなく、いつを虚空から取り出宗教の言葉がもたらす自足の領域が、をの この權信のバリア—の内蝴に「自分」は自 


されたみたいで ある 


保な場所で ある。 たとえば 彼は、 木工工場化のに保な される。 


父親を刺してまり出す t き、彼はをのナで働いていた当時、仕事上の手遗いを化患 


小倉の事件で、な気の発動のがをなした 


イフで自分のズボンを膝のあたりで切り落されたり する t 、 はかばかしい返事 もせず、 のは化ならぬこの確信だった が、 川候の易 


として、 半ズボンが にしている。をして 上 ときに自分は、 


八口には碰信の位置に「感情」が あった。川 


着や靴を脱ぎ捨て、やわら小倉市街の中心 
部を目指して いる。 


r 次元が違ぅ《ところにいる？)んだから」侯は、電波がからだにやってくる状態を、 
と、相手にしない素振りを見せた。川侯「ひつつく」と随所で言い表している。 


川おは、自分が惡意によって包四されてが、磯場で「恶いところがあつたら直しま 


「ひっつきの巧を は、 耳から電波をわくつ 


いると感じ、 を こに「自分」、が43き化し じ すから」 と、 頭を下け(しかし信用しても て イライラ させた ゥ、メソメソ させたり、 
なつた状態を どうす ることもで きず、 つい らえなかった)たのとはぶながの態唆。巧 不{女にさせたり」(供述調書) 


には妄想領域じ突入したのだが、をのあた 方とも、現実というものに強い違和感を抱 
り、小倉の青年の場合はどうだったのだろ いていたことに変わりはないのだろう が、 
うか。 違和のよってきたる所似が金く異なってい 

ることがこれでわかる。 


「ほんらいの自分」といぅ自己 ィメー ジが 
化にも ある。 本当は、 ィラィラしたり、メ 
ソメソしたり、 不ぞになつ たりする 「自分」 
ではないのにといぅ化の思いが、をこで電 
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波に託して述べられ ている。 彼に「ひつつ 
いている」 のは感情で 志る。 本当の「自分」 
に確信を もとぅとしても、 彼は 咸蓋 日にひつ 
つかれてをれがで きない。 感情が「自分」 
じ疆いかぶ さり、 密着して身動き もできな 
い 苦し さを、 彼は訴えて いる。をして、を 
んな 状態からの脱出方法 t して 彼に残され 
たのは、妄想のスクリ ーンじ 「元凶」をし 
つらえ、 凶器片手じをの方向へ走り出すこ 
としかなかつた。 


からだに埋め这まれた「回転体」 


ここでもぅひとつのケ^スをもち出す扛 
九四年十月二十五日、$巧•品川区の京浜 
急行青物横 下 駅で起きた医師射殺事件。 こ 
ちらら、 をる 一人の男に ょつて、 苦の「元 
凶」が仕立てあげられた末の犯罪だったが、 
をれが実をの人物に擬せられた ことで T 通 
り 魔」の形には ならなかつた。をして 犯人 
が、「元凶」に向けて発射した禪丸の速度 
が、 走行の代理をなした趣で ある。 

犯人•野本正巳(当時％歳) は、 都立台頭 
病院の〇医師に、かつて鼠膜ヘルニアの手 


術を受けた が、 をの後の体調がすぐれず、 
自分は〇医師によって生体実験のが料にさ 
れた t 信じこんだ。野本は化斤後、都内の 
テレビ局をまわっ て、 案験による被害の「詳 
細」を記した「アピール」を配った。彼は 
をのなかで、自かは〇医師に、からだの中 
にいくつもの「回転体」を埋め込まれ、「筋 
肉-〇骨上層部肉」に「血液でない物{液体} 
を稲環させ」られ ていると 訴えて いる。 

「をの各回転体が回る流れる径路はをて流 
体的に継ってわり四転体はシリコンゴムの 
様な風せんがで ふくらみ、 をの中で流体が 
流れる事により回転する」 
r 〔液体を循環させている大巧のエホルギ 
—は〕 

腹部、大動脈と大静脈の徊環千みルギー 
でち よぅどへをの 下で回較を 感じる (高速 
な) 

血管の中で回転している様に感じる(-む 
臓ポンプのエネルギーをま t もに 受ける) 

(中略)腹部大動脈静脈を経由している為 
をの回転(流体)止める事は不可能な事で 

ある」 

と、 こんな具合 じ、 自分のからだにがし 


て巧われた「工作」 についての、 臨床報告 
書めいた こまごまとした 記述が延 々 t 続く。 
英 験は、 をのような「工作」「操作」のあ 
と、「をの人間が何年後に死 u するかを計 
る」ためのものだというのだが、文章から 
は、 彼が自分のからだを、槪械 として 再編 
成されたらのの ように 感じて いる、 特異な 
身体感觉がうかがえる。 「 H 作」「操作」、あ 
るいは「回転体」といった雨語の選び 方に、 
をのことが強く表れている。 

本ホなら何 かを 「工作」 する 主体で ある 
はずな のに、 「工作」 をた だ受けて いる だけ 
の、 機械自体の死への時間を測定す るた め 
だけにつ くられた 不思議な機械。 をれ が「自 
分」なのだ t 、 彼は言って いるよう に見え 
る。 しかもこの 機械は、璧 うつな 感情 をら 
つている。メランコリー(憂ラつ症)とい 

う用語はらとも t 「黒い 胆汁」を意味し、 
西洋の古い精神医学では、この液体がから 
だに広がる ことが 憂うつ症の病因だ t 考え 
られていた。 

野本が言う には、 やはり彼も、何らかの 
r 液体」をからだに流し込まれた。野本は、 
この流し込み「工作」によって自分が極度 
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の憂うつに落-^し込まれたのだと言わう t 
している ように見ぇる が、 彼自身の言及は 
「精神」ではなく、 もっぱら 臟器の変調じつ 
いての事柄ばかりで ある。 「ぼうこう、 胃、 
食道」などの「筋肉の変性」、「をの破体の量 
が大量に 増え、 をれを循環させている為に 
心臟に負担がかかりむ臟がいたむ」「水圧が 
横隔膜部に 強く、 呼吸が苦しい」等々。 


ひしめく「紙一重」たちへ 


現実を超越した、「神」に近ぃ場所へ「ぃ 
つてし まつて」 いる小倉の A • Kt 、 この 
野本のヶースを目の前に並べてみる t 、 妄 
想や狂気の二極分化 t でもぃ ぅべき、 現化 
の一状況がをの背後に立ち 現れる。 一方は 
「超越」 へ、 他方は「身体」への二極分化。 
をして、 二つの極の中間地帯には、 リアリ 
ティがすっかり燕発した、私たちの「現実」 
の空漠たる広がりが見ぇる。この広がりを、 
「超越」 t 「身体」 t の一一極をやわらスパー 
クさせた ような、 血の色をした稲妻が走つ 
たのは、つい先頃のこ t である(オウム真 
理教のこ t です)。ひよ つと する t 、 この「現 


実」の真っただ 中を、 柳刃包下を振りかざ 
して 走り抜けた川候軍 司、 彼の所業によっ 
て 「現実」は切り裂かれ、をの切れ目 こを、 

狂気の二極分化の兆候だったのかむしれな 

、〇 

L 

モニュメントとしての 意味を喪失した銅 
像の建つ駅前を走った A • K の狂気の発動 
に決定的だったのは、父親の(彼にすれば 
唐突な)登場だったのだ t 思う。「神」 t い 
う絶対のな在じ向かって「保存」されてい 
た 「自分」 が、 らう ひとつの、 動かしよう 
らなく自分と儒 わる 存をのが明によつ て、 
ゆらぎが生じ、ゆらぎが 微烈な反応を呼び 
起こした の だと、 私には 見える。 

「完全な世界が実現されつつある」 

という A . K の 言葉は、父親を则す こと 
によって、 自足の領域での「保お」の続む 
にひ t まずメ ドが ついたことへの、 彼の確 
信の表れだろう。 

「自分」 t は別個の、 受動性に彩られた機 
械 のような 自分を走らせた野本-^ら ども、 
彼は、 分化の残余の ように 広がる「現実」 

に、 すっかり不安定、不規則に浮遊す る ば 
かりじなつた無数の「自分」 の、 ひとつに 


過ぎない。 

彼らはをり出した ことによ つて、由々し 
き犯罪の「主体」になつてしまつたのだが、 
をり出しかけた「自分」 を、 紙一重の t こ 
ろで「現実」につないでいる存在もまた、 
無数に、今 ここに、 ひしめいているはずで 
患る。 


「こちらの化お I にがする想像力 


さて私は、この文中で、「目はうつろ」「蟲 
味不明のこと(言葉こという語句を、をれ 
ざれ一回ずつ使った。二つの語句を、こう 
やって並べられる^、読者の眼前に、既視 
感を伴った「おホ事の面」とでらいうべき、 
ぼんやりした情景が浮かぶはずだ。 

斬閒を丹念に読.^習惯のある読者ならす 
でにわ気づきだろうが、この二つの語おは、 
ある事件が起きて、犯人の精神に異状があ 
るょうだと判断された場合に' 記事面に登 
場する、いわば一一大常套句なのである。 
「あれ」という指示代名詞が、頻繁な使用 

のまにまに、た t えばセツクスにまつわる 
諸事隋のサィン-^して、なんの巧ち合わせ 
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もなしに通用しているのと同じよぅに、こ 
の二つの常鲁句ら、情報の空間じわけるサ 
インの役割を果たすようになつている。 
「目はうつろ」 

ああをうなのか。 


r 意昧不明の言葉を口走つている」 
なるほど、をういうことなのか。 
t 、 をれ とは 名ざされ ず、 送り手と受け 
手の間に了解が成立す る 仕組み。 をして、 
をの少し あとに 「精神鑑定」 という、 当局 


の化置を示す用語が登場して、異状の兆候 
じついての物言いは、精神医学の言葉の領 
域に、 やわら移しかえられる。言う までら 
なく、 化斤時の黃任能力の有無じついての 
確認の作業がをこで始まるわけだが、この 
時点で、報道の言葉の表面に、著名な精神 
医学者、む理学者等が登場して、早々と病 
名の推測などが巧われるのが常で ある。 

サィンめいた言葉に よる、あいまいな 了 
解から、精神医学の、いわば阴域へ、犯斤 
の呈体」はたく しこまれ、 たとえば意 
睐不明」ではあっても、をれが言葉である 
W 上、 彼の犯罪が もつ、 時代との深刻な係 
わりだとかをうした言葉のみが、 ひよ つと 
したらかろうじて言い表しているから しれ 
ない、 「こちらの世界」の断面な どに 対する 
想像力は、なかなか育っていきに くい。 

この小文は、「不明」として消されてしま 
いがちな言葉の意味を、なん t か手さぐり 
でさぐってみたいと思い立って書かれたも 
のである。 

^^^;1^がうまくいつたかどうか、 私自身に 
はよくわからないが、 t にかく。 
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真藝な医着のジレンマ 

強制人院の未来を辭る 






「人権擁護派」と r 野放し反対派」のはざまからの告白 


取が構ぶ▼成田毅 

(フリ I 編集をフイタ—】 


「強制入院」といぅ制度がある。これは、 
患者本人の意志じ関わりな く、 強制的じ彼 
らを入院させることのできるま律じのつと 
つた制度 だ。 入院が必要かどうかは、精神 
保健指を医の資格をもつ精神科医が判断を 


白す る。 


指定医とは柯か 


もちろん、 仕事は をれ だけ じ や ありませ 
ん 。病棟の中に不穏な患者が いて、 他人に 
危害を 与ぇる 危険性 や 自殺す るを 険性 (自 
懦他童が推測で きた 場合に、身体巧束をし 
指定 医といぅのは、たとぇば 巷で精神隣 たり、 保譜奎(幅離室)じ入れたりずる権限 


く 


だすことじなつているが、この入院形態、害の疑いの ある 人がいた t します、 をの存も ある。 


人権擁護の立場から常じ糾弾じさらされて巧を知った第 S 者が、保健所や笞察じなん 


指を医の診察が必要じなる のは、 大雑把 


きた。 反面、 精神障害者野巧し反対論者かとかしてくれと通報した 場合、をの 人間をじ 言えば、 措置 入院、 医療保護 入院で、 強 


ら は、 制度の徹底運用が叫ばれても きた。 


診察して、異常 ありと なつたら病院に強制制入院と いうのは、 この二つを総称した呼 


はたして指定医たち は、 その狭間じ立たさ的に入院させられる職権をもった精神科医称なんです。それぞれ意味合いが違ってて 


れ、どのような日常を送つているのか？ 


のことです。 私人が 巧ったら、 逮捕監禁 じまず 措置入院と いうのは、 自傷他審の恐れ 


強制入院の実情 じついて、 ある指を医が告 なること が職業上で きる わけです よ 


がある精神隋害 者を、 二人：3上の指定医が 
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診察して強制的に入院させるシステムのこ 
とで、入院瑚間は無制限。医療巧護入院は、 
自傷他害の恐れはないけれど医療の必要が 
ある-〇き、保護者の同意を t つて本人を入 
臨させるシステムです。後者の場合む指定 
医の診察はもちろん必要で、こちらら入院 
期間は制限されてないですね。 

あ t は巧意入院といぅシステムがありま 
すが、これは、あらかじめ本人が入院に同 
意している場合です。だから強制じやない。 
この場合も入院期間はとくに制限されてま 
せんが、本人の病おが良くなれば退院でき 
ます。ただ、どの入院システムでら、各都 
道府県の精神医攝審議をで退院できるかど 
うかの審査を受•けなければなりません。 



た t え ば、「どこをこの 場所で わかしな人 
間が暴れている」 と醫 察に通報があった場 
合、まずを の連絡は地域の保健所(精神保健 
福祉課)に回って、保健所が#?1をした後、 
都道府県の精神保健福祉センタ I に連絡が 
入る。 をこから 許可が下りる と 初めて、保 


健所の職貴が指定医を探して一緖に診察に 
巧くんです。 

現場はさまざまで、仮に街で暴れていた 
ら、まず瞥察が身柄を拘柬してますから留 
置所の場合-^^^るし、自宅にこらつている 
のなら自宅まで巧きます。醫察官と保健所 
の順貴き I 人、 指定医二人の六人で。ただ、 
自宅じ乗り込いときは、家を侵入すること 
になるから、慨重になります けど。 

判脈までのが間ですか？たとぇば都内 
だつたら、保健所ら、， S 会でかなり慎重 
に話し合ぅみたいで、場合にょつては結論 
が出るまでに1 i 二週間かかるこ^だつて 
あります。でら、自宅に直搔乗り込むなん 
てことは、今はょつぽどのことがない限り 
ありませんね。誰が見ても明らかに精神陋 
害だ^わかるょぅな状況：^^は。だつて、 
どこで人権閒題が嘴出するかわかりません 
から。 

ただ、地方ではあまりをのへん、ぅるさ 
くないみたいで、わり t 巧われているよう 
です。連絡があつたら即、現場へ直けする 
ことらあるをうです よ。 審謙は事後 あ 語な 
んでしよう けど、 Mi にが間がかかればか 


かる ほど、 逆 じ 地域から「野放し」 t 言わ 
れかねないですからね。 

退院した後でも、保健所はをの精神障害 
者の生活をけつこう化摇 しようとして、 た 
まに訪ねたりします。生活保護を受けてる 
障害者も多いです から。 をのあたりは福祉 
事務所と連携を t つているんで す。 我われ 
に保健所から連緒が入ることもありますよ。 

「こういう人がいますが、今度、訪問したと 
きどう扱ったらいいんですか？」つて。 

^歴入院の現場へ 

これまでいくつらのケースを診てきまし 
たが、診察にまでなるようなのは、基本的 
に病状が重いとか軽いとかよりも、援助し 
てくれる家族や周囲の人たちがいない場合 
が圧倒的なんです。周りでしっかり援助し 
てれば、妻刖に治療ができるし、早い時期 
じ病院にかかれるんでずから。ほとんどが、 
放置されてをこまで病状が悪化してしまつ 
たヶースです。 

たとぇば、 分裂病の場合だって、最初か 
ら暴れるわけじやない。親がしつかりして 
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ればいいんだけど、兄弟みんなが独立して らいの巧性で、：^前精神病院じ入院してい トカーに押し込むこ t だってあります。現 M 
アパ I 卜から出ていってしまい、をのうち たこ t も患つた。周囲の人間や警察が、を 場はをんならのなんです。 2 
じ親ら老いて死んでしまう。一人残された の母親の事情や彼の異常な巧動を見て、保 こう話ず t 、 なんだか障害者狩りをやっ 
本人は、最初は閉じこらって家から出てこ 健所に通報してきたわけです。 てるように間こえるからしれませんが、先 
ない t か、 わとなしくじっ t してるんです ドアをノックしたら、本人が玄関から出 ほどのケースだつて、並日通なら母親が彼の 
が、やがて壁を叩きはじめたり、病状が昂 てきたんです。終始眉をひをめて、怪訝を 入院じ同意して本人が病院に来てくれれば、 

じて隣の住人に被害妄想を^ってしまい、 うな表情で立っている。とにかく、「精神保 措置にせず、医薇保護入院にできるんです。 

な鳴り込むようになったりする。あるいは、健福祉法第二十四をの醫察官通報」(診察の ただ、本人の強い治療拒否の態度-^あって 
真夜中じ外で「ギヤァー」っ t 叫びだした ため立ち入る権利が認められている)で来 楷置にした面が強かったんですよ。措置じ 
りして通報され る。 た t 告げてから、部屋の中で診察しました。なれば、医療费はすべて公贊でまかなえま 
数年 前、 家から出てこない t いうので、 暴れたりはしませんでしたけど、病状はか すしね。措置入院 U 監禁 t 言われることが 
自宅まで診察に行ったこ t があったんです。なり惡化してましたね。ち想に支配されて 多いんです が、 同時じ社会福祉的な側面も 
びっくりしたのは、をの家 t いうのが、昔 たから。 あるわけですから。 

あったような"文化住{ち。をのままなんで だけど本人は、自分はわかしくなんかな ただ、家に直接立ち入るようなヶース は、 
すね。木造の、本当に古い一一屏長屋みたい いし、入院したくない、絶対ここから出な すでに措廣入院にしよう t いう ことが、 あ 
なアパ I 卜で 、をれこを、 昭和一二十年代に い t 言い張る。をんな応酬があったんです る程度みまってますね。保健所ら、巧偵 t 
経験した世界です よ。 ミカン賴を机代わり が、 最終的には、保健所の職貫の説得に応 いうんですか、あらかじめ目星をつけたう 
にしてるような生活というんですか、洗濯 じましたから、スムースに事が運んで、保 えで、我われに打診してきますから。 

機だって、昔あったような二本のロ ー ルで 健所の車で病院に速れていきました。 ^ちろん、自をまで巧って、措置入院に 
脱水するタィプのをいまだに使ってたんで もちろん、なかには入院をとこ t ん拒否 ならなかったケースむありますよ。とうに 
すから。 して暴れてしまうことだってあります。醫 成人した息子が、親に暴力ばかり振って、 

本人は、病弱で年老いた母親 t の二人暮 察官ら、直接手を下すのを避けるみたいで、家は壊すし^う家中めちゃくちゃになって 
らしでした。巧親にはもう彼を入院させる 最初は遠巻きに やりとりを 眺めてるんです いたんで すが、 本人は冷静に物事を考える 
経済的な能力がない。本人は S 十化半ばく が、だめな t きは両腑を押さえつ けて、。 ハ カもあるし、病的が態は認められないんで 
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0 国-都道巧 
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0 応急入院巧 

0 巧神病院 
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ち立巧巧病 
院 

果立巧巧病 
院 


を巧巧病院 




0 指を病院 

0 巧を病院 





なし 

06 力月ごと 

なし 

0 入院を 10 日 

0 入院を直ち 

0 入院を 10 日 

巧玫巧巧への 


じ病状報告 


1^1巧じ届出 

じ属出 

が巧に届出 

病が巧告等 




012 力月ごと 







じ病が巧告 




す。いわゆる人格蹲害といった程度なんで で、措置入院にはしなかった。家庭内暴力 
す。をの暴力も家族：^外には及ぶ可能性は がすべて措置入院じなつてしまつたら、こ 
ないし、家庭内に別の問題があつたみたい れはこれで大変な問題じ発展しますから。 


外国人と"経済措置" 


最近は、外国人の措置入院が多いようで 
すね。これも 経済的な問題がやっぱり大き 
いんです が。 

フィリピンから来ていた女性ダン サー が、 
觉醒剤でわかしくなつたといって自分から 
醫察にかけ込んできたんです。をれで醫察 
で保護され て、 緊急措置入院(入院は七十 
二時間む内に限をされる)ということで病 
院に収容され た。 彼女には、フィリピン人 
の仲間も日本じいたし、内緑の日本人の夫 
もい るよう でしたが、保険が使ぇるわけじ 
やない。だからどうしてら、入院寶などの 
わをの支化いが即題になってしまう。かと 
いつて、すぐに退院させるわけにもいかな 
い。 治療が必要でしたし、をのためには入 
院を継統するしか方法がなかったわけです。 

をの彼女、ちよつ と 変だつたのは、 どこ 
にら觉醒剤を巧ったようなを射の跡がなか 
ったんですね。今は、鼻から吸うのが主流 
みたいで、これはかなり危険なんです。を 
れをやつて る 可能性ら ある だろ ラし、 をる 
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いはコカィンの疑いむ ある。 

病院じ収容されている L きは覚醒剤特ち 
の症がは認められなかったんだけど、ただ、 
本人も覚醒剤をやつている t 言つてるし、 
周囲もをんなこ t を言つてましたから、觉 
關剤精神病ということじしたわけです。自 
儒他害の可能性についても、を険がある t 

いうよりは' 可能性がないことらないとい 
うことにして、措置の要件を満たした。実 
隙に彼女の精神状態は、意識障害{艾が化 

ていてあまりよくなかつたでずからね。 

とにかく、 配偶者がはつきりしない し、 
親権者ら外国にいるわけですから医薇保護 
にできない。こんな場合は、措置の制度ら 
をんなに悪いことじやない-^思います。別 
名"経済措置*と言われてるくらいですか 
ら。わを らく、 これが日本人だつ たら、 措 
置は難しかったでしよう ね。 よっぽど生活 
に困窮してないかぎり、わ金の化所がはっ 

* 意識障害通常、統合された精神状態が 
いろいろな原因によって異常性を帯びる場 
合を總 じていう。 精神活動全般にわたって 
低下する意識混濁などがある。 


きり—^ているんですから。 


展擴保誰入院の唆がさ 


医療保護入院というのは、要するに、本 
人の意志 t 關わりな く、 病院と家族の契約 
で入院させるものなんです。つまり家族が 
保譜義務者になるわけですね。これは、外 

国からいつら叩かれている日本独特のシス 
テムなんです。海外では、 自山 入院と強制 
入院じはつきりとかけていて、 H 本ら将お 
こういつむ方向に向かつていくんじやない 

でしょうか。資料を見ると、昭和四十年化 
には約丸割だった医療保憩入院が、現在で 
は一二削程度じなつている。今は任意入院が 
六割 U 上なんです。 

医療保護入院は、言ってみれば家族にょ 
る監禁ですから、やはり問題がある。治薇 
を勧めてら本人が拒否したり、をのうち症 
状が惡くなつて周りでも手に負ぇなくなつ 
て、家族が困る t いつたことららちろんあ 
ります。でらなかじは、アルコ I ル中ぉ巧 t 
いうこ t で禁治産者じしてしまい、入院中 
じ本人抜きで遗鹿を分けて裁判にまでなつ 


たケースもありますからね。実隙、アル中 
まで巧ってなくて、ちやん t した判断だっ 
てできるのに、 t きどき醉っ化って家族に 
対して凄，いう理由だけで、病院じ入れ 
るんですから。 

ィンフォ I ムド•コンセントをする場 A 口 
でも、屋療保護入院が必ず問題じなるんで 
す。要するにパタ^~ナリズムですよ。医者 
のほうが病気にっいての知識や経験が豊富 
ですから、どう~^てら決定権をもって-^ま 
う。をれに家族のほう k 「わ医者様がこう 

いう治癖がいいってわっしやっているのだ 
から、衣なた^これに従いなさい」 t 言う。 
親や配偶者からの強制もしやずい。本人に 
は自由戟虽権がまったくないシステム t い 
うので、外国の人権団体からやり玉にあげ 
られるんです。 

もちろん、精神科の患者は自分が病気だ 
t いう認識がない人も多いですよ。任意入 
院だけではなかなか治療が進まないし、を 
れだったら任意入院 t 強制入院を明確に分 
けたほうがいいんじやないかというふうに、 
わ上む考‘义はじめてるようです。 

最近こういうことがあるようですも。醫 
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■入院のプロセスー篇 


精巧巧害着か 



精巧巧害で ない (精巧房害の疑い 
(巧巧巧経お等 ） ) \ _ イ 



焉巧巧害者 



精巧保健まにをめる 
入院お態の適応なし 
(呂巧入お） 


搶宙をががあるか 


志0 


なし 


娜動ち!^ 


入院の必要があるか 


なし 


友0 


なし 


本人の同ちザあるか 


あり 


巿巧巧長がかの 
保護者がいるか 


友0 


なし • 不明 


扶ち巧務著が 
、 いるか . 


保護香の同な 
. ザ定るか 


なし 


お0 


不明 


を0 


なし 



要ずる 


ち0 


ち0 


急速を要ずるか^ 

I 要しない 

パ 保護者の 、 
\再履誘 / 

/ 巧餐巧お香 、 
、 の再 Si 誘/ 


抹養ち務者の 
同ながちるか 


なし 



あ0 


市听巧長の 
同*がちるか 


なし 


仮入院応急入晓 


屋療保護入院医療保護入院 
(ま第33柔2項）（市町巧長同意） 


医療保護入院 
(法第33条1項） 



入お不巧 f 壬意入院措置入院 
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備会社のボードマンが依頼を受けて、患者 
さんを病院に連れてくるをうでず。病状が 
悪いから家族が本人に入院を勧めるんです 
が、本人がどうして^入院しようとしない。 
困った家族が、警備を社に依頼して、一応 
本人の同意をとつた t 言つて連れてくるん 
です。でも、実隙には同意なんか t つてな 
いでし ょう。 ボードマンは"ガ I ド A では 
なく。 拘禁。でしょう。一応、形態 t して 
は陵療保護入院ですが、実質は措置入院で 
す。これが仮に措置だったら、瞥察が連れ 
てこられるんですが、医療保護入院ですか 
ら、醫察も手は化せませんし、病院侧もを 
のへんの事情にうすうす気づいてるみたい 
ですね。 



昨年、精神保健法が精神保健福祉法にな 
正されて、法律をの^^^のは障害者をどんど 
ん社を複帰させようという考え方に変わつ 
てきたんです' が、 これはこれで、また問題 
を抱えて いる。 

な正された法律には、任意入院の比率を 


鳥めようという意図があるんです。本人の 
自曲意志を尊重しよう、 t いう考ぇ方です 
ね。をうなる-^、基本的には病臨からの外 
出も自由です。らちろん、病状が悪いよう 
なら巧動を医者が制限する場合もあるし、 
症がを慶ながら外化させたり t 、 まちまち 
なんでずが、外で何か問題を起こしたら、 
病院に黃任がないわけじやない。裁判にな 
つたら負けますよ、今までの判例でらをう 
なんですから。これは病院のジレンマです。 

病院の過失が閒われるのは、病状が惡か 
つたのにをれを見逃して外出させたから、 
t いう点です。暖者 も、 本音を言ぇば、を 
うとう怖がつてますね。忠者さんだつて、 
知識らありますし、自我の能力だつてかな 
り高い人がいるわけですから、医者の前で 
ある程腹病状が良くなつているように装う 
ことむできるんごす。 

奠際は病状が惡いんだけれど、医者には 
いいように兒せてわいて、外出していると 
きに問題を起こしてしまつたこ-^だつてあ 
りましたから。正直言つて、をこまでの予 
測が今の精神医学にできるかと言えば、を 
れは不可能です。病院や医者に過失ありと 


いう判例らあるから、医者ら慎重にならざ 
るを.完ない。憤重になつたらなつたで、今 

度は過剰監禁だと言われる。精神病院ら医 
者 も、今、 雛しい状況に立たされているん 
です。人権、人権 t 批判するのは簡単です 

けど、社を防衛 t のバランスを t つていか 
なくちやいけない。 

だから、任患入院の患者に外出させない 
ようにしようかつていう議論が出たこ t も 
あるんですよ。たとえば、任意入院の患者 
さんが外で問題を起こした t する。任意入 
院は、患者本人 t 病院との契約で入院する 
わけですから、病院侧にだり過失が残る。 
しかし、医薇保護入院なら外出させよラ。 
というのら、これは家族と病院の契約です 
から、「これこれの危険性らありますが、ら 
し外出して何か事故を起こしたらをのとき 
は黃任を取ってくださいね」 t いう旨で家 
族じ1籠日いてららえば、何かあつても、 
家族の依頼で外出させたのだからという言 
い訳ができるんです。をういう意昧で、任 
意入院は外出させられないんじやないか、 
つていう変な議論はありましたよ。 

精神度学は、教科書があってないような 
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もので、教科#!の版が変われば、診断名が 
がらっと変わってしまう し、 精神医学界の 
ボスが変われば診断基準ら変わることだっ 
て患る。をれじ、精神分裂病を認めていな 
い医者だっているんですよ、なかには。を 
れは極端な例だけど、病気かをうでないか 
の判断は、微妙な t ころになると、医者の 
考え方じよって変わってくるのら權かなん 
でずね。 

医者自身にも、かなりおない人がいます 
から(笑)。をういう医者は精神病というも 
のを狭くとらえるでしようね。精神科医は 
精神というものを种にかけるわけですから、 
医者ら社会の一員で志る：： J 上、社会の砰に 
よって、診断結果が変わることだってあり 
えます。絶対的な尺度がらてない。我われ 
が精神科医になりたてのころ、「自分で自分 
の教科書をつくれ」とよく言われましたか 


さらなるジレンマ 


指定医 t いうのは、医者なら誰でもなれ 
るかというとをうじでないんです。まず、 


医者としての経験が五年：：^上あつて、なわ 
かつ精神科の実務経験がーニ年15上必要なん 
です。をれに、実務を経験している証とし 
て、八例 U 上のヶ I スレポ ー トを厚生省に 
措出しなければいけない。精神分製病圏 
{丈で一二例、躁うつ病圈至、中毒性精神 

障害{觉醒剤やアル中な ど)、 児童•思春期精 
神障害{艾、症状性または器質性精神障害 
(丈、老年期綱口木ををれどれ一例。どれら措 
置入院か医癒保護入院の患者でなければな 
らない。精神分裂病圏の場合は、 S 例中措 
置入院を必ず一例はレポ^ —卜に入れむくて 
はならない。 

ただ、このレポートを書くためじは、措 
置入院や医療保護入院の患者さんを現実に 
診る機全をらたなければいけません。じや 
あ、 どこの病院でをうした患者さん を 受け 
入れているかという t 、 県から指定された 
指定病院なんです。わりと大きな病院が多 
くて、病院の医師*#も要指定医資格が多 
いようですがら、指定医になりたい若い医 
者は、こういつた大きな病院じ集まること 
になる。 

逆じ、中小の病院では、若い医者が勤め 


* 精神分裂病圏現実からひきこもったり、 
思考過程に障害をもったり、感情的な不調 
和を 示す。 副症状と しては、 幻覚や妄想が 
現れたり する。 分裂病という本態が をるわ 
けでは なく、 スペクトラムで とらえるので、 
症候群という意味合いで「圏」という言い 
方を している。 

*躁ラつ病圏感情の障害。躁状態とうつ 
状態、あるいはこれらが混合した状態が周 
期的に生じる。「圏」という言い方は、分裂 
病と 同じく、 本態では なく 横断面でみてい 
るた め。 

* 児童•思喜期精神障害思春期にわりと 
多くみられる病 像で、 自己臭恐怖症などが 
ある。指定医になるためのケースレポ t 卜 
では、 十八歳未満のケ ー スを 診れば いいこ 
とになつて いる。 

* 器質性精神障害脳の疾患が基本と なる 
慢性の精神病。梅毒による進行麻揮や頭部 
外傷、 脳炎など 経過、 症状と もに さまざま 
である。 

にこないので、どうしてもベテランの医者 
に 偏る。 をれで、人件費がかなりかさんで 
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いるの が現状です。 だから、 中小の病院は、 
若い医者の人気を集める ため、 病院自体の 
格を底上げするた めに、 指定病院になりた 
がるんで す。 

でも実隙は、をぅやって指定病院になっ 
てら、措置 入院を 面倒臭が る t ころがけつ 
こぅあ るんで すね。措置 入院の患者は危な 
いから、病院から逃げ 化したり、 外出許可 
で外じ出しても何か問題を起こすから、と 
リスクを 避けたがる。この あたりは、 病院 
経営に関わる話ですから、いろいろ t ジレ 
ンマが多いんです。 


医学か法律か 


今、 精神神経学をの認定で、精神科専門 
医の制度をつくろう という 動きが あります。 
これは、 た t えば内科なら内科尊門 医、 小 
児科なら小児科専門医 t いう 制度が他の診 
薇科目にならあるんで すが、 精神科にだけ 
ない。 指定医がをの役割を肩代わりしてい 
るのが現実なんです が、 ただ指定 医は、 極 
端な 語、 学問的な資質はをれほど問われな 
い。 法律の知識があるかどうかが中心にな 


ります から、 リーガル{法律)モデルなんで 
すよ。精神科尊門医は、 メディカル {陵学) 
モデルで、ちやん-* J 診断をくだせるかどう 
か、 つまり診たての力量が当然問題になっ 
てく る。 だから本来、 メ ディカルモデルを 
しっかりしたうえで、リ I ボルモデルを碰 
立していけばいいのに、実際には別々の力 
テゴリー で同時進巧してしまつて、バラン 
スが非常に 惡 いんですね。 

た t え ば、 精神科の医者だって、外科ホ 
術を してら いいんで すよ。 医者です からね。 
逆に言えば、外科医も精神科の真似をして 
もい いし、 治療と いうこ t で恋者を監禁し 
たっていいんで ず。 ただ、をれはあまりに 

問題が あって、 精神科の尊 巧 知識がなくて 

監禁していいの か？ t か、 あるいは トラ 
プルが起きたら どうす るの か？といつ たチ 
盾が出てくる。医者って、「私人」なんです 
よ。 国家から黃格を与えられている けど、 
他人に対して監禁する資格を与えられてい 
る わけじ やないんです。 ところが、 宇都宮 
病院のような事件 (*) が 発生した ことで 精 
神保健法が でき、 同がに「精神科指定医」 
という 制度^で きた。 「指定医」 は、 まつた 


* 宇都宮病院昭和五十九年兰月に明るみ 
になった事件。入院患者一一名にがする障書 
致死容疑で、職員が暴一竹の事実を認めた。 
当時のお W 院長は、このことにより裁判で 
有罪判決を受けた。 

くの リ I ガルモデルなんです。 

をれ から、 精神科的な 症が や 病理 t いう 
のはきまざまなんですが、リーボルモデル 
ではこれに 対応できない。たとぇば、 精神 
分裂 病だって症状はさまざま だし、 をれと 
觉醒剤 精神病を同じ単一のものさしではか 
るのは どうか。分裂 病と 觉醒剤 精神病は、 
をれざれ違った病気です から 、I をの経過 
を辿るわけでらなければ予後の予想だって 
違うんです。をれ こを、 人をれざれに違っ 
た顔が あるよう に、症が にだってさまざま 
な韻があるんで すから。 をれ を、措置入院 
や匯薇保護入院でいっしょ くたにおってし 
まつて いいの か、- U いうこ-です よ。 

^遐気ショックの復活 

措置入院の場合、ずっと入院しているか 
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ら病状が惡いまま t いうわけでもないんで 
すよ。 逆 じ、早く 措置觸除 になったほうが 
病状が惡くなるこ t らをる。病院巧で非常 
じ粗暴な患者がいたんですが、他のきちん 
t 治燕を受けている患者さんを守る義務^ 
病院にはをりますから、 暴れて しまって他 
の患者さんを儒つけられたら大変なことに 
なるというんで、しかたなく 措置 解除した 
こ t らありました。，.；3ちろん、落ち着くま 
で 保護 室に 入れて おけばいいんですが、 入 
れっばなしにするなんてできませんしね。 

日本では、精神病院に入院している期間 
が長い t よく言われたり、長期にわたって 
監禁している t か、一度病院へ入れられた 
らなかなか出てこれないというィメージが 
どうも強いようですね。精神科の病気とい 
うのは、風邪とは違って二、二 I 日で治るわ 
けではなくて、ちよっ t 悪くなつたり良く 
なったりを繰り返しながら、経過を経てい 
くらのなんです。我われらをれに沿った治 
療計画を 立てていくんですが、非常に 短期 
的にとらえている家族が多い。一時的に悪 
くなつたから t いつて、あの病院は患者を 
悪くしてしまつたなど t 大麵ぎされたんじ 


や、たまらないですよ。 

実隙、なかなか退院させない病院もある 
ようですが、これは制度上の欠点が大きい 
と言えば大きい。日本では、精神科の治癒 
は薬 t 精神癒法が併巧されてけわれるんで 
すが、わりと長期間かかる精神髓法{絵画療 
法等)の保険の点数が低いんですよ。だか 
ら、どうしてむ I 見早く効果がおる薬中心 
の治療に頼らざるをえない。ただ、薬によ 
る治療は、忠者さんのをのときの精神が態 
によってら凰の調整や配分の具合だってか 
なり変わつてくる。薬ら患者さんらデリケ 
I 卜ですから、へ夕をしたら症状を惡くし 
てしまうことだつてあるんですよ。 

をの点は暖癒化進圃と言われるアメリカ 
も事情は同じなんですが、薬の場合副作用 
のあ険性がありますし、すぐに訴訟問題に 
発展しますから、を全でわをのかからない 
治療方法を穂極的に研究している。向こう 
では、保険制度上、たとえばうつ病を治療 
する場合、どんな治齋をしてらうつ病に対 
する治癖 t いうこ t で、病院に対して一定 
の額のわをしか国から支払われない。逆に 
いう t 、 これだけのわ金で治せというこ t 


になる。安く治齋しようが高く治齋しよう 
が病院の力次第だ t 。 だから、経费がかか 
らない方法が盛んに模索されていく。 

をのうつ病に効くのが電気ショック療法 
なんです。アメリカではだいぶ盛んで、薬 
のような副作用のむ配らありませんし、適 
応さえ間違えなければ早く効果が出る。聲 
用ら薬に比べればはるかじ安いし、病院の 
利なにらつながる。治療に長い期間かかろ 
うが短い時間です^うが、治せば国から病 
院にわ金が入るわけでずし……。日本では、 
普通の精神薇法のほかには、薬な外の治療 

法の硏究なんてほとんどされていないでし 

う0 

ちなみじ、この電気ショック癒法ですが、 
日本では人権問题とのからみもあって、六 
〇年代後半から研究論文 t して専門誌に登 
場することがほとんどなくなつた。書くこ 
と自体がタブーになった。科学的ではない 
ということや、非常に残酷な治療法である 
t いうのが理由です。電気ショック t いう 
言葉のィメ I ジがどうらよくない。今では、 
麻酔を施したうえでからだに負担をかけな 
い無捶學の電気ショックらあるわけですか 
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ら。 

電気ショックも精神病に効く薬ら、じつ 
はなぜ効くのかはっきりしてないんです。 
精神病薬だって、症がに効くからつくられ 
たんじやなくて、始まりは偶滯の産物だっ 
た。なぜ効果が化るのかわからない。使っ 
てみたら症状が軽くなった。をれで、使っ 
た薬がどぅのょぅな働きをしているのかを 
研究していったら、神経た達物質を遮断し 
ているこ t がわかった。をれで輿密が収ま 
る。電気ショックら、なザ効くのかわから 
ない。けれど^、実隙に効くんです。効い 
たから研究が始まる。常じ事後的に原因が 
わかってくる、これが精神医学の皮肉な歴 
あなんです。 


巧け邮のゆくえ 


精神病者が事件を起こすと、「精神病者野 
放し」 t いつた話になることがあります。 
でも実隙、ほとんどの患者はむしろわとな 
しい。犯罪なんかとてら起こしをぅにない 
ような人たちなんです。分裂病のなかには、 
かなりをなをうなケ—スもあることはあり 


ますが、分裂病にしたってほとんどがを険 
じやない。ただをれを10〇%予測しろと 
いっても、雛しいんです。 

やっばり化会の中に、否定的な感情があ 
るんでしようね。臨終の場面が家庭から病 
院に移っていったように、精神病者は精神 
病院へ入れる。見たくないものは見ないと 
いう感情が強く伽いているとしか思えませ 
ん。せっかく患者さんの症状も良くなって 
退院させよう t してら、房つてこられては 
困るというこ -0 で家族が引き取ろうとしな 
いとか、ひどい場八口は謙员とかを使って退 
院させないよう、病院に圧力をかけてくる 
こ t だってをりましたから。精神科暖が監 
禁者のように叩かれるいっぽうで、やっか 
い者を病院に押し付ける人たちがいるわけ 
です。 

精神病をにいちばんが要なのは、彼ら自 
身の生き方で生きていくというこ t ですね。 
をれしかない。我われの眷らす社会は 、 t 
ても強迫観念が強いから、ある意味では、 

我われも強迫者なんですよ。 

をれを患者じ向かって、を社じ入って出 
化しろとかノルマをこなせとか、他の人と 


同じように生きていけ t いうのは無理な話 
で、もしをんなことを言つたら彼らは破綻 
してしまいます。だから、我われ始癒者は、 
彼らの自己実現を模索していくわけです。 

排隙の論理が強い世間を、あまり気にしない 
ようにと、 化ハに歩いていくしかないですね。 

彼らは、ある意味で感性が非常に突出し 
てる人たちなんです。感性が突出している 
がゆぇに、社舍では生活していきにくい敏 
感な人たちです。鈍い人 t は違うんです よ。 
病気といつても、1〇〇%病気というわけ 
ではなくて、現実に適応していく能力はも 
ちろんかなり保たれているのですから、他 
人とだってつき合ぇるわけです。ただ、過 
敝なぶんだけ現在の社会の中では、彼らは 
非常に温乱しやすいし、生活に適応するの 
も難しい。彼らの生活するス。へースが少な 
いんです。ですから、適応していく能力を 
伸ばしていきながら、自分の独自の世界の 
中で自分の目標を達成してららうというこ 
-■ J を、我われは期待するんです。 

をういう意昧でら、我われは、常に患者 
の沾德と社をのををの間で揺れ動いている 
巧在なんですよ。 


262 



つげ義春の漫画に「コマッ啊の 
生活」という小品が ある。 夢をそ 
のまま漫画化した とお ぼしき作品 
で、 それについて漫画家の久化昌 
之は「ボクは一読して、弟と爆笑 
し、/ 『夢っぽ一いリ』/と声をそ 
ろえていた。ボクが二-前後の 
頃 だ。 そんな夢は見たことがない 
にもかかわらず、つげさんの絵に 
は、 まさに夢のリアリズムのよう 
なものがあつた」 と、 書いている 

(『夢蔵』情報センター出版 局)。 

たしかに夢なんて「なんでもあ 
り」のはずであるが、にもかかわ 
らず、夢の内容を閒かされて、そ 
れがいかにも眠りの中で見られた 
であろうと実感させるものと、噓 
なんじゃないかと疑いたくなるよ 
うなものとがある。夢には夢独特 
の肌触りとでもいったものが、確 
実に存在するような気がする。 

ところで妄想にもやはり特有の 
トーンとい、っか「妄想のリアリズ 
ム」がが在しているようである。 
妄想の定義というのはあんがい難 
しく、 たとえば『1^医^事典』 
(講談社)を引く と、 r 高度の確信に 
裏打ち されて、 周囲の人々がいか 


に熱、むにその非現実性やまちがい 
を説いても、断じて受け入れない 
ほど(訂正す能) の、 偏った、独断 
的な思考ないし判断である」と記 
してを る。 

ただし、 宗教的信念だとか独善 
的な思いつきと妄想との区別は困 
難で あると も書き添えられ ており、 
そこが問題と なる。 迷信や差別的 
偏見、 ある 種の風変わりな健康法 
だとか特殊な！ 一! M 、 馬鹿げた思い 
込み、インス ピレ ー シ ヨン、 誤っ 
た常識といつたものはどぅなの 
か？ 

妄想は、共感する者が数多く出 
現すれば(にい意味での)宗教と 
して認知され得る だろぅ。 ならば 
妄想はたんに多数決の問題なの 
か？！^医学用語としての妄想 
は、 独創的な考えや前代未聞のア 

イデアを踏みにじつてしまいかね 
ない危険なレッテルなのか？ 



ここで「妄想っぽい」 といぅ 独 
特の肌触りについて語る必要が出 
てくる。 妄想と いえば、 これは夢 








と 同様に「なんでも あり」 となる 
はずで ある。 にもかかわらず^^ 
科 医は、 患者の語る内容から、「あ 
あ、 これはいかにも分裂病の妄想 
だな。おなじみの アレ だな」 と 直 
観的に判断のつく場合が多いので 
ある(もちろん 判断に困るケ^—ス 
とてある。 しかし分裂病の診断は、 
その妄想の内容のみにょってなさ 
れるわけではない)。なぜなら分裂 
病における妄想は巧外にメニユー 
が少なく (躁ぅつ病の妄想はもっ 
とメ ニユ ー が少ない)、 ト ー ンも特 
有で、慣れればおおむねその r 妾 
想っぽさ」が診断に結びつくから 
なので ある。 

ひとくちにいえば、分裂病すな 
わち「狂気」の妄想は野暮つたい。 
おまけに、構図も道具立ても似た 
り寄ったりのものばかりで ある。 
最新のコンピユータが妄想に取り 
込まれていたと しても、 その新奇 
さはいかにも取ってつけたょぅに 
しか見えない。 

節病者の語る妄想は、日本画の絵 
™ 師が描く「洋服姿の現げ人」のよ 
^うにどこか時代錯誤的な垢抜け 
邮ぬ雰囲気を帯びて いる。 それは妾 


想が因襲的な世界観の反映で あり、 
固定観念に根ざし、^的な、む情 
に支配され、旧態依然とした価値 
観を背負つているからである。妄 
想はうんざりするほど凡俗で、キ 
ツチュである。ある種の泥臭さが、 
妾招にはいつもつ きまとう。 



狂気の 基本は、 被害妄想 にある。 
被害妄想は、①不安感や 恐れ、® 
「なぜこんな 目に遭 うんだ？」「ど 
うしてこんなことをされるん 
だ？」という 理感や 怒り、 ③ 
加害者や敵の leinr 顯な こと 
を 自分に結びつけて「やっぱり」 

と独り合点して しまうような 「田如 
い過ごし」の傾向一^上の四つ 
を 要素と する。これらをベースに 
して、さまざまな 非現実的な物語 
が膨らんで いく。 

①のみが病的に突出したものが 
妄想 気分で ある。 ② は、® と一緒 
になって スパイ組繪 だとか黒幕、 
秘密—、 CIA 、 地下組織とい 
つた匿名性を帯び、しかも強大な 
力を秘めた加害者を思い描きがち 


になる(そんな荒唐無權としかい 
いようがないものを短 に 思い 
揣いてし まうところが、まさに 分 
裂病なのである)。そしてその関連 
として、盗聴器や監視 カメラ、 尾 
巧、 追跡、 脅し、 ほのめかし、暗 
号や巧 波、 脳波、テレパシーとい 
つた通俗小説もどきの仕掛けが登 
場して くる。®が 目立てば閱係妄 
想と呼ばれ、あらゆる ことに不穏 
な意味づけがなされ、妄想は自己 
増殖のに発展して いく。 

誇大妄想は、しばしば病的す安 
に対する逃避や居直りであつたり、 
あるいは不条理感から思いついた 
「こんなにひどい 自に 遭う のは、 き 
つと自分が天皇の隠し子であるか 
らにちがいない」といつた突飛な 
辭釈であつたりす る。 そして途方 
もない解駅においては、替え玉妄 
想に見られるように、 ヒトに 潜在 
のに備わつている普遍的ィメージ 
のパタ 1 ンがあざといかたちで炙 
り出されてきたように感じられる 
場合があり、そんなときには「妄 
想にこそ魂のピュアな姿がある」 
といった類の狂気礼贊が生じかね 
ない。 


妄想のなかには「タレントの某 
が、 いつもテレビ画面を通して私 
に恋のサインを送って くる」 とか 
「私は毎日子どもを一人産みます。 
それがもう九十九年続いていま 
す」といった調子の、脳天気だか 
「でまかせ J だか分からないような 
ものがある。これも誇大妄想の延 
長織上に位置づけることができる 
かもしれないが、それにしてもこ 
の類の訴えがやはり似たような話 
ばかりなのである。「なんでもあ 
り」 ということになると、ヒトは 
あんがい貧困な発想しかできない 
らしいことが よく かかる。 



ところで妄想と幻覚(分裂病で 
は視覚的な幻覚は稀で、大部分は 
幻聴で ある)とを、® 科医は あ 
まり 区別し ない。 喊下に示したが 
戚幻黃の項でも分かるとおり、幻 
覚と妄想とは表裏】体で ある。 妄 
想のみが出現してくることも ある 
けれど、 幻覚が ある 場合には、そ 
れに対して患者がストーリーや解 
軟を与えることで、妄想が立ち上 
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がって くる。 したがっ て、 分裂病るわけでは ない。 躁病では誇大妾 いく。 躁病で気持がハィになって った具合に。したがっ て、 分裂病 
の治療では r 抗幻覚妄想剤」と称想が生じる し、 ぅつ病では'か遠妄いれば誇大妄想的になるのも無理性の現実離れした妄想とはニユア 
して、双方に共通した薬剤が使用想や罪業妄想、貧困妄想などが生 のないことだし、 ぅつ病ですっかンスが大きく異なる し、 治療にし 
される。 じる。これらは分裂病性のものとりピけた気分でいれば、貧困妄ても、慧を屬として薬が勞 
なお、 妄想は分裂病でのみ生じ違っスその屬にどこか納得が想が現れても不思議は ない、 といされる ことはない。 


妾 


百 


科 


事 


典 


窓眩を見たとたんに「私はゥィリ j 【オセロを候群】 シてィクス 
アムテルの生まれ変わりだ」など i ピアの戯曲に 由来し、 別名を嫉妬 
と途方もない截味づけを感じ取つ j 妄想と いう。 配偶者や愛人が不貞 
てしまう のがま細心知な で、 両者を I をな していると 確信す るもので、 

I 分裂病症状の一環として現れる場 
邪推や執念やおいつめた気持が I 口もあれば、老年期に至って正常 


【羣原将軍】 •五十六年間にわ i いとしたり、玩具の職常を胸に飾-もって一次妄想と する。 

たつて松沢病院に入院していた有 j つたり、乃木大将と会見して ra • __ _ - .. . . .. 

あな誇大妄想患者。本名、葦原金 j ぎらいの号 口 葉」 を 与えたり 、病院-描 じた挙げ句、といったそれなり I なはずの人物がいきなり嫉妬ま想 
夕郎(一へ曼〜一化一二と)。 i Q 運動会にはハリボテの大砲を作 I の麵が透けて見えを女想は二次！のみを季場合も ある。 筆者の知 


夕郎(一へあ〇〜一化一二と)。 i の運動会にはハリボテの大砲を作 
「征夷大将軍に任ぜられた」など i つて大礼服をで参加する 等、 請趣-ま想という' 


， る症例では、定年退職した夫があ 
と言いながら二重橋をうろついて j には 事欠かな かつた。 診断につい-【ホ遠妄想】娘 も 賴神的苦痛-る 日、 カル チヤ t センター へ 通う 
いたところを入院させられたのが W ては謙説が あり、 分裂病よりは憎 I を伴う妄瓶が永遠妄想で ある。 が-妻と訊師が浮気をしていると思い 


明治卜年"が後、院内では他の患 i 性躁病とする惹おが旬力らしい 


お〜 を年期のうつ病患を は、 身体！ はじめ、 掃よりの証脚はセックス 


者を部下に 従え、 天下の将軍と し 


ぶ体解剖の結果によると、脳篮 W の邁和感を化切りに、ときとして W がよそよそしくなつたことだ」と 


て大言む語を発し、 トリック スタ W 结は 一一 八 0 グラム、 特別な異常 W 诗や腸が腐ってなくなってしまっ-ま張した例が あった。 根底には、 
1 として君臨した。荒唐無禮 なり-は 発見されなかっ た。 墓は蔡德寺 I たなどと奇榜な煩閒をな し、 つい I 潑剌と過ごす妻へのお等感や猜年 
にミ も フタもない 正論を 口にする I にあり、 戒名は「至天院高風談玄 j には 「もはや自分は死ぬこともで j の不満が伏在して おり、 二次妄想 
ところが面白がられたわけで、 山 W 居 主。 - きぬ まま、 罰と して未来永劫この i と考えられる。 


下清や旧日本兵•横井が一などに i 【一次妄想】 分裂病に特徴的。-苦しみを咪わいつづけねばならな 


アル中では妻に嫉妬ち想を抱 


大事件へのコメントをホめるマス j いきなり天啓のごとく「私は救世 j い」といつた神話レべルのま怨冢 W ヶ1スが多く、これは性的す能や 
コミの手口はここに端を発する。-まだ！私を王として国家が建設-遮妄想)へ至る。これをコタ I ル-見捨てられす安、自信欠如といつ 
墨痕鮮やかに r 刺語」をしたた-されるべきだ」などと閃いてしま W 症候群と称し、そのシジフォス的 I た要因の反映とされる。 

め、 それを見学者に売つては小遣 W ぅのが妄想^一^心、煙草のホープの i 苦闕ゅぇに自殺率も茵い。 - 
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【替え玉妄想】 親しい人物(配 
偶者や両親、同胞など)が偽者と 
入れ替わつている、と信ずる妄想。 
顔つきや颤作がいつもと違うとか、 
雰囲気が異なるとか、そのような 
些細な直感を r 替え玉」という荒 
唐無稽な存在に結びつけてしまう 
のである。偽者を r 破邪」 しよう 
と尊属殺人に及んだケースもある。 
フセィンだの 金正 日には 影武者が 
いるらしいといつた類の風聞と、 
目の前の相手に覚えた違和感とを 
同列に置いてしまうような奇嬌さ 
が あり、 周囲の者は誰もが当惑さ 
せられる。 

分裂病のみならずシンナーや覚 
醒剤 S 、 腦炎 、てんかん、 痴呆 
などでも 出現し、 原因疾患がその 
ように 多彩なのは、もしかすると 
人間にとつて「替え玉」とは意識 
下に横たわる普遍的ィメージだか 
らなのかもしれない。報告者にち 
なみ、別名をカプグラ症状と いう。 

なお、 対象は人物の みならず、 
日常の品々や動物、道路標識、家 
そのものなどの場合も ある。 if # 
の経験した症例では、$の某国 
の「国名」が陰謀によつてすり替 


ぇられ、 そのために^が起きて 
いるとま張する患者がいた。 

【感応精神病】 狂気は、お染す 
る 場合が ある。 孤立した小集聞に 
おいて、 影響力の強い人物の妄想 
や異常行動が、他の(正常なはず 
の)メンバ ー を も取り 化み、 共振 
してしまぅので ある。 内容は被害 
妄想に類したものが 多い。 

家族内 や、 ときには宗面な 
どで 生じる。 盗聴器を恐れ互いに 
筆談を交わしていた夫婦とか、窓 
をすベて塞いで立てこもった老姉 
妹と か、 憑きものを叩き出そぅと 
巧樞をして殺人に至った狂信者ダ 
ループ など、 劇的なヶースが散見 
される。 

一忌避妄想】 目つき、顔かたち 
の 醜 さ、体臭、性癖、しぐさや 葬 
囲気などが周囲へす快感を与ぇ、 
その 結果として自分が他人に敬遮 
されたり 避けられていると思い込 
む もの。 いわば自信欠如と自意識 
過剰、 さらには対人恐怖といつた 
要素が、妄想のかたちで突出した 
!を 指す 。 i 症の範嘴から分 
裂病の範嗎 まで、 幅広い病態で見 
られ る。 実は着に もこの 傾向が 


認められるが、どんな内容なのか 
は秘密である。 

【好訴妄想】 権利が侵害され 
たとか法的に不利益を被ったと主 
張し、 i を超越した「こだわり」 
をもっ て 裁判へ訴える人びとがい 
る。 損得感情は二の次と なり、 意 
地と被害者意識とが熱情を駆り立 
てる。 感情は昂り、ますます易刺 
激性を 強め、 しかし主張する内容 
はしだいに形骸化しつつ、彼らは 
倦む ことなく 關争を 続ける。 パラ 
ノィア 患者に 多い。 最も不毛な形 
態をとった自己主張が ここにある。 

【罪業妄想】 自分は道徳的な 
罪を 犯した、 偷理に 反した、 と思 
い込んで自分を貴める もの。 ぅつ 
病で見られる。キリスト教的な卜 
1ンの強い妄想で あり、 日本にお 
いてはむしろ r 病気のために仕事 
をこなせず、職場の仲間や家族に 
申しわけない」 といっ た自黃感の 
かたちをとりやす い。 日本人は、 
神に謝らずに会社や家族へ謝るの 
である。 

【醜お恐怖】 自分の容姿がグ 
ロテスクなほどに醜いとか、嫌恶 
感をもよおすようなフリ I ク性を 


持って いると 信じ込み、それがた 
めに他人から疎まれたり軽蔑され 
ると感じ、 重症の対人恐怖へ と 陥 
るものを指す。サングラスやマス 
クを着用したり前髪を垂らして顔 
を隠したり して、 そのためかえっ 
て不自然で異様な姿に映ったりす 
る0 

もちろん客観的に醜恶な顔をし 
ているわけではない。自意識が高 
まり、また異性の目を気にするょ 
ぅになる思春期においては似たょ 
ぅな、む性を示すヶースは珍しくな 
いが、年単位で家に閉じこもって 
しまったり、「人並みの顔にしてく 
れ」と美容整形を訪れたりするょ 
ぅになる と、 もはや妄想のレベル 
となる。 

たんなる目鼻だちといつたもの 
ょりも、 r 顔の皮腐が厚い」 r 鼻の大 
きさが異常で、奇形の ょぅ だ」「顔 
が腿れていて毛深く、ふた目と見 
られぬ顔だちだ」 r 顔全体が老人の 
ょぅで、 周囲の雰囲気を暗くして 
しまぅ」など、いささか奇異なィ 
メージを抱いている場合が多い。 
忌避妄想として捉えることもでき 
よう。 
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【神経を】 つまりノイロ J ゼ- ぎ、 疑念、脅威、 不気味 さといつ 
である。ストレスに 由来す る、むの-た、 暧昧で得体の知れぬものを】 
中の葛藤が、#や体質と結びつ-挙に意味づけて くれる 巧能の言葉 
き、 その結果として r 意外な」か-こそが 「スパイ 組織」なので ある。 


たちで症状と して 出現する もの。 


なにしろスパイたちは人知れず 


意外な」症状と しては、 多重人-暗躍 する。 平気で市民を巻き込む。 
格とか記憶喪失が最たるものであ1ごく身近な、親しいはずの人物の 
ろう。 その他、脅迫靈、、心気状-正体がスパイであった りする。 兹 


態、 不安！、抑うつ状態、パ 


聴器 や無線装置を驅 使し、 尾行や 


ツク！などさまざまな！を招™追跡、蜜装、情報操作、洗脳、と 

来す る。 自分が§症であるとい-きには殺人すらも容易にやつての 


う自覚を持つことが可能 ゆえに、 


ける。彼らは秘密 H 作の痕跡を残 


原則的には妄想は生じない。カウ-さぬどころ か、 目をつけた相手を 
ンセリング や liii ： 分析、森田療法-「狂人」であると周囲に思わせて し 
などが一竹われるが、！？：^安定剤も-まうことさえ可能なのだ——と、 
有効。ただし生育歴や # igg との 関-これが分裂病者に とつての スパイ 
連が深いた め、 そう簡単に治せる-組織のイメージである。 


ものではないと覚悟をしておくべ 
きだろう。 


あまりにも チー プで短絡的な発 
想で あるが、 そういつたものにす 


【スパイ組織】 分裂病者たち I がらざるを得ないほどに追いつめ 
はスパィ組織といぅものを引き合 I られた患者の、心情が「キッチュ」 
いに出したがる。それは彼らにと j と映つてし まぅところに、 狂気の 
つて、 陰謀史観におけるユダヤ人 j 哀しさが ある。 

同盟やフリーメ I ソンと同じ/!-【精神分裂病】狂気とほぼィ 
を r スパィ組織」が担って いるか- コー ル。 脳内の生化学的異常が閱 
ら である。 j 与して いることは 囊 だが、 今 も 
すなわち、妄想気分に因われた i つて原因や本態は不明。本症は糟 
彼らが感じて いる 病的す安、胸騒-神の「分裂」 というよりはむしろ 


「断片化」と捉えたほうが適切であ 
ろう。 

^が断片化していくとき、そ 
れはジグソー•パズルの隙間がゆ 
るんで、 絵がばらばらになってい 
くプロセスに喩えられる。、むに映 
る現実は日常性を失い、違和感や 
不安感ばかりが際立ってくる。時 
間的•空間的な連！が断ち切ら 

れ、当たり前のことが 謎め いて 感 
じられたり、 他人には理解の及ば 
ないような 速想 や 類推を するよう 
になる。 ひび割れた、むの 隙間から、 
深暦に潜んでいた欲望や「こだわ 
り」が滲み出し、それを埋め合わ 
せる かの ように 陳腐で r 気違い じ 
みた」ィンスピレーションが阴い 
たり、 必然性を 欠いた ィメ ージが 
思考にまぎれ込み、妄想の脏芽が 
をじるようになる。 

適切な治療がなされな いと、 活 
性化されていた幻覚や妄想は遅か 
れ早かれ形骸化し、患者は覇気を 
失い無為な生活に 陥り、 やがて 
瑞々しい感性を欠いたす自然でぎ 
こちない人物へと変貌して しまい 
がちとなる。 分裂病の真の恐ろし 
さは、 幻覚や妄想の出現などでは 


なく、 実はこのょうな後遺症とし 
ての人3^化に ある。 

曼つつ病】 分裂病と同様、脳 
巧の生化学的異常をかして出現す 
る 病態。躁病においては、気分は 
高揚してやたらと攻擊的かつエネ 
ルギッシュ になり、 誇大妄想を伴 
いやす い。 ブレーキが効かなくな 
り、 性的な逸脱 だと か浪黃 、無 分 
別かつ無謀な言動を示しが ちで、 
そのため「しらふ」 に 戻ったとき 
に青ざめる ことになる。 

うつ病では、気分が沈み物事を 
悲観的に捉えることとなる。取り 
越し苦労が目立ち、自貴的と なり、 
身体的不調(不眠、だるさ、自律 
i 失調症など)を伴いがちとな 
り、自殺をしてしまうことも決し 
て珍しくない。永遠妄想や罪業妄 
想が生じる場合も ある。 

精神分裂病との最も大きな違い 
は、 後遺症としての人 S 化がな 
いことであろう。そういつた意味 
で、 11:^病院に一生閉じ込められ 
たままの 躁 うつ 病患者は基本的に 
あり得ない(葦原将軍の病名であ 
る 「^^^躁病」につ いては、 ここ 
では 論じる S がない)。 
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なお、、 っつ 病のみが生じるタイ 
プ(これが最も多い)と、躁病と 
うつ 病とが交互に出現するタイプ 
が あり、 躁病のみが出現するタイ 
プは稀である。我われは基本的に 
ペシミスティックな存在である証 
拠なのかもしれない。 

【想像妊娠】受胎しているわ 
けでもないのに月経が 止まり、 惡 
阻や腹部膨満感、さらには乳首の 
I や胎動の自覚などの妊娠兆候 
が出現する もの。 妊娠した と 思い 
込むのみならず、実際にその身体 
的兆候が出現するところがミソで 
ある。ヒステリ） において 見られ、 

妊娠願望や妊娠恐怖の裏返しとし 
て出現するのだという。 

慢牲の分裂病患者では、ときに 
远娠妄猩が出現し、これは身体 
兆候を伴わないのが普通であるが、 
皇族の子どもを宿した とか、 テレ 
パシーで 妊娠 させられた 等、 荒唐 
無稽な内容が多い。子どもを産む 
という事象がリアリティーを欠い 
た記号と 化し、 それが誇大妄想 や 
被害妄想と絡まつてキッチュな卜 
_—ンを帯びることになるのであろ 
う。筆者の子どもを、過去に 一 こ人 


ほどの患者が妄想の中で巧娠して 

いる。 

【体感幻覚】 性器をテレパシ 
1 でいじられるのが分かる とか、 

窜波を当てられて身体に電気が走 
るといつた類の訴えを体感幻覚と 
呼ぶ。痛覚、 温覚 、圧覚、 運動感 
覚、平衡感覚などに慟きかける幻 
覚であり、 通常は感じることのな 
いよぅな奇妙な ィメ ージを伴って 
出現しがちで ある。 

平成六年十月二十五日 朝、 都立 
台東病院の泌尿器科医師がトカレ 
フで射殺されるといぅ、通称「靑 
物横 T 医師射殺事件」が起きた。 
犯人は鼠碟ヘルニアの手術を受け 
た際に、被審者の医師によって体 

巧へ局霞」なる怪しげな器具 

を埋め込まれて人体実験を された、 
と信じての惕雙であっ た。 それは 
まったくの妄想であるが、犯人稽 
神分裂病患者)にとってはある穗 
の i 猜覚がありありと実在して 
おり、 それゆえに妄相心をますます 
確信していった挙げ句の犯行なの 
であった。 

【タラソフ判決】 妄想に駆ら 
れて患者が殺人を企てていること 


がカウンセリングの過程で判明し 
たとき、 医療 者は、 未然に事件を 
防ぐべく密察や「可能的被普者」 

へ通報をすべき か、 それとも患者 
に対する守秘義務を貫くべきか？ 
そのよぅな葛藤に対するカリフォ 
ルニア州最高裁の判断を指す。 

事件は一九六化年十巧二十七日 
に起きた。被害者はカリフォルニ 
ア州立大の学生タチアナ•タラソ 
フ。彼女へ恋愛妄想を抱くィンド 
人留学生によって射殺されたので 
ある。 

この留学生は大学病院で^療 
法を受けており、タラソフに対す 
る妄執 および 殺害の空想を カウン 
セラーへ打ち明けていた。しかも 
留学生が銃器を購入した事実が伝 

わっていたにもかかわらず、彼は 
野放しとなつていたのである。そ 
して 事#:^、 カウンセラーを含む 
関係者を、タラソフの両親が當訴 
したのであった。 

裁判の 結果は、 守秘義務よりも 
寶告や通報など「可能的被害者を 
保護す る 義務」を殿先すべし とい 
ぅものであった。いかにも 正論の 
ように 間 こえる 判決で あるが、 実 


隙には r 妄想に甚づく殺人計画」 
にど こまで 実現性があるか判断す 
るのは容易ではない。過剰な人命 
尊重主義から、むやみに鹽告や通 
報がなされれば患者と医師の関係 
は中断してしまう。患者のほうは 
普或して医療者へ本、むを明かさな 
くなる だろうし、面倒を避けるた 
めに医療者はやっかいな患者を遠 

ざけ ると いった風潮を招きかねな 

^ 0 
む 

医療者サィドの反対にもかかわ 
らず 、現在、 アメリカの多くの州 
でタラソフ判決は規範とすべき判 
断と見なされ ている。 

【注裏妄想】超現実派の画家 
が「狂気」の、心象風景をテーマと 
すれば、おそらく彼らは画面のあ 
ちこちに「目」を描き込むことだ 
ろう。 充血した巨大な目に よつ て、 
狂ったムに渦巻く疑惑や不安、抗 
えない運命を暗示しようとするだ 
ろ、つ0 

分裂病においては、他人の視線 
がまるで秘密を見透かすかのよう 
に、 あるいは見張ったり咎め立て 
するかのように感じられることが 
多い。それは自意識過剰といった 






吞気な ものに 由来する感情では な 
く、 もはや誰もがスパィであり刺 
客であるといった確信に近い。そ 
のように、 見知らぬ他者の視線が 
自分に注がれていると実感し、し 
かもそれへ不安に満ちた異常な意 
味づけがなされるとき、注察妄想 
という言葉が該当する ようになぶ。 

狂気の、心象風景に巨大な目が登 
場してくるのは、あながち的外れ 
なィメージではないのである。 

【追跡妄想】 「雇巧されてい 
る」「つけ狙われている」 r 探りを入 
れられている」 など、 自分が P 
の標的に され、 つきまとわれてい 
ると信じ込む こと。 「道を歩く と、 
何くわぬ顔をして後をつけてくる 
者がいた。振り返ると慌てて電柱 
の陰に隠れたのが何よりの証拠 
だ」「奴らは互いに合図しあって連 
携プ レー で追っ てく るらしい」「家 
の前に停まっていた黑塗りの車が 
怪しい」 等、 猜疑、むから生み出さ 
れた邪推に端を発している。分裂 
病でしばしば見られ、通常はま察 
妄想を伴う。やがて盜聴器だとか 
電波といつた アイテムを 取り込ん 
で、 妄想は系統立つ ていく。 


特徴的なのは、「誰が」 r なぜ」そ 
んな ことをする かという疑問が患 
者には欠落している ことである。 
問いただしてみ ると、スパイ組織 
だの CIA の企みといった、陳腐 
かつ曖昧な答えしか返ってこない 
し、 理由も判然としない。病的す 
まが周囲に投影されて「で穏な雰 
囲気」を もたらし、 それに 巧す る 
意味づけとして追跡妄想は出現し 
ている のであろう。 r 疑ム^」が 
病的発展を遂げるプロセスの 
一典型と いえる。 

【電游】 電波ハ分裂病者ニシカ 
感知デキ ナイ。 電波ハえねるぎ 一 
ヲ運ビ 、めっせ一 じヲ伝エ、恶意 
ヲ届 ケル。 電波ハ壁ヲ貫キ、皮が 
ヲ透過シ、頭蓋骨ヲ突キ抜 ケル。 
電波ハてくのろじ ー デアリ、 呪記 
デアリ、 脳細胞ノのいず デアル。 
精神病院ノ壁 C 、 アマ リニモ沢山 
ノ電波ニサ ラサ レテ黒ズン デイル。 

【盗害妄想】 物盗られ妄想と 
もい う。 痴呆老人においては珍し 
くな く、しまい 忘れた財布だとか 
日常の品々 を、 嫌が盗んだなどと 
興奮して非難す るの が典型で ある。 
短絡的 じ、 「盗まれた ：| と日頃嫌 


っている人のせいにしてしまうわ 
けで、 妄想と いうよりも 言いがか 
りじぶ い。 

【盗聴器】 備神分裂病患者に 

とって盗聴器とは、妄想にリアリ 
ティーを付与するための小道具で 
ある。出現率はかなり高い。 

陰謀を謀る何者かが仕掛けた盗 
聴器に よって、 患者の言動は見張 
られ、何もかもが简抜けと なる。 
「壁に耳あり」といった言い回しで 
表現されるこ ともあれば、 器械の 
詳細が語られることも あるし、 と 
きには睡眠中に自分自身の体巧へ 
埋め込まれた などと 患者が信じて 
いる場 < n さえある。 

盗聴器は、見つからないからこ 
そ、 その実ながほのめかされ ると 
いった逆説的な性質を持つ。疑惑、 
不審、猜疑と同義の巧在で あり、 
それが盗聰器という具体的なモノ 
として 現れる ところに 分裂病特有 
の卜 I ンが ある。 

バリエ I シヨンとしては、監視 
カメラで見張られているとか、脳 
波やテレパシ I で思考を読まれる 
といつた 訴えが ある。 


【二笑亭】 明治生まれの金満 
家の分裂病 者、 渡辺金蔵によって 
江東区門前忡町一一 I 四一 - j - に建て 
られた怪建築。正面には家紋のよ 
うな形の巨大なはめ殺しの窓があ 
ったり、 部屋割りが無茶苦茶であ 
ったり、 縁が鉄の畳が敷かれて い 
たり、 節{八にガラスをはめて弧き 
穴にして あったり、 昇れぬ梯子が 
あったり、 和泮'^择風圉 なる もの 
が あつたり、どうに も整ム種を欠 
いた 不可解な建物で あつたらしい。 
敷地は九五•セ 坪、 商店街に建っ 
ているところがいかにも 唐突であ 

る。 金戚が S 病院へ強®容さ 
れたため昭和±二年に巧り 壊され、 
現在は写真や若干の記録が残って 
いるのみで、それらは『定本•二 

笑亭綺譚』(ちくま文庫)に詳し 

0 

まぎれもなくエキセントリック 
な建物ではあるが、妄想を地上へ 
結晶化させたものが二笑亭である 
というよりは、 分裂病性の思 
害に由来する的性向がそのま 
ま垂れ流されただけのす器用な建 
築としか見えない。醉狂と病的幾 
何学主義の混合した「珍建築」と 
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いつたところか。 

一発明妄想】途方もないもの 
を発明すべく、あまりに非現実的 
な没頭を示すとき、誇大妄想の一 
環として発明妄想の名が冠せられ 
る。 分裂病、 パラノイア、 躁病な 
どで見られる。発明へのこだわり 
の背後には、一発逆転満塁ホ I ム 
ランへの憧れにも似た性急かつ安 
直な夢想が横たわっている。 

孤独な発明狂の姿を活写した藤 
枝静男の小説 『 T さん』にはこん 
なくだりがある。「発明には直観が 
随分大きな Vi を持つている し、 
理論的には不可能と思われる仕事 
をし遂げよぅとすれば自然にイン 
スピレ—シヨンを持つよぅになる 
が、小インスピレーシヨンは発明 
家を常に訪い、常に失望させ、常 
に発明に縛りつけて放さないので 
ある」。 

【パラノイア】妄想症、偏執狂 
などとも言われる。一種の変人で 
あり、ひとつの妄想にすっかり頭 
の中が占拠され、そのために人生 
がいかなる事態になろうと決して 
現状を省みることのない人たちで 
ある。妄想3^外には、幻聴や思考 


障害など S 分裂病性の症状はい 
つさい伴わない。 

好訴妄おや発明ち 想、 ミニョン 
妄想、恋愛妄想などが、彼らお得 
意のレパートリーである。また宗 
教の教祖だと か、 カリスマ性に富 
んだ人物の一部にも、パラノイア 
は散見され る。 

右に列挙した各種妄想は分裂病 
でも見られるが、パラノイアは「病 
気」といぅよりもむしろ素質(偏 
執性)や#を基盤に、さまざま 
な状況や環靖への居直りとして導 
き出された「盤破りの人生」なの 
だと言われている。病的ではある 
が、「標病」と言つてしまぅじは 
鶴踐されるのが正直なところ。 

抗幻覚妄想剤はほとんど効かな 
い。 パラノイアにつけるクスリは 
ないので ある。 

【ヒステリ—】 ヒステリーで 

は、^の病気であるにもかかわ 
らず、目が見えなくなったり、声 
が出なくなったり、指が動かなく 
なつたり等、あらゆる種類の、む身 
の病気(のイミテーシヨン)が出 
現し搏る。しかも他人に変貌する 
病(多重人挺や過去を消失する 


病(記憶喪失)すら出現する。す 

なわちヒステリーとは、考えつく 
かぎりの病気や障害のパロディと 
して出現する「、むの病」であり、 
無惹識のぅちに演じられる詐病 
(仮摘)と言える。 

カテゴリーとしては神経症に厲 
する。髪を振り乱して泣き叫ぶも 
のばかりがヒステリーなのではな 
い。自分でも気づかぬぅちに病気 
や修羅場を「演じて」しまうこと 
がずなわちヒステリ）の正体なの 
である。 

【被毒妄想】食べ物に薄が混 
ぜられていると思い込む妄想。牌 
神 S によって味が変わるのは当 
然であるが、幻聴や幻視のよぅに 
幻味が出現している可能性もあろ 
う。いずれにせよ、味覚における 
違が感が被害妄想の形式をとつて 
現れるとき、それがたちまち「毒」 
といつたモノとして知覚されてし 
まうところが、まさに^; i ： 病たる 
所城であろぅ。 

分裂病患者にとつては、毒も電 
波もテレパシーも念力も、目には 
見えないがまぎれもなく害を及ぼ 
す凶々しい存在として、等価なの 


である。 

【皮巧寄生虫妄想】患者は、 
初老期が降の女性に多い。かゆみ、 
むずむず、ざわざわ、ちくち く、 
といった巧腐の異常感を訴え、そ 
れは南京虫、が 癖、ノミ、ダニ、 
シラミ、その他得体の知れぬミク 
口な虫が皮慣に寄生したり毛穴へ 
卵を産みつけたせいだと主張す る。 
そして、かさぶ た、 フケや角質層 
のヵヶ ラ、 抜け落ちた毛髪などを 
持参し「ここに寄生虫がいます、 
調べてください」と真顔で提唱し 
たり、 連日何本ものバルサンを室 
巧で焚いたりするので ある。 

典型例では、この症状喊外に精 
神的な異常は認められない。老齢 
化に伴う皮腐の乾燥や角化、老人 
^痒症のもたらす不快感、皮廚 
が潤いを失い身体が朽ち果ててい 
く予感、不潔なものに対する病的 
嫌悪などが、「皮蹲へ寄生する虫」 
というおぞましいィメ ー ジに結実 
したので患ろう。 

無意識に潜む性的罪悪感、神の 
審 罰、 死、疎外、恥辱等々の象徴 
が虫であると深読みする硏究者も 
いるが、それを患者へ説いても妄 
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想が消えないのは言うまでもない。 一 らす現実離れしたム理靈や、脳 w れゆえに平民に育てられる ことに 


巧手のところへ手紙を出したり 


【貧困妄想】 うつ病で見られ-謹の脆弱化を基盤に、家と自己 i なつたのだ等、&流離譚めいた 一 •ザし かけたりを策り おし、やがて 


る。もう自分の家には財産なんか j とを同一視する、心性が他人に対す 
ない、稼ぐ手だてもなく明日から W る違和感や笞戒、レとあいまつ て、 


ストーリーをとくとくと語つてみ-「誰かが愛の成就を妨害している」 

せたりする。禮病院の！病棟-といつた被害妄想へ転じたり、自 


は一家揃ってホ ー ムレスとなるし j このように「何者かが家に潜んで I には、この手の分裂病患者が必ず W 分を朋にあげて相手を スト！々 J 


かない、会社もリストラでクビに I いる」といつた妄想へ発展したも-巧人かはいを 


なるにちがいない、といつた具厶口 I のと思われる。 


呼ばわりし たりと、まことに 迷惑 


に、 金銭経済に関して現実離れを 


【妄想気分】 分裂病者の妄想！な言動へと発展して いく。 


着は、過去に画ほど遭遇し j がいまだその具体的な内容を整え 


パラノイア、 分裂 病、 一種の人 


した巧り越し苦労をすること。 ぅ j たことがあるが、おの良い老婦人 j るが前の、「何だかよく分からない j 格障害などに 起因す る。分裂 病の 
つ病に伴う L じけた気持マイナ W が狎入れを開けると天井板の一部 W が、ただならぬことが起きつつあ W 易合には、たとえば愛の相手と見 


ス思考が極端なかたちで現れたも-が外されていて、「ここから怪し 


の。これは妄想ゆえに、堤清二や-人が夜中に出入りしておるので i が •11:^ あ 


る」予感。呈気は張りつ め、 世界 W なす小説家のが品の登場人物が自 


田 i 紀子だ 
とはちり得る_ 


分の名京と似ていると か、 まこと 


す」と淡々とした口調で語ったと I てお満している」かのよぅな緊張 j に突飛な関係づけによって憂の 
きには、その天井襄へ通底した彼-した気分を指す。こぅした感情は-しるし」を証拠立てたりする。 

. 恋愛妄想に陥る女性は必ずしも 


【幻の同居人】 、を A ?二0ミ j 女の「、むの脚」に、棵然とした思 W 早晚、不安や欲望をシュ—ルに反 


をの訳語。誰か見知らぬ i いを抱いたものであった。 


人物が、自分の家霞根裏、天が 


映して、あるいは、心の底の元型の-不美人と いう わけではないが、眼 


B 級映画や小説、都市伝説など j なるものを巧現して、あるいは谏 j のセンスやがぶが、どこか奇妙な 


裏、地重、床下、納屋菱へ密 W でも r 幻の同居人」のテ I マはと I 腐な短絡的思考を経て、スト I リ 
かに化みつき、物を盗んだり騒が - きおり登場する。我われにとつて、^1性を持つた妄想へと形づくられ 
しくす る、 といつた内容の妄想を j かなり元型的な ィメ ー ジと言える j ていく。 

指す。恐怖やおののきょりも、迷；のかもしれない。 ^ - 次妄想の亟型として位置づけ 
惑であることを強調するところが- 【ミニヨン妄想】 血統妄想の-られる。 

奇異に映る。 -こと。ゲーテの作品の登場人物に j 【恋愛妄想】 自分がある特定 
独り暮らしの老婦人に多く、ま j •ちなんでミニョン妄想とも言われ W の異性から愛情を寄せられている、 
た r 幻の同居人」の訴え政外には、 j る。誇大妄想の一種であり、自分‘ i と妄想的に確信すること。女性に 
特に！^異常や痴呆の兆候はない-は天皇家の落胤であるといつた類-多く、自分へ恋慕していると思い 
のが普通である。 W のこと臺張する。今の親は本当 W 込むその筆は、おおむねタレン 


J とが多いようである¬ 


ひつ そりと孤立した生活がもた j の親では なく、 自分は双子の中割 


卜 


や小説家や有名人の類で ある。 
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•朝倉喬司 ぁさくら•きょうじ 
が年岐を碍をまれ。早稲旧火学第一义学 
部卒。週刊誌記ちを経てフリ ーに。 著巧 
には『遊歌遊俠』『走れ！国定忠治』《共 
に现化茜館)等を 数。 

•漢野お平 あさの•きようへい 

W 年が木が 生まれ。 北海道火 学卒。 著苗 
に『「いなか」の挑戦』(巧が教巧出版) 
等。 

•岩崎眞美子 いわさき•まみこ 

抓年生 まれ。ライタ—。 なぜか周開じお 

まるサイコな人びとを見るにつけ、くよ 

くよ物を考えても人問化んだらそれまで 

よ、と 悟り じ 入る日々を送っている。 

♦鶴飼潤うかい•じゅん 

備年巧知が 生まれ。 編集プロダクション 

studio BROC /^共巧ま宰。 

♦巧化义黃 うちいけ•ひさたか 

が年福がお生まれ。早稲阳大学第一文学 
部卒。出版か朔巧等を絳てフリ—に。雑 
誌 『ストロング •スタイル』『ぶな」じ逃 
賊を 持つ。 みジャンル指 巧。 

•姪子能収ぇびす•よしかず 
が年長職が 生まれ。 雑誌『ガロ』でデビ 
ュ I 。潑顾を•特殊 タレント。 

•大泉実成 S いずみ•みつなリ 

3 年東な都 生まれ。 中央大学大学院文を 


研究科巧が巧攻修了。『説得•エホバの証 
人と輸邮枢否が件』《現け巧節)で講談れ 
ノンフイクシヨン火な巧な。著パに f 消 
ぇたマンガ家」(太的出版)等み数。 

垂小山田進 I たやまだ•しんいら 
W ホが瀉昭化まれ。千楽大学一区学部卒。 

T ミ al ヨ ind care wystem り TOMCA 
s {トムキャス)をま宰する。ニー化紀の 
新しいマインド•ケア•システムの桃染 
を目指す粘紳科巧。骑味ある方は述絡を。 

参春 g 武彦かすが•たけひこ 

毕な佩府かまれ。 W 本陵科大学卒。削 
帅科医。若巧に『がはなぜ化わずにいる 
のか J 『ムの間じ魄巧は楼むか」《大和ぶ 
お)等夕数。 

参ク—□ン黒沢く—ろん•くろさわ 

年がな靴おまれ。栽巧には f 巧脳アジ 
アコビー乂隅』(巧かシステム) 他。 兴化 
いおよびジャンキ I 救がバソ姐ネット、 
おなイソタ I ネットをが同設立述常中。 
♦吳智巧•こ•もぇぃ 

がが巧知が生まれ。ザ稲出大学法学部が。 
著おに『インテリ大微み」《がが化)『巧 
おの蘇惑』(が楽化)等多数。 

•今！生こん•いつしょぅ 

航が辟褐なおまれ。が滿 W 火学第一义学 
部隙精。九ぶ年八巧からーホ間限ぶでア 
ンチ•メディアのイペントを每巧主宰 
(リブロポ—卜での離れ本化が逃巧中)。 


參田中聪たなか•さとし 
の年な^が生まれ。な^大学义学が攻科 
修了。巧苗に『健が化と搬しの社会お』 
(が弓扯)等み数。 

•塔島ひろみ と•つじま•ひろみ 
の年がが娜かまれ。削年巧ユリイヵ巧鋭 
詩人じ逸ばれる。的年、ミニコミ誌『お 
掌」を側刊。若巧じ『ドキュメントザ- 
屉巧』《出版研)等。 

•、が江朗 ながえ•あきら 
说年化海ぶ生まれ。法政大学卒。『レジム 
ンド J 編染部を辟てフリ I に。お巧に菊 
地巧の本お」《アルメディア)等。 

•夏原武なつはら•たけし 

巧小千楽が生まれ。ビデオが門誌編柴お 
を経てフリ—ライタ—に。ヤクザ、述ぶ 
閒係と前魅はが維おな。小誌夕数に執巧。 
•成田毅なりた•たけし 
年巧が W 生まれ。化前火学人义学部卒。 
嫌誌『イマ—ゴ』：3染おを締て、が化フ 
リ I 編染&ライダー。 

•根本敬わもと•たかし 
说年おお涨生まれ。 5 S 年に巧刊诞禍誌「ガ 
口」誌 h じて『がおむせび巧き J をおお、 
特殊摧酣家としてデビュ I 。證リじ f 怪 
人無礼滿ララバイ J (がが堂)『人生魄お 
波ん場」《がが社)等參数。 

参平^夢明ひらやま•ゆめあき 
W 年神奈川が化まれ。作家。逝ぶに『異 
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